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令和４年第１回指宿市議会臨時会会期及び会期日程 

１．会  期  １日間（２月14日） 

２．会期日程 

月  日 曜 区 分 会  議  の  内  容 

２月14日 月 本会議 

・仮議席の指定 

・議長の選挙 

・議席の指定 

・副議長の選挙 

・会期の決定 

・常任委員の選任 

・議会運営委員の選任 

・広報特別委員の選任 

・指宿広域市町村圏組合議会議員の選挙 

・指宿南九州消防組合議会議員の選挙 

・議案第１号（議案説明，質疑，委員会付託省略，表決） 

・議案第２号（議案説明，質疑，委員会付託省略，表決） 

・議会運営委員会の閉会中の継続審査及び広報特別委員会の閉

会中の継続調査の件 
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第１回指宿市議会臨時会会議録 

 

令和４年２月14日 午前10時00分 開議 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

１．議事日程  

○日程第１ 仮議席の決定 

○日程第２ 議長の選挙 

○日程第３ 議席の指定 

○日程第４ 副議長の選挙 

○日程第５ 会議録署名議員の指名 

○日程第６ 会期の決定 

○日程第７ 常任委員の選任 

○日程第８ 議会運営委員の選任 

○日程第９ 広報特別委員の選任 

○日程第10 指宿広域市町村圏組合議会議員の選挙 

○日程第11 指宿南九州消防組合議会議員の選挙 

○日程第12 議案第１号 教育委員会委員の任命について 

○日程第13 議案第２号 監査委員の選任について 

○日程第14 議会運営委員会の閉会中の継続審査及び広報特別委員会の閉会中の継続

調査の件 

                               

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程のとおり 

                               

１．出席議員 

１ 番 議 員  中 村 昭 二  ２ 番 議 員  松 下 知 惠 

３ 番 議 員  山 本 敏 勝  ４ 番 議 員  前 原 五 男 

５ 番 議 員  東  勝 義  ６ 番 議 員  西 田 義 哲 

７ 番 議 員  新宮領   實  ８ 番 議 員  恒 吉 太 吾 

９ 番 議 員  田 中 健 一  10 番 議 員  吉 村 重 則 

11 番 議 員  東  伸 行  12 番 議 員  西 森 三 義 

13 番 議 員  井 元 伸 明  14 番 議 員  新川床 金 春 

15 番 議 員  福 永 德 郎  16 番 議 員  高 田 チヨ子 
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17 番 議 員  前之園 正 和  18 番 議 員  下川床   泉 

                               

１．欠席議員 

  な  し 

                               

１．地方自治法第121条の規定による出席者 

市 長  打 越 明 司  副 市 長  有 留 茂 人 

教 育 長  𠮷 元 鈴 代  総 務 部 長  下吹越   寿 

市民生活部長  鶴 本 八 郎  健康福祉部長  山 元 成 之 

産業振興部長  大 迫 格 史  農 政 部 長  寺 田 昭 宏 

建 設 部 長  山 﨑 一 磨  教 育 部 長  鶴 窪 誠 作 

水道事業部長  園 田 猛 志  山 川 支 所 長  中 島 裕 一 

開 聞 支 所 長  山 下 秀 一  総 務 部 参 与  野 元 伸 浩 

総 務 部 参 与  増 永 智 美  建 設 部 参 与  星 倉 淳 一 

教 育 部 参 与  中 摩 浩太郎  総 務 課 長  山 下 浩 二 

財 政 課 長  東  忠 孝     

                               

１．職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長  鮎 川 富 男  次長兼議事係長   木 下 英 城 

調査管理係長  川 畑 裕 二  議 事 係 主 査  古 川 浩 仁 
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〇議会事務局長（鮎川富男） 一般選挙後の最初の議会では，議長が選挙されるまでの間，地方

自治法第107条の規定により，年長議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。 

 出席議員中，前原五男議員が年長者でありますので，御紹介申し上げます。 

 前原議員は，議長席に御移動願います。 

〇臨時議長（前原五男） ただいま御紹介いただきました前原五男でございます。議長選挙が終

わるまでの間，臨時議長を務めさせていただきます。何とぞよろしくお願いいたします。 

 

△ 開会及び開議                   午前１０時００分 

〇臨時議長（前原五男） ただいま御出席の人員は，定足数に達しておりますので，これより，

令和4年第1回指宿市議会臨時会を開会し，直ちに本日の会議を開きます。 

 

△ 仮議席の指定 

〇臨時議長（前原五男） まず，日程第1，仮議席の指定をいたします。 

 仮議席は，ただいま御着席の議席といたします。 

 

△ 議長の選挙 

〇臨時議長（前原五男）次は，日程第2，議長の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 議長の選挙は，投票をもって行うことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇臨時議長（前原五男） 御異議なしと認めます。 

 よって，議長の選挙は投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

〇臨時議長（前原五男） ただいまの出席議員は18人であります。 

 投票用紙を配布いたします。 

〔投票用紙配布〕 

〇臨時議長（前原五男） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇臨時議長（前原五男） 配布漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めます。 

〔投票箱確認〕 

〇臨時議長（前原五男） 異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行いますが，念のため申し上げます。 
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 投票は単記無記名であります。職員が議席番号と氏名を呼び上げますので，投票用紙に被

選挙人の氏名を記載の上，順番に投票願います。 

〔投票〕 

〇臨時議長（前原五男） 投票漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇臨時議長（前原五男） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開場〕 

〇臨時議長（前原五男） これより，開票を行います。 

 開票立会人に，中村昭二議員，松下知惠議員，山本敏勝議員を指名いたします。 

 開票の立会いをお願いいたします。 

〔開票〕 

〇臨時議長（前原五男） 選挙結果を報告いたします。 

 投票総数18票，これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。 

 そのうち，有効投票18票，無効投票0票であります。 

 有効投票中，下川床泉議員9票，西森三義議員8票。 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は5票であります。 

 よって，下川床泉議員が議長に当選されました。 

 ただいま議長に当選されました下川床泉議員が議場におられますので，本席から当選の告

知をいたします。 

 下川床泉議員，議長当選の承諾及び挨拶をお願いいたします。 

〇議長（下川床泉） 一言，議長当選承諾及び就任の御挨拶を申し上げます。 

 このたび，不肖私が議員の皆様方の御推挙によりまして，市議会議長の要職に就くことに

なりました。誠に身に余る光栄であり，また，その責任の重大さに身の引き締まる思いで，

衷心から感謝感激をいたしております。ここに皆様方の御推挙を受けましたからには，皆様

方の温かい御支援と御鞭撻によりまして，市政の発展と市民福祉の向上に誠心誠意努力をい

たす覚悟でございます。また，円滑な議会運営のために公平無私，不偏不党の基本の下に，

分かりやすい議会，開かれた議会を念頭に，努力を傾注してまいりたいと固く覚悟しておる

次第でございます。何とぞ先輩・同僚議員，並びに執行部当局は申すに及ばす，報道機関関

係者各位におかれましても倍旧の御支援，御鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして，議

長当選承諾と就任の挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

（拍手） 
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〇臨時議長（前原五男） 以上をもちまして，臨時議長の職務を全て終了いたしました。どうも

ありがとうございました。 

 それでは，新議長，下川床泉議員，議長席にお着きください。 

（下川床泉議長，議長席着席） 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時２２分 

再開 午前１０時２５分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 

△ 議席の指定 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第3，議席の指定を行います。 

 議席は，議長において指定いたします。 

 議席は，ただいま御着席の議席といたします。 

 

△ 副議長の選挙 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第4，副議長の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 副議長の選挙は，投票をもって行うことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，副議長の選挙は投票をもって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

〇議長（下川床泉） ただいまの出席議員は18人であります。 

 投票用紙を配布いたします。 

〔投票用紙配布〕 

〇議長（下川床泉） 投票用紙の配布漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 配布漏れなしと認めます。 

 投票箱を改めます。 

〔投票箱確認〕 

〇議長（下川床泉） 異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行いますが，念のため申し上げます。 

 投票は単記無記名であります。職員が議席番号と氏名を呼び上げますので，投票用紙に被
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選挙人の氏名を記載の上，順番に投票願います。 

〔投票〕 

〇議長（下川床泉） 投票漏れはありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 投票漏れなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開場〕 

〇議長（下川床泉） これより，開票を行います。 

 開票立会人に，前原五男議員，東勝義議員，西田義哲議員を指名いたします。 

 開票の立会いをお願いいたします。 

〔開票〕 

〇議長（下川床泉） 選挙結果を報告いたします。 

 投票総数18票，これは先ほどの出席議員数に符合いたしております。 

 そのうち，有効投票18票，無効投票0票であります。 

 有効投票中，前原五男議員9票，井元伸明議員9票。 

 以上のとおりであります。 

 この選挙の法定得票数は5票であり，前原五男議員と井元伸明議員の得票数は，いずれも

これを超えております。 

 両議員の得票数は同数です。 

 この場合，地方自治法第118条の規定により準用する公職選挙法第95条の規定によって，

当選者はくじで決定することになりました。 

 前原五男議員及び井元伸明議員が議場におられますので，くじを引いていただきます。 

 くじは2回引きます。 

 1回目は，くじを引く順序を決めるためのものです。 

 2回目は，その順序によってくじを引き，当選人を決定するためのものです。 

 くじは，抽選棒で行います。 

 田中健一議員及び吉村重則議員，くじの立会いをお願いいたします。 

 まず，くじを引く順序を決めるくじを行います。 

〔くじの立会人，立会席に着く〕 

〇議長（下川床泉） 前原五男議員，井元伸明議員，くじを引いてください。 

〔くじを引く〕 

〇議長（下川床泉） くじを引く順序が決定いたしましたので，報告いたします。 

 まず，井元伸明議員，次に，前原五男議員であります。 
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 ただいまの順序により，当選人を決定するくじを行います。 

 井元伸明議員，前原五男議員，くじを引いてください。 

〔くじを引く〕 

〇議長（下川床泉） くじの結果を報告いたします。 

 くじの結果，前原五男議員が副議長に当選されました。 

 ただいま副議長に当選されました前原五男議員が議場におられますので，本席から当選の

告知をいたします。 

 前原五男議員，副議長当選の承諾及び挨拶をお願いいたします。 

〇副議長（前原五男） ただいま副議長になりました前原五男です。議長の補佐役として，議会

が遅滞なく運営ができますことを行っていきたいと思いますし，行政のたゆみない前進を願

いながら，議員の皆さんと努力していきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（拍手） 

 

△ 会議録署名議員の指名 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第5，会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の署名議員は，会議規則第88条の規定により，議長において，新宮領實議員及び恒吉

太吾議員を指名いたします。 

 

△ 会期の決定 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第6，会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期臨時会の会期は，本日1日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，今期臨時会の会期は，本日1日間と決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５１分 

再開 午前１１時３７分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 

△ 常任委員の選任 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第7，常任委員の選任を議題といたします。 

 常任委員の選任については，委員会条例第8条第1項の規定により，議長において，総務水
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道委員に中村昭二議員，東勝義議員，西田義哲議員，新川床金春議員，福永德郎議員，前之

園正和議員，文教厚生委員に松下知惠議員，前原五男議員，新宮領實議員，恒吉太吾議員，

井元伸明議員，高田チヨ子議員，産業建設委員に山本敏勝議員，田中健一議員，吉村重則議

員，東伸行議員，西森三義議員，下川床泉議員を各常任委員会の委員に指名いたします。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時３８分 

再開 午後 １時０８分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 各常任委員会の正副委員長が互選されましたので，御報告いたします。 

 総務水道委員長に東勝義議員，副委員長に中村昭二議員，文教厚生委員長に新宮領實議

員，副委員長に井元伸明議員，産業建設委員長に田中健一議員，副委員長に吉村重則議員が

それぞれ互選されました。 

 

△ 議会運営委員の選任 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第8，議会運営委員の選任を議題といたします。 

 議会運営委員の選任につきましては，委員会条例第8条第1項の規定により，議長におい

て，東勝義議員，西田義哲議員，新宮領實議員，田中健一議員，東伸行議員，井元伸明議

員，新川床金春議員，前之園正和議員，以上8名を議会運営委員会の委員に指名いたしま

す。 

 

△ 広報特別委員の選任 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第9，広報特別委員の選任を議題といたします。 

 広報特別委員の選任につきましては，委員会条例第8条第1項の規定により，議長におい

て，中村昭二議員，松下知惠議員，山本敏勝議員，西田義哲議員，恒吉太吾議員，西森三義

議員，以上6名を広報特別委員会の委員に指名いたします。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 １時１０分 

再開 午後 ２時０９分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 議会運営委員会の正副委員長が互選されましたので，御報告いたします。 

 議会運営委員長に東伸行議員，副委員長に新川床金春議員がそれぞれ互選されました。 

 次に，広報特別委員会の正副委員長が互選されましたので，御報告いたします。 

 広報特別委員長に西田義哲議員，副委員長に松下知惠議員がそれぞれ互選されました。 
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△ 指宿広域市町村圏組合議会議員の選挙 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第10，指宿広域市町村圏組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては，地方自治法第118条第2項の規定により，指名推選によりたい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，選挙の方法は，指名推選によることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法につきましては，議長において指名することにいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議長において指名することに決定いたしました。 

 御指名申し上げます。 

 指宿広域市町村圏組合議会議員に，松下知惠議員，前原五男議員，恒吉太吾議員，田中健

一議員，吉村重則議員，東伸行議員を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました6名の議員を当選人と定めることに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，ただいま指名いたしました松下知惠議員，前原五男議員，恒吉太吾議員，田中健

一議員，吉村重則議員，東伸行議員が指宿広域市町村圏組合議会議員に当選されました。 

 ただいま指宿広域市町村圏組合議会議員に当選されました松下知惠議員，前原五男議員，

恒吉太吾議員，田中健一議員，吉村重則議員，東伸行議員が議場におられますので，本席か

ら当選の告知をいたします。 

 

△ 指宿南九州消防組合議会議員の選挙 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第11，指宿南九州消防組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては，地方自治法第118条第2項の規定により，指名推選によりたい

と思います。 
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 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，選挙の方法は，指名推選によることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法につきましては，議長において指名することにいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議長において指名することに決定いたしました。 

 御指名申し上げます。 

 指宿南九州消防組合議会議員に，新宮領實議員，西森三義議員，福永德郎議員，下川床泉

議員を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました4名の議員を当選人と定めることに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，ただいま指名いたしました新宮領實議員，西森三義議員，福永德郎議員，下川床

泉議員が指宿南九州消防組合議会議員に当選されました。 

 ただいま指宿南九州消防組合議会議員に当選されました新宮領實議員，西森三義議員，福

永德郎議員，下川床泉議員が議場におられますので，本席から当選の告知をいたします。 

 

△ 市長挨拶 

〇議長（下川床泉） この際，市長より発言の申出がありますので，発言を許可いたします， 

〇市長（打越明司） 令和4年第1回市議会臨時会の開会に当たり，まずは御挨拶を申し上げる機

会をいただきましたことに，深く感謝申し上げます。 

 本日，ここに新しく選出をされました議員の皆様が御参集の下，令和4年1回指宿市議会臨

時会が滞りなく開会されますことに，厚く御礼申し上げます。皆様方におかれましては，こ

れまでの20名から18名へと議員定数が2名減員となるなか，執行されました2月6日の市議会

議員選挙におかれまして，厳しい選挙戦を勝ち抜かれ，市民の負託を担ってめでたく御当選

の栄誉に輝かれました。ここに改めて深く敬意を表し，心からお祝い申し上げます。おめで

とうございます。本日，先ほど選任をされました正副議長，正副委員長の皆様方には，その

職責に応じて持てる力を存分に発揮され，御活躍をされますことを心より御期待を申し上げ
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ます。 

 さて，私は先の市長選挙におきまして市民の皆様の力強い御支援，御期待と厳粛な負託を

賜り，このたび初めて指宿市政を担わせていただくことになりました。この間にいただいた

様々な声は，その多くが現状の指宿を何とかしてほしい，変えてほしいというものでありま

した。現在の指宿市への不満，将来への不安が変革を願う声として，一気に噴き出してきた

かのように感じたところであります。私はこれまで，指宿市民のお支えをいただいて県議会

議員や国会議員として働かせていただきました。その経験は，私にとってとても貴重な財産

ではございますが，このたび私に与えられました市長としての責務は，議員とはある意味ま

た異なり，誠に重且つ大であり，正に身が引き締まる思いであります。日々その期待や声に

対し，真摯に向き合いながら全力で職務を遂行していく決意でございます。 

 私は今回の選挙において，将来を楽しみにできる町にと，そういう目標を掲げてまいりま

した。私の市政運営に対する評価は，指宿市の将来を期待する，あるいは楽しみにしてい

る，そんな市民が1人でも増えてくれるかどうかだと考えています。そして，その仕事を農

業に例えれば，次のリーダー，次の方に交代するときまでに，できるだけ指宿の将来に備え

て田を耕し，多くの種をまきながら，出てきた芽を育てていくこと，次の世代に，あるいは

将来にわたって，その芽から花を咲かせ，その果実を収穫できることが一番大切だと考えて

います。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う市民の皆様の日々の暮らしや健康への不安に加え

て，宿泊業界や飲食店，そうした方々を支える農林水産業をはじめとする指宿市のあらゆる

産業に携わる方々が大変な痛手を受けている中，指宿は将来どうなっていくのか，弱り切っ

た市の財政は本当に大丈夫なのか，そうした皆様の切実な危機感，この閉塞感を少しでも打

破してほしいという市民の皆様や事業者の皆様の声を，思いを，これまで数多く聴き，受け

止めてまいりました。そうした実体験を通じて，指宿を必ず変える，これがおのずから皆様

との合言葉となり，その合い言葉を胸に深く刻み，私は選挙戦に挑んでまいりました。そう

した市民の皆様の声や思いが，私をこの場に導いてくださったものだと受け止めておりま

す。正にその声に誠実に，確実に，スピード感をもってお応えすることが，市長としての最

大の責務であると認識しております。 

 指宿市は日本を代表する観光地であります。これまでも多くの観光客の方々が指宿を訪

れ，そしてコロナ禍ではございますが，今このときも指宿を選んでくださるたくさんの指宿

ファンが日本中に，あるいは世界中にいらっしゃいます。ウイズコロナ，ポストコロナの時

代をしっかりと見据えて中・長期的な視点からも質の高い指宿，質の高いおもてなしを準備

していくことが必要になります。具体的な進め方や政策につきましては，次の定例本会議で

の施政方針に譲りますが，このまちの将来に大きな責任をもって，それを果たすために全身

全霊をかけてまい進していくことは，議員の皆さんと同じ志であると思っています。いわば
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同士であります。どうぞ議員各位におかれましては，今後の市政運営に対しまして，格段の

御理解と御協力を賜りたく，心からお願いを申し上げる次第です。 

 結びに，未曾有のコロナ禍の中，日々感染拡大防止に取り組んでいただいている市民，事

業者，医療従事者，全ての関係者の皆様方に心から御礼を申し上げ，私の市長就任にあたり

ましての御挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

△ 議案第1号上程 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第12，議案第1号，教育委員会委員の任命について，を議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 

△ 提案理由説明 

〇市長（打越明司） 今次，第1回指宿市議会臨時会に提出いたした案件は，人事に関する案件2

件であります。 

 提出議案の1ページを御覧ください。 

 まず，議案第1号，教育委員会委員の任命について，であります。 

 本案は，教育委員会委員，別府竜人氏が令和4年2月22日をもって，地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第5条に規定する4年間の任期満了を迎えることから，同氏を引き続き教

育委員会委員に任命いたしたく，同法第4条第2項の規定により議会の同意を求めるものであ

ります。 

 なお，同氏の住所，生年月日につきましては，お示しのとおりであります。 

 何とぞ，御同意賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時２３分 

再開 午後 ２時２３分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 

△ 議案第1号（質疑，委員会付託省略，表決） 

〇議長（下川床泉） これより，質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第1号は，委員会付託を省略したいと思います。 
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 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第1号は，委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これより，議案第1号を採決いたします。 

 本案は，同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第1号は，同意することに決定いたしました。 

 

△ 議案第2号上程 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第13，議案第2号，監査委員の選任について，を議題といたし

ます。 

 地方自治法第117条の規定により，高田チヨ子議員の除斥を求めます。 

〔高田チヨ子議員退席〕 

〇議長（下川床泉） 提案理由の説明を求めます。 

 

△ 提案理由説明 

〇市長（打越明司） 提出議案の2ページを御覧ください。 

 議案第2号，監査委員の選任について，であります。 

 本案は，議員のうちから選任された委員であります東伸行氏の任期が，令和4年2月11日で

満了となったため，次期委員に高田チヨ子氏を選任いたしたく，地方自治法第196条第1項の

規定により議会の同意を求めるものであります。 

 なお，同氏の住所，生年月日につきましては，お示しのとおりであります。 

 何とぞ，御同意賜りますようお願い申し上げます。 

 

△ 議案第2号（質疑，委員会付託省略，表決） 

〇議長（下川床泉） これより，質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第2号は，委員会付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第2号は，委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これより，議案第2号を採決いたします。 

 本案は，同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第2号は，同意することに決定いたしました。 

 高田チヨ子議員の除斥を解除いたします。 

〔高田チヨ子議員着席〕 

 

△ 議会運営委員会の閉会中の継続審査及び 

広報特別委員会の閉会中の継続調査の件 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第14，議会運営委員会の閉会中の継続審査及び広報特別委員会

の閉会中の継続調査の件，を議題といたします。 

 議会運営委員長から会議規則第111条の規定により，お手元に配付いたしました申出書の

とおり，委員会の委員の任期中，閉会中の継続審査の申出があります。また，広報特別委員

長から会議規則第111条の規定により，お手元に配布いたしました申出書のとおり，委員会

の委員の任期中，閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りいたします。 

 議会運営委員長及び広報特別委員長からの申出のとおり決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議会運営委員長及び広報特別委員長からの申出のとおり，委員の任期中，閉会中

の継続審査及び閉会中の継続調査に付することに決定いたしました。 

 

△ 閉議及び閉会 

〇議長（下川床泉） 以上で，本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて本日の会議を閉じ，併せて，令和4年第1回指宿市議会臨時会を閉会いたします。 

閉会 午後 ２時２９分 
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  地方自治法第123条第2項の規定によりここに署名する 

 

              指宿市議会 

 

                臨時議長  前 原 五 男 

 

                議  長  下川床   泉 

 

                議  員  新宮領   實 

 

                議  員  恒 吉 太 吾 

 



 

 

 

 

 

第 １ 回 定 例 会 

 

令和４年３月議会 
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令和４年第１回指宿市議会定例会会期及び会期日程 

１．会  期  29日間（２月28日～３月28日） 

２．会期日程 

月  日 曜 区 分 会  議  の  内  容 

２月28日 月 本会議 

・会期の決定 

・議案第３号～議案第26号一括上程（議案説明） 

・議案第24号～議案第26号（質疑，委員会付託省略，表決） 

３月１日 火 休 会 一般質問・議案審議及び一部討論の通告限（12時） 

２日 水 本会議 

・議案第３号～議案第７号 

（質疑，委員会付託省略，討論，表決） 

・議案第８号～議案第23号（質疑，委員会付託） 

３日 木 休 会 総務水道委員会（10時開会） 

４日 金 〃 総務水道委員会（10時開会） 

５日 土 〃  

６日 日 〃  

７日 月 〃 文教厚生委員会（10時開会） 

８日 火 〃 文教厚生委員会（10時開会） 

９日 水 〃 産業建設委員会（10時開会） 

10日 木 〃 産業建設委員会（10時開会） 

11日 金 〃 
 

12日 土 〃  

13日 日 〃 
 

14日 月 〃 
 

15日 火 〃 
 

16日 水 〃 
 

17日 木 〃 
 

18日 金 本会議 

・一般質問 

議案第８号：委員長報告に対する質疑・討論の通告限（12

時） 

19日 土 休 会 
 

20日 日 〃 
 

21日 月 〃  

22日 火 本会議 
・一般質問 

・議案第８号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

23日 水 休 会  
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月  日 曜 区 分 会  議  の  内  容 

24日 木 休 会 
議案第８号以外：委員長報告に対する質疑・討論の通告限

（12時） 

25日 金 〃 
 

26日 土 〃 
 

27日 日 〃 
 

28日 月 本会議 

・議案第９号～議案第23号 

（委員長報告，質疑，討論，表決） 

・議案第27号～議案第31号一括上程 

（議案説明，質疑，委員会付託省略，討論，表決） 

・議案第32号上程（説明・質疑・委員会付託等省略，表決） 

・決議案第１号上程 

（説明・質疑・委員会付託等省略，表決） 

 

 



 

 

 

 

 

第 １ 回 定 例 会 

 

令和４年２月 28 日 

（第１日） 
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第１回指宿市議会定例会会議録 

 

令和４年２月28日 午前10時00分 開議 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

１．議事日程  

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 会期の決定 

○日程第３ 議案第３号 令和３年度指宿市一般会計補正予算（第15号）について 

〇日程第４ 議案第４号 令和３年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）について 

○日程第５ 議案第５号 令和３年度指宿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について 

○日程第６ 議案第６号 令和３年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

○日程第７ 議案第７号 令和３年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予

算（第３号）について 

○日程第８ 議案第８号 指宿市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の

制定について 

○日程第９ 議案第９号 指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

○日程第10 議案第10号 指宿市消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条例

の一部改正について 

○日程第11 議案第11号 指宿市コミュニティセンター愉徒里館条例の一部改正につ

いて 

○日程第12 議案第12号 指宿市奨学資金条例及び指宿市大重・岩崎奨学資金条例の

一部改正について 

○日程第13 議案第13号 指宿市立市民会館条例の一部改正について 

○日程第14 議案第14号 令和３年度指宿市一般会計補正予算（第16号）について 

○日程第15 議案第15号 令和３年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予

算（第４号）について 

○日程第16 議案第16号 令和４年度指宿市一般会計予算について 

○日程第17 議案第17号 令和４年度指宿市国民健康保険特別会計予算について 

○日程第18 議案第18号 令和４年度指宿市後期高齢者医療特別会計予算について 

○日程第19 議案第19号 令和４年度指宿市介護保険特別会計予算について 
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○日程第20 議案第20号 令和４年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計予算に

ついて 

○日程第21 議案第21号 令和４年度指宿市水道事業会計予算について 

○日程第22 議案第22号 令和４年度指宿市公共下水道事業会計予算について 

○日程第23 議案第23号 令和４年度指宿市温泉供給事業会計予算について 

○日程第24 議案第24号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○日程第25 議案第25号 人権擁護委員候補者の推薦について 

○日程第26 議案第26号 監査委員の選任について 

                               

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程のとおり 

                               

１．出席議員 

２ 番 議 員  松 下 知 惠  ３ 番 議 員  山 本 敏 勝 

４ 番 議 員  前 原 五 男  ５ 番 議 員  東  勝 義 

６ 番 議 員  西 田 義 哲  ７ 番 議 員  新宮領   實 

８ 番 議 員  恒 吉 太 吾  ９ 番 議 員  田 中 健 一 

10 番 議 員  吉 村 重 則  11 番 議 員  東  伸 行 

12 番 議 員  西 森 三 義  13 番 議 員  井 元 伸 明 

14 番 議 員  新川床 金 春  15 番 議 員  福 永 德 郎 

16 番 議 員  高 田 チヨ子  17 番 議 員  前之園 正 和 

18 番 議 員  下川床   泉     

                               

１．欠席議員 

１ 番 議 員  中 村 昭 二     

                               

１．地方自治法第121条の規定による出席者 

市 長  打 越 明 司  副 市 長  有 留 茂 人 

教 育 長  𠮷 元 鈴 代  総 務 部 長  下吹越   寿 

健康福祉部長  山 元 成 之  産業振興部長  大 迫 格 史 

農 政 部 長  寺 田 昭 宏  教 育 部 長  鶴 窪 誠 作 

山 川 支 所 長  中 島 裕 一  開 聞 支 所 長  山 下 秀 一 

総 務 部 参 与  野 元 伸 浩  総 務 部 参 与  増 永 智 美 
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建 設 部 参 与  星 倉 淳 一  教 育 部 参 与  中 摩 浩太郎 

市 長 公 室 長  渡 部 徹 也  総 務 課 長  山 下 浩 二 

財 政 課 長  東  忠 孝     

                               

１．職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長  鮎 川 富 男  次長兼議事係長   木 下 英 城 

調査管理係長  川 畑 裕 二  議 事 係 主 査  古 川 浩 仁 
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△ 開会及び開議                  午前 １０時００分 

〇議長（下川床泉） ただいま御出席の人員は，定足数に達していますので，これより，令和4

年第1回指宿市議会定例会を開会し，直ちに本日の会議を開きます。 

 

△ 会議録署名議員の指名 

〇議長（下川床泉） まず，日程第1，会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は，会議規則第88条の規定により，議長において，東伸行議員及び

西森三義議員を指名いたします。 

 

△ 会期の決定 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第2，会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は，本日から3月28日までの29日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，今期定例会の会期は，本日から3月28日までの29日間と決定いたしました。 

 

△ 議案第3号～議案第23号一括上程 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第3，議案第3号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第15

号）について，から，日程第23，議案第23号，令和4年度指宿市温泉供給事業会計予算につ

いて，までの21議案を一括議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 

△ 提案理由説明 

〇市長（打越明司） それでは，令和4年第1回市議会定例会開会に際し，令和4年度予算並びに

諸案件の御審議をお願いするに当たりまして，市長としての市政運営の所信と令和4年度の

施策の概要を申し述べたいと存じます。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に世界中が翻弄され始めてから，はや2年が経過しまし

た。今まさに，日本もその波の真只中にあります。第6波と呼ばれる感染拡大の中で，指宿

市においても直近一週間において53名の陽性者が確認をされ，予断を許さない状況が続いて

おり，なお一層の感染拡大防止の取組が求められております。この事態に対し，本日，本会

議終了後にも，新型コロナウイルス感染対策本部会議の開催を決定をしたところでありま
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す。 

 市長就任の挨拶の中でも申し上げましたが，この場をお借りして改めまして，日々この事

態に向き合い，尽力されている医療従事者，全ての事業者の皆様，そしてまん延防止等重点

措置の2週間の延長の中，我慢強く新しい生活様式の実践に努めていただいている市民の皆

様に厚く御礼を申し上げます。市といたしましても，更なる感染対策への支援や宿泊施設等

へのコロナ対応整備を充実させてまいりたいと考えております。 

 さて，私はこの度，初めて市長として市政のかじ取り役を担わせていただくことになりま

した。私は今回の選挙の中で，指宿を将来を楽しみにできる町にという目標を掲げてまいり

ました。そして，私が皆様との合言葉とさせていただいた，指宿を必ず変える，この言葉は

チェンジという意味だけではなく，リボーン，すなわち指宿を再生させていくのだという強

い決意と覚悟を込めたフレーズでもございます。 

 それでは，その目標の達成に向けて，私が掲げた公約を五つのキーワードでくくり，市政

運営にあたっての基本的な考え方を述べさせていただきます。 

 まず，一つ目のキーワードは，ワンチームでございます。 

 私は市長就任の挨拶の中で，議員の皆様方とは指宿の将来に責任を持つ同志であると申し

上げました。さらに視野を広げると，市民，地域，市役所，市議会，そして日本中，世界中

にいる指宿のファンが，言わばチーム指宿であり，ワンチームとなって一緒に力を発揮して

いくことが，町づくりにとって最も大切なことだと考えております。それぞれが異なる意見

を言い，それぞれが違う方向に歩んでいけば，市政は一歩も前進をしません。議論を深める

中で，ベクトルを同じ方向に向けて進んでいく努力こそが，市政運営の要だと考えておりま

す。どのようにチーム作りを進め，チームの輪を広げていくのか，その過程も極めて大切で

あります。そのためには，市民が共感し共有できる，分かりやすい目標をリーダーがしっか

りと明確にすることが必要です。目標がやる気を起こし，議論を闊達にします。目標が定ま

れば，アプローチの方法は様々にあります。私は，自ら先頭に立って，目標に向かい，全力

で走ってまいる所存でございます。 

 二つ目は，財政再建でございます。 

 人口減少や少子高齢化，経済規模の縮小など，様々な課題が山積する中，本市の財政状況

は厳しい局面を迎えております。合併特例債等を活用し整備した公共施設の整備費の償還

が，今後，本格的に始まります。地方交付税や市税については，大きな伸びを期待すること

はできません。加えて，新型コロナウイルスの感染症の拡大は，指宿の経済にも大きな影響

を与えており，本市の自主財源のさらなる落ち込みも懸念されるところであります。入るを

量りて出ずるを制す，この方針のもと，弱り切った財政を歳入と歳出の両面から改革をし，

10年後には財政を今よりも安定をさせ，機動的な財政出動が可能な状態となるように，次の

世代の負担ができる限り軽いものになるに，更には効率の高い行政を進める組織づくりなど
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を目的に，行財政改革を推進する部署を新たに設置いたします。 

 三つ目は，住みやすい町でございます。 

 医療や福祉，質の高い教育や子育て支援，さらに，障害者政策や生活インフラを可能な限

り充実をさせ，生活先進地を目指してまいります。その第一歩として，令和5年度のこども

家庭庁の発足を見据え，また，未来を担う子供たち，そして子育て世代の市民の皆様に，よ

りきめの細やかなサービスを提供できるように，子育てに関する各種相談や母子寡婦父子の

支援，並びに，子育て支援や保育所等に関する業務を行う部署を新たに設置いたします。そ

して，20年後には県内で最も住みやすい町となるよう，生活に必要なや環境の質を一つ一つ

高めてまいります。また，まちのデザインにつきましても，これから主役になる若い方々，

あるいは指宿市外から訪れるなど，多くの方々の視点や意見，提案を求める場を作り，時間

をかけながら丁寧にリノベーションを実践し，働ける場も増やしてまいります。市民の皆様

に住みやすい町だと実感していただけることが必ずや移住・定住にもつながって行くものだ

と考えております。 

 四つ目は，稼げる町でございます。 

 指宿には，温泉をはじめ，恵まれた観光資源がたくさんあります。また，温暖な気候と肥

沃な大地，更には三方を囲む海から生み出される新鮮で豊富な食の恵みがございます。豊か

な地域資源をもっと磨き上げ，それらを余すことなく十分に生かし，観光，飲食，特産品な

ど，人を迎えて稼ぐ産業と，畜産業，水産業，食品加工業などのモノづくりをとおして稼ぐ

産業，この2本の柱を中心に国内外に積極的に売り込んでまいります。その戦略づくりのた

めに，庁内の横断的なワーキングチームの設置を検討してまいります。加えて，ふるさと納

税を徹底して伸ばしていくために，特産品づくりや素材の発掘など，全庁的なプロジェクト

を立ち上げる準備に入り，稼げる町を作ってまいります。コロナ渦において，観光業がとり

わけ厳しい状況が続いております。インバウンド需要が不透明な中，コロナ収束後，当面は

国内旅行者の受入れ需要を高めるため，数の観光から質の観光へ転換を計ってまいります。

観光客の皆様に長期に滞在していただく，地元で食べて遊んで消費していただく，そして，

また来てみたい，また泊まりたい，また食べたい，また買いたい，また遊びたいなど，また

の多い，リピーターの多い観光地を目指して，観光の質的転換を推進してまいります。 

 最後，五つ目のキーワードは，ＩＴ化と情報発信でございます。 

 市民生活を支えるうえでも，行政のＩＴ化等を積極的に推進し，効果的かつ効率的な情報

やサービスの提供につなげていくことが喫緊の課題の一つです。国は，デジタルの活用によ

り，一人ひとりのニーズに合ったサービスを選ぶことでき，多様な幸せが実現できる社会を

掲げ，昨年9月にデジタル庁を設置しました。また，新型コロナウイルス感染症の拡大は，

私たちの生活様式を大きく変えました。接触機会を減らすために，テレワークやオンライン

会議等のニューノーマルが推奨され，新たな行政サービスの提供の在り方が求められていま
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す。例えば今後は，オンラインで様々な手続ができる。あるいは必要な情報を自動的に適切

なタイミングで市民の皆様にもお届をするなど，真に必要で，満足していただけるサービス

を考え抜き，近い将来，全ての市民の皆様がデジタル社会の恩恵を受けられるように，令和

4年度から新たにデジタル戦略を担う部署を設置をし，市役所だけでなく，地域も含め，指

宿市全体のＩＴ化を推進してまいります。また，国内外に指宿を売り込んでいくには，まず

は指宿の魅力を絶え間なく，それぞれのターゲットに向けて効果的に発信していく必要があ

ります。その発信力を大幅に高めるためにも，更なるＩＴ化の推進やＰＲ活動の充実を図っ

てまいります。 

 以上，5つのキーワードに基づき，私の市政運営の基本的な考えを述べさせていただきま

した。 

 それではここからは，令和4年度の主要施策について，御説明を申し上げます。 

 まず，市民福祉についてであります。 

 持続可能な地域社会を形成するためには，住民全体で自助・共助・公助の補完性の原則に

基づく地域活動等の重要性の認識を高めていかなくてはなりません。そのため，新たな地域

コミュニティ組織づくりや地域担い手育成の支援を進めてまいります。また，多様な生き方

や価値観を認め合い，一人ひとりが生き生きと暮らせる社会の実現を目指し，男女共同参画

に関する啓発活動を行なってまいります。指宿市パートナーシップ宣誓制度を令和3年4月1

日から開始し，誰もが人権を尊重され，多様性を認め合える市の実現を目指しております。

引き続き，理解促進と支援に取り組んでまいります。 

 市民の健康と福祉につきましては，市民相互で支えあう地域福祉を推進し，市民一人ひと

りが健康で生きがいを持ち，安心・安全で豊かな生活を営むことができるよう，生活習慣病

や寝たきり予防に引き続き取り組んでまいります。また，健康寿命の延伸を目的に，豊富な

地域食材を活用した健幸食等の開発・普及に努め，健幸のまちづくりを推進してまいりま

す。 

 高齢者の福祉につきましては，第8期高齢者福祉計画に基づき，高齢者の在宅生活を支援

する各種事業を実施するほか，シルバー人材センターや社会福祉協議会等とも連携し，高齢

者の社会参加と生きがいづくりや健康づくりの推進など，高齢者福祉の充実に努めてまいり

ます。また，各種介護予防事業をとおして，地域との交流を図ることにより，高齢者の引き

こもり予防や高齢者を地域で見守る体制を充実させ，高齢者が可能な限り住み慣れた地域で

安心して生活できるよう推進してまいります。 

 介護サービス体制につきましては，地域介護基盤整備事業による看取り環境の整備促進を

図ってまいります。 

 障害者等の福祉につきましては，障害者計画等に基づき，障害福祉サービスの積極的な推

進と，障害児に対する支援体制の充実を図り，障害者等が自らの意思により，地域で自立し
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た生活を送れる社会づくりに努めてまいります。また，認知症高齢者や障害者の財産及び権

利を保護するため，令和3年3月に策定した成年後見制度利用促進基本計画に基づき，中核機

関の設置及び制度の利用促進に取り組み，安全で安心して暮らせるよう支援してまいりま

す。 

 児童や母子等の福祉につきましては，第2期子ども・子育て支援事業計画に基づき，放課

後児童クラブでの障害児の障害児受入事業に取り組むなど，多様な保育サービスの充実を図

り，子供を育む環境を整備するとともに，虐待・貧困等によって支援が必要な子供やその家

庭に対する包括的な支援に努めてまいります。 

 保健，医療につきましては，第二次健康増進計画に基づき，自主的な健康づくりを支える

健幸のまちづくりを基本方針に，医師会・歯科医師会や薬剤師会をはじめ，各関係機関との

連携を密にしながら，乳幼児健診・予防接種・各種がん検診等を実施し，乳幼児期から高齢

期までのライフステージに応じた健康づくりを推進してまいります。 

 なお，積極的勧奨の再開が決定された子宮頸がんワクチンの予防接種につきましては，ワ

クチンの効果や副反応などの情報発信をしっかり行い，安心して接種いただける環境整備に

努めるとともに，積極的勧奨の差し控えにより，接種機会を逃された方を対象とする接種へ

の対応も行なってまいります。また，産科医の確保，産後ケア事業などにより，子供を産み

育てやすい地域づくりを図るとともに，子育て世代包括支援センターにおいても，充実した

支援環境づくりに努めてまいります。 

 新型コロナウイルス感染症対策につきましては，医師会との連携により，ワクチン接種体

制の確保や市独自のＰＣＲ検査体制の継続・感染防止対策の広報，講習会を実施することに

よって，新型コロナウイルス感染症のまん延防止，重症化の予防を図ってまいります。 

 国民健康保険特別会計につきましては，鹿児島県国民健康保険運営方針に基づき，引き続

き資格管理，保険給付，保険税の賦課徴収及び保健事業を行ってまいります。また，国保財

政の健全化を図るため，今後も特定健診，特定保健指導の受診率・実施率向上対策の実施及

び生活改善指導や疾病の重症化予防など，きめ細かな保健事業に取り組み，医療費適正化に

努めてまいります。 

 後期高齢者医療特別会計につきましては，鹿児島県後期高齢者医療広域連合と連携を図

り，引き続き円滑な業務運営に努めてまいります。また，フレイル対策として，高齢者の保

健事業と介護予防の一体的な実施に係る事業に取り組んでまいります。 

 介護保険特別会計につきましては，第8期介護保険事業計画に基づき，介護保険制度の安

定的な運営を図ります。また，高齢者が要介護状態となることを予防するとともに，要介護

状態になっても可能な限り地域において自立した生活を営むことができるよう，相談支援体

制や認知症の早期支援体制，在宅における医療と介護の連携体制の構築等を一体的に推進し

てまいります。 
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 地球温暖化対策につきましては，2050年までに温室効果ガスの排出量実質ゼロを目標とす

るゼロカーボンシティの実現に向けて，市民・事業者への周知啓発に取り組むとともに，本

市地域内における自然的・社会的条件を踏まえた，温室効果ガスの削減の基礎的情報の収

集・分析・温室効果ガスの将来推移等に関する調査について，国の支援制度の活用を検討し

ながら取り組んでまいります。 

 地域環境の保全対策につきましては，環境基本計画に基づき，河川・海域の水質状況の監

視を行い，悪臭・騒音・大気汚染・不法投棄などの公害には迅速に対応し，原因者の把握・

指導及び未然防止の啓発を行うとともに，関係機関と連携し，公害防止に努めてまいりま

す。また，鰻池の水質改善対策につきましては，水質改善装置を継続して設置することによ

り，水質保全に努めてまいります。 

 本市に生息が確認されているハイイロゴケグモなど，生態系や人体に被害を及ぼす恐れの

ある外来種のまん延防止・防除対策に努めるとともに，不快害虫であるヤンバルトサカヤス

デにつきましては，発生地域に対し，薬剤の配布を行ってまいります。 

 生活排水対策につきましては，公共用水域の保全のため，公共下水道事業計画区域外の単

独処理浄化槽や，くみ取り便槽を合併処理浄化槽に設置換えした方々に対し補助金の交付を

行い，合併処理浄化槽の普及を図ってまいります。 

 水道事業の給水区域外への飲料水供給につきましては，尾下地区及び畠久保地区の飲料水

供給施設の維持管理を適切に行い，安全で安心できる飲料水の供給に努めてまいります。 

 廃棄物処理につきましては，本年3月に策定される第二次指宿市一般廃棄物処理基本計画

に基づき，更なるごみ減量化を図るため，一般廃棄物監視員による資源ごみへの誘導強化，

環境教育や出前講座の充実，不法投棄の防止，指宿市環境衛生協力会との連携を図るととも

に，高齢者等のごみ出し支援の在り方を検討し，今後も事業者や市民の皆様と協働し，循環

型社会の実現を目指してまいります。 

 廃棄物処理の施設につきましては，南九州市及び指宿広域市町村圏組合と連携し，指宿広

域クリーンセンターをはじめ，指宿広域管理型最終処分場，指宿広域汚泥リサイクルセンタ

ーの適正な運営管理を着実に推進してまいります。 

 次に，産業振興についてであります。 

 農業につきましては，コロナ禍における農産物の需要変化等への対応のほか，気候変動，

自然災害においても揺らぐことがない農業の生産基盤，セーフティーネットの構築などが求

められています。また，国内外における食料・農業・農村を巡る状況変化に注視しながら，

本市農業の持続的かつ魅力ある成長産業化に向けた攻めの農業を展開していく必要がありま

す。 

 そうしたことから，多様な主体からなる産業連携のもと，農産物の新たな価値創出と需要

開拓，食・農のつながりの深化などの取組を推進していくほか，農業経営の安定化や産地体
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制の強化，担い手農家の育成支援，新規就農者や後継者の育成，人・農地プラン推進による

担い手への農地集積，荒廃農地の発生防止・解消等，農地利用の最適化等を図ってまいりま

す。 

 さらに，地域資源活用による農山村振興，中山間地域の機能維持・保全を推進するほか，

本年2月の農林水産省，棚田遺産選定を契機とし，指定棚田地域の関係団体等と連携しなが

ら，都市部から地方への流れを促す環境づくり等を推進してまいります。 

 農業生産振興につきましては，耕種部門における生産性向上や農作業省力化につながる新

技術の普及促進，サツマイモ基腐病，有害鳥獣・病害虫の被害防止・軽減対策に取り組んで

まいります。また，畜産部門につきましては，各種家畜伝染病の侵入防止対策の徹底，環境

保全対策の推進のほか，本年度開催される第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会へ向けた支

援策等に取り組んでまいります。 

 耕地事業につきましては，農業生産性・経営向上を計るため，農地や農道の整備・保全に

努めるとともに，畑かん施設の更新事業や農村地域防災減災事業など，今後も国・県，南薩

土地改良区などの関係機関と連携を図りながら，農業生産基盤の整備を進めてまいります。

また，地域住民共同で行う農業・農村の環境整備活動及び施設の長寿命化のための活動支援

を拡充してまいります。 

 林業につきましては，県や地元林業者との連携，所有者不明森林の解消，林地台帳整備，

間伐や主伐・再造林などの促進・効率化を図るため，令和元年度から，森林環境譲与税を活

用した森林経営管理制度に引き続き取り組むとともに，森林に触れ合う機会の創出や，森林

環境教育を推進してまいります。また，松くい虫被害対策につきましては，薬剤散布による

防除や伐倒駆除，植林した抵抗性クロマツの保育など，総合的に事業を実施してまいりま

す。このほか，治山事業による山地災害防止等に努めてまいります。 

 水産業につきましては，本市の基幹産業であるかつおぶし加工業の原料確保のため，海外

まき網船の誘致に向けた施策を実施し，山川漁港への入港の促進に努めてまいります。ま

た，漁港の整備につきましては，県の漁港整備長期計画に基づき，県と連携しながら維持管

理に努めてまいります。 

 商工業につきましては，新型コロナウイルス感染症の拡大による本市経済への影響を抑え

るため，国・県の動向を見ながら，指宿市内での消費喚起策や市内事業所の固定費軽減策等

を進めてまいります。また，人手不足解消のため，関係機関や団体等と連携を図りながら，

地元企業の雇用創出に取り組んでまいります。 

 交通運輸施策につきましては，令和元年度に策定した指宿市地域公共交通基本計画に基づ

き，イッシーバスや乗り合いタクシーを運行し，地域公共交通の充実を図ってまいります。

また，山川・根占航路の安定的な運航のための取組を進めてまいります。 

 道の駅いぶすき及び道の駅山川港活お海道につきましては，指定管理者と連携を図りなが
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ら，本市の新鮮な農産物や魚介類，かつおぶしなどの加工品等の宣伝，販売に努めてまいり

ます。 

 特産品の振興につきましては，ポストコロナを見据えた商品開発を推進するとともに，特

産品の販路拡大を支援するため，都市部での指宿フェアや大型商談会への出店事業などを展

開してまいります。 

 ふるさと納税につきましては，市内事業者と連携して返礼品の魅力を高めるとともに，市

の魅力を全国にＰＲし，ふるさと納税寄附金の増額を目指してまります。 

 観光につきましては，引き続き，コロナ禍における感染防止対策並びに発生時の支援対策

に取り組んでまります。また，近年の個人旅行化やモノからコトへの嗜好性の変化といった

旅行ニーズの多様化に対応していくため，令和2年度に発足した，一般社団法人いぶすき観

光デザインと連携して，観光ＤＸの推進や，観光素材等のブラッシュアップなどに取り組

み，誘客・滞在時間の延長と，観光消費額の増加につなげてまいります。 

 唐船峡そうめん流し事業につきましては，開設60周年を迎えます。訪れるお客様が安心し

て快適に御利用いただけるよう，新型コロナウイルス感染症防止対策や施設の環境整備，サ

ービスの向上に努めながら，皆様に親しまれる施設を目指してまいります。 

 砂むし会館砂楽，ヘルシーランド等の観光施設につきましては，引き続き，新型コロナウ

イルス感染症防止対策を徹底するとともに，施設の維持管理に努め，より一層のサービス向

上を図ってまいります。 

 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会は，令和5年に特別国民体育大会・特別全国障害

者スポーツ大会として開催されます。本市の多彩な魅力を全国に発信する好機でもあること

から，引き続き，県や関係団体等と連携を図りながら，市民総参加の下，開催準備を進め，

心と記憶に残る両大会の成功に向けて努めてまいります。また，スポーツコンベンションの

推進につきましては，令和2年度に設立した，官民一体型のスポーツコミッションいぶすき

と連携し，整備されたスポーツ施設の更なる活用を図るとともに，ウイズコロナに対応した

スポーツ大会やキャンプ・合宿などを通して，交流・関係人口の拡大と地域・経済の活性化

を推進してまいります。 

 次に，土木行政についてであります。 

 本市の公共事業につきましては，国の施策や地域の実情を踏まえ，市民の社会資本整備の

ニーズに的確に応えるため，機動的かつ弾力的に進めてまいります。 

 社会基盤の整備につきまして，幹線道路，生活道路を整備し，市民の利便性向上を図ると

ともに，安全で円滑な道路交通の確保，公共下水道施設の整備や公営住宅の整備・改善，河

川，海岸等の整備を行い，安全・安心で快適なまちづくりに努めてまいります。また，国の

事業であります国道226号北十町地区の歩道整備と交差点改良を推進していくとともに，県

の事業であります指宿鹿児島インター線池田工区道路改良事業の整備促進により，市内の道



 

- 30 - 

 

路のアクセス向上に努めてまいります。 

 生活道路の整備につきましては，継続路線として，北町通り線，堀切園石嶺線，都市計画

1号線，川尻利永線等の改良舗装工事を実施してまいります。また，老朽化したインフラ対

策として，引き続き橋梁補修工事を実施し，交通の安全性向上を図ってまいります。 

 指宿港海岸の整備につきましては，平成26年度に国の直轄海岸保全施設整備事業として新

規採択され，鋭意整備が進められています。今般，令和3年12月に国の事業評価監視委員会

が開催され，突堤の配置変更や離岸堤の施工計画見直し，養浜の緩速施工を踏まえ，事業完

了が4年延伸して令和9年度に，総事業費は60億円増額をされ，180億円に変更されたところ

であります。本市としては，引き続き防災機能の早期強化はもとより，魅力ある海辺空間と

しての海岸整備を目指し，関係機関と連携しながら事業の推進に努めてまいります。 

 海岸・港湾事業につきましては，高波・高潮対策を図るため，県の海岸環境整備事業によ

り，長崎鼻海岸の整備を図ってまいります。 

 土地区画整理事業につきましては，整備が進められております十町地区において，住みや

すい魅力あふれるまちづくりのため，関係権利者の御理解と御協力をいただきながら，事業

を推進してまいります。 

 公営住宅事業につきましては，市営住宅の維持管理に努め，快適な居住環境の中で暮らせ

るよう，適正に管理してまいります。また，住宅建設事業につきましては，新西方団地の浄

化槽設置工事の実施や，敷領団地建替事業の第二期新築工事に向けた解体工事等を実施し，

市営住宅の安全性確保と建物の耐久性及び利便性の向上による環境改善を図り，今後も市営

住宅の整備・改善を計画的に推進しながら，良好な居住環境づくりを図ってまいります。 

 住宅・建築物安全化促進事業につきましては，建築物の耐震化促進事業に該当する大規模

建築物や木造住宅の耐震改修等に補助を行い，建築物の耐震化を促進してまいります。 

 地籍調査事業につきましては，立ち会いによる調査と併せて，山間部においては航空写真

等によるリモートセンシングデータを活用した調査も実施し，早期完了に向けて一層の促進

を図ってまいります。また，道路等における未登記物件の早期解消を図り，公共用地の適正

な管理に努めてまいります。 

 上水道事業につきましては，水道管の新設，更新を実施するほか，令和2年度から実施し

ている基幹管路である池田水源地石嶺配水池系送水管や配水管の更新，水源池や配水池の設

備更新を実施し，水質管理の徹底を含めた水道水の安定供給に努めてまいります。 

 公共下水道事業の汚水整備につきましては，十町土地区画整理事業の進捗に合わせた汚水

管の新設整備を進めてまいります。 

 令和4年度から下水道の老朽化対策の新規事業として始める浄水苑，潟山汚水中継ポンプ

場や老朽管の改築更新事業につきましては，下水道ストックマネジメント計画に基づいて実

施してまいります。 
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 浄水苑，雨水ポンプ場等の下水道施設の維持管理に万全を期すとともに，公共下水道への

排水設備の普及促進に努め，文化的で快適な居住環境を形成してまいります。 

 温泉供給事業につきましては，温泉供給施設等の維持管理を実施し，市営温泉の安定供給

に努めてまいります。 

 次に，教育行政についてであります。 

 本市では，令和3年3月に策定した教育大綱と第2期教育振興基本計画に基づき，学校・家

庭・地域・企業等との積極的な連携を図りながら，教育行政の推進に取り組んでまいりま

す。 

 学校教育につきましては，確かな学力，豊かな心，健やかな体の調和を重視し，小学校に

おいては令和2年度から，中学校においては令和3年度から全面実施された新学習指導要領に

則った指導の充実を図りながら，これからの社会を生き抜く力の育成に努めてまいります。

また，学力向上をはじめとする各学校の教育課題を解決するために，小中一貫教育の推進や

各小中学校へのデジタル教科書の導入に努めてまいります。小中一貫教育では，児童生徒の

交流活動や教員の乗り入れ授業，指宿まるごと博物館構想に基づいた指宿を学ぶいぶ好きふ

るさと学を核とした郷土教育，小学校低学年からの外国語教育等を実施し，9年間の切れ目

のない系統的・体系的な学びの中で子供たちの課題解決を目指してまいります。 

 生徒指導上の課題につきましては，生徒指導体制の確立や教職員の生徒指導力の向上に努

めるとともに，スクールカウンセラーや教育相談員による相談体制の充実に努めてまいりま

す。また，スクールソーシャルワーカーを学校，家庭，地域に派遣し，関係機関とも情報を

より一層共有することで様々な課題の解決を図ってまいります。 

 キャリア教育の推進につきましては，志や夢を持つ子供を育成するため，中学生による職

場体験学習，キャリアスタートウィークやトップアスリートを招請した，こころのプロジェ

クト夢の教室事業を引き続き推進してまいります。 

 児童生徒の安全確保につきましては，実効性のある避難訓練や防災教室，交通安全教室や

防犯教室等を通して，発達段階に即した危険予知能力や危険回避能力の育成に努めるととも

に，家庭，スクールガード，ＰＴＡ，地住民等との連携を深め，地域全体で子供を見守り，

安心できる環境づくりに引き続き努めてまいります。 

 教育の情報化の推進につきましては，ＧＩＧＡスクール構想により，令和3年度に小中学

校に整備した児童生徒1人1台のタブレット端末を活用し，子供たちが情報モラルを身に付

け，情報通信ネットワークなどの情報手段を適切かつ主体的，積極的に活用できるようにす

ることで，社会の変化に対応し，社会で自立していくことができる教育の推進に取り組んで

まいります。 

 学校規模の適正化につきましては，令和3年9月に策定をした第2次指宿市望ましい学校づ

くり基本方針の目的を踏まえ，保護者や地域住民の皆様の御理解と御協力を得られるように
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協議を進めてまいります。 

 学校給食につきましては，地産地消を推進し，郷土食・行事食など，工夫した献立を実施

しながら，安心・安全でおいしい給食の提供に努めるとともに，施設設備等の改修を進めて

まいります。また，食物アレルギーを有する児童生徒の実態把握に努め，除去食や代替食を

提供してまいります。 

 指宿商業高等学校につきましては，学科再編により，これまでの商業科を3学科に再編

し，より専門的な魅力のある学校づくりを進めて，入学志望者を増やすとともに，全国初の

高校による株式会社指商や指商デパートなど，特色ある教育活動を通じて，企業や地域社会

等でリーダーとして貢献できる人材の育成に努めてまいります。また，通学が困難な地区か

ら入学したスポーツ活動において優れた資質や実績がある生徒の下宿費の一部を補助するこ

とで，部活動の支援も引き続き行ってまいります。韓国語・中国語の選択学習においては，

語学検定合格やスピーチコンテストなどの各種大会参加に向けた勉強会にも取り組み，国際

化に対応できる生徒の育成を図るとともにＩＣＰ活動を継続させ，おもてなしの心を発信し

てまいります。さらに，全商簿記１級などの上級資格取得に向けて，生徒の適性，能力，個

性に応じた教育を進め，オンライン公務員講座の継続など，的確な進路を実現できるよう引

き続き推進してまいります。 

 社会教育につきましては，自ら立つ自立，自ら律する自律した市民を自ら育てていくとい

う生涯学習の理念に照らし，住民自身のニーズに基づく要求課題，そして市民として必ず学

習して欲しい必要課題についても学ぶ生涯学習講座等の充実を図ってまいります。また，ま

ちづくりを主体的に担う人材育成の観点から，各社会教育関連団体の再興・活性化や指導・

助言に取り組んでまいります。 

 青少年教育につきましては，青少年育成推進員の活躍の場づくりや研修の充実を図るとと

もに，青少年体験活動への助成を行い，心豊かでたくましい青少年の育成に努めてまいりま

す。さらに，地域と学校が相互に連携・協働して行う学校応援団や放課後子ども教室など，

地域学校協働活動事業も進めてまいります。 

 家庭教育につきましては，家庭教育支援員や子育てサポーターの養成・活用を図りなが

ら，学校や幼稚園・保育園，関係機関等と連携した家庭教育及び子育て支援の充実に努めて

まいります。 

 子供の読書活動の推進につきましては，市立図書館や学校図書室を活用しながら，家庭・

地域・学校における読書の習慣化と読書環境づくりを図るため，第3次子ども読書活動推進

計画に基づき，読書を通した子供の育成に努めてまいります。 

 文化芸術活動の促進につきましては，文化祭やいぶすきシルバー美術展等への支援を通し

て，市民による芸術文化の発表と鑑賞の機会を設けます。また，令和2年度に着工いたしま

した新市民会館が令和4年度に完成いたします。新市民会館が市民をはじめとする多くの
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方々に利用されるような管理運営に努めてまいります。 

 地域文化の継承・発展につきましては，市郷土芸能保存会等と連携し，市民がやりがいを

持って各地域の郷土芸能や伝統行事の保存継承活動に取り組めるよう発表や研修の機会を設

け，人材育成に努めてまいります。 

 文化財の保護と活用につきましては，国指定史跡の指宿橋牟礼川遺跡や今和泉島津家墓所

をはじめとする，地域に所在する指定文化財等の保護と活用に努めるとともに，地域をあげ

た持続可能な文化財保護の体制づくりに取り組み，郷土愛と誇りの醸成を図るため，指宿市

文化財保存活用地域計画の作成を進めてまいります。 

 時遊館ＣＯＣＣＯはしむれでは，本市の魅力発信の拠点として，指宿まるごと博物館構想

に基づいた企画展，指宿が生んだ芸術家，木佐貫熙展や各種講座，体験学習等の開催を通し

て，新たな学びの機会の提供に努めてまいります。 

 社会体育につきましては，市民が，いつでも，どこでも，だれでも，いつまでも，気軽に

スポーツに親しむことができるよう，環境の整備・充実に努めてまいります。また，スポー

ツ団体や指導者，スポーツクラブの育成に努め，市民の主体的な活動やスポーツを通した交

流を促進するとともに，スポーツ実践人口の増加と競技力の向上を図ってまいります。その

ために，スポーツ・文化振興基金を活用し，国体やオリンピック・パラリンピックへの出場

を夢見る子供たちを後押ししてまいります。さらに，燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大

会において，本市で開催されるバドミントン競技やソフトボール競技につきましては，継続

して体験教室を開催するなど，普及・啓発を図ってまいります。新たに追加競技となったボ

ッチャ競技につきましては，国体・スポーツコンベンション推進室と連携を図り，スポーツ

推進委員の審判員養成に努めるとともに，競技の体験教室を開設するなど，普及・啓発を図

ってまいります。 

 スポーツ設備につきましては，関係団体と連携し，いぶすきフットボールパークや市営野

球場，市営陸上競技場等スポーツ施設での大会，合宿等の誘致を図るとともに，市民の利用

促進に努めてまいります。 

 次に，令和4年度の当初予算の大綱について申し上げます。 

 令和4年度予算は，予算編成期に市長選挙が行われたことから，政策的経費を除く骨格予

算として編成しております。人件費，扶助費，公債費等，義務的経費及び継続的事業，急施

を要する経費等に対し，固定した通年ベースでの必要額を計上し，政策的な経費は6月補正

予算で肉付けすることにしております。 

 本市の第二次総合振興計画で定める，豊かな資源が織りなす食と健幸のまちの将来都市像

を実現するため，コロナ禍の厳しい社会経済状況においても，必要な施策・事業を着実に推

進していく必要があります。そのため，骨格予算においても事業の緊急性，優先度を的確に

把握し，事務事業の選択と集中，職員の創意工夫を図るとともに，ＩＣＴや公民連携のなど
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により，歳出削減や財源確保に取り組む方針としております。 

 本市の財政状況は，近年の大型投資事業により，令和3年度末地方債残高が320億円と見込

まれ，類似団体と比較しても突出した数値となっております。また，経常収支比率が高く，

本市の行財政改革は喫緊の課題となっております。今後は効果的かつ効率的な行財政運用を

目指して，行財政改革に取り組むとともに，経常収支比率や健全化判断比率の改善，基金残

高の確保などに努めなければなりません。歳入，歳出両面を見直し，財政基盤を確立しなが

ら，疲弊した地域経済立て直しなど，本市が直面する課題克服のための施策等を展開してま

いります。 

 歳出面では，新型コロナウイルス感染症対策として，消毒補助やＰＣＲ検査委託事業など

の感染症対策やプレミアム付共通商品券事業などの経済対策，市民の安心安全を守るための

防災減災対策事業等を講じております。 

 歳入面では，ふるさと納税の更なる拡充を図ることで，ふるさと納税寄附金の増収を見込

み，ふるさと応援基金や合併まちづくり基金等を効果的に活用する予算編成としたところで

あります。 

 令和4年度の当初予算は，一般会計261億9,400万円，国民健康保険特別会計67億6,978万9

千円，後期高齢者医療特別会計7億9,935万6千円，介護保険特別会計59億1,880万9千円，唐

船峡そうめん流し事業特別会計2億1,074万7千円，水道事業会計，収益的収入7億1,652万6千

円，収益的支出6億7,748万3千円，資本的収入4億5,363万円，資本的支出7億5,583万6千円，

公共下水道事業会計，収益的収入7億9,692万5千円，収益的支出7億7,966万9千円，資本的収

入1億8,362万3千円，資本的支出5億4,089万3千円，温泉供給事業会計，収益的収入3,326万8

千円，収益的支出2,975万4千円，資本的収入0円，資本的支出1,480万9千円を計上いたしま

した。 

 以下，一般会計及び特別会計等における主要な施策と歳入歳出予算の概要等につきまして

は，お示しのとおりであります。 

 行政の運営に際して，最も肝要なことの一つは，説明責任だと考えております。本日ここ

に示した事業は，どのような思いでスタートをし，どのような議論を経て実施をされ，その

結果，どのような成果を残すことができたのか，常に広く市民に説明することが求められて

います。あわせて，大切なことは，節約という言葉を念頭にコスト意識をしっかり持って，

仕事や事業に向き合うこと。市民と市役所の距離をできる限り縮めること。実際に現場で，

目と耳で確認をしてから答えを出すこと。そのような視点が市政運営には必要だと考えてい

ます。私たち執行部は多くの御意見をいただきながら，様々な議案を作成し，議会へ提出い

たしますが，議会という場所は，これらの議案に対し，ベストなファイナルアンサーを作り

上げていく場所であると考えています。私は，皆様が提案されること，届けていただく声に

は，真摯に耳を傾け，より良い結論を作っていけるよう努力をしてまいります。市長という
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仕事は，一人で走るマラソンランナーではなく，次々とタスキをつなぐ駅伝ランナーのよう

なものだと思っていいます。私は，悠久に続くこの指宿市の歴史の中で，ほんの一区間を任

されたランナーとして，引き継いだタスキを次のランナーに届けるまで，全力疾走で頑張っ

てまいります。そしてそのタスキは，少しでも負担が軽く，明るい将来につながるものであ

りたいと考えております。市議会議員の皆様をはじめ，市民の皆様の積極的な市政への御参

加と，たくさんの御意見を賜りますようお願い申し上げまして，市政方針と予算の大綱の説

明とさせていただきます。 

 なお，今次，第1回指宿市議会定例会に提出いたしました案件は，補正予算に関する案件7

件，条例に関する案件6件，当初予算に関する案件8件，人事に関する案件3件の計24件であ

ります。 

 それでは，議案第3号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第15号）について，から，議

案第23号，令和4年度指宿市温泉供給事業会計予算について，までの21議案につきまして，

関係部長等に説明をさせますので，よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時０４分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

○総務部長（下吹越寿） それでは，命によりまして，総務部所管の議案について御説明申し上

げます。 

 提出議案の1ページを御覧ください。 

 まず，議案第3号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第15号）について，であります。 

 補正予算書の3ページを御覧ください。 

 補正の内容は，第1条で歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ9,053万6千円を減額

し，歳入歳出予算の総額を291億9,153万円にしようとするものであります。 

 第2条で繰越明許費の補正をするものであります。内容につきましては，10ページの第2

表，繰越明許費補正でお示しの各事業について，繰越明許費の追加及び変更をするものであ

ります。 

 第3条で債務負担行為の補正をするものであります。内容につきましては，12ページの第3

表，債務負担行為補正でお示しの各事項について，事業費の確定に伴い，期間及び限度額の

変更をするものであります。 

 第4条で地方債の補正をするものであります。内容につきましては，13ページの第4表，地

方債補正でお示しのとおり，事業債の追加と各起債事業費の確定等に伴い，限度額をそれぞ

れ変更するものであります。 

 今回の補正の主な内容は，令和3年度の事業費の確定や支出見込みに対する予算の不足額
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又は不用額の整理等であります。 

 なお，今回の補正の各目に人件費を計上しております。これにつきましては，職員の育児

休業等に係る予算の整理に伴う人件費の減であります。なお，各目の人件費につきまして

は，60ページからの給与費明細書を参照していただきますようお願い申上げまして，以後の

説明は割愛させていただきます。 

 また，一般会計各特別会計，公共下水道事業会計の補正予算につきましては，別冊の令和

3年度指宿市各会計3月補正予算の概要をお手元に配布させていただいておりますので，参照

していただきますようお願い申上げまして，以後の説明は割愛させていただきます。 

 次は，提出議案の6ページを御覧ください。 

 議案第8号，指宿市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の制定について，で

あります。 

 本案は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第23条第1の規定により，教育に関す

る事務のうち，市長が管理し，及び執行する事務を定めるものです。制定の趣旨は，地域ス

ポーツの活性化並びにスポーツ合宿及び大会誘致の促進による交流人口の拡大を図るととも

に，令和5年度開催の燃える感動かごしま国体・かごしま大会に向けた機動的な組織体制を

整えるため，学校における体育に関するものを除く，スポーツに関する事務について，市長

が管理し，執行する事務とするものです。 

 条例の内容といたしましては，経過措置として，条例の施行の際，現に効力を有する指宿

市教育委員会が行った処分，手続，その他の行為又は現に指宿市教育委員会に対して行って

いる申請，その他の行為で，この条例の施行日以後，この条例の規定により市長が管理し，

及び執行することとなる事務に係るものはこの条例の施行の日以後においては，市長が行っ

た処分，手続，その他の行為又は市長に対して行った申請，その他の行為とみなすこととす

るものです。また，指宿市部設置条例の一部改正については，産業振興部に学校における体

育に関するものを除く，スポーツに関する事務を加えるものです。指宿市スポーツ推進審議

会条例及び指宿市体育施設条例の一部改正については，学校における体育に関するものを除

く，スポーツに関する事務について，市長が管理し，執行するに当たり，文言の整理を行う

ものです。 

 条例の施行期日は，令和4年4月1日です。 

 次は，提出議案の9ページを御覧ください。 

 議案第9号，指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について，であります。 

 本案は，育児休業，介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部

改正が行われたことから，この条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 改正の主な内容につきまして御説明申し上げますので，10ページを御覧ください。 

 改正の主な内容は，非常勤職員の育児休業等の取得要件のうち，引き続き在職した期間が
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1年以上である，との要件を廃止し，取得要件の緩和を行うものであります。また，併せて

本人又は配偶者の妊娠，出産を申し出た職員に対する育児休業制度の周知や育児休業の取得

意向の確認，職員研修の実施など，育児休業を取得しやすい勤務環境を整備するものであり

ます。 

 なお，附則において，この条例は，令和4年4月1日から施行することとしております。 

 次は，提出議案の11ページを御覧ください 

 議案第10号，指宿市消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部改正につい

て，であります。 

 本案は，消防庁において，非常勤消防団員の報酬等の基準が定められたことに伴い，水火

災及び自然災害に係る出動報酬について，消防団員の処遇改善を図るため，この条例の所要

の改正をしようとするものであります。 

 改正の内容でございますが，現在，災害出動した者に対し，費用弁償として1回につき

4,700円を支給しているものを，改正後は，災害出動した者に対し，出動報酬として1日当た

り最大8千円支給できるよう改正することから，本条例第8条，第10条，別表第1及び別表第3

の条項を改めようとするものであります。 

 次は，提出議案の22ページを御覧ください。 

 議案第14号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第16号）について，であります。 

 補正予算書の3ページを御覧ください。 

 補正の内容は，第1条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3億4,193万6千円を追加

し，歳入歳出予算総額を295億3,346万6千円にしようとするものであります。 

 第2条で繰越明許費を補正するものであります。内容につきましては，7ページの第2表繰

越明許費補正でお示しの各事業について，繰越明許費の追加をするものであります。 

 第3条で地方債の補正をするものであります。内容につきましては，8ページの第3表地方

債補正でお示しのとおり，事業債の追加をするものであります。 

 補正の内容につきましては，提出議案の概要の8ページを参照していただきますようお願

い申し上げまして，以後の説明は割愛させていただきます。 

 次は，提出議案の24ページを御覧ください。 

 議案第16号，令和4年度指宿市一般会計予算について，から31ページの議案第23号，令和4

年度指宿市温泉供給事業会計予算について，までの8議案につきましては，別冊の令和4年度

施政方針と予算の大綱の中で一般会計及び各特別会計等の歳入歳出の概要をお示しし，ま

た，別冊の令和4年度第1回指宿市議会定例会委員会参考資料を配布しておりますことから，

説明は割愛させていただきます。 

 以上で，説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜りますようお願い申上げま

す。 
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○産業振興部長（大迫格史） それでは，命によりまして，産業振興部所管の議案について御説

明申し上げます。 

 提出議案の14ページを御覧ください。 

 議案第11号，指宿市コミュニティセンター愉徒里館条例の一部改正について，でありま

す。 

 本案は，コミュニティセンター愉徒里館の多目的ホール等に空調機を設置したことに伴

い，使用料の改定を行うため，その条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 改正の主な内容につきまして御説明申し上げますので，15ページを御覧ください。 

 コミュニティセンター愉徒里館の多目的ホール等につきましては，平成31年4月から令和3

年12月まで，市役所開聞支所の仮庁舎として使用されており，これに伴い，多目的ホールと

トレーニングルームに空調機が設置されております。開聞支所が新庁舎へ移転し，令和4年4

月から施設の利用を再開しようとすることから，会議室等の使用料の見直しを行い，別表の

とおり使用料を定めようとするものであります。トレーニングルームを多目的室に名称を変

更し，1時間当たりの使用料190円を200円に，会議室の1時間当たりの使用料580円を200円

に，音楽鑑賞室の1時間当たりの使用料780円を3人以下で使用する場合，1人当たり300円

に，4人以上で使用する場合，3人目まで1人当たり300円，4人目から1人当たり200円に改

め，創作室を削除し，付属設備を加え，1時間当たりの使用料は別に規則で定める額とする

ものであります。備考2において，市民以外の者が使用する場合，音楽鑑賞室を使用する場

合を除く，の使用料は，この表に定める額に100分の150を乗じて得た額とすると定めるもの

であります。 

 なお，附則につきましては，改正条例の施行期日及び経過措置について規定しているとこ

ろであります。 

 以上で，説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜りますようお願い申上げま

す。 

○教育部長（鶴窪誠作） それでは，命によりまして，教育委員会所管の議案について御説明申

し上げます。 

 提出議案の17ページを御覧ください。 

 議案第12号，指宿市奨学金条例及び指宿市大重・岩崎奨学資金条例の一部改正について，

であります。 

 本案は，民法の一部を改正する法律が改正されたことに伴い，成年年齢が20歳から18歳に

引き下げられることから，保護者の定義を見直すため，これらの条例の所要の改正をしよう

とするものであります。 

 改正の主な内容につきまして御説明申し上げますので，18ページを御覧ください。 

 第1条は，指宿市奨学資金条例の一部改正であります。 
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 第4条に規定している保護者，学校教育法第16条に規定する保護者を，保護者等，学校教

育法第16条に規定する保護者又は奨学生が成年に達しているときは，奨学生の父母又はこれ

に準ずる者に改め，第9条第4号中，保護者を保護者等に改めるものであります。 

 次に，第2条は，指宿市大重・岩崎奨学資金条例の一部改正であります。 

 第4条に規定している保護者，学校教育法第16条に規定する保護者を，保護者等，学校教

育法第16条に規定する保護者又は奨学生が成年に達しているときは，奨学生の父母又はこれ

に準ずる者に改めて，第9条第4号中，保護者を保護者等に改めるものであります。 

 なお，附則において，この条例は，令和4年4月1日から施行することとしております。 

 次は，提出議案の19ページを御覧ください。 

 議案第13号，指宿市立市民会館条例の一部改正について，であります。 

 本案は，新指宿市民会館の供用開始に伴い，位置及び使用料等の改正を行うため，この条

例の所要の改正をしようとするものであります。 

 改正の主な内容につきまして御説明申し上げますので，20ページを御覧ください。 

 まず，第2条につきましては，指宿市民会館は，ふれあいプラザなのはな館の敷地内に移

ることから，会館の位置を指宿市東方9300番地1にしようとするものであります。 

 次に，第5条につきましては，第21条の削除に伴い，第8号を削除し，第9号中の第22条を

第21条とし，第9号及び第10号をそれぞれ1号ずつ繰り上げようとするものであります。 

 次に，第8条の使用の許可につきましては，新指宿市民会館は，ふれあいプラザなのはな

館と一体的な連携活用をすることとしていることから，利用者が新指宿市民会館のトイレを

利用する場合や，ホワイエ及び創作活動室を休憩などで利用する場合，使用の許可を必要と

せず使用できるようにするため，使用の許可を必要とする者を使用する者から占有して使用

する者に改めようとするものであります。 

 次に，第21条の販売行為等の禁止につきましては，新指宿市民会館は，ふれあいプラザな

のはな館の敷地内にあり，敷地内での販売行為等については，ふれあいプラザなのはな館条

例の規定に基づくこととしたため，本条例から削除しようとするものであります。 

 次に，第22条及び第23条につきましては，第21条を削除することに伴い，それぞれ1条ず

つ繰り上げようとするものであります。 

 次に，別表第1の指宿市民会館施設使用料につきましては，1時間当たりの使用料を大ホー

ルは4,690円，リハーサル室は350円，小会議室は250円，創作活動室は1室につき270円，楽

屋は1室につき180円，ホワイエは320円にしようとするものであります。 

 なお，附則において，この条例は，公布の日から起算して6月を超えない範囲内において

規則で定める日から施行するものとし，経過措置として施行の日以後の使用に係る使用料に

ついて適用し，同日前の使用に係る使用料については，なお従前の例によることとしており

ます。 
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 以上で，説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇開聞支所長（山下秀一） それでは，命によりまして，開聞支所所管の議案について申し上げ

ます。 

 提出議案の23ページを御覧ください。 

 議案第15号，令和3年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第4号）につい

て，であります。 

 補正予算書の21ページを御覧ください。 

 補正の内容は，第1条で予算の総額の中において，歳入予算の組替えをしようとするもの

であります。 

 それでは，29ページを御覧ください。 

 款4繰入金，項1基金繰入金，目1唐船峡そうめん流し整備等基金繰入金3,000万円の減額補

正につきましては，項2他会計繰入金，目1一般会計繰入金において，唐船峡そうめん流し事

業の運営維持支援金として，一般会計から3,000万円繰り入れることから，同額を減額する

ことで財源を組み替えるものであります。 

 以上で，説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇議長（下川床泉） ただいま議題となっております，議案第3号から議案第23号までの21議案

に対する質疑等は，3月2日に行います。 

 

△ 議案第24号～議案第26号一括上程 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第24，議案第24号，人権擁護委員候補者の推薦について，か

ら，日程第26，議案第26号，監査委員の選任について，までの3議案を一括議題といたしま

す。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 

△ 提案理由説明 

〇市長（打越明司） それでは，御説明申し上げます。 

 提出議案の32ページを御覧ください。 

 議案第24号，人権擁護委員候補者の推薦について，であります。 

 本案は，指宿地域の現委員であります櫻井美代子氏が，本年6月30日をもって任期満了と

なりますが，辞任の意向でありますので，新たに，東中川祥三氏を委員として法務大臣に推

薦いたしたく，人権擁護委員法第6条第3項の規定により，議会の意見を求めるものでありま
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す。 

 同氏の住所，生年月日はお示しのとおりであります。同氏は，郵便局に在職中，毎年，人

権研修を受講し，子供から高齢者まで広く関わる中で，特に高齢者の相談対応には積極的に

取り組んでこられたことから，当該委員として適任者であると思っているところでありま

す。 

 次は，提出議案の33ページを御覧ください。 

 議案第25号，人権擁護委員候補者の推薦について，であります。 

 本案は，山川地域の現委員であります井手康子氏が，本年6月30日をもって任期満了とな

りますが，辞任の意向でありますので，新たに，堀之内明美氏を委員として法務大臣に推薦

いたしたく，人権擁護委員法第6条第3項の規定により，議会の意見を求めるものでありま

す。 

 同氏の住所，生年月日はお示しのとおりであります。同氏は，民生委員・児童委員の中で

も，子供や子育て家庭の支援を専門に担当する主任児童委員を長年務められ，人権に携わる

経験をされていることから，当該委員として適任者であると思っているところであります。 

 次は，提出議案の34ページを御覧ください。 

 議案第26号，監査委員の選任について，であります。 

 本案は，現委員であります渡瀨貴久氏が，本年3月2日をもって任期満了となることから，

新たに，有馬芳文氏を監査委員として選任いたしたく，地方自治法第196条第1項の規定によ

り，議会の同意を求めるものであります。 

 同氏の住所，生年月日はお示しのとおりであります。同氏は，令和3年3月の退職まで指宿

市職員として35年間という豊かな行政経験があり，当該委員として適任者であると思ってい

るところであります。 

 何とぞ，御同意賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時３１分 

再開 午前１１時３１分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 

△ 議案第24号～議案第26号（質疑，委員会付託省略，表決） 

〇議長（下川床泉） これより，質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 
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 ただいま議題となっております，議案第24号から議案第26号までの3議案は，会議規則第

37条第3項の規定により，委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第24号から議案第26号までの3議案は，委員会付託を省略することに決定い

たしました。 

 これより，採決いたします。 

 まず，議案第24号を採決いたします。 

 本案は，同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第24号は，同意することに決定いたしました。 

 次に，議案第25号を採決いたします。 

 本案は，同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第25号は，同意することに決定いたしました。 

 次に，議案第26号を採決いたします。 

 本案は，同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第26号は，同意することに決定いたしました。 

 

△ 散  会 

〇議長（下川床泉） 以上で，本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は，これにて散会いたします。 

散会 午前１１時３３分 
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  地方自治法第123条第2項の規定によりここに署名する 

 

              指宿市議会 

 

                議  長  下川床   泉 

 

                議  員  東   伸 行 
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第１回指宿市議会定例会会議録 

 

令和４年３月２日 午前10時00分 開議 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

１．議事日程  

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 議案第３号 令和３年度指宿市一般会計補正予算（第15号）について 

〇日程第３ 議案第４号 令和３年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）について 

○日程第４ 議案第５号 令和３年度指宿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について 

○日程第５ 議案第６号 令和３年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

○日程第６ 議案第７号 令和３年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予

算（第３号）について 

○日程第７ 議案第８号 指宿市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の

制定について 

○日程第８ 議案第９号 指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

○日程第９ 議案第10号 指宿市消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条例

の一部改正について 

○日程第10 議案第11号 指宿市コミュニティセンター愉徒里館条例の一部改正につ

いて 

○日程第11 議案第12号 指宿市奨学資金条例及び指宿市大重・岩崎奨学資金条例の

一部改正について 

○日程第12 議案第13号 指宿市立市民会館条例の一部改正について 

○日程第13 議案第14号 令和３年度指宿市一般会計補正予算（第16号）について 

○日程第14 議案第15号 令和３年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予

算（第４号）について 

○日程第15 議案第16号 令和４年度指宿市一般会計予算について 

○日程第16 議案第17号 令和４年度指宿市国民健康保険特別会計予算について 

○日程第17 議案第18号 令和４年度指宿市後期高齢者医療特別会計予算について 

○日程第18 議案第19号 令和４年度指宿市介護保険特別会計予算について 

○日程第19 議案第20号 令和４年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計予算に
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ついて 

○日程第20 議案第21号 令和４年度指宿市水道事業会計予算について 

○日程第21 議案第22号 令和４年度指宿市公共下水道事業会計予算について 

○日程第22 議案第23号 令和４年度指宿市温泉供給事業会計予算について 

                               

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程のとおり 

                               

１．出席議員 

２ 番 議 員  松 下 知 惠  ３ 番 議 員  山 本 敏 勝 

４ 番 議 員  前 原 五 男  ５ 番 議 員  東  勝 義 

６ 番 議 員  西 田 義 哲  ７ 番 議 員  新宮領   實 

８ 番 議 員  恒 吉 太 吾  ９ 番 議 員  田 中 健 一 

10 番 議 員  吉 村 重 則  11 番 議 員  東  伸 行 

12 番 議 員  西 森 三 義  13 番 議 員  井 元 伸 明 

14 番 議 員  新川床 金 春  15 番 議 員  福 永 德 郎 

16 番 議 員  高 田 チヨ子  17 番 議 員  前之園 正 和 

18 番 議 員  下川床   泉     

                               

１．欠席議員 

１ 番 議 員  中 村 昭 二     

                               

１．地方自治法第121条の規定による出席者 

市 長  打 越 明 司  副 市 長  有 留 茂 人 

教 育 長  𠮷 元 鈴 代  総 務 部 長  下吹越   寿 

健康福祉部長  山 元 成 之  産業振興部長  大 迫 格 史 

農 政 部 長  寺 田 昭 宏  建 設 部 長  山 﨑 一 磨 

教 育 部 長  鶴 窪 誠 作  山 川 支 所 長  中 島 裕 一 

開 聞 支 所 長  山 下 秀 一  総 務 部 参 与  野 元 伸 浩 

総 務 部 参 与  増 永 智 美  建 設 部 参 与  星 倉 淳 一 

教 育 部 参 与  中 摩 浩太郎  市 長 公 室 長  渡 部 徹 也 

総 務 課 長  山 下 浩 二  財 政 課 長  東  忠 孝 
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１．職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長  鮎 川 富 男  次長兼議事係長   木 下 英 城 

調査管理係長  川 畑 裕 二  議 事 係 主 査  古 川 浩 仁 
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△ 開  議                     午前１０時００分 

〇議長（下川床泉） ただいま御出席の人員は，定足数に達しておりますので，これより，本日

の会議を開きます。 

 

△ 会議録署名議員の指名 

〇議長（下川床泉） まず，日程第1，会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は，会議規則第88条の規定により，議長において，井元伸明議員及

び新川床金春議員を指名いたします。 

 

△ 議案第3号～議案第7号（質疑，委員会付託省略，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第2，議案第3号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第15

号）について，から，日程第6，議案第7号，令和3年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別

会計補正予算（第3号）について，までの5議案を一括議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 これより，質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております，議案第3号から議案第7号までの5議案は，会議規則第37

条第3項の規定により，委員会付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第3号から議案第7号までの5議案は，委員会付託を省略することに決定いた

しました。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第3号から議案第7号までの5議案を一括して採決いたします。 

 5議案は，原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第3号から議案第7号までの5議案は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第8号～議案第23号（質疑，委員会付託省略） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第7，議案第8号，指宿市教育に関する事務の職務権限の特例に

関する条例の制定について，から，日程第22，議案第23号，令和4年度指宿市温泉供給事業

会計予算について，までの16議案を一括議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 これより，質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 ここで御報告いたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち，議案第8号，指宿市教育に関する事務の職務

権限の特例に関する条例の制定については，議長において，地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第23条第2項の規定により，教育委員会に意見を求めたところ，お手元に配付の

とおり意見書が提出されております。 

 以上で，報告を終わります。 

 ただいま議題となっております，議案第8号から議案第13号まで及び議案第15号並びに議

案第17号から議案第23号までの14議案については，お手元に配付いたしております議案付託

表のとおり，それぞれの所管の常任委員会に付託し，議案第14号及び議案第16号の2議案に

ついては，各常任委員会の所管に従い分割付託といたします。 

 いずれも休会中に審査を終了されますようお願いいたします。 

 

△ 散  会 

〇議長（下川床泉） 以上で，本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は，これにて散会いたします。 

散会 午前１０時０５分 
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  地方自治法第123条第2項の規定によりここに署名する 

 

              指宿市議会 

 

                議  長  下川床   泉 

 

                議  員  井 元 伸 明 

 

                議  員  新川床 金 春 
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令和４年３月 18 日 
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第１回指宿市議会定例会会議録 

 

令和４年３月18日 午前10時00分 開議 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

１．議事日程  

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 一般質問  

                               

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程のとおり 

                               

１．出席議員 

２ 番 議 員  松 下 知 惠  ３ 番 議 員  山 本 敏 勝 

４ 番 議 員  前 原 五 男  ５ 番 議 員  東  勝 義 

６ 番 議 員  西 田 義 哲  ７ 番 議 員  新宮領   實 

８ 番 議 員  恒 吉 太 吾  ９ 番 議 員  田 中 健 一 

10 番 議 員  吉 村 重 則  11 番 議 員  東  伸 行 

12 番 議 員  西 森 三 義  13 番 議 員  井 元 伸 明 

14 番 議 員  新川床 金 春  15 番 議 員  福 永 德 郎 

16 番 議 員  高 田 チヨ子  17 番 議 員  前之園 正 和 

18 番 議 員  下川床   泉     

                               

１．欠席議員 

１ 番 議 員  中 村 昭 二     

                               

１．地方自治法第121条の規定による出席者 

市 長  打 越 明 司  副 市 長  有 留 茂 人 

教 育 長  𠮷 元 鈴 代  総 務 部 長  下吹越   寿 

市民生活部長  鶴 本 八 郎  健康福祉部長  山 元 成 之 

産業振興部長  大 迫 格 史  農 政 部 長  寺 田 昭 宏 

建 設 部 長  山 﨑 一 磨  教 育 部 長  鶴 窪 誠 作 

水道事業部長  園 田 猛 志  山 川 支 所 長  中 島 裕 一 



 

- 51 - 

 

開 聞 支 所 長  山 下 秀 一  総 務 部 参 与  野 元 伸 浩 

総 務 部 参 与  増 永 智 美  建 設 部 参 与  星 倉 淳 一 

教 育 部 参 与  中 摩 浩太郎  市 長 公 室 長  渡 部 徹 也 

総 務 課 長  山 下 浩 二  財 政 課 長  東  忠 孝 

税 務 課 長  坂 元 一 博  地域福祉課長  内 村 喜代志 

健康増進課長  廣 森 政 宏  商工水産課長  宮 路 主 税 
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△ 開  議                     午前１０時００分 

〇議長（下川床泉） ただいま御出席の人員は，定足数に達しておりますので，これより，本日

の会議を開きます。 

 

△ 会議録署名議員の指名 

〇議長（下川床泉） まず，日程第1，会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は，会議規則第88条の規定により，議長において，福永德郎議員及

び高田チヨ子議員を指名いたします。 

 

△ 一般質問 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第2，一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので，順次発言を許可いたします。 

 まず，高田チヨ子議員。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 皆様，おはようございます。公明党の高田チヨ子でございます。

新市長が誕生し，新体制の下，行われる初めての一般質問でございます。くしくも，トップ

バッターで質問をすることになりました。最後まで元気いっぱい行いますので，よろしくお

願いいたします。 

 突如として始まったロシアによるウクライナへの軍事侵攻は，国際秩序を失わせ，世界の

平和と安全を脅かし，明白な国際違反であり，断じて容認できないものであります。一刻も

早いウクライナの平和と安定を構築するための停戦合意を望んでいます。また，新型コロナ

ウイルスの変異株，オミクロン株が猛威を振るう中，未だ収束の兆しが見えません。3回目

ワクチンの接種により，抗体が強まるとの知見から，国もワクチン接種のスケジュールを前

倒しして進めています。公明党の秋野参議院議員が国会でワクチンの要望を出していなけれ

ば，日本はもっと医療崩壊していたかもしれません。引き続き，感染予防に気をつけなが

ら，3回目の接種がまだお済でない方は，ワクチン接種の順番をお待ちいただき，そして，1

日も早く収束することを願っております。また，3月16日夜中に突然起きた福島沖での地

震，震度6強ということでした。東日本大震災から11年，ようやく落ち着きを取り戻してき

た感があったところでした。突然の地震に，福島，岩手などの皆さんは，また，11年前の恐

怖がよみがえってきたのではないでしょうか。コロナや地震等でお亡くなりになられた方々

に御冥福を申し上げるとともに，被災に遭われた全ての皆様に心からお見舞いを申し上げま

す。また，被災に遭われた皆様が，1日も早く，安心して生活できるように，復旧に取り組

んでいただきたいと思います。何事もない平穏な生活を送れることが，とても大切なことだ

と思います。だからこそ，指宿市民の皆様の安心安全な生活を守るために頑張っていくこと

が大事だと思います。 
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 それでは，通告に従い，一般質問を行います。 

 はじめに，安心安全な生活を守るために，高齢者や買い物弱者の対策について，お伺いい

たします。令和2年度から新しい体系でイッシーバスや乗合タクシーの運行が始まりました

が，現在，どのような運行を行っているのか，お伺いいたします。まず，イッシーバスのほ

うからお伺いいたします。 

 2点目に，女性支援について，お伺いいたします。さて，3月1日から8日までは，厚生労働

省が定める女性の健康週間でした。女性が生涯を通じて，健康で明るく充実した日々を自立

して過ごすことを目指し，女性の健康に関する知識の向上と，女性を取り巻く健康課題に対

する社会的関心の喚起を図るための週間となっています。そこで，お伺いいたします。市と

して何か取り組んでいることがあるのでしょうか。 

 3点目に，低出生体重児の対策について，お伺いいたします。令和3年12月の一般質問でも

お聞きしましたが，リトルベビーハンドブックの作成について，市や県において作成する予

定はないかとお尋ねしましたが，その後，動きはないでしょうか，お伺いいたします。 

 以上で，1回目の質問といたします。 

〇市長（打越明司） おはようございます。昨日から今日の一般質問に備えて，いろいろ考えて

おったんですが，なかなか夜も眠れずに，夜の雨を見ておりました。久しぶりに，私が就任

して恐らく初めて，これだけまとまった雨の降る日となりました。御案内のとおり，雨の少

ない時期，尾下地区とか畠久保地区では，水不足で，現在でも水を毎日のように運んで行っ

ています。そういう方々が一息つければいいかなと，そんなことを思うことでありました。

また，随分長いことまとまった雨が降っていませんでしたので，農家の方々にとっては相当

な恵みの雨になっているのではないかな，そんなことも感じることでありました。いずれに

しても，初めての一般質問の日，大雨の日でありましたけれども，どうぞ一つ，よろしくお

願いしたいと思います。 

 まず，高田議員の女性の健康週間についてのお尋ねであります。厚生労働省は毎年3月1日

から8日まで，女性の健康週間と定めて，国及び地方公共団体，関係団体など，社会全体が

一体となって，各種の啓発事業及び行事等を展開することで，女性が生涯を通じて健康で明

るく充実した日々を自立して過ごすことを推進しております。この期間中は，本市におきま

しては，女性特有のがんである乳がんの検診を行っており，今年度は3月6日及び13日の2日

間にわたって実施したところであります。なお，検診会場では，受診者に対して乳がんの早

期発見のための自己検診の方法について紹介をするＤＶＤを放映し，知識の普及啓発を図っ

ております。女性の健康週間は，文字どおり，本市に暮らす女性の皆さんが健康を考え，具

体的に取り組み始める良い機会になると私は考えておりますので，高田議員をはじめ，様々

な方々からの活動に対する提案などをいただきながら，さらにその内容を充実させていきた

いというふうに思っております。 
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 次に，低出生体重児の対応策についてのお尋ねがあり，市や県の動きについてお答えをし

たいと思います。昨年12月6日の県議会の一般質問で，県知事が，低出生体重児の保護者な

どの心理的な不安に寄り添ったハンドブックを作成するという意向を表明いたしました。現

時点での県の進行状況でありますが，ハンドブック作成に関わる予算が，現在，県議会のほ

うで審議されているということでありますので，その動向を注視しているところでありま

す。なお，県はハンドブックを県内の産科医療機関に配布をし，医療機関から対象となる保

護者の方への配布をする予定としているようであります。本市といたしましても，このハン

ドブックを活用し，低出生体重児の支援を積極的に行いたいというふうに考えています。 

 残余の質問につきましては，関係部長から答弁をさせたいと思います。 

〇産業振興部長（大迫格史） イッシーバスの運行状況につきましてでございますが，現在，イ

ッシーバスは小牧線，徳光・鰻線，そして，川尻地区からフラワーパークまでを結ぶイッシ

ーバス連絡線の3路線で運行しています。イッシーバス小牧線は，瀬崎からニシムタまでを

毎週月・水・金曜日に1日3往復し，徳光・鰻線はフラワーパークからなのはな館までを毎週

火・木・土曜日に1日3往復運行しています。料金は，大人1人片道一律250円で，小学生以下

は130円，障害のある方は，付き添いの方1名も含めて，それぞれ130円，未就学児は無料と

なっております。また，イッシーバス連絡線は，川尻地区の方が指宿市街地方面へ行かれる

際に，イッシーバス徳光・鰻線の停留所があるフラワーパークまで無料で運行しているもの

で，毎週火・木曜日に1日2往復しております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） それでは，2回目からの質問に入りたいと思います。イッシーバ

スについては，よく分かりました。それでは，乗合タクシーについては，現在，どのような

運行を行っているのでしょうか，お伺いいたします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 乗合タクシーにつきましては，市で利用できる区域を設定してお

り，利用される方には最初に登録していただき，そして，実際に利用する際には，朝9時の

便は前日の午後5時までに，2便目以降は出発時刻の1時間前までに電話で予約されますと，

御自宅から目的地として設定された停留所までタクシーが運行する内容となっております。

また，お帰りの際は，行きと同じように，御利用になる1時間前までに電話予約するか，行

きのタクシーの運転手に乗車する停留所と時間をお伝えすれば，御自宅までタクシーが運行

します。乗合タクシーは畠久保・西方線，池田線，魚見線，尾下線の4路線で運行してまい

りましたが，令和3年11月から開聞線を追加し，現在は5路線で運行しております。畠久保・

西方線，池田線，魚見線，尾下線は，それぞれ週3日，上り2便，下り3便で，いずれも指宿

市街地方面へ運行しております。料金につきましては，運行距離により片道200円から500円

となっているところでございます。また，開聞線は，開聞地域のうち，十町西部，これは

脇，塩屋，入野，物袋地区になりますが，これを一つの区域，また，川尻地区を一つの区

域，そして，上仙田，上野地区及び開聞十町の笠口地区を一つの区域としまして，これらの
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三つの区域から，開聞支所やＡコープかいもん店などの開聞地域の中心部に向けて，それぞ

れ週2日，3往復運行しております。料金はいずれも片道200円となっております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 現在の運行状況はよく分かりました。それでは，昨年度から変わ

ったところがあるんでしょうか。もしあるとすれば，説明していただけませんでしょうか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 昨年度から変わった点といたしましては，イッシーバス開聞循環

線につきましては，令和3年10月で廃止し，11月から乗合タクシーの運行に変更しておりま

す。また，川尻地区からフラワーパークまでを結ぶイッシーバス連絡線につきましては，令

和3年10月まではフラワーパーク行きを朝1便だけ運行しておりましたが，11月からフラワー

パーク行きを1便追加して2便とし，さらに，新たに帰りの便として，フラワーパークから川

尻地区へ向かう便を2便新設しまして，イッシーバス徳光・鰻線に接続する形で2往復の計4

便運行しております。なお，イッシーバス連絡線につきましては，昨年10月までは毎週火曜

日と土曜日の運行でしたけれども，地域の方々の声もございまして，11月から火曜日と木曜

日の運行に変更しております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 開聞循環線を見直したということになっておりますが，その見直

した理由は，なぜなんでしょうか，お伺いいたします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 開聞地域の公共交通を見直した理由でございますが，イッシーバ

ス開聞循環線につきましては，利用者が伸び悩んでいたことから，地域の方々に聞き取りを

行ったところ，運行時間の間隔が長くて次の便が待てないなどの声がございました。また，

イッシーバス連絡線につきましては，利用者や地域の方々から，行きの便数が1本しかない

上に，帰りの便がないとの声をいただいておりました。これらの声を基に，イッシーバス開

聞循環線については，予約があったときに運行する予約型乗合タクシーの運行に変更しまし

て，イッシーバス連絡線につきましては，往復計4便に増便したところでございます。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 現在の利用状況はどうなっていますでしょうか，お伺いいたしま

す。 

〇商工水産課長（宮地主税） イッシーバスの利用状況といたしましては，今年度はまだ年度途

中でございますので，4月から1月までの利用者数で申し上げますと，イッシーバス小牧線は

1,848人で前年度の同時期比30％の増。徳光・鰻線は2,450人で3％の減。イッシーバス連絡

線は，昨年11月に増便しておりますので，簡単に比較はできませんが，参考までに申し上げ

ますと158人で9％の減でございました。なお，10月で廃止しました開聞循環線につきまして

は，4月から10月までの利用者数は34人で前年同時期比56％の減でございました。また，乗

合タクシーにつきましては，畠久保・西方線は165人で前年同時期比15％の増。池田線は215

人で12％の減。魚見線は785人で68％の増。尾下線は110人で24％の増でございました。な

お，11月からイッシーバス開聞循環線に替わり運行を開始した乗合タクシー開聞線につきま

しては，11月から1月までの3か月間で延べ8人の方に御利用いただいております。イッシー
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バスと乗合タクシーを合わせた人数としましては，昨年度の同時期に比べ547人増え，約

10％の増となっている状況でございます。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 利用状況としては，増になったり減になったりしているようです

が，全体的にはプラスになっているという理解をさせていただきました。 

 次に，イッシーバスや乗合タクシーの利用者からの声，また，要望等について，お伺いい

たします。市民の方から，目的地に行くのに，イッシーバスは乗り換えないといけないので

利用しにくいなどの意見を聞いているんですけれども，市はどのように考えているんでしょ

うか，お伺いいたします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 議員御指摘のそのような御意見がありますことは市でも承知して

おりますが，令和2年度に見直した際に，川尻地区から指宿市街地方面へは民間の路線バス

が既に運行していることから，イッシーバスを運行することで民間の路線バスの利用者の減

少につながる恐れがあること。また，イッシーバス徳光・鰻線を川尻地区まで延長するとな

ると，1便当たりの運行時間が長くなり，国が定める運転手の休憩時間を確保できなくなる

ことなどの理由により，イッシーバスを開聞地域から指宿市街地まで直接運行することは難

しいと判断したところでございます。しかしながら，これまで利用者や地域の方々からフラ

ワーパークまで運行しているイッシーバス連絡線が行きの便が1便だけでは非常に不便であ

るとの御意見をいただいておりましたので，令和3年11月から連絡線の行きの便を1便増便

し，また，帰りの便を新たに2便設け，往復計4便に増便したところでございます。 

〇１６番議員（高田チヨ子） さらに開聞地域の方から，指宿まで乗合タクシーを出してほしい

とか，乗合タクシーは予約をしないといけないので面倒だという声も聞いております。この

ことについては，市としてはどのようにお考えでしょうか，お伺いいたします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 乗合タクシーを開聞地域から指宿市街地まで運行することにつき

ましても，民間の路線バスやＪＲなどの公共交通機関が同様の区間を運行しており，運行区

域が重複することから乗合タクシーの導入は難しいところでございます。また，乗合タクシ

ーを利用する際には，予約が必要ということにつきましては，複数の利用者の方から同じ時

間に予約があった場合に，タクシー事業者は迎えに行く順番や時間を調整したり，また，利

用者が多いときは運行する台数を増やすなどの調整をしたりする必要がございます。そのた

め，事前の予約をお願いしているところでございます。予約型乗合タクシーは御自宅から目

的地の停留所まで運行しておりますので，利用されている方からは便利だとの声もいただい

ておりますので，運行している地域の方々にはもっとこの制度を知っていただき，御利用い

ただきたいと考えております。市としましても，この乗合タクシーについて，市のホームペ

ージに掲載したり，乗り物ガイドを作成し，全戸配布したりして周知してまいりましたが，

今後，新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら，運行している地域に出向いて説明会を

開催するなどして，さらに周知に努めてまいりたいと考えております。 
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〇１６番議員（高田チヨ子） 先ほど説明のあった見直しの際には，市は利用者の声とか要望な

どをどのように聴いているんでしょうか，お伺いいたします。 

〇商工水産課長（宮地主税） 乗合タクシーを導入したり，イッシーバス連絡線を増便したりす

る際には，民生委員や区長の皆さん方から御意見をいただいております。また，イッシーバ

ス連絡線につきましては，実際に利用されている方や，長寿会の役員の皆様にお集まりいた

だき，直接，御意見を伺っております。その中では，乗合タクシーを利用できない地区があ

るのはおかしい，イッシーバス連絡線の運行日は土曜日より木曜日がいいなどの御意見をい

ただきましたので，イッシーバス連絡線を運行する曜日につきましては，令和3年11月の見

直しの際に変更しておりまして，乗合タクシーの運行区域につきましても，本年4月から拡

大するため，現在，運行許可の取得に向けて事務を進めているところでございます。 

〇１６番議員（高田チヨ子） それでは，次に，今後の対策について，お伺いいたします。イッ

シーバスや乗合タクシーをもっと利用しやすいようにしていくお考えはないでしょうか，お

伺いいたします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 市では，今年度が現在の市の公共交通基本計画の中間年にあるこ

とから，1,500人の市民の方を対象にしたアンケート調査を昨年8月に実施いたしました。ア

ンケートでは，イッシーバスにつきまして，停留所を増やしてほしい，運行時間を変えてほ

しい，停留所の待合環境を改善してほしいなどの御意見がございました。また，乗合タクシ

ーにつきましては，料金を安くしてほしい，停留所を増やしてほしいなどの御意見がござい

ました。これらのアンケートや利用者からの意見を基に，乗合タクシーの停留所につきまし

ては，本年4月からコープかごしま指宿店と福元医院を追加し，そして，開聞地域の乗合タ

クシーの運行区域の拡大に合わせ，濵田洋一郎医院を追加する予定でございます。市としま

しては，今後も適宜見直し，より利用しやすく喜ばれるものにしたいと考えております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 今後，イッシーバスや乗合タクシーをどのように変えていこうと

思っているのか，計画があるんでしょうか，お伺いいたします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 現在のイッシーバスや乗合タクシーなどは，令和元年度に策定し

た指宿市地域公共交通基本計画の中の取組として運行しております。この基本計画は令和5

年度までの計画期間となっており，今年度はその中間年であることから，中間検証を行って

きているところでございます。今後，運転免許証の返納者の増加や，バスやタクシーの運転

手不足，市財政への負担等，様々な課題が出てくると思っております。令和6年度以降の次

期計画の策定に向けましては，公共交通機関を利用される方々をはじめ，市民の皆様や運行

事業者等の御意見を伺いながら，残りの2年間でそれらの課題を整理し，イッシーバスや乗

合タクシーの運行方法の在り方のみならず，本市の地域公共交通体系がより良い仕組みとな

るよう，検討してまいりたいと考えております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） いろいろ考えていることはよく分かりました。通告に入れてなか
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ったので，答弁はいいんですが，できれば，このイッシーバス，乗合タクシーだけでなく，

今，1事業所が買い物をするための運行をしているところがありますよね。そういうのをも

っと増やしていけたら，ほかの事業所もそういう買い物を優先で，高齢者の方に，車の運転

をしなくなった方々のために，そういうのも使っていく方法もあるのではないか。そういう

のも，市として何とか取り組んでいくことはできないか，そういうことも思っております。

これは通告してなかったので答弁はいいんですが，そういうのも，今度，令和5年度からの

ときに，また，検討の中に入れていただけたらありがたいと思いますので，よろしくお願い

いたします。 

 それでは，市長にお尋ねいたします。このイッシーバス，乗合タクシーについて，市長は

どのようにお考えでしょうか，お伺いいたします。 

〇市長（打越明司） 突然の質問でありますけれども，市民の足を支える様々な交通の手段につ

いては，常に皆さんの声によく耳を傾けながら，先ほども答弁しましたように，随時，工夫

を加えていくということが大事だろうなというふうに思います。特に高齢者の方々が増えつ

つある時代ですから，免許返納を勧めてもいるわけですし，なかなか交通手段を持たない人

が家に籠ってしまうということは，なお悪くなるというふうに思いますので，是非，様々な

声を基に，工夫を重ねていけるように，市としても努力をしていこうというふうに思いま

す。 

〇１６番議員（高田チヨ子） はい，ありがとうございます。 

 それでは，次に，女性支援について，お伺いいたします。女性の健康週間の期間中に，乳

がんの検診を行ったということでした。それでは，市としての取組について，がん検診以外

の取組として，女性の健康週間に関するＰＲや周知などを行ってはどうでしょうか，お伺い

いたします。 

〇健康福祉部長（山元成之） 本市におきましては，現在のところ，がん検診以外の取組は行っ

ておりませんが，女性が生涯を通じて健康で明るく，充実した日々を自立して過ごす，女性

の健康週間を理解することは大切なことであると思っております。本市としましては，今

後，女性の健康週間に合わせて，広報紙やホームページなどで女性の健康週間に関するＰ

Ｒ，周知を行ってまいりたいと考えております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） それでは，次に，がん対策について，お伺いいたします。女性の

健康を守る取組として，女性特有のがん対策について，お伺いいたします。 

〇健康福祉部長（山元成之） 女性特有のがんに対する対策としまして，本市におきましては，

40歳以上の方を対象とする乳がん検診及び20歳以上の方を対象とする子宮頸がん検診を実施

しております。検診の実施方法として，指宿保健センターや各地域の公民館などを巡回する

集団検診と，医療機関での個別検診の2通りがあり，このうち，集団検診におきましては，

乳がんの自己検診の方法について紹介するＤＶＤの放映や，高齢の女性に多い骨粗しょう症
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の検診も併せて行っております。このほか，成人式の参加者に子宮頸がんに関するリーフレ

ットを配布したり，保健センターなどにがんに関するポスターの掲示やリーフレットなどを

通年設置し，がん予防などの知識の普及啓発を図っております。なお，令和4年度より，こ

れまで積極的勧奨を控えていた子宮頸がんワクチンの定期接種につきましては，積極的勧奨

を再開する国の方針に則って，本市におきましても，積極的な勧奨を行う予定としておりま

す。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 乳がん検診，子宮頸がん検診，骨粗しょう症検診の令和3年度の

受診率をお伺いいたします。 

〇健康福祉部長（山元成之） 市が実施しております，令和3年度の乳がん検診及び子宮頸がん

検診の受診率につきましては，令和4年1月末現在で，乳がん検診は22.9％，子宮頸がん検診

は受診率15.5％，骨粗しょう症検診は受診率28.8％となっております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 今，聞いたところでは，受診率が低いようなんですけれども，そ

れでは，鹿児島県としての受診率はどのようになっていますでしょうか，お伺いいたしま

す。 

〇健康福祉部長（山元成之） 令和3年度の統計がまだ出ておりませんので，令和2年度の県の統

計で申し上げます。令和2年度の各検診の受診率を県全体の受診率と比較しますと，三つの

検診のうち，乳がん検診と骨粗しょう症検診の二つは県平均を上回っていることから，本市

の検診者が少ないということではないと考えております。がん対策につきましては，早期発

見，早期治療が最も重要でございます。そのようなことから，市では多くの方に検診を受け

ていただくため，受けやすい検診環境の整備に取り組んでおります。一例としまして，医療

機関での個別検診や受診しやすい集団検診を実施しているほか，集団検診におきましては，

地域における検診や夜間，土日の検診を実施したり，小さなお子様連れの方のために会場で

の保育などに配慮するなど，様々な受診率の向上策に取り組んでおります。また，市では令

和3年度にアクサ生命鹿児島支社及び第一生命鹿児島支社と包括連携協定を締結しました。

両者の渉外の方が市の検診のチラシを配布するなど，本市のがん検診の周知にも寄与してい

ただいております。いずれにしましても，がん対策には早期発見，早期治療が最も大切であ

ります。市では今後も，指宿医師会等，各種団体の御協力をいただきながら，市民の皆様の

生命を守るために，検診の受診率向上に努めてまいりたいと考えております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） はい，ありがとうございます。指宿市はがん検診の受診率が低い

んだと思っていたんですが，そうでもないということが分かりました。それでも，やっぱり

自分の体は自分で守るしかありません。ですので，検診をもっともっと進めていけるよう

に，取り組んでいっていただきたい，そういう意味から，今の答弁を聞いて，よかったなっ

て，ちょっと安心したところでした。頑張っていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。 
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 それでは，次に，医療用ウィッグについて，お伺いいたします。医療用ウィッグについ

て，どのようなものか御存じでしょうか。以前にも，この医療用ウィッグについて質問をし

たことがあります。県内の自治体で医療用ウィッグの購入費用に係る助成を行っている自治

体はないんでしょうか，お伺いいたします。 

〇健康福祉部長（山元成之） 医療用ウィッグとは，抗がん剤治療などの副作用に伴う脱毛によ

る外見の変化をカバーするためのカツラのことでございます。がん患者に対する医療用ウィ

ッグの購入費用に係る助成につきましては，令和3年度現在，本市を含め，県内他市でも実

施しているところはないようでございます。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 県内でもまだないということでしたけれども，鹿児島市が令和4

年度の当初予算に，医療用ウィッグの購入費用の助成を計上していると聞いているんですけ

れども，このことは御存じでしょうか，お伺いいたします。 

〇健康福祉部長（山元成之） 議員御案内のとおり，鹿児島市におきましては，がん患者の就労

など，社会生活を支援することなどを目的としまして，医療用ウィッグの購入費助成につき

まして，令和4年度に計画しているようでございます。また，鹿児島県におきましても，令

和4年度に医療用ウィッグの購入費用に助成する市町村に対する経費の一部助成を計画して

いると聞いております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 医療用ウィッグはとても高価なため，買いたくても買えないとい

う患者様からの声を聞いたことがあります。助成があれば買いやすいと思いますが，医療用

ウィッグの購入費用の助成について，本市においても，令和4年度から取り組むことはでき

ないんでしょうか，お伺いいたします。 

〇健康福祉部長（山元成之） がんにり患された方が治療を続けながら社会参加などを継続する

ためには，がん治療に伴う脱毛に対応する医療用ウィッグは，患者の外見の変化などの悩み

に対して精神的な負担を軽減し，生活の質を高める役割を持つ重要なツールの一つであると

理解しております。しかしながら，新たな助成制度の導入は，現時点では難しいと思われる

ことから，引き続き県の情勢や，鹿児島市など他市の取組を注視してまいりたいと考えてお

ります。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 女性の方ががんになったために脱毛し，ウィッグを付けないとい

けなくなった，そういう心の傷み，本当にがん患者さんの気持ちを考えたときに，どうして

も必要なものではないかな，そういうふうに思っております。ですので，このことは他市を

調べるのも必要ですが，何とか本市として，早いうちに取り組んでいただきたい。そういう

思いから，市長に答弁をお願いしたいと思いますが，どうでしょうか。 

〇市長（打越明司） この医療用の，女性への医療用ウィッグについては，私も友人の中にそう

いうことをされた方々も存じております。とても，高田議員のお気持ち，内容は受け止めさ

せていただきましたが，中身については，いろいろピンキリもあると。非常に値段の幅もあ
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りますし，今，指宿市はどれぐらい財政的な支援するための力があるかというと，なかなか

そこは簡単には，すぐ導入できるという段階ではないだろうなと思います。これから，私の

柱である財政改革等々も含めて，指宿市がそういったものを助成できるような力が付いた

ら，是非，前向きに検討していきたいなというふうに思います。お気持ちは十分に理解しま

した。 

〇１６番議員（高田チヨ子） なるべく早くお願いしたいと思いますので，よろしくお願いいた

します。 

 それでは，次に，リトルベビーハンドブックについて，お伺いいたします。鹿児島県とし

ては，このリトルベビーハンドブックを作成するということです。普通の母子手帳では，リ

トルベビーは小さすぎて成長の記録が書けない。お母さん方は10ｇ増えた，50ｇ増えた，

1cm背が高くなった，そういうのを見ながら，本当に赤ちゃんの成長を一つ一つ楽しみにし

ているわけであります。そういうお母さん方の気持ちを何とか形にしてあげられたらいいの

になって，そういう思いがあります。保護者の子供を思う気持ちに寄り添う，それが大事で

はないかなと思います。県が予定しているハンドブックはどのような内容になる見込みか，

もし，分かっていましたら教えていただきたいと思いますが，いかがでしょうか，お伺いい

たします。 

〇健康福祉部長（山元成之） 低出生体重児の対策について，県議会では，先ほど市長が申しま

したように，3月議会で審議をされているようでございました。県が作成する予定のハンド

ブックの内容につきましては，まだ明示はされておりません。他県が作成しているハンドブ

ックの例で内容を見てみますと，出生体重1,500ｇ未満でも対応できる発育曲線が掲載さ

れ，成長，発達の遅れや個人差を考慮した記録の記入欄があるなど，保護者が子供の細やか

な成長を喜ぶことができるよう，様々な工夫が施されているようでございます。鹿児島県が

作成するハンドブックも，低出生体重児の保護者等の心理的な不安に寄り添った内容になる

ものと思っております。なお，他県におきましては，主に出生体重1,500ｇ未満の子供や，

2,500ｇ未満で特に支援が必要な子供向けにリトルベビーハンドブックは配付される場合が

多いと聞いております。 

〇１６番議員（高田チヨ子） 県も今からのようですけれども，どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 最後に，市長の施政方針の一つに，チーム指宿，ワンチームになって，一緒に力を発揮し

ていくことが，町づくりにとって最も大切なことだと考えているとおっしゃっていました。

そのとおりだと思います。みんなが一つになる。つまり，異体同心の気持ちが大切だと思う

のです。指宿市の発展のために，市民の皆様の幸せのために，頑張っていきたいと思いま

す。 

 以上で，終わります。 
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〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時４８分 

再開 午前１０時５５分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，前原五男議員。 

〇４番議員（前原五男） 4番，前原五男です。恵みの雨がやっと降っていただきました。農家

にとっては，特に年末から現在まで，スナップエンドウやソラマメの値段が良くて，これは

良かったなと思っております。今日はそれに応援するかのように雨も降っていただきまし

た。続けて，農家の収入が増えて，税収が増えるように期待しております。 

 では，打越市長に対しての初めての質問ですので，今回は市政運営について，お伺いいた

します。 

 まずもって，市長選勝利，おめでとうございます。さて，市長と私との立つ位置，関わり

方を私なりに申し上げておきます。同僚議員，支持者に常々言っておりますが，選挙によっ

て市民から選ばれた市長ですので，市民のためになるよう，お互い協力し合い，意見を述べ

ながら進んでいくというのが，私の偽らざるスタンスでございます。ところで，私事になり

ますが，1期目の議員としての感想，1期目のときの感想を私から申し述べます。一部議員

は，傍聴席にたくさん来ていらっしゃいますけれども，このほかに，ＬＩＮＥなどでライブ

として聞いておりますので，その内容は私とほぼ同じじゃないかと思います。市政を前に進

めるという話より，ネガティブな指摘が多くて，残念で堪らない議員も一部にはいました。

この指宿市議会，議場は，ライブ配信をしていて，全国津々浦々に流れています。私の友人

から，本当に指宿市の議員ですかというような意見が多々あります。私も今日はそのような

人たちに対しましても，払拭するためにも，一生懸命質問をさせていただきたいと思いま

す。市長とともに，市民生活向上のためにこの席にいるので，私との意見の違いを述べさせ

てもらいます。将来的には市民への思いを市長と共有するためにも，打越市長の選挙公報掲

載，チラシ，新聞，指宿広報紙などに市長が述べたことに対して，前向きな質問をさせてい

ただきます。残念なことに，勝敗のついた後にも，打越市長は念押しに，広報いぶすきの紙

面上で，財政難を力説していますので，公共団体の財政の在り方について，見解をお聞きし

ていきたいと思います。 

 まず，1点目。選挙用折込チラシに，前の市政を必ず変えるとありますが，どこを，何

を，どのように変えるのですか。具体的にお答えください。また，財政再建のところで，指

宿市の台所は火の車です。弱り切った財政を収入と支出の両面から改革し，一刻も早く体力

を取り戻します。収入とは，税金などで収入を増やすと，それが収入だと思います。支出と

は，縮減をしていくと，いわゆる内部保留を行っていくという意味と私は捉えております。

ここも具体的に，どこのところか指摘していただきたいと思います。また，1期4年と言って
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いますが，本当は何年かかるのでしょうか。 

 以後の質問，住みやすい町にするために，どのように行動，施策を行っていくのでしょう

か。 

 3点目，地熱発電などはどのように進めて行く考えなのでしょうか。 

 4点目，今回の議会での予算は骨格予算であるが，土木，建設業者などに影響はでないの

でしょうかなどは，質問席から行います。 

〇市長（打越明司） 前原議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 まずもって，最初に，一緒に指宿の将来のために，市民の生活のために，ともに頑張ろう

というエールについては，大変ありがたく受け止めさせていただきました。そのとおりだと

思います。これまでのことを反省をしたり，いろいろ議論することももちろん大事ですけれ

ども，将来に向けて，我々は一体何をすべきなのかということをしっかりと議論していくこ

とが大切だというふうに思います。その上で，まず，幾つかの御質問がこれからもあるよう

ですので，必ず変えるということについて，御質問がありました。私は，この選挙戦，ある

いはそれ以前の様々な活動においても，10年後は楽しみになる。20年後はもっと楽しみにな

る。そんな町をつくりたいということを目標に掲げて活動をしてまいりました。市民の市政

に対する評価，あるいは，市長の活動に対する評価というのは，将来の指宿が楽しみになっ

てきたなと，そういう市民の方々が毎年1人でもたくさん増えていくということが，一番の

評価になるだろうというふうに私は考えています。そのために，最初に取り掛からなければ

ならないことは，そういう町をつくっていくための，きちんとした戦略を練ることではない

かというふうに思います。いろいろな分野ごとに具体的な戦略を策定するために，様々な方

法で衆知を集めていきたいというふうに思います。とりわけ，これから主役になっていくで

あろう若い方々，あるいは，この町の持っている様々な弱点を外から見て指摘のできる市外

の指宿ファンの皆さん，そういう方々を中心に，指宿の将来にいろんなプランや御意見を持

つ方々，そういう方の知恵を集められる場所を設置をするということを，まずは検討してま

いりたいと思います。そして，そこでつくり上げた将来への戦略を確実に実現をしていくた

めに，市民をはじめ，地域や市議会，あるいは市役所，そして，指宿の将来に期待する市民

や指宿ファンの方々が一体となって，様々な議論をしながらも，ワンチームでやっていける

ように，不断の努力を続けていかなければならないと，そう決意をしております。物事を進

める上で，目標や具体策を共有することがとても重要なことだというふうに思います。ま

た，政策を進めていく上で避けられない課題が，財政を安定させること。機動的な財政出動

をいつでもできるように，力を蓄える必要があります。そのために，この4月から新たな部

署として経営改善推進室を設置し，達成すべき目標を定め，事務事業の見直しや効率的な組

織作りなどを，まずは進めてまいる決意であります。 

〇４番議員（前原五男） 財政難という言葉はどこから出たのかという質問もありましたけれど
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も，財政課長がお答えをいたしますか。 

〇市長（打越明司） 財政難については，詳しい質問があるのかと思って，失礼をいたしまし

た。本市の財政状況を判断する健全化判断比率につきましては，昨年9月の議会において報

告したとおり，令和2年度は実質赤字比率，連結実質赤字比率，実質公債費比率，将来負担

比率の4指標はいずれも早期健全化基準をクリアしているということでありますけれども，

全国でクリアをしていないという市は，財政破綻をした夕張市のみでありまして，クリアを

するのは当然と言えば当然のことだというふうに思います。日本経済新聞社が発行してい

る，令和2年度の全国都市財政年報というのがあります。これは，全国に792の市があるわけ

ですが，この中で，地方債残高，つまり借金でありますが，これを自治体の一般財源の標準

規模を示す標準財政規模で除した数字，つまり，指宿の標準財政規模で割った数字というの

が，借金がどれぐらいあるのかというのがありますが，全国に792市があります。792の最下

位が夕張市。指宿は，この中で721位ということになっております。指宿よりも数字のいい

ところが，792市の中で720か所に上るということであります。全国の自治体の中でも，いか

に本市が多くの借金を抱えている町かということが分かります。次に，鹿児島県内で考えて

みますと，19市の中で，今，令和2年度の決算が全て出揃っており，3年度については，まだ

見込みでありますので，2年度でお話をさせてもらいますが，この19市の中で基金の残高，

基金の残高というのは，言えば貯金です。そして，地方債残高，先ほど申し上げた借金でご

ざいますが，この二つを19市の中で比較をしますと，指宿市の基金残高は市民1人当たりに

換算しますと，16万3千円ぐらい。19市の中で，少ないほうから5番目です。一方で，市民1

人当たりの借金に当たる地方債残高というのは，76万4千円。借金の多いほうから4番目にな

っています。この二つの指標ともに悪いほう，貯金が少ないほうから5番目以内，借金が多

いほうから5番以内という，二つとも入っているのは，指宿市だけでありまして，借金が多

くて貯金が少ないということは，差し引きをしてみると，指宿の場合は60万1千円を市民1人

当たりが背負っておるということになりますが，この数値は県内で最も高い町の一つになっ

ているわけであります。あわせて，将来負担比率という，一般会計に対して，将来どれぐら

いの負担があるのかという比率がありますけれども，これが令和元年度は32.4％でしたが，

令和2年，翌年に決算をした時点で49.2％と大きく悪化していますが，これは借金が多くて

基金残高が少ないということをそのまま表していまして，よく言われる南薩4市での比較で

申し上げますと，ちょうど南九州市と南さつま市というのが，ほぼ指宿市と同じ財政規模で

ありますけれども，南さつま市にあっては，平成26年度に，この将来負担比率が0％を達成

して，今日まで将来負担比率0を続けているという状況です。南九州市は，我々より合併が

ちょっと遅れて，有利な起債を指宿市ほど持っていないんですけれども，それでも頑張っ

て，令和2年度で将来負担比率0％を達成しているという状況であります。単独で，今，やっ

ております枕崎と比較しても，4市の中でも将来負担比率は，指宿市が一番重いということ
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になっています。この二つの，起債残高，いわゆる借金と基金残高，貯金，これだけではな

くて，本市の財政運営には，私は課題があるというふうに思っています。単年度収支とい

う，1年間の収入と支出の決算がありますけれども，単年度収支では，何とかかんとか，こ

のゼロベース，それほど大きな赤字になったり，それほど大きな黒字にならないというのが

特徴的な姿でありますけれども，実質的には，運営をするためにお金が足りなくなると貯金

を取り崩すわけです。この貯金を取り崩したり，積み立てたりするものまで加えたものが，

実質収支比率と言われるものになります。この実質収支比率というのが，実は平成26年から

令和2年までの7年間，ずっと赤字です。平成26年は4,400万円ぐらいの赤字でしたけれど

も，27年が1億5,000万円余り，28年は11億8,000万円余りの赤字。平成29年は9億7,000万円

余りの赤字。そして，令和元年が3億8,000万円。令和2年は6億3,000万円という実質の単年

度収支の赤字がずっと続いてきているということで，黒字を達成したのは8年前の平成25年

に遡らなければならないという状態になっています。先ほど申し上げましたが，この繰入

金，貯金から予算編成をするときに繰入れをやっていく，その貯金取り崩しというのもずっ

と続いておりまして，ちょうど財政がまあまあ良かった平成25年は4,800万円の繰入れにな

っていますけれども，段々これも増え始めまして，平成26年では3億2,000万円の繰入れ。27

年は5.5億円の繰入れ。28年は12億6,000万円の繰入れ。29年は12億2,000万円の繰入れ。平

成30年は10億円。令和に入ると15億5,000万円。令和2年度は21億円の繰入れということで，

非常にこの繰入額も大きくなってきています。本市の財政運営がいかに繰入金に頼ってきて

いるかということが，よく伺えるわけです。つまり，歳入に見合った歳出になっていないと

いうことであります。私は入るを量りて出ずるを制すということを話してきました。普通の

家庭で考えれば，収入の範囲内でお金を使うというのが原点だというふうに思います。まず

は，この目標を何とか指宿市も達成していきたいというふうに思います。先ほど，1期4年間

の間でできるかという御質問がありましたが，正直申し上げて，4年の間に，この収支を整

えることは相当難しいだろうというふうに思っていますが，それなりの決意を持って，頑張

っていきたいというふうに思います。 

 一方で，今，現状についてお話をしましたが，これからの見通しについて，少しお話をさ

せてください。これからの財政の見通し，施政方針でも少しお話をさせていただきました

が，地方交付税，市税という，最大の収入源につきましては，これからの伸びには，なかな

か期待できないということが予想されます。加えて，新型コロナウイルス感染症の拡大が指

宿の経済にかなり深刻な影響を与えていることは，皆さんも御存じのとおりであります。本

市の自主財源のさらなる落ち込みが心配されるという状態であります。逆に，歳出の見通し

について。これから出ていくお金についての見通しというのは，借金が随分ありますので，

これから，その返済について，本格的な返済期が始まってまいります。7月には市民会館も

完成をすることになりますけれども，そうした，これまでずっと積み重ねてきたものについ
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て，本格的な返済が令和6年度から始まるというふうに考えております。そして，大体この

10年ぐらい，約11年と予想していますが，この令和3年から4年にかけての借金返済，公債費

の額を上回っていくという状態がこれから続く。歳出は令和6年から10年間ぐらいは，借金

返済ということを注視したら，随分出費を抑えることはなかなか難しくなっていくという状

態が続くということであります。今のところは，策を講じなかった場合に，1番のピークに

なるのが令和13年度と予想されておりまして，9年後ですかね，現在の公債費よりも3.7億円

ぐらい増えるという状態を見込んでいるというところであります。また，一方では，現在パ

ブリックコメント中の公共施設等総合管理計画，指宿には現在，144の100㎡以上の今まで造

ってきたいろんな公共建設物がありますけれども，こういうものに関して，今後36年間で予

防保全型管理による公共施設の更新費用の総額が，向こう30年間で概ね1,344億円掛かると

いうことになっています。つまり，これからは，本市が管理する公共施設の管理運営費をは

じめ，改修，新築，除去等の更新費用が，経常的な費用としてずっと歳出への圧力を高めて

いくというのが予想されるわけであります。このような状況の中でありますので，本市の財

政状況については，財政指標や近隣自治体と比較しながら，今，現状，課題を述べさせてい

ただきましたが，私はどちらかというと，気が弱いほうでございまして，心配症でありま

す。こういう状態で市がずっと推移していくというのは，とても心配です。ですから，何と

してもここは将来に向けて，財政上の不安を少しずつでもなくしていくために，財政再建は

不可欠だというふうに思っているところであります。 

〇４番議員（前原五男） 市長からるる，数字でもって説明していただきました。数字が並んで

いると，とてもじゃないけれども，みんなが頭の中に入っていかないという部分があります

ので，私は次の質問のほうに入って，後段，また，数字的な話をしていきたいと思います。

市長から説明がありましたように，総務省の地方公共団体の財政の健全化に関する法律とい

うのがありまして，毎年度，健全化判断比率を監査委員の審査に付した上で議会に報告し，

公表しなければならないとあります。次の，どの指数が悪化の判断材料，材料ですかという

質問があったんですが，市長から，この四つの判断材料，実質赤字比率，連結実質赤字比

率，実質公債費比率，将来負担比率，これを全てクリアしているという回答がありましたの

で，前もっての話がありましたので，一応，安心しております。このうちのですね，四つの

判断比率の一つでもアウトがあれば，財政健全化計画を立ててやらなきゃならないというふ

うになっております。この財政赤字の根源がもしあるとすれば，多分，ないという話だろう

と思うんですが，あるとすれば，前の豊留市長，市長だけの責任でなく，この予算を通した

私たち議員にも，あるいは，財政課の職員，それに加担した人たちは全てアウトだと思いま

すが，どう思われますか。また，火の車っていうのは訂正しますか，どうか，お願いいたし

ます。 

〇市長（打越明司） 一つは，その四つの健全化比率について，クリアをしているから，取り敢
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えず安心したと。しかし，先ほど申し上げたとおり，この四つの健全化比率というのは，い

わゆる破綻条件のようなものでありまして，その破綻よりずっと以前に予測される様々な財

政運営については，できるだけ前もって努力をし，先ほど申し上げたとおり，収入と支出，

歳入と歳出がありますけれども，これがきちっと収まるようにやっていくということについ

ては，これは多くの皆さんが，私は望んでいるというふうに思います。この間，いろんな

方々の意見を聴かせていただきましたけれども，やっぱり市民の中には，随分その，将来大

丈夫かと，指宿は何か危ないんじゃないのか，そんな話をされる方々も随分おられて，我々

自ら健全化に向かっての様々な取り組みっていうのは，やっぱり必要ではないかなというふ

うに思っているところであります。もう一つ，火の車という表現は，どうですかね。先ほど

申し上げたように，例えば全国で780余りの市の中で，720位ぐらいにある指宿を，後ろには

まだ60あるがねというふうに考えるか，うちは720番目なのかと，もっともっと上のほうに

上がりたいなと考えるかは，人それぞれの受け止め方だと私は思います。今の状況を見る

と，少なくとも入って来るものよりも使っているものが多い，そういう，この時間が随分長

く経っているということを考えますと，私から見れば，やっぱりこれは火の車だなと。この

台所を，いわゆる指宿市の財政を何とか一つ，もっとしっかりしたものにしたいな，という

ふうに感じるところでありまして，適切であるかどうかというのは，それぞれの方に御判断

は委ねたいというふうに思います。 

〇４番議員（前原五男） 後段でお話したり，質問したりしたかったんですが，既に財政は赤字

であるというのを，市長は認識しているようなので，私から地方自治体というのは，どこが

黒字ですかと，単独でやっているところがありますかというのを，まず，お聞きしておきま

しょうかね。 

〇副市長（有留茂人） ほかの団体のどこかということですけれども，それについては，今のと

ころ把握っていうか，お答えする状況にはないんですけれども，実質単年度収支の黒字化と

いうふうなのを目指そうというふうなことでございます。それを，まずは目標にしていこう

というふうなことで考えておりますので，そこを目標に，今後，市長と一丸となって，ワン

チームで頑張っていきたいなと思っているところでございます。 

〇４番議員（前原五男） 普通交付税や特別交付税を収入として入れていないところは東京都だ

けなんですよね。ここで，私，前にも説明して，前の議会でも説明したんですが，3割自治

といわれる所以はそこにあるわけですよ。100万円の予算の中で，指宿市が持ってこれるの

は，税金とか，あるいは手数料とか，いろんなものがありますね。その辺を入れても，30万

円しかないんですよ。あと70万円をどうして補うのかという問題なんです。それは，先ほど

言ったように，普通交付税，国が施策として挙げた公共事業をすれば，70％とか，50％と

か，そういう補助金と言ったほうが分かりやすいんですかね，市民には。そのお金が入って

くるわけですよ。そういうものを図らないで，黒字になるまでって言っても，東京都並みに
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指宿市がなるはずはないです。だから，市長，そこなんですね。私は，やっぱり70％は国の

お金なり，人の物を借りるわけですよね。金融から借りるわけです。そのお金を借りられる

というのは，どういう意味かということですよ。本当に返せなければ，貸してくれるはずは

ないでしょう，金融関係が。私はそれを市長，もうちょっと余裕を持った気持ちでやってほ

しいなと思いますよ。そうしないと，新しい市長は何しに来たんだということになりますよ

ね。 

 ちょっと話をあれしますけれども，一方では，基金が21年度のときは28億円しかなかった

のが，現在，約78億円とチラシにあります。これは本当に間違いないでしょうか，本当なん

でしょうか。これ，現実問題として，これだけうなぎのぼりで78億円やったんであれば，私

みたいにぶっきらぼうな経済を言う人は，300億円ぐらいの仕事をしても，まだあるんじゃ

ないかという考えもするわけですよ。だから，その辺もですね，もう少し，市長，前向きに

考えてほしいなと思います。市長は，今後，どのように，その交付金なりですね，特別交付

金，その辺，市長は県議会にもいました。そして，国政にもいました。こういうつなぎのあ

る人ですので，どのように今後は事業を持ってくるお考えなのか，その辺をお答えいただき

たいと思います。 

〇総務部長（下吹越寿） 議員がおっしゃいますように，現在，起債額が公債費を上回る状況は

続いておりますし，地方債を発行する場合というのは，先ほど言われましたように，その後

年度の交付税負担率が高い，財政に有利なものを選択して，起債を発行するという形になろ

うかと思いますし，また，財政，その収入の部分ですけれども，地方自治体の財源手当てで

言われましたように，その地方交付税ですね，特交も含めた形。それと，臨時財政対策債の

発行額によって，基金の残高だとか，起債残高に大きく影響を及ぼしますので，収入につい

ては，具体的な数字はここで述べることはできないところでございます。 

〇財政課長（東忠孝） 令和3年度末の基金残高でございますけれども，令和4年度の当初予算の

際に配付いたしました委員会参考資料にも記載してありますけれども，一般会計で，見込み

ででございますが，78億6,000万円というふうになっております。 

〇市長（打越明司） 平成21年以降，今日まで基金残高が指宿市も増えてきていますが，決算が

出揃っている他市と考えてみますとね，ちょうど平成21年の頃は，例えば指宿と南さつま市

というのを比較しますと，先ほど申し上げたようにほぼ標準財政規模は一緒。そして，向こ

うがうちよりちょっと人口が，やや少ないという状況でありますけれども，その頃の借金

高，将来負担比率，ほぼ一緒でスタートして，今，13年ぐらい歩んできたということになり

ますが，その中で，一番大きな基金の推移なんです。例えば，決算が出ている昨年でいう

と，今年はたまたま，いろいろな事情があって積戻しができましたけれども，決算でいうと

令和2年で64億円余り，今年が78億円余りが指宿の状態ですが，南さつま市もですね，今，

借金は290数億円あるんです。昨年で言えば，指宿も300億円をちょっと超えているという，
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ほぼ一緒。ところが，南さつま市は，その基金残高が200億円を超えているわけです。指宿

の64億円からみると，3倍以上の基金を積んできていると。ですから，将来負担比率が少な

くなったということになります。指宿も今からせっせせっせと貯金をしようというふうに思

っているわけではありません。これから，その出をできるだけ見直していく。市民の方々に

痛みをお願いをしていくときに，その分は市はせっせせっせと貯金をしているのかというこ

とになっては，これはもう元も子もないわけですから。ただ，できるだけ，1年1年でみたと

きには，事業を行うのに様々な有利な起債を使う。特に合併特例債であるとか，過疎債であ

るとか，様々に，指宿にとってはこれでやったほうがいいという起債が幾つもあります。あ

りますが，そういったものをやっていくときに，大事なことは，毎年，返していっている借

金がある。これはもう，公債費ですよね。公債費と，それから，今年行う起債，幾ら借金を

するか。だから，借金をする金額と，借金を返す金額が，借金をするほうの金額がずっと多

かったわけです。それを，借金をするのを少しでも抑えて，借金を返す金額を増やすことは

できませんけれども，これよりは少なく抑えながら事業をすることで，少しずつ指宿の起債

残高は減っていくことになるわけです。そういう運営をしてきたい。当然ながら，交付税と

か特交だとか，様々なものは，今，地方で，人口がどんどん減る中，産業が苦しい中で，こ

れはもう命綱ですから，徹底的に我々も有利な事業であったり，有利なものについては，何

度でも東京に上って相談をして，お願いをして，かつて鎌田知事がコメツキバッタだという

ようなことをおっしゃっていましたけれども，まさにそのコメツキバッタになってでも，指

宿のために有利な，将来に向けた事業は取っていきたいというふうに，もちろん思います。

ただ，その根本にいるのは，その東京とか裕福な自治体のことなんかちっとも頭にありませ

んけれども，そういう3割自治体のところから，だからこそ，もう本当に一つ一つをできる

限り大事にやっぱりやっていく。議論をして，本当に必要なのか，必要でないのか。今年で

なければならないのか。1年待てないのか。そんなことをしっかりと議論をしながら，一つ

一つを大事にやっていって，結果的に振り返ってみたら，少しずつ少しずつ財政も安定して

きた。もし，指宿市で本当に困ったことが起きたときに，このすぐにやっぱり指宿市がいろ

んな支援策を打つことができる。それだけの余裕を持っておくということを，是非，つくっ

ていきたいなと。今，特にコロナ不況で，指宿は九州の中でもこういう観光，保養，そうい

った都市の中では最も直撃を受けている地域の一つだと思いますから，それを支えていった

り，応援していくためには，本当に，できるだけ我々が体力を持っておくことだというふう

に思っておりますので，将来に向けてという意味で言えば，議員の思いとそれほど変わらな

いというふうに思います。 

〇４番議員（前原五男） 南九州市や南さつま市の話をされましたけれども，南九州市は今から

50億円ぐらいの庁舎を建てていくわけです。南さつま市は県立病院の移設があります。ここ

もまた，大きな金が出ていくわけです。ところどころによって，そのようなお金というのは
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動いているわけで，数字というのは動いているわけで，指宿市がそれだけ指摘されなきゃな

らないような起債残高，それが増えていくんだろうかと。これは，なぜかというと，市長

も，それから，市長を支持する方たちも，箱物だけ造って何になるんだろうか。借金だけし

て何になるんだろうか。さっき言いました，借金がなければ，物はできないよって。私たち

の家もそうですよね。200万円か300万円の年収の人が，3,000万円ぐらいの家を造るとした

ときに，貸す人と貸さない人と金融関係にありますよね。貸すところはどういうところかと

いうと，それだけ返済能力がある，あるいは，信用があるからだと私は思っております。指

宿市はそれだけ信用があったんだろうと，私は思っております。 

 さて，次の話をします。確かに前市長は野球場改修，順不同かも分かりません，サッカー

場・フットボールパーク，市民会館，山川小学校の開設，山川庁舎の移転，開聞庁舎の新築

など，たくさんの仕事を，山積みであったものをやってきております。そして，今度，市長

は多分，7月には市民会館の開館式に，テープカットに行くわけですよね。そういう，など

がたくさんあって，20年以上の考え方，いわゆる先行取得しようとか，あるいは建てようか

と，いろんな計画を持ちながら進めてきたものなんですね。これだけのことをやった市長に

対してっていうかな，ちょっと私は前市長の中しか知りませんので，前市長はよくやった

と，私，思っていますよ。だから，市長，ワンチームというのであれば，最後の結語として

申し述べようと思ったんですが，もうこんなチラシはね，おはこにして，やっていこうっ

て，前市長と握手するぐらいのね，やはり気持ちを持ってほしいなと。市長は，私が気が小

さいもんですからと言うが，そうじゃないと思いますよ。堂々と，1万5,000部でしたかね，

あのチラシを入れているわけですから。私もね，入れるときは躊躇しましたよ。いっぱい書

いておりました，私も。だけれども，私がしたいのは，やっぱりできることしか書けないよ

ね。だから，チラシもポスターと同じものを擦り込みました。見た人には申し訳なかったん

ですけれども，また同じのを送ってきたか，はがきも同じのを送ってきたかということだろ

うと思います。だけどね，勝負には勝ち負けがあるわけですよ。選挙は戦いです。そのとき

だけでいいんだろうと思います。勝ったんだから，これ以上，叩きのめすようなことをしな

くてもいいだろうという気持ちも，私にあります。そうじゃないと言われるかもしれません

よ。私，思いは強いんだよって，財政難をね，克服するんだという，その意志は強いんだよ

って，それは言っているのかも分かりません。だけど，一方ではね，その半面では，そうい

う気持ちを持つ人もいるっていうことも，思っていてほしいなと思います。 

 でね，さて，市長，Ｊ1のサンフレッチェ広島が来ましたね。激励に行ったと思いますけ

れども。向こうはどのような感想を持たれましたでしょうか，あのサンフレッチェのほう

は。監督とかキャプテンから聞いておりませんでしょうか。 

〇議長（下川床泉） 前原議員に申し上げます。ただいまの発言は通告の範囲外でありますの

で，注意いたします。質問をもう1回，整理をしてもらっていいですか。 
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〇４番議員（前原五男） あの，数字的な質問でもなく，ただ，どのようにお聞きしたかって。

何もなかったらなかったで結構なんですよ。フットボールパークに行かれましたでしょう。

そのときに，サンフレッチェ広島側から，どのような指宿の感想があったかっていうことを

お聞きしたいところです。 

〇議長（下川床泉） 前原議員に申し上げます。ただいまの発言は通告の範囲外でありますの

で，重ねて注意をいたします。通告内で質問をお願いします。 

〇４番議員（前原五男） あのフットボールパークを造った，あれは贅沢だと言われました。一

部の人は，いや，造ってほしいけれども，あのような大きなものはいらないということを言

われた方もいます。それは，程度の問題なんですね。だけれども，私が言いたいのは，箱物

とはちょっと違うんですが，あの緑地帯は必要だったのかなかったのか，市長にお伺いしま

す。 

〇総務部参与（野元伸浩） 今，議員のほうから，フットボールパークに関して御質問がありま

したけれども，いぶすきフットボールパークにつきましては，隣接するスポーツ施設と一体

的に活用しまして，市民の健康づくりをサポートするとともに，合宿や大会誘致などを積極

的に行い，スポーツ交流の人口の拡大を図りたいというふうに思っております。市民の方に

有効的に活用していただきたいということもありますし，また，市外の方についても，より

多くの方々に活用をしていただければなというふうには思っております。 

〇４番議員（前原五男） ちょっと噛み合わない部分もありますけれども，やっぱり気持ちです

から，話をしてほしかったなと思います。それは，なぜかと，通告外とかですね，通告内と

か，通告内でも答えていない部分もありますよ。全て答えていただけるんですか。そういう

問題が出てくるんですよ。だから，数字的な話は私は聞いておりません。だから，自分の素

直な気持ちとして，お話していただければ助かりましたなと思っております。あそこの土地

は目的があって，開発公社に買わせていたわけですよ。20数年前，1平米7千幾らだったと私

は記憶しています。みんな，土地があったら出してくれという時期がありましたよ。それ

を，今まで計画的に使用してきたのかというと，私はそうじゃないと思います。開発公社は

困っているわけですよ，塩漬けだったということ。それから，指宿市がお願いをして開発公

社に代替わりしていたので，その利子は，市が利子補給をしないといけない。こういうこと

を考えると，やっぱり何らかの形で活用していかないといけないことがあるわけですよね。

そういうことを考え合わせながら，前の人がしたから悪いということじゃなくて，それを払

拭していくならば，打越明司は大きな市長になれると，私は思います。よろしいでしょう

か。ただね，市長，市長は聞いていないと言うかもしれないけれども，フェイクニュースま

がいのことが流されているわけです。川尻地区はね，具体的に言いますよ，川尻地区のあの

温泉センターは廃止するという話とかね，それから，開聞山麓ふれあい公園と唐船峡そうめ

ん流しは民間へ任せるんだという話まで流れているわけです。議会でもそういう話はなかっ
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たわけです。それがね，市長は多分，聞いたことはありますかと言っても，いや，聞いてな

いですよという答えしか出てこないと思いますので，私のほうで答えておきます。こんなこ

とをね，恥ずかしい質問を私はしようと思っておりませんよ。選挙期間中，こんなありもし

ない，前の市長がね，そういう話もしないような情報でね，市民を愚弄するような，前代未

聞のね，話がまかり通っていたわけですよ，開聞町には特に。私は，そのようなことがない

ように，今後はね，やっていただきたいなと思います。 

〇議長（下川床泉） 前原議員。 

〇４番議員（前原五男） はい。それから。 

〇議長（下川床泉） 通告に従ってお願いします。 

〇４番議員（前原五男） あと7分程度ですのでね。次のね，ちょっと飛ばしますけれども，地

熱開発などね，どのように進めるのか。振り出しにするのかということです。お伺いしま

す。 

〇市長（打越明司） 地熱のことにお尋ねがありましたけれども，その前にちょっと，施設等々

のこともいろいろと御意見もありましたので，僕の思いも述べておきたいと思いますが，施

政方針の中でも話をしましたように，市長という仕事は前のランナーからタスキを受け取っ

て，それをしっかりとつないでいくという仕事であるというふうに僕は思っていますし，こ

の指宿市の長い歴史の中で言えば，もう我々がそのタスキを背負う期間というのは，本当に

僅かなもの，4年であったり，8年であったり，それ以上の方もおりますけれども，その間を

一生懸命やるというのが，まず，一番だと思います。そういう意味では，私が就任をした2

月12日，この時点で指宿にある資源，ある人材，あるいはある施設，様々なことについて

は，どうやったら有用に活用できるか，どうやったらお荷物にならないような活用策を考え

ていくか。いろんな方々に利用を呼び掛けていくか。そのことは，リーダーとしての責任だ

ろうというふうに思っています。そのことを，まず，前から残されたものを最大限生かして

いくという仕事は，僕にとっても大事な使命だと思っていますので，そこは申し添えておき

たいと思います。サンフレッチェレジーナ，女王様という意味の，地元の福元選手が入って

いるチームが，2回目の合宿に来てくれた。ちょうど前半戦が終わって後半戦が始まる間

に，ここで合宿をしていただいたんですけれども，監督などとも話をして，整った環境，い

い状況の中で強化合宿ができて，後半に向けて準備ができることはとてもありがたいことだ

というお話をいただきました。ただ，僕らから見ると，やはりそういう声を，その何百倍も

聞いていきたいなと。できる限り多くの方々にそういう情報や使い方，あるいは関わりのあ

る様々な団体にそういったものを紹介していきたいなという気持ちがとてもあるということ

を，まずは申し上げておきたいと思います。 

 その上で，地熱開発，あるいは，ここでいう前原議員の思いは，地熱の恵み活用プロジェ

クトのこれからの展開についてのお尋ねであろうと私は思うのですが，これも，期間中を通
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じて僕はお話をしてきましたけれども，この地熱開発，あるいは温泉の活用，こういった大

事な問題については，まず結論を急がずに，できるだけ時間を掛けてきちっと語り合う，議

論をしていくということが大事だと思います。特にそれは市民間でそういった議論をどんど

んしていただく場所がなければならない。そういう機会を作っていかなくてはいけないとい

うふうに思います。この地熱，あるいは温泉資源の活用については，もう市民一人ひとりに

様々な意見があって，それぞれ立場も違います。市の役割は，まず，そういう議論をできる

場所，それを集約できる場所を準備することだというふうに思っています。結論を持って臨

んでは議論になりませんから，結論を持って臨まずに，利害関係を持っている方々もいま

す。地熱・温泉を活用して事業をやっている，あるいはやりたいと思っている方々もおられ

る。こういったものに関して，とても知見を持っている専門家の方々もおられる。あるいは

これからの指宿のための温泉や地熱の活用について，意見を言いたい市民の方々もおられ

る。様々な方々がおられますから，そういう方々が協議する場所というのも，きちんと市と

して準備をしていかなければなというふうに思っています。多様な意見の中で，この指宿市

にどんな役割が求められているのか，規制や保護についての役割もあるでしょう。また，一

方で一定の投資が必要なのではないかという要望や意見もあるでしょう。市民が実際に，一

体このことについて何を求めているのかということをしっかりと受け止めた上で，次のステ

ップに進んでいく。市民の皆様の合意が，とにかく最優先だというふうに思います。そし

て，そこで，市民の方々から出された意見を基に，この次のステップに指宿市は進んでいく

ことができるのではないかというふうに，私は思っています。 

〇４番議員（前原五男） 市長は民主的ですばらしいと思いますよ。だけども，最後はトップと

して孤独になって，どちらか，白か黒か，一か八か決めないといけない時期が来るわけで

す。なぜそれを言うかというと，最初のときは100％の補助金で試掘ができるということだ

ったんです。今は，75％ですよ，25％は持ち出しです。指宿市に財源がないっていうんだっ

たら，やっぱり早めにしていくべきじゃないか。本格的なものじゃないんですよ。本格的に

臨むための試掘なんです。そういうことで，市長，今後はやっぱり，市長がどっかでか腹を

決めなければいけない。そのときには，おおやっぱりやったというぐらいの腹を持って，や

ってほしいと思います。 

 次に入ります。骨格予算であるが，今度の予算編成はね，予算はあるけれども，土木とか

建設業は，その繰越明許費だけで待てるのかなと心配をしているところです。納品業者なり

ね，そこに働いている人たち，いろんなところにお金は，公共事業というのはちりばめられ

ていくわけですから，そのようなことを考えていただいて，6月議会を待たずに，市長とし

て補正予算を組む考えはないのか，お聞きします。 

〇総務部長（下吹越寿） 今回，4年度の当初予算につきましては，骨格予算とさせていただき

ました。それにつきましては，予算編成期に市長選挙が行われたことから，政策的経費を除
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く骨格予算として，先ほども申しましたように編成しております。従いまして，政策的経費

として位置付けた普通建設事業等については，6月補正予算以降に予算措置することにして

おります。ただし，一方，継続事業などの普通建設事業につきましては，当初予算に34億

1,800万円を計上しております。また，先ほど議員からありましたように，3年度予算につき

ましても，3月補正で9億5,000万円を翌年度に繰り越すための繰越明許費を設定しておりま

す。したがいまして，影響はないものと考えております。 

〇４番議員（前原五男） 今までの事業があまりにも大きかったんで，多かったので，それぐら

い多岐にわたって潤いを与えたと，私，思っております。そういうことで，市長も経済学部

ですよね。経済は生き物ですよね。よくよく聞いたと思います。私の思いです。健全な右肩

上がり，この形，すごく私は好きなんですね。いわゆるお金，インフレじゃなくて，物価を

抑えてデフレに，デフレスパイラル，そのようになると，人間，ウキウキできませんよね。

何とか我慢しようという言葉が出て来るわけです。そのようなことがないように，どうか財

政は火の車とか，こう言わずに，私たち指宿市は自然条件の整った，また，温泉があるこの

観光指宿を，昔みたいな新婚旅行のメッカとはならないでしょうけれども，個人利用者がた

くさん入ってくるような，そのような指宿市にしてほしいなと。市長は，私たちから見れ

ば，もったいないぐらいの高校，大学を出ているわけです。そして，先ほど私が話をしたよ

うに，人脈もあるということなので，足踏みしている場合じゃないんですよねということを

お話して，山川地熱発電，それから，地熱活用事業，これは農業とか水産業も含めてです

よ，いろんな観光事業を含めて，早期に片付けて，流石これは打越市長の仕業だと，いい仕

業だというようなですね，早く，そのようなことも聞きたいもんだと，これは本音を言って

いるんですよ。市長，冗談じゃないですよ。そういうね，本当に指宿市が，みんながやった

なと，いい市長を選んだなという方向にね，早く持っていっていただきたいと。堅実にね，

着実に，指宿の経済が潤う。借金がないようにね。指宿市に今日から手を打ってほしいとい

うこと。そして，流石，やっぱり出来た人だと称賛される，指宿市を明るく，活動感あふれ

る市長になりますように願っています。今，3月ですね。長年，指宿市の行政のために，公

務員として御苦労なさった職員に対しまして，敬意を払い，ここ指宿の屋根の下を離れて

も，空は一緒です。どうか皆さん，指宿市を盛り立てていってほしいとお願いをし，そし

て，その皆さん方の健康と御多幸を祈念しまして，私の質問といたします。ありがとうござ

いました。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時０４分 

再開 午後 １時０４分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，新川床金春議員。 
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〇１４番議員（新川床金春） こんにちは。14番，新川床です。 

 まずはじめに，今年度末をもって退職する職員の皆さんにおかれましては，長年指宿市の

発展のために御尽力いただきまして，ありがとうございます。退職後はお体に十分気を付け

ていただきながら，今後も指宿市発展のために御指導，御鞭撻をよろしくお願いいたしま

す。 

 打越明司市長，御当選おめでとうございます。大変厳しい財政状況を立て直し，10年，20

年先を見据えた財政改革を実現し，子供や孫に安心してつなげる市政運営をしていただきた

いとお願いいたします。 

 それでは，通告に従い，一般質問を行います。 

 1番目の少子化対策について。 

 1番，（1）子育て世帯に対する支援についてですが，子ども医療費の現物支給について，

これまで，保護者の窓口負担をなくし，子育て世帯の経済負担を軽減できないか，と提言し

てきました。子ども医療費の現物支給の現状はどのようになっているのか，答弁を求めま

す。 

 2番目の財政再建計画について。市長の施政方針の中に，入るを量りて出ずるを制す，こ

の精神，方針の下，弱り切った市政の財政を歳入と歳出の面から改革すると述べています

が，どのような財政再建計画を立てているのか，答弁を求めます。 

 3番目の公共事業の計画・管理等の見直しについて。公共施設等総合管理計画は40年間の

計画で，年平均30億円の費用が掛かると説明しています。既に5年経過しておりますが，ど

のような計画になっているのか，答弁を求めます。 

 以上で，1回目の質問を終わります。 

〇市長（打越明司） 財政再建につきましての御質問であります。財政再建につきましては，今

回，私が掲げた公約の一つであり，施政方針でも既に述べさせていただきました。午前中の

答弁の中でも，本市の財政状況について，るる述べさせていただいたところであります。こ

れまで，短期間の間に公共施設等の整備に活用した地方債の残高が増え続けております。令

和3年度末見込みでは320億円となっており，この地方債の償還に関わる公債費も，今後，さ

らに増えていく見込みとなっております。さらにまた，人口の減少や，なかなか収束の兆し

が見えない新型コロナウイルス感染症による経済の停滞などによって，市税の収入について

もなかなか伸びが期待をできないところであります。このようなことから，10年後，20年後

の指宿の将来を見据えた財政改革は喫緊の課題であると考えております。議員，正にお話が

ありましたとおり，入るを量りて出ずるを制すという方針の下で，歳入歳出の両面から見直

してまいりたいというふうに考えているところであります。 

 残余の質問につきましては，関係部長等に答弁をさせます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 子ども医療費の現物支給につきまして，お答えいたします。子ど
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も医療費の助成につきましては，本市におきまして，子育て支援における環境整備を図るた

め，住民税の課税，非課税を問わず，平成27年10月診療分より医療費助成対象を小学校3年

生までから，中学校卒業までに拡充いたしました。子ども医療費の助成方式としましては，

窓口で医療費の自己負担分を支払っていただき，後日，登録した口座に窓口で支払った自己

負担分が振り込まれる自動償還払いとなっております。なお，令和3年4月からは，県内一斉

に住民税非課税世帯の18歳未満，年度末までの子供を対象に，窓口負担なしの現物給付方式

が導入されておりますが，住民材課税世帯の子供たちにつきましては，現物給付方式は行っ

ていないところでございます。 

〇総務部参与（野元伸浩） 公共施設等総合管理計画の改定版については，現在，パブリックコ

メント中であり，案の段階ではございますけれども，公共施設等の将来の更新費用につい

て，目標値を見直しております。当初計画策定時に施設の損傷が発生してから対応する事後

保全型管理の場合，インフラ系施設を含む，主な公共施設の更新費用は，今後，40年間に総

額約1,613億円，年平均にいたしまして，約40.3億円が必要があるとの試算がなされたとこ

ろです。平成18年度から平成26年度の9年間で施設の改修，整備等を行う普通建設事業費の

年平均額が約29.3億円であったことから，約11億円の不足が生じると想定され，この不足分

を解消するために，今後の施設管理については，公共施設の損傷の推移を的確に予測し，計

画的に対応を行う予防保全型管理への転換により，更新費用の縮減を図るという方針を定

め，今後の維持，更新費用を，40年間で30％削減することを目標としたところです。今回，

計画改定に当たり，計画期間の残り36年間の予防保全型管理による公共施設の更新費用を再

試算したところ，総額は約1,344億円，年平均額にして，約37.3億円と試算されました。こ

の試算額と当初計画策定時の普通建設事業費の年平均額約29.3億円とを比較し，約8億円の

不足が生じると想定されることから，今後の維持，更新費用を36年間で24％削減すること

を，新たな目標として設定したところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 1番目の子ども医療費の現物支給について。住民非課税世帯はそ

うなりましたけれども，住民税を払っている15歳まで実施すると，市の負担は，以前は

1,000万円掛かると聞いていました。今でも市の負担は1,000万円必要なのか，答弁を求めま

す。 

〇健康福祉部長（山元成之） 平成27年3月議会のことであろうと思います。平成27年3月議会で

は，現物給付方式による医療費無償化を行った場合，国交付金等の減額対象となることか

ら，年間で1,000万円の減額見込みと答弁しています。なお，本市におきましては，当時，

国交付金等の減額対象となる現物給付方式は行っておらず，償還払い方式を実施しておりま

したので，減額は行われていないところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 県のほうがですね，住民税非課税世帯の未就学児から18歳までを

対象にしています。県の補助金，受けている対象者は市内に何名ぐらいいるんですか，答弁
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を求めます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 令和4年度の子ども医療費の支給対象者は5,005人で，助成額は1

億3,163万2千円を見込んでおります。 

〇１４番議員（新川床金春） 残りの18歳までの現物支給を実施すると，市の対象者は何名で，

予算は幾らになるのか，答弁を求めます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 16歳から18歳のいわゆる高校生世帯で，住民税課税世帯を助成対

象とした場合，額にしましては，約1,500万円の増額と想定しております。 

〇１４番議員（新川床金春） 少子化対策が指宿にとって喫緊の課題です。市民の皆さんに住み

やすい町だと実感していただくために，子ども医療費10歳まで現物支給に取り組み，市の人

口減少予測推移を改善する考えないか，市長に答弁を求めます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 子ども医療費制度の充実につきましては，安心して子供を産み，

育てることができる環境を整え，子育て世帯に対する経済的支援を行うことで，少子化対策

を推進する有効な方法の一つであることは認識しております。しかしながら一方で，財政的

な問題も検討が必要であり，実施につきましては，慎重に検討しなければならないと考えて

おります。なお，利便性の高い現物給付方式への移行につきましては，引き続き県市長会を

通じ，県へ要望してまいりたいと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 県に要望するということですけれども，指宿市も負担するので現

金でできないかというような感じの話し合いとかできないのか，答弁を求めます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 問題なのは，財源の問題でございます。今現在，非課税世帯の18

歳まで現物給付方式を行っておりますが，これにつきましては県が50％負担をしておりま

す。一方，課税世帯につきましては，6歳までは県が50％補助がありますが，7歳から15歳ま

では市の持ち出し100％でございます。なかなか市が負担をするということは厳しいことか

ら，県下全体で県市長会を通じて，県の財政支援等も含めて要望してまいりたいと思ってお

ります。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に，小中学校の学校給食完全無料化について。学校給食費を完

全無料化にした場合の試算はどのようになっているのか，答弁を求めます。 

〇教育長（𠮷元鈴代） 小中学校の学校給食を完全無料化にした場合，現在の予算のどれぐらい

費用が増額するのかの御質問です。本市におきまして，学校給食費を完全無償化するとなる

と，令和4年度，児童生徒見込み数2,909名で試算したところ，約1億3,500万円の予算が必要

になります。来年度予算案の学校給食費の一部補助額約3,500万円と比較しますと，約1億円

増額する必要があるというところです。 

〇１４番議員（新川床金春） 県内自治体の学校給食費の現状はどのようになっているのか，答

弁を求めます。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 現在，県内で学校給食費の完全無償化を実施しております市町村は5
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市町村でございます。そのほか，何らかの補助を行っている市は，6市あるようでございま

す。 

〇１４番議員（新川床金春） 南さつま市では，平成29年度から学校給食の無料化を実施してい

ます。南さつま市の学校給食費無料化の取組について，以前，一般質問していますが，その

後，南さつま市の現状をどのように捉えているのか，調査しているのか，答弁を求めます。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 学校給食費の完全無償化につきましては，子供を産み育てやすい町を

目指していく上で大事なことであると認識しておりますが，一方で，継続的な予算の確保が

課題となるところであります。当面は保護者の皆様に学校給食費の一部負担をお願いしたい

と考えておりますが，今後，学校給食費の完全無償化につきましては，慎重に検討してまい

りたいと考えているところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 市の人口は，平成22年に2万8千人台になる予測を立てています。

少子化対策に効果があるのは子育て支援をすることだと思います。小中学校の学校給食完全

化に取り組む考えはないか，市長に答弁を求めます。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 先ほども答弁させていただきましたように，完全無償化につきまして

は，市としましても大事なことであると認識しておりますが，今，一方で継続的な財源の確

保も必要となりますので，今後，子育て支援を推進するという観点から，県内他市の状況も

踏まえながら，検討を進めていきたいと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に入ります。3番目の若者世帯の雇用環境整備等について。若

者が定住するには，温暖な気候と肥沃な大地を活用した雇用の場づくりが急務だと私は思い

ます。どのような政策を実現し，稼げる町に取り組んでいくのか，計画について答弁を求め

ます。 

〇産業振興部長（大迫格史） 若者世帯の雇用環境等の整備についてでございます。市では市の

産業の将来にわたる持続的発展を見据え，事業者の投資意欲の促進並びに市民の雇用機会の

確保と拡大を図るため，昨年の12月議会において，指宿市工場等設置奨励条例を改正させて

いただき，併せてこの条例に係る施行規則を改正いたしました。これまでは，対象事業や要

件が一部の施設や業種に限られておりましたので，今回，国の地域経済分析システムである

ＲＥＳＡＳに掲載されている本市の産業特性を参考にしながら，対象業種を拡充し，投資要

件等も緩和した上で，これまでも対象としていた工場等の新設や増設，移転，改築，用地の

取得のみならず，新たに設備の取得や更新などにも補助金を交付できるよう，改めておりま

す。また，新規雇用者の人数に応じて，補助金を交付する制度も新たに設けましたので，設

備の投資の後押しのみならず，市民の雇用にも寄与できるものと考えております。市としま

しては，非常に良い制度を制定できたと考えておりますので，この制度の周知に努めてまい

りたいと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 国では新規就農支援事業を実施していますが，市として市外から
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新規就農に来た方に対して，先進農家での就農研修等，どのような支援策をしているのか，

答弁を求めます。 

〇農政課長（鴨﨑一郎） 新規就農者の支援についてということで，法人での研修であるとかい

うようなことかと思いますけれども，基本的には国の次世代の人材投資，これの準備型等々

の制度を活用し，そういったことの斡旋をしております。御相談に来られる方々は，支援セ

ンターのほうにお見えになった際に，るる，そういった制度の活用，斡旋について御説明申

し上げ，お隣にあります農政普及課のほうとも連携を取りながら，どういった農業活動をし

ていくのかということを具体的にお聞きした上で，アドバイスをするなりというようなこと

をしてございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 今後も積極的な支援をよろしくお願いします。 

 次に，2番目の財政再建計画について。弱りきった財政の改革方針について，市の借金総

額は令和3年度末で320億円を見込んでいます。市民生活を守って，ため，無駄な公共事業を

さっそく見直していただきたいのですが，まず，どのような公共事業の見直しを実施するの

か，市長に答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 公共事業につきましても，今，パブリックコメントをやっていく計画

であります。それと，新年度から，先ほど申しましたように320億円の地方債残高を減らし

ていくということでございますので，行財政改革を実行する部署として，経営改善推進室を

新たに設置して，改革を進めていくところでございます。その中で，組織体制のスリム化や

事務事業の見直しに着手し，歳出の抑制を図るとともに，一方でふるさと納税などの歳入確

保にも努め，将来負担比率の改善を図りたいと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 市民に市の財政状況をしっかり知らせる必要があると思います。

市民に対して，現在の財政状況と今後の取組について，どのようにして説明していくのか，

答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 市民におきましても，市の財政状況を御理解いただくのは，非常に有

意なことだろうと思います。重要であると考えておりますので，議員からもそのような御提

言をいただきましたので，本市の財政状況や政策決定の在り方について，御理解いただく方

策を，先ほど申しました経営改善推進室等で検討してまいりたいと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 多くの市民が市の将来に不安を抱き，実績と人脈がある，そし

て，発言力，行動力のある打越新市長が誕生したと思います。市民の声を聴く場，責任，説

明責任を果たす場として，旧12小学校単位で市長との対話集会をする考えはないか，市長，

どうでしょうか，答弁を求めます。 

〇市長（打越明司） 市民に対して，今の指宿の現状を伝えたり，あるいは指宿の現状について

の様々な意見をいただくということは，非常に大事なことだと思っておりまして，広報いぶ

すき等を通じましても，直接いろいろな情報を皆さんに伝えて，市民の方々から，また，意
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見をいただくというキャッチボールができればいいなというふうに思って，3月号，4月号，

これからも取り組んでいこうとは思っているんですが，今，お話のありました様々な地域，

あるいは様々なテーマごとに，直接，市長が膝を交えて，いろんな今の現状についてのお話

をさせていただいたり，要望を聴かせていただく，そういう場所，非常に大事だと思ってい

まして，今までの活動の中でも，選挙を通じましても，それぞれのテーマごとにいろんな地

域で積極的に膝を交えましょうということを，僕自身も発信をしてきたところでありまし

て，今の議員の提案には，前向きに取り組んでいくというふうに答えたいと思います。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に，税や使用料の適正な取り扱いについて，質問します。令和

2年4月24日，産業建設委員会とホテルオーナー会との意見交換の場で，入湯税について御指

摘をいただいたと伺いました。その後，税務課で調査，聞き取りを実施した結果を基に，一

般質問で入湯税について確認したら，私宛に弁護士事務所から内容証明が届きました。内容

は，依頼会社の宿泊施設は開業した際，入湯税の取り扱いについて，指宿市と協議し，同市

の方針に従って運営してきたと記載されています。このような内容について，市税条例で認

めることができるのか，答弁を求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 議員から今，お話のあった，弁護士等からの文書とか，その辺に

ついては，内容を確認しておりませんので，この場での答弁は控えさせていただきます。 

〇１４番議員（新川床金春） 市は合併当初から2町で償却資産税を取っていなかったんだけれ

ども，統一するということで，償却，税の公平性ということでしっかりと徴収するようにし

ました。その関係で，市民と裁判をする結果となったと思いますが，間違いないか，答弁を

求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） はい，そのとおりでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） そのときが平成18年，裁判は20年ぐらいだったと思い，20年以降

だったと思いますけれども，時期が分かっていたら答弁を求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 手元に資料を持っておりませんが，平成23年とか，それ以降では

なかったかと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 入湯税について，答弁がなかったんですけれども，いろいろと調

べた結果，例えば66部屋の宿泊施設で稼働率を低く見積もり，50％で積算すると年間300万

程度の入湯税が指宿に納入されるようです。モニターをお願いします。見えますかね，ちょ

っと小さいですね。入湯税が約3,000万ほど入っていないんですが，これについて，税務課

としては，入湯税について払ってくださいとかいうお願いは行っているんですか，答弁を求

めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 特定の事業者に関する入湯税の課税内容等につきましては，お答

えすることはできないところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） この宿泊施設は，令和2年11月から入湯税を納める施設となりま
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した。この，同敷地内には宿泊施設が3棟ありますが，3棟とも入湯税を納入しているのか，

答弁を求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） やはり，特定の事業所に対する課税内容となりますので，お答え

することはできないところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 入湯税は，払っていないときには，5年遡及できると。そして，

延滞金，加算金が加算される計算式になっていますが，間違いないか，答弁を求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 入湯税もですが，他の地方税を含めた一般論で申し上げますと，

過去分について遡って課税するとした場合，地方税法では賦課決定の場合は3年間，税額の

更正決定につきましては，5年間と規定されているところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 入湯税については，開始が特定できるからということですが，今

しか変えられないんですよ。今，変えなければ，未来永劫，入湯税を適正に取れないんです

よ。納めていない会社が以前あったということで，ホテルのオーナーたちが産業建設委員会

の皆さんに訴えているんです。それが，先ほど私が試算した，12年間で3,000万程度。施設

が大きくなり，今，年間300万からだと思います。これをしっかり取れなければ，市長が言

っている収入をしっかり確保するっていうことができないんですよ。税務課では，徴税吏員

の入湯税に関する調査権があります。質問権，質問，検査権をしっかりと行使して，入湯税

を取る考えはないのか，答弁を求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 市税の納付等につきましては，議員御指摘のとおり，適正な取り

扱いが当然のことでございますので，今後ともそのようなことを心掛けながら，適正な課税

判断を行っていきたいと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に，公共下水道の使用料についてですが，公共下水道事業に対

して，市は一般会計から毎年繰入金で1億か2億円負担しています。公共下水事業の運営は受

益者負担で賄うことを前提で事業を行っています。宿泊施設や温泉施設及び事業所等で井戸

水を使用している会社は何社あるのか，答弁を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 手元に資料を持ち合わせておりませんが，複数の事業者が地下

水，井戸水等を利用しております。 

〇１４番議員（新川床金春） 公共下水条例に，排除汚水の積算方法があります。第18条第2

項，市長は排除汚水量の積算をするため，必要があると認めたときは，適当な場所に計測の

ため装置を取り付けることができる。井戸水と水道以外の水を利用して汚水を排除する場合

において，認定を受けている排除汚水量に変化が生じたときは，そのたび，調査する必要が

ありますが，指宿はどうなっているのか，答弁を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 一般的な話をさせていただきます。下水道の使用料の算定につき

ましては，令和2年の12月議会におきまして，議員の御質問にお答えする形で御説明いたし

ておりますが，営業等の場合で温泉汚水があるときなどには，その浴槽容積の2倍の量を1日
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の量と定めまして，営業日数に応じて汚水量を算出することを基本としております。また，

これに加えまして，オーバーフローの温泉水を直接公共用水域に放流する場合や，温泉水を

循環方式によって使用する場合，また，露天風呂などで直接雨水が流入する場合など，その

都度調査をいたしまして認定するものとしているところでございます。また，井戸等の水を

使う場合におきましても，その水をくみ上げるポンプの能力や使用状況，また，使用人数等

により使用量を認定いたしまして，これを汚水量としているところでございます。以上のよ

うなことで，下水道使用料については算定をしているところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 仮にですね，市内で年間1億円の公共下水道使用料が徴収漏れが

あったとします。10年で10億円，50年で50億円，100年で100億になります。繰入金が減少，

繰入金を入れなくて済むとなれば，倍の効果があります。10年で20億円，50年で100億円，

100年間で200円の財政改革ができます。財政改革の一番目，一丁目の財源確保と歳出を抑制

するために，公共下水道の排除汚水を計量をすることはできるとなっているので，しっかり

と井戸水を使っている事業所に対しては，毎年，調査する考えはないか，答弁を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 下水道使用料における井戸水や温泉水等の汚水量につきまして

は，認定の際に適正に認定をしておりまして，それによって，賦課徴収を行っております。

そういうことで，下水道使用料が不適切という部分ではないものと，適正に処理されている

ものと私どもは認識しているところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 適正であろうが何だろうが，量る権利はあるんですよ，市のほう

で。ですから，量って，歳入を増やし，歳出を減らすという取組が必要がだと思いますの

で，取り組めないのかと聞いているんです。 

〇水道事業部長（園田猛志） これまでも必要に応じまして，メーター等を1年間とか期間を決

めまして，そこで認定水量等を取るなど，適切な賦課，使用料の徴収に励んでいるところで

あります。 

〇１４番議員（新川床金春） はい，時間の関係で次に行きます。 

 職員の居住制限の規定について。市の職員採用時の受験資格はどのように記載されている

のか，答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 職員採用試験においての受験の資格でございますけれども，募集時

に，採用と同時に本市に居住ができる者と，そういうような居住要件を入れて募集している

ところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） はい，ありがとうございます。ただいま，職員，受験資格におい

て，4月1日に指宿市に居住することということになっていると伺いました。住民，住所変更

は実施したが，市内に1度も居住していない職員はいないのか，答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 採用時における居住要件は課していますので，採用時点で指宿市外に

居住するということはないところでございます。 
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〇１４番議員（新川床金春） ありがとうございます。会計年度職員で，市外から通勤している

職員はいないのか，答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 的確な，適切な資料はないのですけれども，会計年度任用職員につい

ては，その都度の任用でございますので，居住要件は設けていないところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 市民から，財政改革に取り組むのであれば，まず市役所の中から

改革すべきですと，私は苦情をいただきました。市外に居住する職員数は何名ほどいるの

か，答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 市外に住んでいる職員の数ですけれども，24名が市外から通勤してお

りますので，居住しているものと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） ありがとうございます。市外に居住する職員が多いことに驚きま

した。例えば，市民税，固定資産税の税金を人数で加算すると，大変な金額になると思いま

す。伺いますが，平成23年に職員の服務規程が改訂になっているんですけれども，その前の

条文は分かりますか。 

〇総務部長（下吹越寿） 平成23年に服務規程が改正されておりますけれども，その合併前で

は，その旧山川町，旧開聞町の中の服務規程の中には，居住制限がかかっていたと。ただ，

旧指宿市については，そういうような服務規程には，該当する条項はなかったところでござ

います。平成23年度に改正されたときにつきましても，服務規程については旧指宿市の例に

よる調整を図るとなっておりましたので，合併のとき，改正はしていないところでございま

す。 

〇１４番議員（新川床金春） 県内では，霧島市が職員の服務に関する規程において，職員の住

所は第9条，職員は市内に居住しなければならない。ただし，やむを得ない事情により，特

に市長の許可を得た者はその限りではないとなっています。市の財政改革と人口減少対策の

ために，職務，職員の服務に関する規程を一部改正し，職員の住所を追加する考えはない

か，答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 議員がおっしゃいますように，職員の居住地につきましては，職員で

すから，行政サービスの担い手として，平常時の業務対応はもちろんのこと，災害時などの

緊急対応といった面からも，市内に居住することが望ましいと考えます。しかしながら，一

方，憲法上，居住，移転の自由も保障されていることや，様々，職員の家庭の事情等も考慮

しますと，一律に居住制限を設けることは難しいものと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 採用時に指宿に住むことってなっているんですよ。ですから，そ

れを追加すればいいんじゃないですか。答弁を求めます。 

〇総務部長（下吹越寿） 先ほど言ったのは，受験の資格の要件でございますので，その後につ

きましては，服務規程の中で規定していくということになりますので，ここについては，

様々な見方があると思います。先ほど申しましたとおり，公務員はいかなる場合でも緊急時
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に駆けつけるということが求められておりますし，一方，憲法上の自由も保障されている

と。そこの兼ね合いが難しいですので，ただし，採用時には住んでいただいて，指宿市の内

容を知っていただく，業務内容を覚えていただくというようなことで，採用時については，

そのような受験資格を設けたところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に行きます。 

 収入確保策についてですが，地方経済分析システムＲＥＳＡＳの活用について，平成30年

第1回定例会で，ＲＥＳＡＳの活用を提言しました。庁舎内でどのような取組をしているの

かと答弁しようと思いましたら，先ほど部長さんが，産業振興部では使っているみたいです

が，ほかの部ではどのようになっているのか，答弁を求めます。 

〇総務部参与（野元伸浩） 地域経済分析システム，いわゆるＲＥＳＡＳでございますけれど

も，令和元年の10月に，内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局などの共催の下に，観

光消費額を増やすための観光客の周遊・滞在時間延長に係る施策についてというテーマで，

ＲＥＳＡＳを活用した政策立案ワークショップｉｎ指宿が開催されたところでございます。

市が行ったプレゼンテーションに対しまして，有識者等と意見交換を行い，その結果を踏ま

えまして，第二期指宿市まち・ひと・しごと創生総合戦略の施策として計画に盛り込んでい

るところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 取組は分かりました。3年経過しましたが，観光業や農林水産業

及び商工業で実際にＲＥＳＡＳを使って提案したことがあるのか，お願いします。 

〇産業振興部長（大迫格史） 先ほども答弁させていただきましたが，商工水産課では，工場等

設置奨励条例を改正する際にＲＥＳＡＳを活用させていただきました。また，観光課ではＳ

ＮＳの投稿を意識した長崎鼻の写真スポットの整備，それから，インバウンドの心に刺さる

体験メニューの構築を目指したインバウンド向け着地型旅行商品造成事業等の企画及び実施

の際に，ＲＥＳＡＳをはじめ，県や市の観光統計等のデータを参考にしてきたところでござ

います。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に，農林水産業の6次産業化について。過去にＲＥＳＡＳに関

する一般質問したときに，当時の書類に工業統計調査，平成24年度によると，鹿児島県では

食品関連産業の制導入に占める割合は高く，付加価値が全国平均を下回り，高付加価値の取

組が急務だと言われております。山川と開聞にある市の加工施設をですね，6次産業施設と

して取り組むことはできないのか，答弁を求めます。 

〇農政部長（寺田昭宏） 農業に関する6次産業化についての答弁をさせていただきます。県は

鹿児島食と農の県民条例や鹿児島未来創造ビジョンの中で，6次産業化を推進するとし，各

種事業を行いながら，食品製造業界における付加価値化に取り組んでいるようであります。

本市におきましては，市農業用施設を活用しながら，6次産業化を進めて行くということに

関して，第二期指宿市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関連施策がございます。この施策
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は，域内に新たな6次産業を構築していくため，地域産品の商品開発や販売活動等起業支援

を行う食品ＬＡＢＯを整備し，市民の誰もが経済活動に携われる環境づくりを行っていくと

いうものであります。本年度は，農産物加工に関する関心のある事業者や，複数の農家の

方々に参加していただき，6次産業化に関する課題提起や御提案をいただいたり，地域活性

化起業人や地元農家，山川高等学校の協力の下，加工品の新商品開発を行っているところで

ございます。なお，市農業施設の今後の活用方法等については，指宿市公共施設等総合管理

計画の個別計画で定めており，第二期指宿市まち・ひと・しごと創生総合戦略の関連施策を

進めて行く過程で，既存の農業用施設の施設機能の集約や統廃合，生活改善グループの支援

の在り方等についての検討も行っていくとしているところでございます。今後，時代に即し

た新しい技術，新たなビジネスモデルという視点で，地域産品の6次産業化を推進し，本市

農業農産物の高付加価値を図っていくことは，稼ぐ力を生み出すといった意味において，非

常に重要な取組であると考えておりますので，今後も取組を推進してまいりたいと考えてお

ります。 

〇１４番議員（新川床金春） モニターをお願いいたします。大隅加工技術センターでありま

す。鹿屋市にあり，先進的な機械が導入された，大変すばらしい施設でした。大隅加工技術

研究センターが大隅半島の拠点だとすれば，南薩半島の6次化の拠点として，指宿に，指宿

がまず手を挙げて，拠点整備に取り組む考えはないのか，答弁を求めます。 

〇農政部長（寺田昭宏） 先ほども答弁の中で説明をいたしましたように，農産物の6次産業化

は極めて重要な取組であると認識しております。県は鹿児島食と農の県民条例に基づく基本

方針や，鹿児島未来ビジョンの中で，付加価値の取組や6次産業化を推進していくと言って

いますので，本市関連施策を通じて，国と県との連携を模索しながら，進めていこうという

ふうに考えているところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 南薩の拠点として，県の加工技術センターに似たようなものを整

備する意欲があるかと聞いているんですよ。すばらしい施設でした。あれが指宿にあると，

指宿の農業の所得も上がるし，市民の所得が上がり，市の財政も少しでも良くなっていくん

じゃないかと思いますが，国・県にこのような施設を要望できないのかという答弁を求めま

す。 

〇農政部長（寺田昭宏） 6次産業化による経済活動には，行政だけではなく，企業力，いわゆ

る民の力も必要になってこようかと思いますので，県・国，もちろんのこと，民間を含め

て，多様な主体が協力して，連携していければというふうに考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に，3番目の温泉資源の保護と活用等について。指宿市温泉資

源の保護及び利活用に関する条例を制定した関係で，多くの地熱事業者が参入しようとして

おります。最近になると，最近，問題になっている，南迫田の替掘の状況はどのようになっ

ているのか，答弁を求めます。 
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〇総務部参与（野元伸浩） まず，今回の案件の経緯につきまして，御説明いたします。平成29

年9月29日に泉源所有者から，パイプが腐食で詰まっているため，掘り替える。これにつき

ましては，農業用ハウス利用という理由で県に温泉掘削許可申請が出され，平成30年1月9日

に県から，既存泉源の替掘の掘削許可が下り，令和元年12月に替掘が完了しております。な

お，温泉掘削許可申請書の提出がなされた時点で，県から市に求められた意見書に，10kw以

上の地熱発電を実施する場合は，市に事業計画の提出が必要との意見を付したところです。

その後，令和2年10月14日に，泉源所有者の同意の下に，発電事業者から市に対して発電事

業が可能か調査するために噴気試験を実施したいとの相談がありました。市の条例では，地

熱発電事業者は地熱発電に係る資源量調査を行う前まで，又は，温泉法第3条の温泉を湧出

させる目的で掘削する場合，若しくは11条の温泉の湧出量を増屈し，又は，温泉の湧出量を

増加させるために動力を装置する場合の前までに事業計画を提出し，市長の同意を求めるも

のとするとなっております。今回の案件につきましては，泉源所有者による温泉法第3条に

基づく温泉掘削許可申請は既に終わっており，県から掘削許可も得て，既に替掘も完了した

のちに，発電事業者から事業を行う意向が示されたものでございます。したがいまして，条

例で定める同意を得る案件には該当しませんでしたけれども，指宿市温泉資源の保護及び利

用に関する条例第4条第2項に，地熱発電事業者は事業を進めるに当たっては，機会あるごと

に，市，地域住民の代表，温泉利用事業者，その他，関係者に対して，事業計画の内容を説

明しなければならないと定めていることから，令和2年11月18日に発電事業者に，調和のと

れた地熱活用協議会で事業計画の説明を求めたところです。その際，協議会からは地下構造

等の分析結果に基づいて，モニタリングの泉源を選択すること。発電に使用する泉源，その

周辺に位置する泉源，モニタリング泉源の位置を一つの地図に表示し，併せて，その泉源の

間の距離が分かるようにすること。噴気試験時のモニタリング分析結果を示すことなどの意

見が出され，発電事業者に要請したところでございます。その後，発電事業者においては，

令和3年7月に噴気試験を終え，地熱発電事業が可能と判断したことから，令和3年8月に地区

の館長に説明をし，協議の上，新型コロナウイルス感染症予防の観点から，地域住民への説

明につきましては，資料を各班に回覧する形式で行われたところです。地域からは発電事業

者に対して，騒音対策，災害防止対策の要望が出され，発電事業者からは，寄せられた意見

には常時対応するとの回答があったところです。令和4年2月18日，発電事業の運用開始前

に，改めて協議会で説明を求めたところ，その中で，噴気試験時のモニタリングデータに，

周辺泉源への影響の可能性がある変化が見られることが協議会から指摘されたことから，協

議会の意見を踏まえ，市としましても周辺の泉源に影響を与えないような運用を行うこと，

そのためにも発電機の段階的な運転を検討すること，噴気試験時のモニタリングの結果につ

いて，泉源所有者など地域関係者に対して十分な説明を実施することについて，発電事業者

に要請することとしたところです。また，周辺の泉源所有者の方からも，発電事業者に対し
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まして，南迫田地区での説明会や現地の視察会の開催，泉源所有者への定期的な戸別訪問の

要請がありましたので，令和4年3月14日付で，併せて発電事業者に文書で要請したところで

ございます。これを受けまして，発電事業者からは，今月3月24日に地域住民や周辺の泉源

所有者を対象とした現地説明会を開催すると連絡があったところでございます。なお，県に

確認いたしましたところ，温泉法上，採取した温泉をどのように使うかは泉源所有者の自由

とされておりまして，県としても申請後に目的の変更があっても，これは虚偽の申請とはな

らないとの見解でございました。これまでの経緯，現状につきましては，県とも情報共有し

ておりますので，状況に応じて県からの指導，助言を求めてまいりたいと考えているところ

でございます。 

〇１４番議員（新川床金春） この問題については，後ほど同僚議員が行いますので，この程度

に止めて，次の質問に入ります。 

 九重町は地熱発電事業者に熱使用料を賦課し，1本の泉源から年間約1億円の収入を得てい

ます。市が温泉資源の保護及び利用に関する条例を施行した平成27年4月1日以降，地熱発電

事業を実施している新しい井戸に対し，熱使用料を賦課する考えはないか，市長に答弁を求

めます。 

〇市長公室長（渡部徹也） 九重町の事例でございますが，九重町につきましては，町が熱，い

わゆる蒸気，熱水を事業者に提供し，その利用料として，年間約1億円を収入として得てい

るというふうに伺っております。その税の関係でございますけれども，地方団体は地方税法

上に定める税目，法定税外に，条例により税目を新設することができるとされているところ

でございます。ただし，法定外税については，総務大臣の同意が必要となるところです。蒸

気や熱水を農業等で利用する事業者さんもおられます。地熱発電事業者に対してのみ課税を

するということは，公平性も問われるということもございまして，導入の是非については慎

重に議論をする必要があるかなというふうに考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） 指宿の条例では，温泉は市と市民の共有の資源となっているんで

すよ。ですから，これを特区申請して，特別な税をかける，そのようなことはできないのか

ということなんですが，仮に平成27年から動いているところに，熱使用料を取ったらです

ね，子供の医療費助成事業費や学校給食の完全無料化はしっかりできると思います。指宿の

子供のために，この条例改正をしてですね，特区申請をする考えはないか，答弁を求めま

す。 

〇総務部参与（野元伸浩） 先ほども申し上げましたとおり，地熱発電事業者とか，そういった

方々に対してのみ課税するということはできない。税の導入とか，そういった部分について

は，公平性も担保しないといけないということもございますので，導入の是非は慎重に議論

する必要があるというふうに考えているところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 温泉地の温泉がなくなる危険があるので，乱開発を防止するため
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にも特区申請をしてできないかということです。未来永劫，指宿温泉が続くことを願ってお

りますので，そういうのはできないか，検討していただきたいと思いますが，どうでしょう

か。 

〇総務部参与（野元伸浩） 温泉資源につきましては，市民，市にとっては重要な財産であると

いうふうに認識はしております。地熱発電等での乱開発を防ぐためには，やはり，今現在あ

る条例の中で，制限ができるものというふうに考えているところです。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に入ります。 

 公共事業の計画見直しについてですが，2番目の指宿市水道事業ビジョン計画についてで

すが，平成26年，指宿市水道ビジョンや令和3年3月に策定された指宿市水道事業，事業経営

戦略を拝見しました。鰻池の水質は令和元年度には大分改善している中，小雁渡浄水場に今

年度，4,600万の予算を計画されています。今年度予算には含まれていませんが，今後，ど

のような計画を立てているのか，答弁を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 議員の御質問の事業計画につきましては，令和2年度に策定いた

しました水道事業の経営戦略において計画したものでありまして，経営戦略につきまして

は，中・長期的な投資，財政計画の見直し期間として，令和2年度から令和11年度の10年間

を設定し，事業計画を立てているところであります。経営戦略に記載してあります小雁渡浄

水場の脱臭施設の整備につきましては，計画上では令和4年度から令和8年度に計画をしてい

るところではありますが，平成29年度にアクアファインが稼働してから，現在，安定した水

の供給がされているところでございます。現段階におきましては，経営戦略で計画している

脱臭施設の整備については，考えていないことから，令和4年度の当初予算には計上はいた

していないところでございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 令和7年から11年にかけて，岡元平水源地や配水池及び第1配水池

の整備事業に16億6,710万円計画していますが，事業内容について答弁を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 岡元平水源につきましては，開聞地域の，現在も利用している水

源でございまして，今後，水道ビジョンの中では，岡元平の水源につきましては，経営戦略

にも載っておりますけれども，岡元平の井戸水の利用につきまして，計画を立てているとこ

ろでございます。一応，水道ビジョン，また，経営戦略等に計画を立ててございます。私ど

も水道事業は，いつも安全・安心な水を地域住民の方々に届けるのが第一の業務だと認識い

たしております。将来的に，どうしても老朽化，また，新たな水源を求めていくということ

につきましては，将来の指宿市民の皆さんに安心安全な水を供給することが前提となってお

ります。そちらにつきまして，予算の措置がなされていないということは，これはどう見ま

しても実効性のないものと捉われてしまいます。そのために，将来的にこれだけする事業を

計画し，それだけの財源を担保しているよということを記載してあるのが，水道ビジョン，

また，経営戦略でありまして，今後，この経営戦略と水道ビジョン等につきましては，ＰＤ
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ＣＡをサイクルで見直しをしていく必要があるのではないかというふうには認識していると

ころではございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 令和8年度に水道料金収入が令和2年度より8,546万増額になって

います。水道料金の値上げだと思いますが，何％ぐらいの値上げを計画しているのか，答弁

を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 経営戦略等の部分で何％のという部分は手元に資料を持ち合わせ

てございませんので，正確な数字を言えないところでございます。しかしながら，先ほど申

しました，様々な施設の新設，建設改良につきましては，それなりの原資が必要となってま

いります。現在も老朽管の更新等についても，莫大な資金を投入してやっている次第でござ

いまして，水道料金等の値上げ等についても，今後，時期を見ながら，市民の皆様に御理解

をいただけねばならない時期が来るんではないかというふうに認識をいたしております。 

〇１４番議員（新川床金春） 令和元年8月，総務省自治，自治財政局が開催した水道事業経営

の現状と課題，公共下水道事業の経営と，経営の現状と課題という講演会に参加してきまし

た。国では水道事業の広域化，又は，施設の共有化を提言しています。市には指宿，山川，

開聞地区，地域，それぞれに水源があり，有事のことを考え，私は水道管，水道管本管を3

地域，地域共有することが大事かなと，そのとき学びました。人口減少が進んでおります。

いろんな施設を整備するよりも，本管をつないで，人口が2万人になることを予測して，配

管を整備することが，水道料金を上げないことになるのかなと私は思います。浄化槽，上水

道施設の維持管理費の抑止をするため，そして，市民の水道料金を上げないために，そのよ

うな勉強会に参加する考えはないか，答弁を求めます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 議員に御指摘いただきました，最新の技術等の取り入れ等につき

ましては，やはりそのような研修会等にも参加をし，学習をして，調査，研究していくべき

だろうということで，私どものほうでも研修会等の参加には積極的に職員を派遣しているよ

うな状況でございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に，鰻池の水質改善による財政再建改革についてですが，平成

29年9月，山川地域の上水道からカビ臭が発生し，山川地域の市民に多大な御迷惑を掛けま

した。二度と悪臭が発生しないようにしてほしいなと思っていましたが，市長がアクアファ

インを今後も稼働してくれるということで安心しました。しかし，地球温暖化の影響で鰻池

の水質がどうなるか分かりません。高性能の水質浄化装置，平成25年に市の職員が調査，研

究した結果があります。それをもとに，鰻池に1億円の水質浄化装置をしっかり入れると，

問題は発生しないだろうという結果もありますが，そのことについて，間違いないか答弁を

求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 市では鰻池の悪臭ということを受けまして，平成30年度に鰻池の

水質改善提案業務を行うなど，水質改善方法の調査を行っております。また，人工循環によ
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る水質改善装置の調査も行っており，今，議員のほうからありましたものを含め，ほか3社

から，装置の特性及び設置に係る費用について説明を行っているところでございます。やは

り，地球温暖化などを考えますと，今後も折に触れ，タイムリーに鰻池の水質について，調

査，研究をしていかなければならないと考えております。 

〇１４番議員（新川床金春） モニターをお願いします。小雁渡浄水場，脱臭装置と鰻池の原水

を浄化したときの費用の部分に入ります。アクアファインを1台設置したら，50年間で1億

9,000万掛かるんです。アクアファイン，ごめんなさい。 

〇議長（下川床泉） マイクの前で。 

〇１４番議員（新川床金春） アクアファインを1台設置した場合は，リースを4年，8年間し

て，そのあと，買い取りということで聞いていますが，1,740万円。アクアファインの高性

能のやつを入れたら，1億ですね。そして，小雁渡浄水場を脱臭装置でしたときは10億円で

す。明らかに，アクアファインなり高性能の浄化設備を設置したときが，費用対効果があり

ますが，先ほども言いました，高性能の浄化施設はアクアファイン以外にあと3社あるよう

に伺っております。そのどこがいいか分かりません。それを調査，研究して，山川地域の皆

さんに冷たいおいしい水を提供することは考えられないのか，答弁を求めます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） アクアファインのほか，人工循環の装置が複数あるようでござい

ます。先ほども申し上げましたが，山川地域の方々にとって，非常に大切な生活用水でござ

いますので，その議員の言われた装置を含めてですね，常に注視して検討を重ねてまいりた

いと思います。 

〇１４番議員（新川床金春） 次に入ります。開聞地域の指定管理者導入について。以前の一般

質問で，開聞地域の指定管理者を導入することを検討していただくということでしたが，ど

のようになったのか，答弁を求めます。 

〇産業振興部長（大迫格史） 開聞地域ということでございますが，かいもん山麓ふれあい公園

とレジャーセンターについてお答えさせていただきます。かいもん山麓ふれあい公園の運営

の在り方につきましては，平成25年に副市長を委員長とし，市内関係団体から選出された9

名の委員による，かいもん山麓ふれあい公園検討委員会を開催しております。検討委員会で

は，かいもん山麓ふれあい公園に指定管理者制度を導入すると，導入前に老朽化した施設の

改修が必要となり，多額の費用が掛かることや，導入後には改修などで休業した場合に，休

業補償等のリスクが大きいことから，当面の間は市直営で運営していくとの方針が示された

ところでございます。これを受けて，市では当面の間は営業収支の改善に努め，市の直営で

運営することとしております。また，レジャーセンターかいもんにつきましては，平成30年

度に市役所の若手職員によるワーキンググループを組織し，管理運営等について意見集約を

図っております。ワーキンググループの意見集約後には，有識者等による検討会を開催する

予定でございましたが，かいもん荘跡地利用の進捗状況やコロナ後の観光客の動向等を見極
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める必要があることから，ワーキンググループによる意見集約自体を延期しているところで

ございます。 

〇１４番議員（新川床金春） 市では，道の駅いぶすきのＰＦＩ事業を導入し，2年，していま

す。2年前も，再度，ＰＦＩ事業を募集する計画がありました。かいもん山麓ふれあい公園

にＰＦＩ事業を導入し，全ての施設をリフォームし，いろんな方が指宿に来ていただきた

い。私は。 

〇議長（下川床泉） 新川床議員に申し上げます。発言時間を超過しておりますので，簡潔にお

願いします。 

〇１４番議員（新川床金春） 全国から，あのさつき上にパークゴルフを造って全国から人を呼

べないかと言っていますが，よろしくお願い，言っていますが，ＰＦＩ事業はできないの

か，答弁を求めます。 

〇産業振興部長（大迫格史） かいもん山麓ふれあい公園は市民や観光客の方に，多くの方に利

用されている施設でございます。しかしながら，そばの館皆楽来とコミュニティセンター愉

徒里館を含めたかいもん山麓ふれあい公園は直近4年間で平均約5,000万円の赤字となってお

り，厳しい経営が続いている状況にございます。公共施設は収支の状態のみをもってその在

り方を判断するものではございませんが，施設の老朽化が進んでいることを踏まえつつ，も

っと多くの方に利用していただけるような方策はないか，議員御提案のＰＦＩ制度も含め，

また，様々な方策について，地域の方々などの御意見もお伺いしながら，在り方について検

討してまいりたいと考えております。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時２８分 

再開 午後 ２時３８分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，恒吉太吾議員。 

〇８番議員（恒吉太吾） 8番，恒吉太吾です。今回は不登校児童生徒への支援について，一般

質問をいたします。文部科学省の令和2年度児童生徒の問題行動，不登校等生活指導上の諸

課題に関する調査結果によると，不登校数は小学校では6万3,350人，中学校では13万2,777

人となっています。小学校では1％，中学校では4.1％の割合です。不登校の定義とはどのよ

うなものか，お尋ねします。あわせて，本市における不登校児童生徒数はどうなっている

か，令和2年度，令和3年度，それぞれ伺いまして，1回目の質問といたします。 

〇市長（打越明司） 恒吉議員から不登校の児童生徒の問題についての質問がありました。 

 まず，不登校の定義についてでありますが，文部科学省が行っている児童生徒の問題行

動，不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査によりますと，不登校は何らかの心理的，情

緒的，身体的，あるいは社会的要因，背景により，児童生徒が登校しない，あるいはしたく
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ともできない状況，ただし，病気や経済的理由，新型コロナウイルス感染回避による者を除

く，にあること，と定義されております。 

 残余の質問については，関係部長，教育長に答弁させたいと思います。 

〇教育長（𠮷元鈴代） 令和2年度の不登校児童生徒数は，小学生27人，中学生32人，計59人。

令和3年度の不登校児童生徒数は，2月末現在で，小学生20人，中学生38人，計58人となって

おります。 

〇８番議員（恒吉太吾） ただいま，不登校の児童生徒の数を示していただきましたが，令和3

年度におきましては，小学校で20人，中学校で38人となっておりますが，本市におきまし

て，不登校の要因としてどのようなものが考えられますでしょうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 不登校の要因としましては，小中学校ともに無気力，不安が多い要因

となっています。校種別に見ますと，小学校の不登校の要因が親子の関わり方，家庭の生活

環境の急激な変化となっています。一方，中学生の不登校の要因は，学業の不振，生活リズ

ムの乱れ，遊び，非行等となっており，発達段階による若干の差異はあると捉えています。 

〇８番議員（恒吉太吾） 今，小学校，中学校での様々な要因についてお伺いしたんですが，例

えばですね，各学校において，不登校の要因に差異が見られますでしょうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 学校別において，不登校の要因に大きな差異は特に見られないところ

であります。 

〇８番議員（恒吉太吾） 例えば，不登校の要因の中で，教職員との関わり，こういったことに

大きな起因があると思われるような事例があった場合，どのような支援体制を取っているの

か。仮の話で申し訳ないんですが，お答えください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 教師の指導方法等の問題につきましては，管理職が日々の授業参観等

による見届けや面談を行い，教師に対して適切に指導を行っております。また，必要に応じ

て複数の教職員による対応を取るなど，学校全体での支援体制を構築するなどの取組も行っ

ております。教育委員会におきましても，学校と連携し，必要に応じて指導，助言を行って

いるところでございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） はい，ありがとうございます。 

 平成28年12月成立の教育機会確保法は，不登校児童生徒等の学習活動に必要な支援，環境

整備を基本理念とし，ＩＣＴを活用した学習支援もあげております。本市におきましても，

令和3年3月策定の指宿市教育大綱，施策の重点事項に，いじめや不登校のない楽しい学校づ

くり，とあります。不登校や問題行動等の未然防止，早期解決に努めるというふうにも記載

がございます。このような点を踏まえまして，市の支援体制や改善への取組について，お聞

きします。今回の委員会資料の中でも，子供のサポート体制整備事業として，教育相談員の

配置，専門家であるスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーによる支援体制が

取られておりますが，それぞれの人数，そして，どのような役割を担っているのか，お答え
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ください。 

〇教育長（𠮷元鈴代） まず，不登校改善の取組について，でございます。不登校改善の取組と

しましては，管理職研修会におきまして，まず，児童生徒が課題に対して本音で表現し合

い，それを互いに認め合う仲間づくりや居場所づくりを行い，不登校が生じないように，魅

力ある学校づくりを心掛けるよう，教職員へ指導をお願いしているところでございます。次

に，不登校の児童生徒それぞれに個別の支援計画を作成し，それを活用した組織的，計画的

な支援をするよう指導しております。それから，不登校の要因や背景を的確に把握するた

め，複数のメンバーで家庭環境や個々の状況に関する分析を行い，それを踏まえた支援計画

を関係者で共有したり，スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携した相

談や家庭訪問等の働きかけを行っております。また，適応指導教室，なのはな教室への通級

を促し，不登校の児童生徒の社会的自立を目指した支援を行っております。これらの取組で

不登校が少しでも改善され，登校日数が増えた事例がございます。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 不登校児童生徒に対する支援といたしまして，市におきましてはスク

ールソーシャルワーカーを2名，教育相談員を4名，なのはな教室の指導員を1名，あと，ス

クールカウンセラーとして県事業を含めまして5人の派遣をしているところでございます。

まず，スクールソーシャルワーカーにつきましては，児童生徒の生徒指導上の課題に対応す

るため，福祉と関係機関との連携により，児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけて支援

を行う業務を行っております。教育相談員につきましては，児童生徒の教育相談体制の充実

のため配置し，不登校や問題行動等の未然防止，早期発見，早期対応に向けての教育相談や

児童生徒，保護者の学校や家庭生活等における不安や悩み等の相談を行っております。なの

はな教室の指導員につきましては，不登校，又は，登校したくても登校のできない状態にあ

る児童生徒を対象とした自立支援施設，これはなのはな教室になりますけれども，ここで集

団生活への適応力の向上を図り，在籍する学校への復帰を目指した指導，支援を行っており

ます。スクールカウンセラーにつきましては，児童生徒の臨床心理に関して，専門的な知識

及び経験を有する者等をスクールカウンセラーとして学校に派遣し，児童生徒の問題行動等

の解決に努めているところでございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 今，説明いただきました教育相談員，こちらも委員会参考資料により

ますと，令和2年度には5人いたように思っております。しかし，令和3年度は4人になって，

令和4年度も4人となる予定でございますが，不登校の児童生徒は増加傾向にあるにも関わら

ず，この教育相談員が減っているのは，市として支援体制が薄くなっているのではないかと

いうふうに感じますが，そのようなことはないでしょうか。まず，5人から4人になったとい

うのは事実として合っているか，間違いがないか含めて，お答えください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 議員のおっしゃるとおり，相談員につきましては，今，5名から4名に

なっているところでございます。 
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〇８番議員（恒吉太吾） 繰り返しになりますが，5人から4人に減って，不登校児童生徒は増加

傾向にある。支援体制として薄いと思われませんか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 不登校の児童生徒に対しての対応につきましては，スクールソーシャ

ルワーカーの対応，あと，先ほど説明いたしました県事業を利用しましたスクールカウンセ

ラー等を派遣して，教育相談員の不足をカバーしている状況でございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 先ほどありましたが，全ての学校に配置されているわけではない，派

遣という形なので，私は支援が薄いのかなというふうに思っております。それぞれスクール

ソーシャルワーカー，スクールカウンセラーにしても，専門的知識を持って，スキルもあっ

て，大変すばらしい方々ではあるんですが，どちらかというと傾聴のほうに力が入ってしま

うのかなと。やはり，その学校にいるからこそ分かる状況というのがありますが，ちょっと

分かりませんが，例えば月に1回行く，相談があったときに行くっていう回数では，本当に

学校の状態，子供たちが悩んでいる状態を本当に把握することができるのか。そういった点

が甚だ疑問になっておりますが，例えばですね，この循環型と配置校型があると思うんです

が，配置されている学校というのもあるんでしょうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 本市においては循環型であります。特に配置されている学校はござい

ません。 

〇８番議員（恒吉太吾） 先ほどから繰り返しになりますが，やはり本市として支援体制，薄い

のではないかというふうに感じざるを得ません。先ほど申しました教育相談員だけではなく

てですね，児童生徒の様々な悩みであったり，問題に対応できる高度な専門的知識であった

り経験を持つスクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーに対してもですね，不登

校児童生徒が増加する傾向の中で，やはり教育相談員とともに増員を行う，積極的な支援や

体制の確立ができないか，改めてお伺いします。端的に人を増やしてください，そういった

思いでございます。 

〇教育部長（鶴窪誠作） スクールカウンセラーにつきましては，令和2年度の実績で小中学校

に96回派遣しております。相談件数につきましては，575件であります。また，スクールソ

ーシャルワーカーにつきましては，2名配置しているところでございますが，相談業務の実

績は令和2年度で998件となっております。今，議員がおっしゃるとおり，不登校児童生徒に

対する対応は大切であると考えておりますので，今後も支援体制につきましては，充実させ

るよう検討していきたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） やはり，子供たち，たくさんの悩みを抱えているというのが，この相

談件数でも如実に表れております。スクールソーシャルワーカー998件，スクールカウンセ

ラーにおいても575件。これを，この少ない人数で対応するのは大変難しいのではないかと

思いますので，是非，教育相談員，スクールソーシャルワーカー，そして，スクールカウン

セラーの増員の対応をしていただきたい，そういうふうに思って，お願いになります。 
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 次は，保護者への支援について，お伺いします。保護者も子供同様に不安な気持ちを抱え

ております。中にはですね，困っているけれども，誰に相談していいのか分からないといっ

たような保護者の方もいるのではないかと思います。保護者の方に対して，どのような支援

や対応を行っているのか，お聞かせください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 保護者に対する支援としましても，スクールカウンセラー及びスクー

ルソーシャルワーカー等による相談，助言などの支援を行っております。また，必要に応じ

て，家庭訪問等も行っているところでございます。今後も，不登校児童生徒及びその保護者

に対する適切な支援に努めてまいりたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） やはり保護者に対しても適切な支援を行うためには，専門的知識を持

った方がこれまで以上に必要というのがよく分かりましたので，改めてその点，増員のほ

う，お願いしておきます。 

 次は，不登校児童生徒についてのタブレット貸与について，お聞きします。関連がありま

すので，まずは本市のＩＣＴ等を活用した小中学校の状況について，お聞かせ願いたいと思

います。ＧＩＧＡスクール構想の推進により，教育のＩＣＴ化が進みました。そのような中

で，新型コロナウイルス感染症感染拡大により，全国的にも休校となる小中学校も増えてお

ります。全国的にオンライン授業の導入が早い段階から始まっておりますが，本市における

小中学校のオンライン授業の実施状況について，お聞きします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 今年度整備いたしました1人1台端末につきましては，まず，オンライ

ン授業等を実施するため，家庭への持ち帰り等について，今，訓練をしているところでござ

います。今後も各学校で緊急時に円滑な持ち帰りができるよう，継続的に端末の持ち帰りの

訓練等を行うよう，各学校にお願いをしているところでございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 私も息子がおりまして，私の息子の中学校でも，一部，タブレットの

持ち帰りが始まったというふうに伺っております。私が，今，質問しましたのが，あと，オ

ンライン授業が行われているかも質問しましたので，その点についてもう一度，オンライン

授業が実際に行われているかどうか，お伺いいたします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） オンライン授業を実施する際には，各家庭の通信環境の整備が必要で

あり，整備されていない場合はモバイルＷｉ－Ｆｉルーター等の貸与が必要になります。ま

た，通信料の負担についても課題があるため，現在，どのような方法が適切か，検討をして

いるところであります。今後，より一層の活用推進を図るために，環境整備を進めていきた

いと考えているところであります。 

〇８番議員（恒吉太吾） 今の答弁でありますと，問題は学校ではなく家庭のネットワーク環境

にあるというふうに受け取れるんですが，それでは要因として挙げた家庭のネットワーク環

境の調査を行っているか，調査結果をお伺いいたします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 各家庭におけるインターネット環境につきましては，調査を行ってお
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ります。もし，市でモバイルＷｉ－Ｆｉルーター等の貸与が必要になった場合に，200台必

要になるんじゃないかというところで想定をしているところでございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 200台ということで，先ほど小中学生2,907名でしたかね，割合とし

て，家庭でそのＷｉ－Ｆｉ環境，若しくはネットワーク環境がない数っていうのは，何世

帯，何人になるんでしょうか。200台足りないということでしたので，パーセンテージを教

えてください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） アンケート調査を行ったところ，回答数でおきまして，家庭でインタ

ーネットに接続できないという回答があったのは，全体の5.4％でございました。 

〇８番議員（恒吉太吾） その数字から割り出して，大体200台というところが出たと思うんで

すが，今後その200台，どのような運用の方法を，現在，検討されているんでしょうか。こ

の利用料であったり，そういったところでございますが。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 現在，家庭でタブレット端末を利用できるように，持ち帰り訓練等も

行っているところなんですけれども，家庭のインターネット環境を整備するために，インタ

ーネットとつなげない家庭につきましては，モバイルルーターの貸与等も含めて，今，検討

をしているところでございます。実際，そのアンケートによりまして，200台は必要じゃな

いかということで数字は出しておりますけれども，具体的な検討は，今後していきたいと考

えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） これから具体的な検討ということではありますが，200台，大体どれ

ぐらいの金額になるのか，試算をしていれば，お伺いいたします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） あくまでも概算でありますけれども，モバイルルーターを200台購入

するとなった場合，約220万円程度掛かるのではないかと試算しているところでございま

す。 

〇８番議員（恒吉太吾） すいません，繰り返しというか，細かくなるんですが，200台で約220

万円。私なんかが家で使っているのは，1か月に幾ら掛かるという感じで，月極とかなんで

すが，1台につき1万円というのはどういった計算になるんでしょうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 今，答弁いたしました事業費につきましては，モバイルルーターの事

業費でございまして，通信料はまた別でございます。通信料についても，今後，検討する必

要があると思っているところでございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） こういう形でいろんな試算をされて，家庭のほうの受入れと言います

か，ネットワーク環境が整いつつあるということではございますが，今度はオンラインです

ので，配信をしないといけない。ということは，学校側の対応について，ちょっとお伺いし

たいと思います。先ほどから家庭の問題のように言っていますが，学校の対応としてできな

い理由が何かあるんでしょうか。家庭の環境が整えば，明日からでもできる，そういう認識

でよろしいでしょうか。 
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〇教育部長（鶴窪誠作） 1人1台タブレットの整備につきましては，昨年の9月，全小中学校に

整備をしているところでございます。それで今，教職員につきましても，その活用について

研修を進めている状況でございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） と言いますのも，私も中学校の教師をされている友人がおりますが，

大変難しい，自分は慣れていない中で，やはりシステムトラブルもとてもあるというふうに

伺って，苦労しております。そのような点からもですね，普通の授業もされる，そして，オ

ンライン授業もするというこの両立というのは，先生方にとっても大変負担が増えることに

なりますが，今後ですね，先生方に対しても，このＩＣＴ活用，その指導力の向上といった

点から，何か教育委員会として取り組む考えがないか，お伺いいたします。 

〇学校教育課長（常深章） 本市では，ＩＣＴの活用の自主学習会を今年度より開催して，先生

方が自主的な学習会を通して，指導技術の向上を目指しているところでございます。そうい

った活動を支援しながら，ＩＣＴの利活用についての推進を図っていきたいと考えておりま

す。 

〇８番議員（恒吉太吾） 先生たちも大変御苦労されておりますので，学校だけ，教師だけに全

てを任すということではなくですね，教育委員会なり，市が主導してですね，サポート体制

を取ることができないでしょうか。そうでなければですね，なかなかその勉強会はしても，

これからオンライン授業がなかなか前に進まないのではないかというふうに思っております

ので，このサポート体制についてどうお考えか，お伺いします。 

〇学校教育課長（常深章） 市のＩＣＴ教育の研修会も，昨年度来，実施しております。数校が

集まって，合同の研修会を開くなども計画しておりますので，今後，ＩＣＴの利活用ができ

るように，教育委員会としましても，サポートしていきたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） この点について，もう1点だけ質問させてください。今回の当初予算

のお話になるんですが，これからオンライン授業は始めていかなければならないんですが，

今回ですね，必要と思われるオンライン授業に対しての備品であったりとか，消耗品費，こ

れは全く計上されていないんですが，本市は能力の高い先生方がいらっしゃるから，そうい

ったものは全く必要ない，何も必要ない段階で始められるという認識でよろしかったでしょ

うか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 先ほども御説明させていただきましたけれども，現時点においては，

学校や児童生徒が持ち帰りについて習熟が必要であるため，各学校において持ち帰り訓練等

を重ね，緊急時に円滑に持ち帰りができるよう指導しているところでございます。オンライ

ン授業を実施する際につきましても，また必要な備品等が出てくると思いますけれども，そ

こにつきましては，今後，検討して，必要な予算につきましては，今後，計上していきたい

と考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 必要なものは，是非，整えていただきたいと思いまして，次の質問に
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入らせていただきます。 

 今，るる関連があるということで質問させていただきましたが，不登校児童生徒に対する

タブレット貸与について，質問させていただきます。先ほど述べておりました，指宿の教

育，この中の17ページでございますが，ＩＣＴ等を活用した不登校児童生徒の学習を支援す

るための環境づくりに努める，と方向性が示されております。今，小中学校の児童生徒につ

いては，このＩＣＴ活用，お聞きしましたが，不登校児童生徒の支援のためにＩＣＴをどの

ように活用していく考えか，お伺いいたします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 現在，タブレット貸与につきましては，持ち帰り訓練等を実施してい

るところでございますが，持ち帰ったタブレットを活用し，自宅等で学習を行うことは，家

庭学習を充実させ，学びの継続を円滑に行う関係からも有効であると考えておりますので，

今後，不登校児童生徒への貸与につきましても，検討していきたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 先ほど，不登校の理由，起因をお伺いしましたが，学校生活や家庭生

活に起因することが多く，また，対人関係から不登校になる，そういうケースもあります

が，本当は勉強がしたいんだと思っている児童生徒，相当いるのではないかというふうに思

っております。そういった点からもですね，タブレットを使った支援というのは，大きな効

果があるのではないかというふうに思っております。例えば，学校と適応指導教室を，そし

て，自宅を結ぶオンライン授業では，学級の様子であったり雰囲気というのも，画面を通し

てではありますが，分かるという，そして，学級と接点を持つ，つながることができるとい

うメリットもございます。また，最近はアプリであったり，いろんなＡＩもありますので，

学習アプリやドリルソフト活用では，自分の学習状況に応じて進めていくことができます。

そういったことが，不安解消や一人ひとりの状況に合った学習支援が行えるのではないかと

いうふうに，メリットとして考えております。このようにですね，タブレットの活用，デジ

タル学習の活用は不登校の児童生徒に対して，学習の機会が確保できる有効なツールの一つ

となっております。私は全ての児童生徒に等しく学習機会の保障を行ってもらいたい，そう

いった思いから，今回，質問をさせていただいておりますが，先ほど申しましたように，小

中学校では，タブレットの一部持ち帰りも始まっております。学習の多様性，この観点から

もですね，不登校児童生徒に対してもタブレット端末の貸与が行えないか，お伺いいたしま

す。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 不登校児童生徒に対するタブレット端末の貸与につきましても，今

後，検討していきたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 検討ではなく，進めてもらいたい，そう思いますが，あわせて，タブ

レットを利用して，オンライン学習支援，オンライン授業を行う考えがないか，お伺いいた

します。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 現時点におきましては，不登校児童生徒を対象としたオンライン授業
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につきましては，検討はしていないところなんですけれども，今後，タブレット貸与も含め

まして，また，なのはな教室，適応指導教室等での活用も含めまして，検討していきたいと

考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 是非ですね，このＩＣＴを全面活用して，そして，同時に対面で，人

でしか行えないこともあると思うんですよ。そういったところを教育相談員であったり，ス

クールソーシャルワーカーのお力を借りて，人にしかできない丁寧なサポート，アウトリー

チ支援というものをですね，集中できるような体制づくりも必要と思いますので，早急にタ

ブレット貸与と不登校児童生徒に対するオンライン授業にも取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 次は，適応指導教室について，お聞きします。現在，教育支援センターとも言われる所も

あると思いますが，本市の適応指導教室は，先ほどなのはな教室ということでお伺いしまし

たが，どのような教室なのか，取組としてどのようなことが行われているか，お伺いいたし

ます。 

〇教育長（𠮷元鈴代） 適応教室について，でございますが，本市では不登校児童生徒に対しま

して，社会的自立を目指した支援を行うために，適応指導教室，なのはな教室を設置してお

ります。このなのはな教室では，指導員やほかの子供たちと学習活動や体験活動を通して，

幅広い人間関係を醸成したり，自主性，主体性を育成したりしております。また，通う時間

と頻度は体調や個々のペースに合わせて決めることができます。通級した日数は在籍する学

校で出席扱いとすることもできます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 今，教育長からもあったんですが，とても今，大事なことをおっしゃ

ったのかなというのが，適応指導教室への参加というのが出席扱いになる，これを実際知ら

ない方が多いんじゃないかなと思うんですが，そういったところ，もう少し対外的にと言い

ますか，皆さんに示す手立てというのは何かお考えではないでしょうか。先日の新聞だった

んですが，学校の先生においても，この適応指導教室の存在を知らないというような記事も

ですね，一部，見られましてですね，そういったところからも，適応指導教室が通級すれば

出席扱いになる，そういったところだよっていうのをもう少し示す方法が何かあれば，お聞

かせください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 適応指導教室の内容等につきましては，各学校から保護者等へ周知を

されていると理解しております。今後も，学校から保護者等へ周知をしていただくようお願

いしたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） どこにあるんだろう，誰に相談していいんだろうっていうのもありま

すので，是非，周知のほうに努めていただきたいと思います。 

 先ほど，指宿市としての小中学校の不登校の児童生徒数についてはお伺いしたんですが，

その中で，このなのはな教室に通級している人数，児童生徒で，どれぐらいいらっしゃるの
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か，お尋ねしたいと思います。あわせて，もし示していただけるのであれば，地域別に，山

川，開聞，指宿ありますので，お示しください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） なのはな教室の利用状況につきましては，今年度は2月末までで小学

生9人，中学生9人，計18人が利用しております。また，地域別についてでございますが，指

宿地域が8人，山川・開聞地域が10人となっております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 指宿が8人，山川・開聞で10人ということですが，なのはな教室への

通級というのは，原則，保護者が送り迎えになると思いますが，その認識で，まず，よろし

いのか。併せまして，今，10人の方が山川・開聞から通級されているということですが，や

はりちょっと遠いんじゃないかな，そういった声も伺っておるんですが，そのような声が届

いているか。それに対して，どのような対応を行うのか，お聞かせください。 

〇教育部長（鶴窪誠作） なのはな教室への通級につきましては，原則，保護者負担ということ

になります。山川・開聞地域の保護者等からは，やはりちょっと指宿のほうは遠いという声

も届いておりますので，新年度予算におきまして，山川に新たな適応指導教室を設置する予

定でございます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 現在，一つであったものが二つになるという認識でいいかと思うんで

すが，場所としてはどこになるのか。そして，なのはな教室という名前が付いていますが，

同じように何か名前が考えられているのか，付いているのか。場所と名前，お伺いいたしま

す。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 場所につきましては，山川の多目的研修館に設置する予定でございま

す。名前につきましては，現在，教育委員会ではツマベニ教室と考えているところでござい

ます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 多目的研修館ということですので，あそこにできれば，山川，そし

て，開聞の方も今よりは通いやすくなるのかなというふうに思います。あそこはとても景色

も良くて，開聞岳も本当に雄大な姿で見えておりますし，広大な敷地，そして，調理スペー

スもあると思いますので，さらに学習であったり体験の枠が広がって，児童生徒のためには

すばらしい環境なのかなというふうに思っております。 

 次は，学校との連携について，お聞かせ願いたいと思います。適応指導教室と学校との間

で，どのような連携が図られているか，お伺いいたします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） なのはな教室と学校との連携でございますが，なのはな教室に通級を

希望する際は，児童生徒の保護者が通級申請書を在籍する学校の校長に提出し，申請書を受

理した校長が通級の可否を審査し，適当と認めるときは意見を付して教育委員会に提出する

ことになっております。その後の通級状況についても，学校と連携を取るようになっており

ます。 

〇８番議員（恒吉太吾） 先ほどもちょっと申し述べたんですが，地元の新聞において，学校側
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が適応指導教室の仕組みを把握していないケースもあるという記事がありました。本市にお

きましては，教職員でそのようなことはないか，改めてお聞きします。ちゃんと周知されて

いるのか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） その件につきましては，学校のほうでちゃんと周知されていると認識

しております。 

〇８番議員（恒吉太吾） これも少し，新聞記事からの引用になるんですが，タブレット貸与や

適応指導教室でのオンライン授業につきまして，鹿屋市におきましては，学校との接点を増

やすために，通信環境を整備し，学校のタブレット端末の持ち込みを認めております。この

ことは，通級する児童生徒からも大変好評ということで，今後，オンライン授業への参加も

見据えているという記事がございました。再度で申し訳ないんですが，改めて，適応指導教

室に通う不登校の児童生徒に対するタブレット貸与，そして，今後，行われるであろうオン

ライン授業への参加ができないか，もう一度，繰り返しになりますが，お伺いいたします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 適応指導教室における不登校児童生徒に対するタブレット端末の貸

与，また，オンライン授業につきましては，今後，検討を進めて行きたいと思っておりま

す。 

〇８番議員（恒吉太吾） ありがたい答弁なんですが，一つ問題があるんですよね。なのはな教

室，そして，多分これから新設されるだろうツマベニ教室なんですが，現在，通信ネットワ

ークが全くございません。それだけではないんですよ。直通の電話もない，ＦＡＸもありま

せん。これでどうやって学校と連絡取れって，保護者と連絡取れって言っているんでしょう

か。このような状況では，学校とも連携できない，保護者とも密接につながれないわけです

よ。ネットワーク環境もない，電話もない，ＦＡＸもない，孤島ですよ。先月まとめられた

不登校児童生徒の支援策を話し合う文部科学省の協力者会議でも，電話，ＳＮＳなどの多様

な手段による相談体制の整備を求めております。これからですね，今，部長からも答弁あり

ました適応指導教室においてもタブレット貸与，そして，オンライン授業を検討する，前に

進める，そういう言葉がありましたが，これからのタブレットを活用した学習支援やオンラ

イン授業を見据えて，通信ネットワーク環境の整備と，学校や保護者との相談体制の整備の

ためにですね，ネットワークの環境整備，そして，電話回線の設置ができないでしょうか。

なのはな教室，そして，新しくできるツマベニ教室がですね，孤立しないためにも絶対に必

要なんですよ。学級も，子供たちも取り残されたまま，本当にそれでいいんでしょうか。今

すぐネットワーク環境の整備，そして，電話回線の設置，この二つができないか，お伺いい

たします。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 現在，なのはな教室におきましては，市役所各課と同様の電話を整備

しているところでございます。ただし，Ｗｉ－Ｆｉにつきましては，環境は整備されており

ませんので，Ｗｉ－Ｆｉ環境につきましては，今後，整備について検討していきたいと考え
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ております。また，新たに設置予定のツマベニ教室につきましても，電話の整備及びＷｉ－

Ｆｉ環境の整備について，進めていきたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 是非，進めていただきたい。それだけはお願いします。 

 不登校の問題というのは，子供だけに問題があるのではないというふうに思っておりま

す。本当に様々なことがある。その点からもですね，現在，不登校の問題というのは，教育

委員会だけが対応していることが多いと思うんですが，教育委員会だけ，学校だけで対応す

るというのは，もう少し限界が来ているのではないかというふうに思っております。本人の

問題，もちろんですが，家庭にかかる問題もあります。これは不登校には当たらないかもし

れないですが，経済的な問題，そういったものもあります。児童虐待，ネグレクト，そうい

った深刻な事案ではですね，地域福祉課が関わる事案も出てくると思っておりますが，いじ

めや不登校の未然防止や支援のために，縦割りではなく，横断的な組織編成により，新しい

部署の設置やネットワークを確立する考えがないでしょうか。 

〇総務部長（下吹越寿） こども家庭庁ができるようになっておりますので，組織再編について

も議員懇談会で説明しましたように，地域福祉課内にこども相談係とこども保育係を新設し

まして，対応していきたいと考えております。 

〇８番議員（恒吉太吾） 今の御説明だと，これから不登校の問題は地域福祉課が扱うという認

識ですが，それでよろしかったでしょうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） いじめの問題につきましては，現在，教育委員会と地域福祉課で連携

を取っておりますので，今後も教育委員会と地域福祉課で連携を取っていきたいと考えてお

ります。 

〇８番議員（恒吉太吾） 組織編成により，新しい部署，部門，できますので，是非，連携をし

っかり取っていただきまして，いじめ，不登校が少しでも改善されるような指宿になってほ

しいと思います。 

 不登校になる理由や原因が多岐にわたるように，不登校改善の答えも一つではないという

ふうに思っております。だからこそ，選択肢を増やすこと，ニーズに応じた支援を行うこと

で，不登校も改善できることがあるのではないかというふうに思っております。 

 最後に，市長にちょっとお伺いしたいんですが，今までの総括というわけではございませ

んが，今，お話しました不登校児童生徒に対するタブレット貸与やオンライン授業の開始と

いうのは，早期に進めていただきたい。そしてまた，やはり人員が足りないのではないかと

いうふうに認識しておりますので，教育相談員であったりスクールソーシャルワーカー，そ

ういった専門職の増員，そして，適応指導教室のネットワーク環境整備ができないか，こう

いった点，総合的に指宿の子供たちのために，子供たちの未来のためにですね。そして，や

はりこの指宿から誰一人取り残してはならない，市長もそのお考えであると思いますが，そ

ういった点も含めまして，この不登校児童生徒への支援について，市長のお考えをいただき
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たいと思います。 

〇市長（打越明司） 今の恒吉議員と執行部との意見を，非常に関心を持って聞いておりました

けれども，いろんな課題があるなということは，十分に今のやり取りの中でも認識をいたし

ております。優先順位はいろいろあろうと思いますけれども，研究すべき課題，前向きに検

討すべき課題，意識をすればしっかりとできそうな課題，幾つかありますので，市長部局と

教育委員会との間で共有しなければいけない課題，そして，きちんとそれぞれのところにあ

る問題を整理して，それぞれできるところから順番に，予算化できるところも含めて，前に

進めていければいいなというふうに感じたところであります。 

〇８番議員（恒吉太吾） 市長のお言葉，本当にありがとうございます。できるところから少し

でも前に進めていただきたい，そういった思いでおりますので，是非，お願いいたします。 

 最後になりますが，東洋のペスタロッチといわれた安部清美先生のお言葉で，一人の子を

粗末にするとき，教育はその光を失うというものがあります。どのような環境にあっても，

どのような状況にあっても，一人ひとりを大切にすることが教育であるというふうに思って

おります。子供は指宿の宝です。その宝である子供たちを誰一人取り残さない教育の実現を

目指し，子供たちが夢を描き，夢を叶えられる指宿であってほしいと願い，一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ３時３１分 

再開 午後 ３時４０分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，新宮領實議員。 

〇７番議員（新宮領實） 7番，新宮領實です。2月6日の市長及び市議選において，新市長に打

越明司さんが当選されました。まずは，おめでとうございます。慣れない答弁ではあります

でしょうけれども，エールを送らせていただきます。私も市民の皆様の御支援により，市議

として2期目をいただきました。今，身の引き締まる思いでこの場に立たせていただいてお

ります。負託をいただいた皆様に，今後4年間，しっかりと働いてまいることをお誓いいた

します。市長は施政方針演説の中で，市民の声には真摯に耳を傾けると言われました。私は

市民の一人として，大いなる期待を寄せています。願わくば，行財政改革には大ナタを振る

っていただきたい。人事面においては，信念を持った，やる気と行動力，そして，向上心を

併せ持つ実力の備わった者，そして，何よりも指宿を愛し，指宿市の発展を考える者を登用

していただき，適材適所に配置することをお願いします。この数年間で早期退職を余儀なく

された優秀な方もいるようです。市として惜しい人材でもあります。そういう方々の知見を

生かす方法もお考えになってみてはいかがでしょうか。私は二元代表制を強く意識する者と

して，全てにおいて市政運営に賛同はできないかもしれませんが，市政発展のためなら，協
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力を惜しむものではないことを申し上げておきます。これまでも，そして，これからも，

是々非々で取り組むことになんら変わることはありません。ボトムアップは時と場合であり

ます。強いリーダーシップを遺憾なく発揮して，改革を推し進めていただきますように。そ

して，前任者から打越カラーに染め変えて，10年後を見据えて，誰もが大好き指宿，湯の

町，観光の町といえる，疲弊した観光指宿の再生に全力で取り組んでいただきますようにお

願いいたします。 

 それでは，質問に入ります。四つの項目にわたり，質問をしてまいります。 

 一つ目は，新型コロナウイルス対策について，のうち，第6波，オミクロン株への対応策

をどうしているか。 

 二つ目は，ふるさと納税について，のうち，経済政策として，ふるさと納税に言及してい

るが，ふるさと納税をどう推進していく考えか。 

 三つ目は，地熱の恵み活用プロジェクトについて，のうち，地熱開発をどう考えている

か。 

 四つ目は，トイレ事情について，のうち，なのはな館トイレを24時間開放する考えはない

かをお尋ねし，1回目とします。 

〇市長（打越明司） お答えさせていただきたいと思います。 

 ふるさと納税について，お尋ねがありまして，私の考え方を述べさせていただきたいと思

いますが，このふるさと納税というのは，市内の事業者の商品を全国に知ってもらうことが

できるいい機会でありますことから，事業者が全国をマーケットに販売を拡大したり，販路

の多様化を図ったりする絶好のチャンスとなり，生産規模の拡大や事業者の経営力向上の足

掛かりとなります。個々の事業者の成長は将来に地域への投資や雇用の拡大を生み，それが

本市の産業の厚みのある振興につながるものと期待しております。ふるさと納税は市が返礼

品代やその送料などを負担することで，事業者は一般の販売に比べて商品の経費を抑えるこ

とができます。また，近年は返礼品の需要と一般のマーケットが非常に近くなっております

ので，事業者の商品が全国で受け入れられるのかどうか，テストもしやすくなっておりま

す。寄附者の皆様からのメッセージに目を通してみますと，本市に馴染みのある方や，返礼

品を通して本市に良いイメージを持たれる方々がとても多く，指宿ファンの多さを改めて感

じるところでもありました。寄附者の皆様が，本市に寄附をしていただいたその思いを受け

止めて，大切に，指宿の将来の発展につながるよう，事業の育成や本市産業の振興に努めて

まいりたいというふうに思います。特にこのふるさと納税というのは，私の柱である財政再

建にも直結する，指宿市の入りの部分を少しでも充実させていくためにも，大きな貢献を期

待していますし，そういったものが増えていくことで，指宿地域内の生産者の方々やその製

品がどんどんレベルアップしていく，あるいは収入が上がっていく，産業が育成をされてい

く，稼げる町ができていく，そういう面もあります。さらには，このふるさと納税をしてい



 

- 105 - 

 

ただける方々，指宿ファン，関係人口，指宿に行ってみたい，住んでみたい，そういう方々

もさらに増えていくという，いろんな面で大きな成果をもたらすものだと，そういうものを

期待しながら，全力で取り組んでまいりたいものだというふうに思っているところでありま

す。 

 残余の質問につきましては，関係部長に答弁をいたさせます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 第6波，オミクロン株への対応策でございます。オミクロン株が

主流となっている第6波は，国・県ではピークを過ぎたのではないかと言われております。

本市におきましては，本年1月以降，本日までクラスターが5例発生するなど，未だ予断を許

さない状況が続いていると考えております。第6波の特徴としましては，20歳以下の方への

感染の広がりが多く見られること。また，これらの方々を取り巻く家庭や学校，児童施設な

どでの感染や親の職場での感染なども挙げられるところでございます。感染防止の対応策と

しましては，引き続き医療機関の御協力をいただきながら，3回目のワクチン接種促進はも

ちろんのこと，新たに対象となりました5歳から11歳の方へのワクチン接種に関する情報提

供，ＰＣＲ検査の推進を図るとともに，指宿医師会や指宿保健所と連携し，市民に対し，基

本的な感染防止について，継続して周知してまいりたいと考えております。 

〇総務部参与（野元伸浩） 地熱の恵み活用プロジェクトでございますが，地熱や温泉資源の活

用につきましては，様々な意見がございます。また，それぞれの立場も異なります。市の役

割としては，まず，議論を集約できる場所をつくることだというふうに考えております。地

熱開発については，結論を急がず，時間を掛けて語り合うことが大切であろうというふうに

考えているところでございます。市民の皆様の合意は何よりも優先すべきものです。そこで

出された要望や意見を正式に受け止めた上で，次の段階に進むべきだというふうに考えてい

るところです。 

〇総務部参与（増永智美） なのはな館のトイレでございます。なのはな館内では，市が所有す

る屋外トイレは5か所あります。そのうち，2か所のトイレが使用できるようになっておりま

す。中央ホール横のトイレは，開館日の8時30分から21時までの開放となっております。体

育館外側のトイレが，24時間開放しているところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） 市長からの答弁もありました。自主財源として非常に有望であるとい

うのは，市長の認識のとおりであろうかと思います。果たして，どういう課題を持ちながら

発展させるべきかなどを，順次，お尋ねをしてまいりたいと思います。この3年間の実績の

推移はどうなっているんでしょうか。 

〇産業振興部長（大迫格史） ふるさと納税寄附金の直近3年間の実績につきましては，令和元

年度が7万4,134件の13億376万円で，令和2年度が7万9,659件の14億8,157万円となっており

ます。また，令和3年度につきましては，2月末現在で7万6,101件の14億2,897万円となって

おります。3月末までの見込みといたしましては，14億8,000万円程度を想定しており，前年
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度並みとなるのではないかと見込んでいるところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） 昨年と比べてですね，ほぼ横ばいという形ですけれども，その課題と

いうのは，もうお考えになっていらっしゃいますか。課題はこういうことがあったんじゃな

いかっていうようなことですけれども。 

〇産業振興部長（大迫格史） ふるさと納税の全国的な状況が示されておりませんので，詳細な

分析は難しいところではございますが，長引くコロナ禍などにより，個人消費も依然低めに

留まっていることや，ＧＤＰ水準が新型コロナウイルス感染症の発生前を依然下回った状態

であること，また，コロナ禍により拡大した巣ごもり需要が一巡していることが，ふるさと

納税の需要にも影響を及ぼしているのではないかと考えております。また，多くの自治体が

ふるさと納税に力を注いでおりますので，返礼品として人気の高い牛肉や豚肉などの開発競

争や価格競争が激化していることも一因ではないかと考えております。 

〇７番議員（新宮領實） それではですね，来年度の目標というのは，もうお立てになってらっ

しゃるんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 来年度は20億円を目標としております。 

〇７番議員（新宮領實） 20億ですね。その裏付けっていうのは，少しあるんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 裏付けということではなく，今年の目標が18億円であったわけで

す。そして，来年度の予算につきましては，今，ふるさと納税業務につきましては，いぶす

き観光デザインに委託をしておりますけれども，委託料を増額して，そこの増員をすると。

また，そのいぶすき観光デザイン内部の取り組み方をもっと強くするということで，目標額

に達するように取り組んでいきたいというふうに考えているところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） ふるさと納税のうち，何％が自主財源になるのか。また，ふるさと応

援基金に全て組み入れるのか，そこのところ，お尋ねをします。 

〇産業振興部長（大迫格史） ふるさと納税は，寄附者からいただいた金額の総額から，ふるさ

と納税の募集に係る経費や事務経費などの費用を除いたものが自主財源になります。ふるさ

と納税の経費としましては，返礼品代やその送料，寄附サイトの手数料と運用費，ＰＲ・広

告費，返礼品開発や受発注などの業務運営費など，寄附の募集に係る経費があり，この経費

は国から寄附額の50％以内と定められております。また，そのほかに寄附金受領証事務やワ

ンストップ特例事務に係る経費もあるところでございます。受け入れた寄附金に対し，返礼

品などの募集に係る経費が寄附金の50％以内となっており，そのほかに寄附金受領証事務な

どに5％程度が必要となっておりますので，概ね45％前後が自主財源になっているところで

ございます。 

〇７番議員（新宮領實） そのふるさと応援基金に，言えば約45％，それは全てふるさと応援基

金のほうに入れるっていう形でよろしいんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） そのとおりでございます。 
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〇７番議員（新宮領實） 現在，応援基金というのは，お幾らぐらい積み上がっているんです

か。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） 来年度予算の積立の予定の金額につきましては，8億円程度

を予定しております。 

〇７番議員（新宮領實） 全部で，今ね，ふるさと応援基金は幾らまで積み上がっていますかっ

ていうことです。8億円までですか。 

〇議長（下川床泉） 新宮領議員，真ん中のほうで，マイクの前で質問してください。 

（発言する者あり） 

〇議長（下川床泉） すいませんけれども。 

（発言する者あり） 

〇副市長（有留茂人） 基金の状況ですけれども，ふるさと応援基金につきましては，令和3年

度見込みで11億5,000万円程度，令和4年度末見込みで14億円程度というふうに見込んでいま

す。 

〇７番議員（新宮領實） 応援基金が出ましたんでね，出ましたので，今現在，幾らまで積み上

がっているんでしょうかという形でお尋ねしたところなんですけれども，これからそういう

応援基金を，どういうところで使っていこうかっていう計画もあるんですか。 

〇議長（下川床泉） いいですか。よろしいですか。 

〇７番議員（新宮領實） もし，そういうのがお分かりになっていなかったら，もうそれはそれ

で結構です。そんなに大きな問題ではございませんので，それはそれでいいです。また，後

日でも教えていただければ，それでいいと思います。今，お答えになっていただけるのであ

れば，お答えいただきます。 

〇総務部長（下吹越寿） 歳入財源として，一般会計に組み入れて，使用していくということに

なると思います。 

〇７番議員（新宮領實） 現在の返礼品というのは，何品目ぐらい用意していらっしゃるんでし

ょうか。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） ふるさと納税の返礼品登録は，令和4年2月末現在で，取扱事

業者が120社となっており，返礼品の数は879品目となっております。このほかに，複数の返

礼品を組み合わせた定期便やお中元などの企画商品が104品目あり，合わせて983品目となっ

ています。 

〇７番議員（新宮領實） 中にはですね，売り切れ等とかですね，あると思うんですね。ソール

ドアウト。そういうのを，やっぱりサイトの確認は常時されてらっしゃるんですか。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） 売り切れ等につきましては，事業者と随時確認をしながら取

り組んでおります。連絡を受けましたら，すぐサイトのほうに見直しをしまして，寄附者の

ほうには御案内するような形にしてございます。 
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〇７番議員（新宮領實） 返礼品の見直しっていうのは，毎年されていらっしゃるんでしょう

か。どうなんでしょう。 

〇産業振興部長（大迫格史） 返礼品の新規開発や既存返礼品の見直しについては，ふるさと納

税事業の委託先であるいぶすき観光デザインを中心に，市や事業者と連携して実施しており

ます。令和3年度におきましては，4月から12月の期間で77社，303品目の新規登録を行って

おり，そのうち，いぶすき観光デザインから働きかけて新規登録したものや，商品見直しに

より新たな商品として登録したものは123品目あったところであります。また，寄附サイト

内にある返礼品を紹介するページの見直しも随時行っておりまして，返礼品の良さが一目で

分かるよう，見栄えの良い写真に変えたり，写真に商品の特徴を入れたりするなどの変更を

250件程度行っております。 

〇７番議員（新宮領實） 返礼品にもいろいろなものがあると思うんですね。まあいえば，当市

にも宿泊券のセットとか，クーポン券とかあると思うんですけれども，やはり差別化を図る

べきではないかなと。他自治体と同じようなことばっかりしたったって，なかなかその商品

力で劣るというところもおありでしょうから，まあいえば，例えばですね，体験型，返礼品

としてですよ，魚釣り体験ツアーとか，まあいえば，開聞岳のあの登山ツアーとか，まあい

えば，市内の観光巡りとか，もう一つ言えば，サイクリングツアーを絡めるとかですね，そ

ういういろんな体験型というのは必要じゃないかなと思うんですけれども，そういうところ

も今回からやろうかとか，いろいろ考えているとか，ありますでしょうか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 寄附者に選んでいただけるためには，様々な需要に合った返礼品

をつくることが重要であると考えております。観光商品などの傾向でも，体験することと泊

まることを組み合わせた商品などへの需要が高まっております。最近，本市で登録した体験

型の返礼品の中でも，ゴルフと宿泊を合わせたプランに人気が集まっているところでありま

す。市内のそれぞれの産業の強みを生かし，かつ，それを掛け合わせて，さらに魅力が増し

た返礼品をつくることは，今後，さらに多様化する返礼品需要に対応するために必要なこと

でありますので，市内産業に積極的に声掛けを行い，取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

〇７番議員（新宮領實） やはりね，こういう体験型でこう来られるというような人たちという

のはですね，やはり，ＳＮＳなんかを多様化してね，やはり，そういうことで，指宿って行

ったときにはこういうのがあったよっていう形で，こう流していただく，やはり，指宿市の

ね，ＰＲとして，即効力がありますんでね，この体験型というのは前向きに取り組んでいた

だきたいなと思いますんで，お願いいたします。 

 次に，最高還元率というのはどんなものがあって，その品目はどんなのがありますでしょ

うか。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） ふるさと納税の返礼品の調達額は，国の定めにより寄附額の
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3割以内となっております。本市もそれに則って返礼品の調達を行っております。一般的

に，ふるさと納税で還元率と言われるものは，実際の返礼品の市場価格をふるさと納税の寄

附金額で割った割合を示したものになります。また，市場価格は小売店舗で販売されるもの

はその小売金額となり，通信販売で販売されるものは，販売価格に送料を足した金額になり

ます。還元率は，返礼品の市場価格が5千円で寄附額が1万円であったときは，5千円を1万円

で割った50％が還元率となります。市場価格が1万5千円で寄附額が1万円のときは150％とな

ります。なお，本市の返礼品の中で，最高の還元率となる返礼品につきましては，返礼品そ

れぞれの末端での市場価格を正確に把握できませんので，正確にお答えすることはできませ

んが，末端の市場価格と寄附額とで還元率が最も高いと見込まれる観葉植物の生産者に確認

いたしましたところ，還元率は100％程度ではないかとのことでございました。 

〇７番議員（新宮領實） 今，観葉植物が出ましたんでね，ちょっとお尋ねしたいと思うんです

けれども，配送方法はまちまちで，中にはクレームもあるとお聞きしたりするんですけれど

も，配送方法というのは統一にはしないんですか。各生産者ごとに，その方々がもう決めず

にぱっぱって送るような状態。指宿としてこの状態で送るんだよという形で統一化されてま

せんでしょうか。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） 配送方法につきましては，特定の配送会社に委託をしてござ

いまして，そちらのほうで統一して送るようにはしております。ただし，荷姿，梱包につき

ましては，各事業者にお願いをしてございますので，送る方法についてはばらばらになって

ございます。ただし，私どもといたしましては，観葉植物につきましては，やはり転倒の問

題，それから，葉の擦れの問題等もございましたので，事業者に集まっていただきまして，

3回程度荷姿等の研修をしながら，しっかりとした形で送っていただくように取り組んでご

ざいます。 

〇７番議員（新宮領實） これ非常に大事だと思いますんでね，やっぱり物が送ってきた，雑に

送ってきた，きれいにして送ってきた，それはもう全然違いますんでね，だから，そこのと

ころは十分お考えになっていただいて，指導できるものは，やっぱり指導していかれたほう

が自分たちのためになるわけですから。そこのところは，是非，指導していっていただきた

いと思います。お願いいたします。 

 次にまいります。ふるさと納税のサイトがありますよね。そのサイトのうち，参加してい

るのはどこになるんでしょうか。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） 本市では，さとふる，ふるさとチョイス，楽天ふるさと納

税，ふるさと一番，ふるなび，ＡＮＡ，高島屋の七つのふるさと納税サイトにおいて，募集

や受付決済を行っております。 

〇７番議員（新宮領實） もうサイトのね，それだけあれば，ほとんどカバーできるんじゃない

かなとは，私も思うんですけれども，年収2,000万以上のね，富裕層をターゲットにしたふ
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るさとプレミアムというのがですね，あるということで，そういうサイトもあるそうで，こ

れに当市も，そのサイトにも参加したらいかがですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今，議員御提案のそのサイトも含め，ほかにも様々なサイトがご

ざいますので，できるだけたくさんのサイトに掲載することが，ふるさと納税を伸ばすには

いい方法だと思っております。そのサイトの状態等を調査して，判断したいと思います。 

〇７番議員（新宮領實） よろしくお願いいたします。 

 このふるさと納税にかかわるスタッフっていうんですか，それはどういう体制で，人数は

足りているんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） ふるさと納税に従事する職員は，室長と担当職員2名，会計年度

任用職員1名の4人となっております。また，ふるさと納税業務を委託しているいぶすき観光

デザインでは，4名体制で運営しております。人数が足りるのかということでございます

が，ふるさと納税の寄附金を増額するには，市といぶすき観光デザイン，事業者が一体とな

って体制強化を図ることが重要なことであると考えております。そこで，先ほども申し上げ

ましたが，現在，提案させていただいている新年度予算において，ふるさと納税業務を委託

しているいぶすき観光デザインの機能強化を図るため，スタッフを増員するようにしており

ます。あわせて，スタッフの資質向上を図るため，寄附サイトのページ作りや写真加工など

のノウハウを取得する支援事業や，返礼品の魅力を引き出すための企画力を強化するための

支援事業などを実施することにしております。これらに加えて，ＰＲや広告についても指宿

の特色や返礼品の強みを生かした効果的なプロモーションを実施することとしております。 

〇７番議員（新宮領實） 私，一つね，観光デザインというのは，いまいち実態が見えないんで

すけれども，私だけなんでしょうかね。観光デザインとこう分散してやるメリットというの

が，なんかないような気がする。できれば，一つの，ふるさと納税課でもいいし，それに一

つのところにがっと集まってね，やられたほうが効率的じゃないのかなと私は思うんですけ

れども，そこのところは考えたことございませんか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 現在，ふるさと納税の寄附金は約14億8,000万円ございます。申

し込み件数は約8万件で，返礼品の送付数は定期便などの複数回送るものも合わせて，約10

万件にものぼります。返礼品の受発注に係る業務は，民間が行うギフト商品販売や通信販売

と同様に，受注や配送の管理，返礼品事業者への在庫管理など，専門的な知識を必要として

おります。特に，件数が増えてきている中で，寄附者へ速やかに対応するためにも，専門的

に業務を行う体制が必要となってきたところでございます。いぶすき観光デザインは，本市

において新たな戦略に基づいた観光，商工業，農水産業の産業全般の振興を図り，持続可能

な観光地域づくりを推進し，もって指宿市の地域経済の振興に寄与することを目的にしてお

ります。そのため，市内の特産品や農産物，観光商品などを選ばれる返礼品として磨いてい

くことや，ふるさと納税を本市の産業を合わせて総合的にＰＲしていくことができると考え
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ております。そこで，ふるさと納税業務の返礼品に関することやプロモーションに関するこ

とをいぶすき観光デザインに委託し，効率的なふるさと納税の運営と効果的な寄附金の増額

を図っているところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） 御自身たちの中でね，これが一番効率的なんだというのであればです

ね，私もこれ以上のことをね，申し上げるあれはないんですけれども。我々的から見てね，

そういう分散してまでしたら，意思疎通もできないだろうという思いがあったから，取りあ

えずお尋ねしたところでございます。まあいえば，先進地視察とかですね，まあいえば，日

本全国で1位っていうのが120億で都城市というところがあるんでしょうけれども，そういう

ところへの視察とか，まあいえば，このふるさと納税に対する研修会とか，そういうことと

いうのは開催したことがあるんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 市では，返礼品事業者や市内事業者を対象として，ふるさと納税

の状況を知っていただくための事業者説明会や返礼品づくりなどを学ぶセミナーなどを定期

的に実施しております。令和3年6月に実施した事業所説明会には，事業者107人が参加し，

市からふるさと納税の寄附の現状や取組を説明するとともに，ふるさと納税サイトの担当者

から，ふるさと納税の全国的なマーケット情報や選ばれる返礼品などについて説明しており

ます。また，令和3年11月に開催したセミナーには，事業者30人が参加し，選ばれる返礼品

づくりに向けて，より実践的な内容を説明しております。令和2年7月から令和3年3月の間に

は3回，観葉植物の生産者向けの研修会も行っているところでございます。なお，先進地視

察につきましては，市といぶすき観光デザインの担当職員が寄附額の多い志布志市や大崎

町，南さつま市でシステム導入や運営方法などについて現地調査や意見交換を行っておりま

す。 

〇７番議員（新宮領實） せっかくね，先進地に行っていろんなことを学んできたのであればで

すね，それを是非，実務で出していただいて，検討材料にしていただければいいかなと思い

ます。 

 ＰＲ活動というのはしているんですか。まあいえば，指宿市の県人会，東京指宿会，近畿

指宿会，中京指宿会，福岡指宿会，いろいろ県人会がね，全国各地にあると思うんですけれ

ども，そういうところにふるさと納税のＤＭ等はね，送っておられるんですか。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） まず，令和3年につきましては，コロナ禍により，イベント

やフェアなどで直接，寄附者へＰＲすることは難しかったというところがございまして，寄

附サイトやＳＮＳを活用した形でのＰＲを重点的に実施してございます。郷土会等でのＰＲ

でございますけれども，このコロナ禍以前につきましては，直接，郷土会等の総会に出向き

まして，チラシ等入れながら説明をさせていただいているところでもございます。ただ，現

在はなかなかできていないというところがございます。そのことがありまして，現在，イン

ターネット等を使いながら，ＰＲ等を含めてございます。あと，インターネットを使えない
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方に向けましても，全国紙の広告や富裕層向けの専門誌などでの広告等を実施してございま

す。返礼品を選ぶ際に口コミを非常に重要視するというふうな傾向がございますので，昨年

9月から12月にかけまして，口コミのキャンペーンを実施してございます。その中では，

1,220件の口コミを増やすことができておりますので，本市の返礼品を選ぶというふうな形

の中の誘導にはなったというふうに考えてございます。 

〇７番議員（新宮領實） いい取組をされていると思う。 

 企業向けというのはどうなんですかね。企業向けふるさと納税。これを使ってね，社員旅

行とかいう形の，なんかどんと来てもらうとかね，そういう企業向けというのはどうなんで

しょうかね。 

〇ふるさと納税室長（上田和成） ふるさと納税はどうしても個人のところになりますので，企

業の方が使うというのは，なかなか難しいところではございます。ただ，旅行サイトのとこ

ろで，金額の高い商品も準備してございますので，そういうものを活用しながら，個人の方

が団体でというふうな形のところには使えていくのかなというふうには考えてございます。 

〇７番議員（新宮領實） いろんなことを駆使しながらね，こうしたらいいんじゃないか，ああ

したらいいんじゃないかということをお考えになられながらね，やっぱり，このふるさと納

税というののあり方というのをね，これからも是非，お考えになっていただきたいと思いま

す。 

 ふるさと納税については最後になりますけれども，ふるさと納税推進検討委員会とかです

ね，そういう，指宿商業には指宿デパートとかですね，ありますね。これに対して，直接関

係していないような事業者も交えてですね，ふるさと納税というのを検討する協議会を作

り，いろんな面から見てですね，振興を図ったらどうかと思うんですけれども，これについ

てはいかがなのでしょうか。 

〇市長（打越明司） 議員からいろいろと，今，往復をする間に，いろんな重要なことが指摘を

されていたというふうに思います。まず，今のお話の前に，このやり取りの中で，私も考え

ていることは，このふるさと納税を進めて行く上で，幾つか大きな仕事が明確にある。一つ

は，宣伝をして，しっかりと納税者の方々に呼び掛けること。それからもう一つは，出品を

する事業者を発掘をしていく，あるいは，出品をしてくるいろいろな商品をブラッシュアッ

プする部門。それから，この受発注を受けて，具体的なそういう作業を進めて行く部門。そ

れぞれあるわけです。私もいろんな出品をされている生産者の方々や工場の方々と，個人的

にですけれども，いろんな意見交換をする中で，まだまだ指宿の中では，この遠巻きに見て

いる生産者，積極的に関わっていくべきかどうか，ちょっと迷っているような方々もまだお

られるなというふうに感じます。なぜそうしないのかというと，なんかクレームがどっさり

くるらしいとか，なんかちょっと面倒くさそうだとか，そういうちょっと後ろ向きな意見を

おっしゃる方々も，まだ結構おられますよね。中には，そのサイトの中ではとてもその人気
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があって，先ほど質問もありましたけれども，もう売り切れで，売り切れではないけれど

も，今，その返礼品を求めても何か月待ちになるよというような分野もある。そういうとこ

ろについては，今度は生産量とか，加工する場所が足りないものだから，工場を少し広げて

みたり，あるいは，同じような加工力を持つようなところと連携をしてみたり，いろいろと

やらなくちゃいけないこともあると。だから，分野ごとにはいろんな課題が残っていて，そ

して，このふるさと納税にしっかりと取り組む体制というのは，やはり，若干この人員がう

まく活用されていない，あるいは仕事が明確に，目標が分かれていないというような課題が

あることは，私ももう当初から感じておりまして，しかし，今年，ふるさと納税をさらにし

っかりやっていくための体制はどうあるべきかということを，もういろんな形で，現在，議

論をしているところです。ですから，いぶすき観光デザインもある，市のほうにはふるさと

納税室がある。こういうところが，もう一番その自分のやるべきことを明確にして，そし

て，それぞれ取り組めるような体制を作る。そして，必要であれば，寄附額のこの上下によ

っては，僕らはもう伸びていくことを当然期待するわけですけれども，やっぱり人間をそこ

にはもっと張り付けていく。臨時的な任用職員であっても，そういう人をタイミングよく張

り付けたり，予算を付けていくということも必要だろうなと思いますし，やはり，一番，観

光地とか，こういう返礼品にとって，僕もつくづく大事だなと感じるのは，我々がいい物を

作って提示をすれば必ず売れるんだという信念では，どうやら通用しない。いい物を作った

から売れるのではなくて，やはり一番大事なのは，一番何をほしがっているのか，どういう

ものを求めているのかということを前提に，それを徹底的に研究をして，いわゆるマーケテ

ィングですけれども，それに合わせて，今，指宿ならではの商品というのは，たくさん考え

られますから，そこでの商品開発を，一番みんなが求めているもの，ほしがっているもの

を，先ほど議員がおっしゃったような商品だけではなくて，ソフトな商品というのも含め

て，地域全体で何か売れる物はないか。物ではなくてもいいわけです。アイデアでもパッケ

ージでも，体験でも，大自然でも，いろんなものがありますから，いろんなものを組み合わ

せて，どうやって売るかということが，これから最大の課題になるだろうと。そして，クレ

ームという言葉で言うとよくありませんが，非常に喜ばれる満足感のある商品と，不平が残

る，なんとなくお得感がない商品とありますから，そういったものはどんどん生産者の方々

と一緒にフィードバックをして，検討会を開いて，全体的にレベルを上げていく。そうであ

りますと，今，市内の生産者の中には，このふるさと納税で学んで，そして，自前の販売ル

ートとか売上げを伸ばしているというような方々も，少しずつ見られ始めていますので，そ

ういった意味では，今から取り組むべき課題というのは，幾つかあるなと。今，ふるさと納

税推進検討委員会なる提案もいただきましたけれども，私も，もう1回改めてこのふるさと

納税を推進していくのに，やはり協力をいただかないといけないのは，もちろん議員の皆さ

んは，つてが多いから，できるだけ皆さんのつての中で，指宿市に納税をしていない方々に
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は，是非，少しでも指宿に納税をいただいて，損はさせないよということで，どんどん進め

てほしいのですが，市の職員であるとか，市に関係をする出身者の方々であるとか，そうい

う方々も含めて，できる限り，やはりもう1回ちゃんと呼び掛けて，どういうふうな形でや

っていけば，ふるさと納税ができるのかといったようなこともちゃんと伝えて，そして，本

市の出身者の会の方々は比較的年配の方々も多くて，今，おっしゃるようにパソコンがよく

使えない，だから，やりたいけれども，どうすればいいのだろうというような方々も随分お

られると思うので，そういうところまで含めて，どんどんこの指宿の周りにいろんな層を作

っていくための努力というのが，随分必要だというふうに思います。私ども本市において

は，ふるさと納税をこれから徹底的に伸ばしていくために，全庁的なプロジェクトを立ち上

げていくつもりでありまして，体制強化を図りながら，返礼品に関わっている事業者の方々

をはじめ，市内産業をしっかりと支えていけるような体制を整えていきたいというふうに思

っています。選ばれるための返礼品を作るために，マーケティング，商品開発が大事である

ということは，今，申し上げたとおりで，返礼品の中身の中で，いろんなトレンドや需要を

知る機会が増えてまいりますから，その都度に，いろいろな専門家の方々にもアドバイスを

いただいて，返礼品の開発を行っていきたいなというふうに思います。荷姿とか包装とか，

商品をどう見せるかという技術についても，これから磨く場を設けていきたいものだという

ふうに思います。市内の事業者が，是非，この産業の垣根を超えて，交流や連携を進めなが

ら，全国のマーケットを目指して，地域全体が稼げる町になっていけるように努力をしてい

きたいというふうに思うところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） 市長の力強い声，言葉をいただきました。是非，前向きに，本当に前

向きに，できるだけお考えになったあとはですね，早急にやるようにね，していただきた

い。実行に移さなきゃ何にもなりませんのでね，是非，そこのところを考えになっていただ

きたいと思います。 

 次にまいります。次は，血圧が上がりそうになりますけれども，地熱のほうにいきたいと

思います。野元参与にはね，もう少し近づけていただいて，大きな声でお願いいたします。

あなたはもう，どちらかというと声が小さいですので，是非，お願いいたします。 

 先ほど，地熱開発をどう考えているかということについても答弁をいただきました。南迫

田にて，Ｙという業者が地熱発電開発を進めているということですが，これ事実なんでしょ

うか。これからお尋ねをいたします。 

〇総務部参与（野元伸浩） 事実であります。 

〇７番議員（新宮領實） これ，指宿市内の業者なんでしょうか。それはお答えできますか。 

〇総務部参与（野元伸浩） この発電の事業を行っている会社は，市外の会社でございます。 

〇７番議員（新宮領實） ちょっと聞き取りづらかったんですけれども，市内ですか。指宿市

内。市外。市の外ですか。 
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〇総務部参与（野元伸浩） 市外です。 

〇７番議員（新宮領實） もちろん，法人登録も市外なんだろうと思っております。その中で，

地熱発電をしようとする者は，指宿市に届け出る義務があるのではないかということについ

ては，先ほど同僚議員がお尋ねしましたので，その分の答弁は大体そういう答弁であろうか

と思うんですけれども，それでよろしいですかね。 

〇総務部参与（野元伸浩） 先ほど答弁をいたしましたとおり，平成29年9月29日に，泉源所有

者から農業用ハウスの利用という理由で，県に温泉掘削許可申請が出されました。平成30年

1月9日に，県から既存泉源の替掘の掘削許可が下りまして，令和元年12月に替掘が完了して

いるところでございます。今回の案件につきましては，泉源所有者による温泉法第3条に基

づく温泉掘削許可申請は既に終わっておりまして，県からも掘削許可も得て，もう既に替掘

も完了したのちに，発電事業者から事業を行う意向が示されたものでございます。このこと

を受けまして，市としましては，この発電事業者から事業計画を求めまして，令和2年11月

18日と令和4年2月18日に調和のとれた地熱活用協議会を開催したところでございます。その

中で，委員から様々な意見がございまして，その意見を踏まえまして，市としましても，周

辺の泉源に影響を与えないような運用を行うこと，そのためにも発電機の段階的な運転を検

討すること，噴気試験時のモニタリングの結果について，泉源所有者など地域関係者に対し

て十分な説明を実施することについて，発電事業者に要請することとしたところでございま

す。また，周辺の泉源所有者の方からも，発電事業者に対しまして，南迫田地区での説明会

や現地の視察会の開催，泉源所有者への定期的な戸別訪問の要請がございましたので，令和

4年3月14日付で，併せて発電事業者に文書で要請したところでございます。それを受けまし

て，発電事業者からは，3月24日に地域住民や周辺の泉源所有者等を対象とした現地説明会

を開催すると連絡があったところでございます。なお，県にこの辺のところを確認をしたと

ころ，温泉法上，採取した温泉をどのように使うかは泉源所有者の自由とされており，県と

しましても，申請後に目的の変更があっても，虚偽の申請とはならないというような見解で

ございました。 

〇７番議員（新宮領實） 協議会の中でですね，説明されれば，温泉利用事業者というのには説

明しなくていいんですか。例えば，浴場組合，ホテル業組合，旅館業組合っていうんですか

ね。我々，配湯業組合。その代表者だけそれは，1・2・3，3名に説明すれば，別なその会員

の人たちには説明しなくていいんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 温泉旅館業組合とか配湯業組合，そういった方々の代表者につきま

しては，地熱活用協議会の委員でございますので，その中で説明をさせていただいて，その

方々からの意見を伺っているところです。それぞれの組合の代表者ということもございます

ので，そういった取り扱いをさせていただいたところです。 

〇７番議員（新宮領實） ちょっと納得いかないじゃないですか。今までですよ，地熱発電をし
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ようと思ったら，みんなを巻き込んで，地域の皆さん巻き込んでですよ，しよったのに，今

回は南迫田だけなんですか，地域の皆さんって。それでね，今回のはですね，温泉水帯なん

ですよ，温泉水帯。温泉水帯の中ね，その中にずっと温泉がね，指宿市の中に温泉があるわ

けですよ。キャップロックの間までのね，中に，温泉水帯というのがあるわけですよ。その

中の所を取るわけだから，その南迫田の所とかね，そこの南迫田の4・5軒の所とかね，そう

いう問題じゃないんじゃないですか，いかがなんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 温泉資源に関しては，非常に保護をしなければならないというの

は，十分認知しているところでございます。今回の発電に関しましても，地域の方々の理解

というのは重要であろうというふうに認識しているところです。その中でも，やはり南迫田

地区で開発をされておりますので，その地域の方々の理解というのは，求めていきたいとい

うふうに考えたところで，住民説明会等も事業者のほうでさせていただいたところだという

ふうに思っております。 

〇７番議員（新宮領實） 都合よくね，この条例なんかもしてね，我々のところには全然声が聞

こえてこないじゃないですか。モニタリングの説明はね，我々にもね，説明するべきじゃな

いんですか，こういうのは。しないんですか。今まではですよ，市のやろうとしたときにで

すよ，全部巻き込んでしよったじゃないですか。今回はどさくさに紛れてね，南迫田でやっ

ている，もうできている。そういうのが何も我々の中に情報がないもんだから，例の，1・2

年前からね，地熱発電のことに対したらね，かんかんがくがくやってきたわけですよ。その

ときにね，どさくさに紛れて，なんで南迫田になってしまうんですか。我々の中には全然説

明がない。どうなんですか。これ，ちょっと納得できるように，少し説明してください。 

〇総務部参与（野元伸浩） 今回，この地熱活用協議会の委員の方々につきましては，代表者で

構成をしているわけですけれども，その組合等々の代表者でありますので，その代表者の

方々の意見と，あと，その協議会の内容につきましては，各組合等に持ち帰っていただい

て，その組合の委員の方々にも周知をしていただくということを考えて，今回，その代表者

の，協議会の委員という形で選任をさせていただいて，その中での意見を集約をさせていた

だくという形をとっているところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） 組合長なんだけれども，全然そういうのが一つも来なかった。一つ

の，ここばっかりで終わるわけにもいきませんので，少し下のほうに行っていきます。 

 地熱活用協議会を開設する委員の先生方や各代表の委員の皆さん方の意見はどうだったん

ですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 最初に計画が提出された令和2年11月18日の地熱活用協議会では，

委員から，発電に使用する泉源，その周辺に位置する泉源及びモニタリング泉源の位置を一

つの地図に表示し，併せて泉源間の距離が分かるようにすること。地下構造等の分析結果に

基づいて，モニタリング泉源を選択すること。また，その泉源を選択した理由を示すこと。
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これまでに実施した噴気試験時のモニタリング分析結果について示すこと。資源量調査の実

施後，その分析結果を示すことの意見がございました。その後，泉源位置やモニタリングの

分析結果等について，各委員には報告をしてございます。また，令和4年2月18日の地熱活用

協議会では，委員から，モニタリングの結果からも，周辺泉源に影響が見られる。掘削深度

は温泉層の深度なので慎重にしたほうがよい。周辺の環境に影響を与えないような運用をし

てほしい。温泉熱発電としては，発電容量が大きい。1基目の運転から始め，増加していく

ことはできないか。モニタリングの結果について，地域住民が把握しているのか，きちんと

伝わっているのかの意見がございました。 

〇７番議員（新宮領實） モニタリングを見てね，素人が分かるわけがないじゃないですか。実

際いって，馬鹿にして。それでね，モニタリングの結果に影響が見られた時点でね，即中止

じゃないんですか，本当は。それをね，なぜ1基目の運転から始め，増加していくことはで

きないかって，なぜ業者への配慮が目立つんですか。実際言って，業者のために，あなたた

ちは協議会を開いているんですか，これ。みんな聞いとって，そう思うと思いますよ，こ

れ。どうなんですか。御自身たちはね，守っていくのがね，あなたたちの立場なのに，こう

したらね，だんだんだんだんやっていけばいいじゃないですかって。モニタリングの中で影

響が見られるわけ。影響が見られたら，その時点でね，ストップさせるのがあなたたちじゃ

ないですかっていうことですよ，私が言いたいのは。どうなんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） モニタリングについては，この噴気試験時においてモニタリングを

実施したわけなんですけれども，その中での結果については，その影響といった部分が見ら

れるという協議会の委員の意見でございましたけれども，ただ，これが継続的に続くのか，

季節的なものなのかというものも見てみたいということがございますので，それについて

は，今後，モニタリングの調査結果を待って判断をさせていただきたいというふうに思って

おります。この地熱活用協議会については，活用ということではなくて，当然，その温泉資

源を保護するという目的がございます。ですので，事業者が発電事業を実施するときに，事

業計画を提出していただきますけれども，それが本当にその温泉層といったところに影響が

ないのかどうなのか，そういったことも含めて，学識経験者とか，協議会の委員の方々に意

見を求めるものでございますので，市として，その事業者に対して発電事業を推進している

ということではございません。 

〇７番議員（新宮領實） ちょっとお尋ねしていきますね。指宿市の同意なくして地熱発電はで

きないと思うが，どうなんでしょうか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 今回の案件は，泉源所有者による温泉法第3条に基づく温泉掘削許

可申請は既に終わっており，県から掘削許可も得て，既に替掘も完了したのちに，発電事業

者から事業を行う意向が示されたものでございます。従いまして，条例で定める同意を得る

案件には該当しませんでしたけれども，指宿市温泉資源の保護及び利用に関する条例第4条



 

- 118 - 

 

第2項に，地熱発電事業者は，事業を進めるに当たっては，機会あるごとに，市，地域住民

の代表，温泉利用事業者，その他関係者に対して事業計画の内容を説明しなければならない

と定めていることから，発電事業者に協議会での説明を求めたところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） ここのね，その，ここの説明でもね，なんか事業者にね，配慮してい

るような感じがするんだけれども，これって前の市長のね，指示ですか。忖度ですか，なん

か。なんか聞いとけばね，なんか事業者のために，あなたたちが動いているみたいじゃない

ですか。そしてね，我々には一切ね，説明もないですよ。温泉なんかしている人たちはどう

なんですか。あそこの下のほうでね，温泉をしている人っていうのはおるじゃないですか。

もう名前は言わないけれども。そういう人たちにも全く説明はない。代表者だけすればいい

っていう問題じゃないでしょうが，これ。いままでね，あなたたちはもうずっと知っとるじ

ゃないですか。地熱発電っていうのはね，指宿市のね，温泉資源だ。それを守る，活用もい

いよ，活用しようというのもね。だけど，活用の前に守らなきゃいけないというものはね，

守っていかなきゃ。あなた指宿市で飯食っているんでしょうが。それでね，指宿市の宝だ

よ，温泉って。それをね，たやすくね，他市の業者に売り飛ばしてどうするんですか。それ

ぐらいしか，私は見えないけれども。それでね，我々には使途の説明もないんだよ。それで

ね，要請しましたって。人んごとみたいに言うな，言わんでくださいよ。要請してしなかっ

たら，もう即取消やって。それぐらいの大きなね，強い気持ちでね，やるべきだったんじゃ

ないですか。どうなんですか。 

〇市長公室長（渡部徹也） 温泉は守るべきものだという議員の強いお気持ちは，私ども事務局

も同様でございます。今一度，今回のこの経緯について，改めて御説明をさせていただきま

すが，もともと個人の方が持ってらっしゃった泉源でございます。それが，長年使われてい

なかったわけですが，その個人の方から農業用利用ということで替掘の申請が出されまし

た。議員御承知のとおり替掘というのは，既存泉源の5ｍ以内で，深さは1.2割増しまでです

から，既存の泉源と変わらないものが出来上がるということになります。温泉法上，これも

議員御承知かと思いますけれども，出てきた温泉をどのようにその方が利用するか，浴用な

のか，ハウスなのか，発電なのかということは，県としてはそこは問わない，問えないとい

うのが，今の法体系の中での状況です。そうした中で，今回，その泉源所有者の方の同意の

下で，発電事業者が入ってきて，発電をやりたいということがあったわけでございます。私

どもは，先ほど来申し上げておりますように，新規掘削をして，深く掘ってやる状況ではな

いので，同意する，あるいは同意しないという審議の案件には当たらなかったんですけれど

も，機会あるごとに，どうか説明をしてくださいということで事業者の方においでいただい

て，そして，地熱の協議会で2度，詳しく説明をもらいました。協議会の地元の代表の中に

は，公衆浴場組合の方，それから，配湯業組合代表の方，温泉旅館組合の代表の方，それぞ

れの立場の代表の方が入ってお話を聞いておられます。これまでも議員御承知のように，そ
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の方々がお話を伺って，それぞれまた持ち帰って，どうなのかというのを議論としたケース

も過去にあったかと思います。事務方としては，そういう手順を踏んで，今までやらせてき

ていただいたところです。事業者も，南迫田地区並びに周辺の泉源を所有している方にも訪

問して説明もしておりますし，公民館長へも説明をしております。我々も実際，泉源所有者

の方のところを回りまして，どうですかというお声も聞いております。影響が完全にあるか

どうかというのは，今回，噴気試験の期間が非常に短かったこと，モニタリングが1回しか

されていないことから，鹿児島県並びに専門家の先生においても，断定はまだできないけれ

ども，注意深くしないといけないよねという状況でございます。それら要請をしまして，今

回，事業者も現地で見学会をちゃんとやって，地元の方々へも理解を得ますという方向で，

今，動いてくださっているところでございます。残念ながら，議員も御承知のように，現在

の日本の法体系の中では，条例で地熱発電を規制するということはできないところでござい

ます。そうした中で，市としても取り得る手段を最大限取って，今，調整を図っているとい

うところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） もうちょっといってから，ちょっと話をしますね。地域住民や隣接す

る温泉配湯業者や観葉植物生産業者への説明責任も当然あると思うが，確認はできているん

ですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 地域住民への説明につきましては，新型コロナウイルス感染症拡大

予防の観点から，令和3年9月に資料を各班に回覧する形式で発電事業者が行っているところ

です。その後，令和4年2月22日にモニタリングを実施している泉源所有者，関係者に対し

て，発電事業者が説明を行っております。また，市から発電事業者に対しまして，今年度中

の南迫田地区での説明会，視察会の開催，泉源所有者への定期的な戸別訪問を要請し，発電

事業者からは，3月24日に地域住民や周辺の泉源所有者等を対象にした現地説明会を開催す

るとの連絡があったところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） だから，地域住民というのは南迫田のね，方々ばっかりかっていうこ

とですよ。あなた，今，言ったじゃないですか。泉源所有者の南迫田のあそこ辺りの方々ば

っかりですか。我々は関係ないですか。あの地域の人たちだけなんですか，あなたたちの言

う地域住民っていうのは。指宿市民じゃないんですか。 

〇市長公室長（渡部徹也） まずは地元ということで，南迫田地域の方に丁寧に御説明を申し上

げるというところが基本になろうかとは思っているところでございます。議員御承知のよう

に，これは発電に限らず，温泉を新規掘削する場合には，県が距離制限というのを設けてお

ります。一定の距離を離さないと駄目ですよ。それは，そうでないと影響があるかもしれな

いというところから定められているところです。我々はそれを参考にしながら，今回の地点

を見まして，周辺にある泉源等を見まして，まずはそこのエリアからということで御説明を

申し上げました。もし，議員がおっしゃるように，指宿市全部の泉源所有者に説明をすべき
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かということであれば，また，そういったお声があれば，我々は事業者には伝えないといけ

ないなとは思ってはいるのですが，先ほども申しました，既存泉源の替掘を活用してやると

いうことで，県が一旦許可を出しております。県が許可を出したということは，県の見立て

としては，周辺泉源に影響がない場合，許可しなければならないという温泉法の趣旨があり

ますので，そういったことで許可が下りたんだろうというふうに受け止めているところで

す。 

〇７番議員（新宮領實） あなた，もう何年もね，この分にね，携わっているんじゃないかなと

思うんだけれども，メディポリスの時代からね，携わっていると思うんだけれども，あのと

きはどうだったのよ。あのときは全部の方々に，全部，全部，賛同をいただいてやったのが

ね，あるじゃないですか。検討委員会もね，されて，あそこは独自の検討委員会をされて

ね，指宿市から副市長とかですね，行かれて，いろいろ会議に出て，こういう形でこういう

ふうにして，こういうふうにしますからということで，皆さん方から同意いただいてね，あ

そこはそれにこぎつけたのよ。今回のね，自分たちだけでね，こそこそこそこそやってい

る。こんなのでね，市長，いけると，僕はあとから貰いますけどね，しっかりここのところ

は聞いとってください。彼らのは背任行為だよ。背信行為だよ，指宿市に対して。私は本

当，そう思っている。あなたたちはありきやないか。業者の。それも指宿市のね，指宿市の

ね，方々の，指宿市のあの業者とかね，そういうものでもない。かすめ取られているんじゃ

ないですか，自分たちの。あそこから，仮にだったらね，なんか税金でも入って来るんです

か。売り上げの何％とか，そういうのが出てるのかな。指宿市のなんか，なんか交わしてい

るのがあるんですか。まあいえば覚書とかだ。協定書とかさ。あなたたちは得意じゃない，

こういうの。そういうのがあるんですか。ないんでしょうね。あとから，これありましたと

かっていうようなことはないよね。どうですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 今回の南迫田地区の案件につきましては，先ほどから御説明いたし

ておりますように，新規での掘削ではなく，既存泉源を使った事業であるというふうに聞い

ておりますし，そういうことだということでございます。ですので，そういった意味からし

て，既存泉源の部分でありますから，そこの替掘で出た部分についての温泉利用について

は，何の利用をしても構わないという形になりますので，今回，たまたま発電事業を実施し

たいということで事業者から説明があったところです。先ほどから話をしているように，協

議会で協議をした上で，事業を計画しておりますので，市としてその事業を推進していると

いうことではございません。我々としましても，温泉資源というのは重要でありますので，

保護はしていきたいというふうに認識しているところです。そういった意味からしても，先

ほど協定の話が出ましたけれども，その協定につきましては，温泉資源の保護をするという

下で協定を結ぶということを考えているところでございます。決して市に収入がどうのこう

のとか，事業者に有利なようにというような協定ではございませんで，あくまでも温泉資源
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を保護するという立場の下で，事業者と協定を結びたいというふうに考えているところで

す。 

〇議長（下川床泉） お知らせをいたします。本日の会議時間は議事の都合により，あらかじめ

延長いたします。 

〇７番議員（新宮領實） 今ね，いろいろお聞きしているんですけれども，指宿市のね，温泉資

源を売り渡している協議会にね，大義があるんですか。指宿市の運営業者でもないところ

に，ただただ便宜を図っただけじゃないですか。そう思いませんか。あとね，温泉資源保護

条例を制定しね，最後ですわ，温泉保護審議会を作る考えはないんですか。 

〇市長公室長（渡部徹也） 私ども，業者に便宜を図っているといったことは一切ございませ

ん。協議会においてもそうでございます。きちんと提出された事業計画に基づいて，専門家

の意見も交え，地元の方々の意見も取り入れながら審議をしっかりとしてもらっておりま

す。今回は，何度も申し上げますが，今まで使われていなかった個人所有の泉源を替掘をし

て使う，そして，使ったあとのそのお湯というのも全量還元で元に戻します。そうしたこと

から，鹿児島県も地熱発電であるから余計汲み上げていっぱい使っている，そういった判断

はしていないところです。たまたま上に乗っているのが発電所だった。これがオクラハウス

だったらどうなるんだ。お風呂場だったらどうなるんだ。地熱発電だけが駄目なのか。そう

いったことも慎重に我々は考えないといけないところでございます。 

〇７番議員（新宮領實） 地熱発電だから大事なんじゃないですか。地熱発電はね，365日汲み

上げるんだぜ，ずっとね。掛ける24ですよ，24時間。全部，毎日もう，止めることはない。

だけど，オクラ業者というのはね，オクラが必要なときだけしかしない。配湯業者もね，そ

のときだけしかない。そんな時間制限でね，みんな使っているわけよ。だけど，もう一つ言

いますね，還元井の話が出ました。還元井はね，何年かしたら詰まるのよ。詰まったらね，

薬品を入れて，通さなきゃいけない。薬品入れたらね，その温泉水帯にね，その薬品が全部

まきちかられる。汚染されるんだよ。それあなた，水飲みます。それ，温泉使ってね，顔を

洗ったりしているとさ，その水も入るじゃない，口にね。そんなのも考えなきゃいけないっ

ていうことだよ。単に，地熱発電をしたからやっせんやっせんって言っているわけじゃな

い。還元井は掘ったら還元井を掘ったで，詰まるの，何年かしたら。メディポリスがそうで

す。九州電力なんて何ｔ入れているか，何件入れているか分かります，あそこ。ただ，皆さ

ん方は見ないだけで，もうどれだけ汚染されているか分かんないぐらい。大体，硫酸系じゃ

ないとね，これ溶けないの。そこのところ考えたことあります，渡部さん。 

〇市長公室長（渡部徹也） 一般論で申し上げますと，還元井が詰まるということは，私も承知

をしております。還元井が詰まった場合は，スケール除去にいろいろな対策がありまして，

浚渫をするというのが，まず一番。2番目に，議員がおっしゃるような特殊な薬剤を入れる

というのもありますけれども，これはどこも，九州電力であれ，ほかの事業者であれ，環境
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に問題がない，汚染されない，そういう対策が十分取られているものというふうに私どもは

聞いております。今回，この還元井がどのような対策を取られるかというのは，まだ詰まっ

ていないですし，稼働していないですから分かりませんけれども，事業者からはそういった

環境に影響がないものをしっかりやっていくというふうな報告は受けているところでござい

ます。 

〇７番議員（新宮領實） そういう安全性が確かめてからね，操業じゃないんですか。安全性の

確かめもない前にね，あなたたちは操業させるんじゃないかな。そんな溶かすのにね，人体

に害がないっていうのはね，あり得ないと思っているんですけれども。それはもうしっかり

ね，第3者のところで分析してもろってね，使うんだったらですよ。だけど，見てないわけ

よ，我々は，そこのところをね。そこのところを考えなきゃ。いつね，12時頃ね，夜中に，

ばんばんばんばん入れられたらさ，たまったもんじゃないじゃないですか。そういうモニタ

リングができるようにしているんですか。 

〇市長公室長（渡部徹也） そうした議員の御心配がないように，私どももこの事業者と環境保

全に関する協定をしっかり締結をすべきだと，そういったところを監視するのが市の役割だ

というふうに考えております。 

〇７番議員（新宮領實） 最後の，この温泉資源保護条例を制定してって，私，お尋ねしました

けれども，これには答えてくれないんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 今回の泉源につきましても，個人所有のものであり，泉源所有者が

温泉の活用方法として地熱発電事業を選択することは自由であり，条例や法律で規制するこ

とはできないところでございます。温泉掘削の許認可につきましては，温泉法に基づきまし

て，鹿児島県にございます。県の審議会で慎重に審議し，影響がないと判断した場合には許

可が出るところでございます。そのような背景を踏まえまして，地熱発電に限らず，浴用利

用や農業利用など，様々な温泉事業の掘削が行われてきたところです。そうしたことから，

地熱発電事業のみを規制するということはできないのが現状でございます。同時に，市民の

財産を守るという点から，周辺の泉源に影響を与えない開発行為がなされるべきだというよ

うなことは承知しているところです。今回の件につきましても，発電事業者，地域関係者，

県と情報を共有しながら，関係者間で協議してまいりたいというふうに思っております。 

〇７番議員（新宮領實） 先ほどね，何て言うかな，条例や法律で規制することはできませんと

か何とかという答弁があったように思うんですけれども，16日の朝刊にね，温泉掘削，町の

許可制にという見出しがあったんですよ。これ，群馬県草津市ですよ。温泉の乱開発の抑止

を図るために，温泉利用の掘削事業者などに，事前申請等，町から許可を受けることを義務

付ける条例であるって。こんなのを条例作ってもね，規制することはできませんって，さっ

き言わなかったですか。それはできるんですか，規制が。条例使ったって，こいつら馬鹿か

って言われるのと一緒じゃないですか，どうなんですか。 
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〇市長（打越明司） 議員の地熱開発に関するいろいろな思いは，今，十分に聞かせていただい

たところであります。私が就任する以前からあったお話でございまして，その後はいろんな

方々と，関係者の方々とも随分お会いをして，いろんな意見を聞かせていただきました。そ

して，協議会の中身についても，つぶさに報告をしていただいてもらって，これまでの経緯

はそれなりに分かっているつもりですが，全国で，この温泉資源というのを，どんなふうに

持続可能な状態で利用していくか。あるいは，規制をしていくかという問題は，非常にやは

り難しい問題だなと改めて感じています。全国で，許可権は県があるわけですね。市町村に

許可権があるわけではないものですから，温泉を特に大事にしなければならないという本市

のような町の場合には，どうやって今まで上手く活用してきたか，あるいは絶対に枯渇をさ

せないとか，おかしなことが起きないようにするために，市町村が間に入って，随分この調

整や苦労をしているというのが，全国的な実態だと思います。全国で幾つもそうしたことで

裁判が起きたり，判断を仰ぐというケースがありますが，なかなかこの地元だけの理由でそ

の規制を認めるというような裁判判例はほとんどないという状態でありまして，この地下資

源を含めて，もともと使っている方々と，新たにやってきて使う方々の間で，これは私のも

のだ，だからお前は来るなという，この理屈はなかなか成り立たない世の中になっているん

だなというのは，つくづく感じているところであります。既得権というものを，裁判では認

めておりません。ですから，草津がですね，16日に，全国初めての条例を制定をして，僕も

条例の中も全部取り寄せて見てみましたけれども，恐らく，草津でも，草津は皆さんも御存

じのとおり，温泉そのものがまさに町の将来を担う，そういう本当の意味で生命産業になっ

ている町で，しかも全国で行ってみたい温泉の第一位ですから，そういう意味では，それを

守ることこそが，これからその50年後，100年後までのこの町の存亡に関わるんだろうとい

う思いで僕も読ませてもらいましたけれども，中身としてはですね，いろんな法律家にも聞

いてみましたが，恐らく，効力は相当に厳しいのではないかというふうなことであります。

例えば，これを無視して誰かが開発をして，それを裁判で勝負をしましょう。これはもちろ

ん前提としては，県が許可をしたというケースの場合ですよ。それでも，ちょっと難しいよ

というような判断をされる法律家も多いです。だからそういう意味では，なかなか法律的に

は難しいものがあるかなというふうには僕も実は感じて，難しいなと思いますけれども，し

かし，これは恐らく，規制をするというよりは，もう宣言法と言いますかね，うちの町には

もう来るなと，絶対駄目だという思いをみんなに発していると。それでもう，あの町では止

めておこうというふうに思ってもらうと。そういうような効果は，ひょっとしたらあるかも

しれないなというふうには思っているところです。いずれにしても，今回の流れの中で，特

にこの開発業者に対して便宜を図るとか，何か有利な取引や，そういったものがあるという

ことは，絶対に私自身が認めることはありませんし，そのようなことがあったときには厳に

対処していかなければならないと思いますが，今，職員が答えておりますように，指宿の市
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民の一人として，この温泉をできる限り周りの泉源に影響を与えないように，いい形で持っ

ていくために努力をしているということだけは，これは間違いないというふうに思います

し，これまで，この地熱を考えておられる業者の方々の対応を見ていても，要請をしたこと

に対しては，できる限り誠実に，今の段階では答えていっていると。今，運用をスタートし

ているわけではありませんので，周辺の方々は，一度にその大きな事業をスタートしてもら

うと随分心配だから，段階的に少しずつ様子を見ながらやってみてはどうかというような意

見も出ているようですけれども，そういったことも含めて，検討をしていただいているよう

です。いずれにしても，実際に始めるということになりますと，今，お話があったように，

我々のほうからできる限り最大限のルール，あるいは，これだけは守ってほしいというもの

を市として，法律で定めることはなかなか難しくても，もうお願いのレベルかもしれません

が，強いお願いをする形で協定を結ぶということは十分に可能だというふうに思っています

ので，いろいろとこれからまだ検討をしないといけない課題はたくさんありますけれども，

そういう気持ちで私はいるということを申し上げておきたいと思います。 

〇７番議員（新宮領實） お話もよく分かりますよ。でもね，僕は50年後，100年後，150年後，

200年後っていうのはね，やっぱり地熱発電なんていうのはいらない。指宿にはやっぱり観

光と温泉，これはね，本当に末代まで残していかなきゃならない問題と僕は思っている。だ

って，もしね，その温泉水帯がね，汚染されたらね，お客さん来ないです，もう指宿には。

そこのところもね，やっぱり考えなきゃ。そしてね，温泉が出なくなったって，温泉の出な

い指宿に何の魅力があるんですかっていうこと。何で指宿を呼べるんですかっていうことで

す。そこのところもね，是非ね，市長ね，お考えになっていただきたいなと思います。答弁

はいりません。 

 あと，最後になります。これ簡単です。市長。ほんで，これ簡単。最後ね，トイレ解放に

ついて，お尋ねしたいと思います。もう地熱発電終わりましたんで，申し訳ございません。

なのはな館のトイレの開放はね，私，令和2年12月，令和3年12月，そして今回と，この一般

質問で取り上げてまいりました。今まで答弁いただいた内容に全く相容れないものがありま

すので，再度，お願いをいたします。これから，やっぱり4月，5月とですね，市民の利用も

増えてまいります。利用層も高齢化が進みですね，トイレも近くなって我慢できない人もで

すね，多いんですよ。人間はやっぱり食と排泄というのはですね，生きていく中で一番大事

な行為であります。あるものはですね，有効に使うことはできないのかということ。ないも

のねだりをするわけじゃない。今あるトイレを，もう24時間いつでも開放していただく。こ

れはね，是非，お考えになっていただきたいなと。なのはな館です，市長。これはね，もう

是非，4月末のアロハ宣言のときに，大体，あそこ辺りでするんじゃないかなと思いますけ

れども，もうそのときまでにはですね，是非，なのはな館，24時間開放するようにですね，

是非，お願いをできないかなと思いますけれども，市長，答弁いただきたい。 
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〇総務部参与（増永智美） なのはな館では，早朝からグラウンドゴルフの大会などもあること

があります。そのような利用者がたくさん集まる場合は，大会の前日から主催者に中央ホー

ルの横のトイレの鍵をお貸しして，早朝から開けて対応をしておりますし，また，体育館外

側の24時間開放しているトイレにつきましては，12月議会のあとにセンサーライトも設置し

まして，暗い中でもライトがつくような形で，あそこのトイレは24時間使えるようにしてお

りますので，是非，こちらのトイレを使っていただけたらと思っているところでございま

す。 

〇７番議員（新宮領實） それは承服しかねる。市長，どうなんですか。 

 僕ののが止まって，今，市長にお尋ねしたじゃないですか。止まらないですか。 

（発言する者あり） 

〇市長（打越明司） この質問をいただいて，私たちも随分これは議論しました。やはり24時間

型ということになりますと，なかなかつらいねと。それで，どういう方々が要望して，一番

たくさんの方々が活用できる時間というのについては，先ほども話がありましたように，そ

の管理者とか主催者とか，そういう方々に鍵を早目に渡して，それで皆さんに使っていただ

いてくださいという対応をしています。だから，それよりももっと早朝の時間帯に，例えば

ウォーキングで来られるとか，あるいは夜のもう暗くなってからあの辺を活用している

方々，その人たちにも使ってほしいというのが，議員の趣旨なのかなというふうに思います

けれども，やはりそうなると，市としては事故や犯罪等，様々なことを想定をして，準備を

しないといけないだろうというふうに思いますので，そのコストも含めて，幾つかの課題を

クリアしなければならない問題だなというふうに感じているところであります。 

〇７番議員（新宮領實） 何百人という方々からね，要望書をお出しすれば，開放するんです

か。 

〇市長（打越明司） 要望書があればということではありません。今，話をしましたように，そ

ういう趣旨であるということは理解をしておりますので，その防犯上の問題が一番の問題だ

ろうなということを認識しておりますので，それを全て解決するには，今度はコストの問題

も出てくるだろうと。そういったことも含まれて，ちょっと検討してみる必要があるという

ことであります。 

〇７番議員（新宮領實） 防犯上，防犯上って，もう聞き飽きましたんですけれどもね。だっ

て，指宿市に100，100まではないか，トイレがあると思うんですよね。まあいえば，あのひ

ょうたん池ね。競技場ね。いろんなところがあるんだけれども，篤姫の所とかね。まあいえ

ば，長崎鼻とかね。そんなことを言ったらきりがないんじゃないですか。私は，本当ね，こ

の話して，何でその防犯上，防犯上になるのかなと。あそこだからかなと。まあいえば，そ

のところにですね。 

〇議長（下川床泉） 新宮領實議員に申し上げます。 
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（発言する者あり） 

〇総務部参与（増永智美） なのはな館は非常に敷地も広いです。そういう広い敷地の中に，人

目につきにくい場所がたくさんあります。そういうことからしても，一般的に犯罪が起こり

やすい場所というのは，入りやすくて見えにくい場所と言われておりますので，なのはな館

のように広い敷地の所に24時間開放されたトイレが何か所もあるということは，防犯の点か

らも好ましくないと考えておりまして，体育館の外側のトイレを1か所，24時間開放してい

るところでございます。 

（発言する者あり） 

 

△ 延  会 

〇議長（下川床泉） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ，延会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，本日は，これにて延会することに決定いたしました。 

 なお，残余の質問は，22日に行いたいと思います。 

 本日は，これにて延会いたします。 

延会 午後 ５時１７分 
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△ 開  議                     午前１０時００分 

〇議長（下川床泉） ただいま御出席の人員は，定足数に達しておりますので，これより，本日

の会議を開きます。 

 

△ 会議録署名議員の指名 

〇議長（下川床泉） まず，日程第1，会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は，会議規則第88条の規定により，議長において，前之園正和議員

及び松下知惠議員を指名いたします。 

 

△ 一般質問 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第2，一般質問を行います。 

 18日に引き続き，一般質問を続行いたします。 

 まず，井元伸明議員。 

〇１３番（井元伸明） おはようございます。13番，井元でございます。通告してございます2

項目について，順次質問をさせていただきたいと思います。 

 まず，本年の3月をもって定年退職されます職員の皆様方，長い間，市政発展のために御

尽力を賜り，誠にありがとうございました。今後ともに，健康には十分留意されて，地域発

展のため，また，市政発展のためにもお力添えをいただきますように，お願いを申し上げま

す。 

 さて，先月の2月6日には，市長選挙と市議会議員選挙の同時選挙が行われました。市議会

議員も20名から2名削減されて18名となりました。また，新市長も変わられて，打越市政が

スタートをいたしました。市長におかれましては，これまでの豊富な経験を十分に生かされ

て，これからの指宿市発展のために，健全な市政運営をしていただくことを強く期待をいた

したいと思います。 

 それでは，質問に入らせていただきます。 

 2月6日に選挙が行われて，14日には臨時議会が開催をされ，28日には第1回定例会が招

集・開催をされました。あわただしい中でのスタートとなりましたが，市役所の空気もまだ

落ち着かない状況の中で，新年度の予算等の骨格についてはほぼ決まっていたと思われます

が，選挙戦で訴えられました公約は，新年度の予算に対し，なかなか反映されにくい状況で

あったろうと思われますけれども，この忙しい中でも，市政運営の引き継ぎは行われたもの

と推察をいたしておりますが，今回の新年度予算において，新市長としていくらかでも反映

させられた部分があるならばどこであるのか，お示しをいただきたいと思います。 

 次に，池田湖の環境整備の中で，これまでも何回かお尋ねをさせていただいております

が，改めてお尋ねをさせていただきたいと思います。現在，池田湖周辺環境整備を行ってお
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ります。現在の池田湖周辺環境整備も，ほぼ外観は完成をしているようでもございます。あ

わせて，指宿スカイラインの大迫出入口の道路改修についても，残りの改修工事もわずかと

なってきておりますが，現在はコロナ禍の中で，指宿市への観光客も激減している状況でも

ございますが，このコロナ感染対策等が徐々に落ち着いて，再び多くの観光客の皆様が指宿

市においでいただくことを心よりお待ち申し上げたいと思いますが，そのときに対し，池田

湖周辺は指宿市の観光の玄関口でもあると思われます。まず，指宿スカイラインから下りて

来られて，目の前の九州一の池田湖に来られたとき，最初の印象が非常に大切だろうと思わ

れます。今，整備中の親水性の護岸整備を進められておりますが，水辺に下りたときに魚な

どが出迎えてくれたら，どれだけの感動を覚えるのかと思うと，なかなか今の状況は難しい

状況もあろうかと思われますが，この護岸整備がきれいにいくらなっても，肝心の生態系が

伴っていないと，本来の親水性の護岸整備とは言えないと思われます。そこでお尋ねをいた

しますが，実際，水辺に下りたときに，どのような魚類が生息しているのか伺いますが，池

田湖でよく釣りをしておられる方々に話をよく聞く機会がございました。昔は池田湖ではオ

オウナギやコイ，フナがよく釣れておりましたが，しかし，今はほとんど釣れないとの話を

よく耳にいたしております。また以前は，梅雨時になりますと，現在のえぷろんはうす前の

約50町歩ほどございます干寄地区の田んぼにおいては，産卵のために多くのフナが上がって

来ておりました。それを多くの市民の方々が素手で捕まえられたこともございました。それ

に，池田湖湖畔においては，多くの釣り人もおられましたが，現在はその姿を見ることはご

ざいません。そこでお尋ねをいたします。これまでに池田湖の生態系について，どのような

調査をされたことがあるのか，お尋ねをいたしまして，1回目の質問といたします。 

〇市長（打越明司） おはようございます。井元議員から新年度の予算に対して，市長の意向は

どれぐらい反映できたのか，という趣旨の質問をいただきました。御案内のとおり，令和4

年度の予算は，予算編成期に市長選挙，市議選挙が行われましたことから，政策的な経費を

除く，骨格予算での編成となっております。市長選挙を終えて，私が市長として就任をさせ

ていただいたのが2月12日であって，非常に厳しいスケジュールの中で議会の開会も迫って

おり，丁寧な精査をできないままに，今回の予算を議会に上程させていただきました。 

 今般の厳しい市の財政の状況においては，骨格予算であったとしても歳入歳出両面を見直

す必要はあると思っておりますが，その時間が十分にはなかったというのが正直なところで

あります。私は今回の市長選挙においては，御案内のとおり財政再建を公約の一つとして，

市民からの負託に応えなければならないというふうに感じておりますが，財政再建はいわば

身を切る努力，身を切る改革でもありますので，市民の皆様方にも我慢をお願いしなければ

ならないことも，これからあろうかと思っています。これまで，公共施設等の整備に活用し

た地方債の残高が少しずつ増え続けて，令和3年度末の見込みでは，約320億円の起債残高と

なっており，この地方債の償還に関わる公債費も，今後さらに増えていくということが見込



 

- 131 - 

 

まれます。本市の財政再建は，正に喫緊の課題であろうというふうに思っております。 

 新年度から新たに経営改善推進室を設置をして，効率的かつ効果的な財政運営をするため

に，早速，新年度予算から歳入歳出両面を見直し，財政基盤を確立しながら，落ち込んだ地

域経済の立て直しなど，本市の課題を克服するための施策を積極的に展開してまいりたいと

いうふうに考えております。本市の明るい未来の展望を描くためにも，まずは，令和4年度

を財政再建元年として位置付けて，財政再建を着実に進め，今後の予算に反映させてまいり

たいというふうに考えております。 

 残余の質問は，関係部長に答弁させます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 池田湖の生態系に関して，どのような調査をしてきたのかという

ことでございますが，池田湖は2級河川であり，県により主体的な管理が行われているとこ

ろでございます。生態系調査につきましては，これまで環境省をはじめ，県や鹿児島大学，

また，指宿市，南九州市，鹿児島県で構成される，池田湖水質環境保全対策協議会による生

態系調査が行われております。最近では，令和2年に県が生態系調査を実施し，魚類や水草

植物の現地調査を行っております。その結果，コイ，フナ類，アユ，テラピア等が確認され

ているところでございます。 

〇１３番（井元伸明） それでは，2回目の質問に入りますが，まず，市長の政治姿勢について

ということでお尋ねいたしましたけれども，時期が時期だけにですね，2月6日ということで

ありましたので，大方の骨格予算というか，それはもう決まった時点であったかと思います

けれども，市長も先日の一般質問の中でも，市の財政状況について，るる述べていただきま

したけれども，非常に気を付けてやっていかなければ，今後，大変な状況になるんじゃない

かというふうなお話をしていただきましたけれども，私も実はそのような危惧は持っており

ますけれども，今言われたようなですね，財政についての負担を徐々に減らしながら，市民

生活に対して支障がないようにということであろうかと思いますけれども，この市債の残高

というか，これなんかもですね，今までは大丈夫である，大丈夫であると，国・県の補助

金，あるいは合併特例債を使ってやるから，市に負担はないんだというような説明をいただ

いておりましたけれども，決してですね，100％支援，国の補助ばっかりじゃなくて，やは

り市の持出しというのも幾らかあるわけでして，そういうのが積み立ててくると，この起債

残高というのはどんどん増えてくるわけでありますので，今後についてはですね，何年か後

にはこの返済も順々に始まってくるとの説明をいただきましたけれども，そういう中でです

ね，今度の施政方針で述べられた中で，五つのキーワードというのを説明をいただきました

けど，本当に分かりやすい状況で説明いただきましたけど，この中でまずですね，行財政改

革を推進する部署を新設するというふうに説明をいただきましたけど，状況等についてはで

すね，この前，議会でも説明を総務のほうからいただきましたけれども，この設置準備状況

についてはどういうふうになっているのか，本当にこういう状況で4月にスタートできるよ
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うな体制が整っているのか含めてですね，この行財政改革を推進する部署というのは，どう

いうことを主に担っていくのかですね，その内容について，説明を求めたいと思います。 

〇市長（打越明司） 財政再建のための部署の設置につきましては，既にこの4月1日からの機構

改革の中で指示をして，その部署は設置をされる予定になっております。それに合わせて人

員の配置等々，現在，検討しながら内示が近づいているという状況でもございます。この4

月1日スタートについては，おさおさ怠りなく進めていこうというふうに思っております。 

 せっかくの質問でありますので，具体的にどのような形で進めていくかということについ

ては，先だっての本会議でも少しお話をしましたが，一番の基本は収入に見合った支出，市

でいえば歳入に見合った歳出にしていくと，これが一番の基本中の基本だというふうに思い

ますが，現在はまだそういう状況は出来上がっておりません。今年度の予算でも歳入を越え

る歳出になっておりますので，繰入金を活用する予算編成ということになっております。こ

れをまずは，その歳入歳出をきちっとできるように最大の努力をする。もう一つのポイント

は公債費という形で毎年借金を返していくわけですけれども，新たにその市債を更に発行し

て事業を行うという，新たに市債をまた発行しているわけでありますが，この起債の発行と

公債費，借金の返済，これが起債を返済よりも多く借りていく，借金をたくさんして，その

借金を返すほうがそれを下回っていると，これは間違いなく財政再建は進んでいかないわけ

ですから，可能な限りこの起債を抑える，市債の発行を抑えていくということに努めなけれ

ばならないだろうというふうに思っております。そのことを念頭にしながら，財政再建のポ

イントになるのは将来負担比率，一般会計に占める将来の負担をできるだけ下げていくとい

うことを念頭に置きながら，この経営改善推進室でも様々な事務事業，一つ一つの事業につ

いても見直しを行っていく，あるいは効率的な組織運営になっているかどうかということも

含めて，それをチェックしていく，そういったことを中心にやっていかなければならないな

と。歳入に当たっては，できる限り国や県の支出金を活用していくということを積極的にや

っていかないといけない。自前だけの資金でそれを起債にして返していくというのではなく

て，できるだけ補助金を活用できるもの，国・県の負担を求められるもの，そういったもの

をできるだけ活用しながら，より効率の高い行政の形を進めていかないといけないなという

ふうに思っております。また，クラウドファンディングなどの新たな取組にも積極果敢にチ

ャレンジしていく必要があるだろうというふうに思っております。 

 入りの部分については，先だってもお話ししましたように，ふるさと納税にも力を注がな

ければならないというふうに思います。本市に納税してくれた方々に満足をしていただき，

ふるさと納税に出品をしていただいた生産者の方々も喜び，更に納税によって指宿の本市の

財政が少しでも潤うという，一石三鳥の事業に育て上げて，歳入確保の一助としていきたい

なというふうに思っております。 

 今申し上げましたことについては，すぐに取り組めるものもあれば，少し時間が掛かるも
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のもあろうかと思いますが，いずれにしても，こうした活動というのは，市民の皆さんや議

員の皆様方の御理解が欠かせないというふうに思います。私と職員が一丸となって取り組ん

でまいりますので，この財政再建についての取組は，改めて御協力のほどをお願いしたいと

思います。 

 それから，この五つのキーワードについてのお尋ねがありましたが，財政再建については

今のようなお話でありますが，稼げる町というのを実現をするということは，非常に重要な

柱であろうと思っております。私は人を迎えて稼ぐ産業とモノづくりを通じて国内外に売り

込んで稼ぐ産業，この二本柱に大別をして，それぞれの特性を最大限に生かせるように取り

組んでいかなければならないというふうに考えております。施政方針の中でチェンジだけで

はない，リボーンであるというふうに申し上げましたが，単に変えるということではなく

て，生まれ変わると，指宿の再生を目指していくというふうに考えております。コロナ禍で

経済的な損失に直面をしている産業には早急に対応していく必要があり，短期的に効果的な

支援を行ってまいりたい。中期的にはポストコロナの時代を見据えた戦略づくり，それに基

づく地域づくりに取り掛かってまいりたいというふうに思っております。農畜水産業をはじ

めとするモノづくりの分野と，観光業など人を迎える産業は深い関わりがあります。そのこ

とを私たちはもっともっと意識する必要があると思います。そのために，庁内に横断的なワ

ーキングチームを立ち上げて，市内のあらゆる分野から人材を集めて，戦略づくりのチーム

を作り上げながら，協力体制を築いてまいりたいと思っております。私なりには，今後，産

業の振興に大切な共通課題というのは，一つはマーケティング，一つは商品の開発，一つは

労働力の確保，これが大きな資産になるのかなというふうに思っているところです。様々な

分野が連携・補完できるように，これまでほかの分野との関わりをあまり考えていなかった

市民や職員の皆さんの意識も改革をしながら，稼げる町を実現してまいりたいと思います。

さらに，稼げる市役所も実践していくということが必要だろうと思います。先ほど申し上げ

ました，ふるさと納税の分野であります。指宿はこの制度の導入時のころには取組が少し弱

くて，十分にポテンシャルを発揮しきっていないのではないかというふうに考えておりま

す。正に今こそ，市役所を挙げて取り組む必要があり，いぶすき観光デザインの力も借りな

がら，資金も人材も投入する分野だと考えております。正に入るを量りての入るを増やして

いくチャンスだというふうに考えます。 

 そのほか，住みやすい町，あるいはＩＴ化と情報発信も重要な政策であります。その詳細

にわたっては別の機会に詳しく御説明させていただきたいと思いますが，本年度の具体策と

しては，子育ての支援にあってはこども相談係，こども保育係の設置をするとともに，ＩＴ

化の推進に対しては，市民の皆様がデジタル社会の恩恵を受けられるよう，令和4年度から

新たにデジタル戦略を担うデジタル戦略課を設置し，市役所はもちろんのこと，地域を含め

た本市全体のＩＴ化を進めてまいろうと思います。執行部と市議会，そして市民，地域，市
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内外の指宿ファン，それぞれがワンチームとなって各施策の実現に向け知恵を出し合い，議

論を深めながら，そうした取組を通して，指宿の再生を図ってまいりたいというふうに考え

ているところです。 

〇１３番（井元伸明） ありがとうございました。今のこの五つのキーワードについて，本当に

分かりやすく説明いただいたことの中でですね，私が一番大事だろうと思うのがですね，議

員の皆さん方とは同志であるということを最初述べられておりましたけども，そしてワンチ

ームの中に市民，地域，市役所，市議会をやっぱり議論を深める中で一体となっていかなけ

ればならないということを力強くおっしゃっていただきましたけど，まだ市政が始まったば

かりでございますので，多くの期待というのはなかなか難しいところもあろうかと思います

けれども，次回の6月補正予算あたりからですね，少しずつできることがあればですね，公

約に近いような一部分でもですね，何か反映できるのであればと思っておりますけど，ぼつ

ぼつ6月ごろに期待をしたいと思うんですが，いかがでございましょう。もし，思いがあれ

ば一言いただければありがたいと思います。 

〇市長（打越明司） 先ほど申し上げましたように，今すぐ取り掛かれること，少しプランを，

戦略を練って，おいおい取り掛からなければならないこと，あろうかと思いますが，できる

ことから順番に，積極的に取り組んでいきたい，それぞれの議会ごとに，少しでも前進をし

た成果を御報告できればなというふうに思います。 

〇１３番（井元伸明） 是非，大きな期待をして，希望を持って前向きに見ていきたいと思いま

すので，よろしくお願いしたいと思います。 

 その中でですね，市長に最後にお尋ねしたいのは，市長の説明責任という言葉もありまし

たけれども，この説明責任の中でですね，今まで執行部の方々は我々議員，全員協議会，議

員懇談会の席で，るる説明をいただいておりましたけれども，最近はあまり説明も，市長と

しての説明もですね，市長というのは最高責任者でございますので，聞いていなかったよう

に思っておりますけれども，市長についてはですね，今後，全てというわけにはいかないと

思いますけど，事の重要案件というようなのがあればですね，それについては議会の議員懇

談会等でですね，是非，説明を求めたいと思いますけど，市長の気持ちというかですね，思

いはどういうものがあられるのか，お尋ねしたいと思います。 

〇市長（打越明司） 井元議員が正に御指摘のとおり，この市政を進めるに当たっての重要な案

件につきましては，議員懇談会等の機会を通じて，御説明をする機会を是非とも設けさせて

いただきたいと思います。また，その際には議員の皆様方からの御意見や御提案などもいた

だいて，市政運営の一助に是非させていただきたいと考えております。 

〇１３番（井元伸明） 今後の御活躍に期待をしたいと思います。 

 続いて，池田湖の生態系についてお尋ねをいたしますけど，今までこの生態系について，

どのような調査をされたかということでお聞きしましたが，環境省の出先機関の調査である
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とか，鹿児島大学のとか，水質保全協議会において令和2年度ですか，現地調査もしている

ということでありましたけれども，その詳しい調査結果についてはですね，どのようなもの

が報告をされているのかですね，もしあれば，お示しをいただきたいと思います。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 令和2年に県が実施した結果によりますと，魚類で10種類，甲殻

類で2種，貝類で2種，合計14種の魚介類が確認をされております。前回，平成22年に池田湖

水質環境保全対策協議会が鹿児島水産高校との協力の下に行った生態系調査では，オオウナ

ギ，ワカサギ，ドブガイ，カラスガイが確認されておりましたが，今回の調査では確認をさ

れておりません。 

〇１３番（井元伸明） 以前はですね，いろんな魚も確認をされていたと，それと含めてです

ね，私なんかが小学生のころは，池田湖から琵琶湖にですね，ワカサギを相当持って行った

ことを記憶に残っておりますけれども，それからすると，今は本当に生態系が変わってきて

いるのかなと，いろいろ理由はあろうかと思いますけれどもですね，この，ウナギも少な

い，コイ，フナもいないと，今さっきテラピアもいるという報告もありましたけどですね，

外来種ですね，ソウギョとか，レンギョとかいるからということもありましたけど，含めて

ですね，池田湖は海藻類というか，藻がもうほとんど見られるような状況でもあります。私

この前，今，環境整備している前に行きましてですね，前の池田湖の護岸とは全然，形態が

変わっておりまして，私はちょっと下から，横から見させていただきましたけど，今は水温

も大分下がっておりましてですね，この護岸の岩肌と砂を敷き詰めてありましたけど，この

奥にちょっと行ってみようかなと思ったんですけど，ちょっと足の状態が悪いから踏み込み

はできませんでしたけど，こういうところを整備するにあたってですね，やっぱし生態系も

徐々に，今，海に対してはヒラメとか，いろんなもの，タイとかですね，放流もいたしてお

りますけど，あそこまでしてほしいとは言いませんけれども，何か戻るような環境を何かで

もしていかないと，前の池田湖は戻って来ないと思います，いろんな意味ではですね。この

調査をされた中で，もう数が少なくなっているということをしょっちゅう聞いているんです

けれども，この魚介類についての数はどれぐらいを確認されたのか，その調査をお聞きにな

っておれば，ちょっとお願いしたいと思うんですけど，いかがでしょうか。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 池田湖に生息している魚の数については，生息数が調査されてお

らず分からないところであります。県の調査によると，以前確認されていたドジョウ等が確

認されなくなったことについては，絶滅したか，もしくは極めて小規模な個体群が，かろう

じて存在している状況にあると考えられる。減少，もしくは絶滅の原因は不明であるが，テ

ラピア等の競合種の加入や，護岸や周辺の水田を取り巻く環境の変化等が考えられるとされ

ているところでございます。 

 池田湖には，かつて水生植物を多量に食べるソウギョが生息しておりましたが，平成5年

以降はソウギョは確認をされておりません。令和2年の調査では，ホザキノフサモという水
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草が沿岸に広く分布していたと記載されており，水草に産卵を行うコイやフナ類にとって

は，よい繁殖環境にあるとされているところでございます。 

〇１３番（井元伸明） 非常にこの生態系調査というのは難しい問題もあろうかと思います。一

つにですね，この池田湖の以前はオオウナギというのが非常に多く釣れて，にぎわった時期

もございました。そのためにはですね，池田湖のオオウナギ，コイを食べたいがためにです

ね，わざわざ名前を申し上げていいかどうか，出しませんけど，小学校の近くにですね，料

理屋さんがございます。そこに旅館というのを当時やっておりましてですね，そこの方々が

池田湖で捕れるウナギ，コイ，あるいは山で捕れたキジとかですね，ハトとか，いろんなも

のを出してくれるということで，わざわざ全国からそれを目当てにですね，来られた方も結

構おられた時期もあったんですよ。だから，やっぱりこれをまた，この域の環境だけじゃな

くして，いろんな環境が変わってきているのは事実でありますけれども，少しでもできる状

況にするためにですね，特にこの池田湖のオオウナギがいなくなって，数が少なくなってき

ている状態はですね，ウナギというのが，一回，産卵のために新川を下って海に下るわけで

すね。下って，また稚魚が上がって来て，初めて池田湖で大きくなるというウナギの生態ら

しいですけれども，このウナギがですね，なぜ上がって来れないのか，少なくなって，来れ

ないのかという状況をですね，いろいろな方にお尋ねするとですね，いろんな状況がです

ね，今，この新川の河川工事をいろいろ県のほうでやっていただいておりますけれども，こ

の河川工事をするに当たって，擁壁というか，2・3ｍぐらいの高さで災害が起きないように

ということで造られたこの護岸工事がですね，あるがためにとてもじゃないけどシラスウナ

ギが登れないだろうと，上ってもごく少数しかいないという話をよく聞いているんですけど

も，これなどですね，それとあわせて，このウナギを戻すようなためにはですね，その池田

湖の生態系にちょっといろいろ興味のある詳しい方の話を聞きますと，横側にその3ｍぐら

いの擁壁のあるところにですね，100mmか200mmぐらいのパイプを準備するか，あるいは2・

30cmぐらいの側溝でもいいから，通り道を造ってやったら，自然に生態系というのは戻って

くるんじゃないかという話をよく聞くんですけれどもですね，これも指宿市がするとかせん

じゃなくて，いろんなことを思うにはですね，やっぱり県のほうに指宿市が何らかの形で働

き掛けをしていただかないと，元には戻りにくいと思うんですけれども，こういう状況にで

すね，何かするべきじゃないかということをあわせて，もう一つはですね，池田湖の魚の産

卵場所ですね，今，新永吉の棚田の下に一部はそういう砂浜があったりして，産卵の場所が

あるそうですけれども，もうそれもほとんど狭くなって，産卵しにくいような状況になって

いるという状況もありますので，あわせてですね，このウナギが帰って来れるような，そう

いう設備というか，装置というかですね，そんなお金が掛かるような状況じゃないと思われ

ますけれども，こういうことにですね，指宿市として取り組んでいく考えがないのか，ある

のかですね，検討いただけるのか，そこだけちょっとお尋ねしたいと思います。 
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〇建設部長（山﨑一磨） 議員御指摘の河川に段差がある分につきまして，これは落差工と申し

ます。この落差工はですね，水の流れの速度を抑えまして，河川災害の発生を防止するよう

設置されているところでございます。落差工がありませんと，川の流れによってですね，護

岸の洗掘が起こり，護岸の崩壊，並びに溢水等により災害等が発生するために設けられてい

るものでございます。なお，先ほど申されました魚の通り道，魚道につきましては，落差工

に切り込みを入れてある部分につきましては，魚道という形で設置してはございます。た

だ，水量の多いときには，その魚道から魚が上がれるような形で設置はされているところで

はございます。ただ，2ｍ，3ｍと落差工の段差が大きいのにつきましては，議員の申された

ような魚の道，関係者の護岸をするとかいうのが必要になってくるというふうには思ってお

ります。新川につきましては，河川管理者であります県や南薩土地改良区との協議も必要に

なろうかと考えておりますので，これらの関係機関と協議してまいりたいというふうに考え

ているところです。 

〇１３番（井元伸明） 是非，御検討をお願いをしたいと思います。去年ですか，流域治水協議

会というのも立ち上がっておりますので，そういう中でもですね，非常にこの新川，指宿市

においてはですね，新川水系と二反田川水系と二つ分かれているようですけれども，是非こ

の新川水系の中では，担当の方は指宿市が危機管理課長さんとか，耕地林務課長，土木課

長，そして建設部の都市・海岸整備課長さんとか，水道課長さんも入っていらっしゃるよう

です。これに南薩土地改良区とか，開聞土地改良区とか，そういうメンバーも，それと気象

庁の方々もですね，鹿児島気象台の方々が入ったりとか，もちろん県の農政部，土木部と

か，いろんな方たちが危機管理課とかですね，関係者がいろいろ入っての協議会になってい

るようですので，是非そういう中でですね，もし機会があれば御検討いただきながらです

ね，池田湖の，もちろん水害・災害が起きないようにということを前提にしていることであ

りますけれども，そういうことが協議できるんであればですね，またお考えいただければと

思います。よろしくお願いいたします。 

 続いて，池田湖の周辺環境整備についてなんですけれども，今，ほぼ工事も終わっている

ようでありますけれども，併せてですね，私は前回の一般質問のときに申し上げましたけ

ど，せっかくトイレが池田湖の前にあるのに，なぜ新しいトイレができる前に壊したのかと

いうことをお聞きしましたけれども，その後ですね，今の旧売店，市が貸付けされていまし

た売店は，きれいに解体をされ，整地をされておりますけれども，その横側にですね，バス

停の所に仮設トイレという形で2つ置いてもらってはありますけれども，このトイレ等はで

すね，もう見れば外観等は出来上がっているようでもありますので，いっときも早くです

ね，せっかく観光に来られた方は，全部使えなくても，トイレの一部でもできればありがた

いのかなと思うんですけども，これまでの工事の進捗状況に合わせてですね，このトイレな

んかの使用は，早めにできるのか，できないのか。できるとすれば，大体いつ頃を想定して
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いらっしゃるのか，お尋ねをしたいと思います。 

〇産業振興部長（大迫格史） 公衆トイレにつきましては，まだ供用開始ができておらず，御不

便をお掛けしております。市では，道路向かいに仮設トイレを設置するとともに，貼り紙等

により近くのイッシートイレ，それからえぷろんはうすのトイレを御案内させていただいて

いるところでございます。市としましても，なるべく早く公衆トイレの供用を開始させたい

と考えておりますが，この4月以降も県がトイレ周辺の歩道や駐車場の整備を行うことにな

っております。利用者の安全確保の観点から，まだ供用開始できる状況にはないところでご

ざいます。一日でも早く供用開始できるよう，県にも要請してまいりたいと思っておりま

す。具体的な時期については，県との協議ということになっておりますので，申し上げられ

ないところでございます。 

〇１３番（井元伸明） これからですね，周辺の歩道整備，駐車場とか，芝生広場も整備を行う

ということでありましたけれども，できるだけ早くですね，是非，供用開始，トイレだけで

もできればありがたいなと思っております。 

 それとですね，あわせてこの場所から，今，整備をやっておりますそこからえぷろんはう

すまでのウオーキングロード整備が，最初計画されておりましたけれども，当初，住民の

方々との説明会の中で，反対意見などもあったことからですね，一時先送りという形で，そ

のようになっているという話を伺っておりますけれども，この先送りされているウオーキン

グロードの場所はですね，以前から何回もお尋ねしておりますけれども，浸水問題も以前発

生をしている場所でもございます。浸水問題はありますけど，この池田湖についてのです

ね，水利権というのは，指宿市民の大切な飲料水としても使用されている場所でもございま

す。またですね，畑かん用水としてですね，指宿市，南九州市，枕崎市の農業用水として，

約6千haの畑かん地域にですね，水を送っております。そのうちに指宿市は約2千haで，農家

戸数というか，受益者の方でですね，5,478戸の農家の方が，この畑かん用水を利用され

て，一生懸命農業を頑張っておられるという状況もございます。そういう大切な水を溜める

場所としてですね，この水位を溜めるためには，62ｍから66ｍまでということで，これは簡

単に決めたんじゃなくて，もう畑かんを始める前にですね，環境庁のアセスメントをしてい

ただいたりなんかして，その状況の中で62ｍから66ｍまでは安全でしょうという形で許可は

していただいておりますけれども，近年になってですね，この66ｍに限りなく近くなってき

ますと，湖畔の元指宿市が宅地販売として販売した場所のところに，現在の戸数は大体3戸

数から何戸数かだろうと思いますけど，浸水が発生して，なかなか安心して生活ができない

と，家に出入りができない，トイレが使用できない，台所のあれを使えないということがあ

りまして，長いことですね，市に何とか対策を取ってほしいということで要望が出ている場

所でもありました。これまでの執行部の私のお尋ねに対してですね，執行部からは関係機関

というか，畑かん事務所とか，南薩土地改良区とか，そういうところに池田湖の水位を下げ
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ていただくように，何とかお願いをするということを説明をいただいておりましたけれど

も，なかなかできる状況ではないということも，私も聞いておりましたけれども，一昨年の

11月にこの畑かん用水の管理をしておりますですね，南薩土地改良区の責任者の方々とです

ね，農水省に池田湖の水位問題について，下げれないかということで御相談に行ってまいり

ました。国においてもですね，池田湖の水位を下げることについては，非常に難しいと，簡

単にいきませんよということでした。国においてはですね，現在の異常気象等による局地的

な大雨等の災害防止対策としてですね，様々な観点から，各省庁間の横断的な対策を検討を

しているので，まずは指宿市が県の河川課と相談をして，それから県から国に対して要望が

あれば，国にしても相談にも乗る用意はありますよということを伺っております。そのとき

はですね，要望という形で相談に行きましたけれども，普通はお忙しい農水省の課長さんな

んかであればですね，5分程度が関の山であったと思いますけれども，2時間以上時間を割い

ていただいて，国交省の課長さんを呼んでいただいたり，農水省のいろんな課長さんを一緒

に呼んでいただいたりしてですね，そして鹿児島の県庁にも電話していただいたこともあり

ました。それぐらい池田湖の問題はいろいろあるというのをですね，ある程度はその課長さ

ん方は知っていらっしゃるんですよ。農業用水は大切なものであるということも含めてです

ね，こういう相談をするときですね，私は今，南薩土地改良区の理事もさせてもらっており

ますけど，市長も今度から委員外の理事という形で就任されておられますけれども，そうい

う形でこの水を下げれないかということをしたときにですね，南九州市，枕崎市の方々はで

すね，それは指宿市の問題だから指宿市で解決してくださいよと，まずは，ということをし

ょっちゅう言われておりましたので，わざわざ国に行って，どういう状況なのか，できない

のか，改めて相談に行きましたけれども，そういう状況をですね，できないということでも

ありましたので，この前の質問でも申し上げましたように，現在，国の防災減災対策事業に

乗せれば，今度サイクリングロードを造ろうとしている，整備しようとしている場所と同じ

地域が，たまたま浸水場所にも当たりますので，一緒に何かこれは土木課と観光課，これも

縦割り行政じゃなくして，横の横断的な話合いの下でですね，何かできるんじゃないかとい

うことをお願いはしておりましたけれども，その後ですね，どういう検討をされたのか，土

木，観光課においてですね。もし何か進展があれば，お示しをしていただきたいと思いま

す。 

〇建設部長（山﨑一磨） 池田湖の周辺の浸水対策につきましては，安全安心に生活するために

重要な課題であると捉えております。防災減災事業につきましては，先ほど議員からも御指

摘がありましたように，流域治水という形の国の制度がございます。その制度が県南薩地域

におきまして，池田湖を含む新川水系のほか，五つの二級河川水系が令和3年11月に南薩地

域流域治水協議会として設置されたところでございます。今後，この協議会におきまして，

関係機関と連携して課題の共有に努め，ハード・ソフト事業を含めた事前防災対策につなげ
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ればと考えているところでございます。 

 なお，公園からのウオーキングロード等に含みまして，この防災事業でという話がありま

したけれども，この件につきましても，やはり防災事業と観光事業，これらを一緒になって

検討してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

〇１３番（井元伸明） 是非ですね，前向きな検討をお願いをしたいと思います。それと，今度

は3年3月に南薩地域流域治水協議会というのが設置をされておりますけれども，設置のメン

バーはですね，いろいろ多くの市も関係しております。指宿，南九州，枕崎，南さつま市の

各市長さんが参加をしておられますので，こういうところで積極的に協議をしながらです

ね，前向きに検討していただきたいと思います。 

 もう時間もありませんので，最後ですけれども，このですね，私が浸水の話をしたりなん

かするのをですね，この前の選挙のときに，初めて選挙カーで尾下地区に入らせていただき

ましたら，選挙カーを止められましてですね，あなたは池田の井元さんでしょうというか

ら，ちょっと降りてくれというから降りて行きましたら，池田のことを一生懸命心配してく

れてやっているのは分かりますけれども，池田湖の水位が上がってきたときに，困っている

のは池田地区だけではありませんよと，尾下地区もそういう状況がありますよ，知っていま

すかということでありましたけど，これまでに，私もこの前ちょっと行きましたけれども，

どのような状況があって，河川管理者は県ですので，どういうことがあったのか，もし確認

されているのであればですね，お尋ねいたします。 

〇建設部長（山﨑一磨） 県に尾下の件で確認しましたところ，尾下地区集落南西側の護岸につ

きまして，平成19年，平成30年に台風に伴い高波が発生し越波が起きたことから，護岸基礎

部から土が吸い出され，畑の陥没被害が発生しております。この陥没被害につきましては，

各年度復旧工事が施工されているところでございます。なお，尾下地区におきましては，こ

の平成19年，30年の護岸背面の陥没による復旧工事以後におきましても，南西側の畑地帯に

面した護岸におきまして，波の影響による洗掘の恐れがあることから，令和元年度から年次

的に，護岸の改修工事が県により実施されているところでございます。 

〇１３番（井元伸明） もう最後ですけれども，この尾下地区の護岸工事についてはですね，新

たに整備されたところもありました。丈夫に整備されておりました。けれどもですね，この

まっすぐ行ったところの西側というか，池田の新永吉の棚田近くに行けばですね，まだまだ

整備をされていない状況，このまま温暖な地域で気候も落ち着いて，あそこに住み着いた方

もですね，いろんな集会場を今整備をされているようでしたけれども，そういう方々もい

て，また新たに住民が増えてきている場所でもありますので，今後のですね，この整備の予

定というか，この西側の地区のほう，これについて何か県のほうでというか，整備するよう

な予定があれば，お尋ねしたいと思います。 

〇建設部長（山﨑一磨） 尾下地区並びに新永吉地区，全ての面におきまして池田湖の護岸，老
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朽化した部分も結構ございます。そのような案件につきまして，県と一緒に現地を確認の

上，早急に手だてするべき護岸につきましては，一緒になって県のほうに要望するなり，市

でできる分については，市で対応してまいりたいというふうに考えております。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時０４分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，吉村重則議員。 

〇１０番議員（吉村重則） おはようございます。私は日本共産党の議員の一人として，平和憲

法の改憲に反対し，市民の命と暮らしを守る立場から，通告に基づいて一般質問をいたしま

す。 

 ロシアによるウクライナ侵略に対し，世界中から戦争をやめろの声が上がっています。プ

ーチン政権は病院や学校などを破壊し，罪なき市民の命を奪う暴挙に出ています。しかも，

原子力発電所を攻撃し，外部からの電力供給を切断するなど，世界規模の大惨事になりかね

ない事態も迫っています。国連総会緊急特別会合での非難決議に続き，国連人権委員会の調

査委員会設置が採択され，ロシアの孤立が白日の下にさらされています。ロシアの行為は国

連憲章や国際法に違反するものであり，いかなる言い訳も通用いたしません。戦闘を直ちに

やめ，無条件で撤退すべきです。国際社会における紛争を解決するため，武力に訴えること

を許さない世論は，世界の大勢です。一方で，ロシアの侵略を口実に，自民党や維新の会な

どから憲法9条では国は守れない，米軍と核兵器を共有すべきなどの発言が相次いでいま

す。岸田政権は，敵基地攻撃能力の補充の検討を表明し，衆議院憲法審査会が連続で開催さ

れるなど，改憲論議も一気に強まっています。ロシアの蛮行が明らかにしたのは，軍事対軍

事の対応では国民の生命，財産は守れないということです。敵基地を攻撃すれば反撃を受

け，全面戦争になり，攻撃の抑止にはなりません。日本被団協は維新の会の核共有提言に対

し，日本国民を核戦争に導き，命を奪い，国土を廃墟と化す危険な提言だとして撤回を要求

しています。求められているのは軍事同盟ではなく，平和の国際秩序を強め，核兵器を廃絶

することです。日本国憲法には，再び侵略国家にならないとの決意が込められています。憲

法9条を生かした平和外交こそ，紛争の平和的解決に向けた日本政府が取るべき態度ではな

いでしょうか。 

 それでは，通告に基づいて一般質問をいたします。 

 新型コロナ対策について，新型コロナの感染状況はどのようになっているのか。 

 農業問題について，政府は，今後5年間で米を作付けしない水田を，水田活用の直接支払

交付金の対象から外し，補助金の減額引きはがしを強行しようとしているが，指宿市民には

どのような影響があるのか。 
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 地熱問題について，質問いたします。令和3年度に露天風呂予備泉源掘削工事に約7,000万

かけて掘削をし，失敗に終わっているが，なぜ蒸気泉源掘削工事でなければならなかったの

か。なぜ失敗に終わったのか。検証がなされたのかどうかを質問し，1回目の質問といたし

ます。 

〇市長（打越明司） 吉村議員から露天風呂の予備泉源の掘削についての御質問をいただきまし

た。今回，替掘工事を行ったそもそもの泉源というのは，平成12年度に掘削されており，そ

の段階から蒸気が随分噴出していたというふうに伺っております。ヘルシーランド露天風呂

の予備泉源の確保については，新たな場所での掘削となると，設備等の改修も伴うこととな

るため，様々な条件を踏まえた上で，第1泉源の替掘が最善であると判断をし，今回の工事

を実施したところであります。掘削が完了した段階でお湯の量を調査したところ，最大で毎

分174ℓの汲み上げ量が確認できた時間帯もございましたが，汲み上げが確認できない時間帯

もあり，平均では毎分35ℓ，湯温については67.4℃から78℃であり，残念ながら，露天風呂

を賄うだけの泉源には至らなかったということでございます。その検証と残余の質問につき

ましては，関係部長から答えさせます。 

〇健康福祉部長（山元成之） 新型コロナの現状につきましてお答えいたします。本市の新型コ

ロナウイルス感染症の感染者につきましては，令和2年7月に初めて確認されました。昨年の

12月までに141人の感染者が発生しております。第6波といわれる感染力の強いオミクロン株

に置き変わって以降，本市におきましても感染者の増加がとどまらず，3月17日現在で459人

確認されました。本年1月9日以降だけで318人の感染者が確認されております。その内訳で

ございますが，10歳未満が60名，10代46名，20代32名，30代52名，40代39名，50代28名，60

代以上が61名となっており，クラスターも5件発生しております。 

〇農政部長（寺田昭宏） 水田活用交付金事業の見直しについての御質問ですが，令和4年度に

おける水田活用の直接支払交付金の見直しのうち，本市に影響のあるものとしては，交付対

象水田要件に関する現行ルールの徹底というもので，具体的には，水張りができない農地，

すなわち畦畔や用水路がない農地等は，交付対象水田から除外するというものであります。

これにつきましては，現場課題を検証しつつ，令和4年から令和8年までの今後5年間で，一

度も水稲作付が行われない農地を交付対象水田としない方針が国から示されたところであり

ます。 

〇産業振興部長（大迫格史） なぜ蒸気泉源掘削だったのかということでございました。現在，

ヘルシーランド露天風呂に使用している泉源は，蒸気泉源でございます。タンクで蒸気に水

を混ぜて浴用に使用しているところでございます。一般的に言う温泉泉源は，泉源から液体

の温泉水が湧出するものを言います。蒸気泉源は水蒸気のみが噴出するものと，熱水と水蒸

気が噴出するものがあり，いずれも温度が100℃以上であるものを言うところでございま

す。このため，蒸気泉源と通常の温泉泉源の違いは，水蒸気を伴うのか，それとも液体のみ
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なのかという点でございまして，温度も蒸気泉源のほうが高温となっております。そこで，

泉源を掘削する際は，地中の状態や，求めるものが温泉水なのか蒸気なのかによって方法が

決まってくることになります。今回，替掘工事を行った元の泉源の温度は，県の温泉台帳の

情報によると100℃となっております。元の泉源が蒸気泉源であったことを踏まえ，同等の

泉源確保が必要であるとの認識でございまして，蒸気泉源の掘削を実施したというところで

ございます。 

 また，検証ということでございますが，掘削をした業者等にも確認しましたが，5ｍ以内

の替掘であっても，出ないことはままあるということでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） まず，コロナの関係から質問をします。今年になってから6波がか

なり増えているということですけど，学級閉鎖なんかも起こっているわけですよね。保育

園，幼稚園を含めて小学生ぐらいまでの対象として，去年の8月から小学校休業等対応助成

金が国から示されているわけですよね。去年の8月からはどのような状況なのか。去年8月か

ら12月までの分については，もう申請が終わっていると。今年1月1日から今月31日までにつ

いては，5月31日までにすればいいということになっているわけですけど，まず小学校の休

業等対応助成金について，どういう制度なのか，説明をしてください。 

〇産業振興部長（大迫格史） 新型コロナウイルス感染症により小学校などが休業したときや，

子供が感染したため，その世話を保護者が行うとき，保護者が勤めている場合は休みを取る

必要が出てきます。小学校休業等対応助成金は，世話を行うために休みが必要となった保護

者である労働者に対し，事業主が労働基準法上の年次有給休暇以外で休暇を取得させ，賃金

を支払った場合に，事業主が国に助成金を申請すれば，上限はありますけれども，支払った

賃金相当額が事業主に支給されるという国の制度でございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 昨年8月からこの制度が導入されているわけですけど，昨年8月から

子供の感染状況，学校を休んだりとか，保育園を休んだりしている，その実態はどうなって

いますか。 

〇健康福祉部長（山元成之） 保育所等の休園でございますが，令和3年度，市内の保育所等に

おきまして休園となった施設は6施設，放課後児童クラブにおきまして休所となった施設は4

施設ございました。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 令和3年度におきまして，市立学校において学級閉鎖を行った学級等

は1学期に1校1学級，3学期現在までにおきまして，8校20学級でありました。また，1校で学

校全体の臨時休業も行っております。 

〇１０番議員（吉村重則） この制度については，申請主義になるわけですよね。保護者の皆さ

んは，ほとんど知らないのが現実だと思うんですけど，この内容について保護者への伝達，

知らせていく，どのような方法でやられたのかどうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金等の制度に
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つきましては，これまで8回，教育委員会から市内小学校に向けて周知をお願いし，保護者

に対して制度の案内に努めてきております。今後も保護者への周知に努めていきたいと考え

ております。 

〇１０番議員（吉村重則） この制度の場合は，企業のほうが申請をしなければならないという

問題でもあって，なかなか休んだからといって，即，申請ができない，本当に理解できるだ

けの説明がなされているんでしょうか。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 教育委員会におきましては，学校に小学校休業等対応助成金等の制度

について，保護者への周知をお願いしているところですけど，各学校におきましては，実態

に合わせて文書の配布及び全戸一斉メール等の方法により，市内全小学校において実施され

ていることを把握しております。また，学校に対する保護者からの問い合わせにつきまして

は，3月18日時点で35件あったと把握しております。内容としましては，助成金申請に必要

な欠席の証明書の発行に係るものでありました。 

〇１０番議員（吉村重則） 1月から3月，今月いっぱい，3月31日については，まだこれから申

請はできるわけですので，保護者の方々，また，できれば企業のほうにも，なかなか全国的

な中では，企業のほうが渋ったりしていて，もらえない状況なんかも出ているというのが新

聞記事なんかでも出ています。そういう意味では，やっぱり企業のほうにも是非そういう要

請なんかをできたらと思うんですが，その辺はどうなんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） この制度は令和2年から実施されておりまして，その制度が始ま

った直後の令和2年4月から，市のホームページに掲載して紹介してきているところでござい

ます。今，企業にという御質問でございましたけれども，指宿商工会議所や菜の花商工会に

は，会員事業所等に対して，会報やメールなどを通じて，この制度の周知をしていただくよ

うお願いしておりまして，菜の花商工会は今週，指宿商工会議所は4月の会報で周知してい

ただけるというふうに伺っているところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 次に，農業問題について質問をいたします。さっきの指宿市への影

響については，5年間水田を作らなければ，この交付金がもらえないと。市の農家にどのよ

うな影響が出てきているのか。水を張ることによって，これまで転作の作物が植えられてき

ているわけですよね。水を張ることによって盤ができて，なかなか作物ができないというよ

うな状況も起こってくると思うんですけども，5年後なんですけど，どのような交付金がど

のくらい下りて，どのような状況なのか，その辺が分かれば。 

〇農政部長（寺田昭宏） 現在，本市全体の水田総面積は，約248.5haであります。そのうち約

28.5％の水田が今回の見直しの影響を受けるのではないかと考えているところでございま

す。なお，国からはまだ具体的な要件が示されておりませんので，現段階では具体的な影響

額について試算することが難しいというふうに考えているところでございます。なお，今後

は国からの具体的な説明があり次第，対象農家の方々に見直しによる影響度を含め，周知説
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明を行ってまいりたいと考えているところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 政府が減反政策をする中で，協力をしてきた農家が，もうここでば

っさり切られてしまうような状況だと思うんですよ。それで，転作，畑作としての作物をす

るに当たって，環境整備といったらいいんでしょうか，水路基盤整備とか，そういうのでも

かなり投資がされてきているんですか。 

〇農政課長（鴨﨑一郎） これまでの環境整備というところで言いますと，確かに要件でござい

ます用水路，それから畦畔，こういったものの実態というのが，かなり変わってきておりま

す。他府県におきましても，そういった実情を踏まえて，現在の課題の洗い出しを始めてい

るところも既にございますが，私どものところも，先ほど部長から答弁がございました約

28.5％の水田，ここの課題というのを現状で把握をする必要があろうかと思っております。 

〇１０番議員（吉村重則） 水田活用交付金の場合は，麦，大豆，多年草牧草10a当たり3万5千

円と，ソバ，菜種は2万円で5年間，作付けをしない場合は全てなくなるということですけ

ど，本当に農地を守っていく，また，田んぼなんかの場合はダムとしての役割も果たしたり

してきているわけですよね。農家が本当，管理をしていかなければ荒れてしまうという面か

らすれば，本当にこのような政府の一方的な，財務省ですか，米の生産ができない農地，米

以外の生産が定着している農地を交付対象から除外すべきと，財務省の不当な一方的な関係

でされるわけですけど，本当に農地を守っていくという面では，市としてこれが導入された

場合，どのような方向で守ることを検討しているのか。 

〇農政部長（寺田昭宏） これまで国の方針に沿って転作を行ってきておりました。本市としま

しても，転作率は非常に高い水準にあったというふうに考えております。ソバとか高収益の

作物を転作として植付けていた場合に，5年に1回水田に戻すということは，非常に大変だと

いうふうに考えます。他県においても，先ほどありましたように，国の助成負担が比較的軽

い野菜などに取り組むべきではないかという声も，関係団体を通じて出されているようであ

りますので，本市につきましても県と連携を図りながら，今後取り組んでまいりたいという

ふうに考えております。 

〇１０番議員（吉村重則） 麦，大豆にしても，10ａ当たり3万5千円と，これでも農家としては

価格が保証されてないという面では，どうにか管理をしている状態なわけなんですよね。そ

ういうことを考えれば，やっぱり価格補償とか，所得補償的なものを作っていなかければな

らないんじゃないかと思うんですよ。国が一方的にこういうことを決めて，地方に行けば，

それを今度は維持ができない状態になるわけですよ。だから，そういう意味ではやっぱり指

宿のほうで，本当に市の財政そのものは，先の質問の中でも改革は必要だという市長の答弁

があったわけですけど，そういう中でも，やっぱり指宿の場合は，若い農家が県内でも，全

国の中でも多いわけですよ。ですから，農家を守ろうという面からすれば，財政の中で少し

でもそういう補償的なものを作りながら，政府に対してやっぱり価格補償，所得補償をすべ
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きだと。地方は本当にこのまま今の総理大臣が言っているように，20年後ですか，農家従事

者が7割減になると。だから，水田の農家は今の従事者の6分の1すればいいんだと，今，平

均2兆近くなんですけど，全国で。これを12兆にすべきだと総理大臣は言っているわけです

よ。こうなった場合には，本当に地方は崩壊してしまうと。家族経営を守るんだということ

を，やっぱり国に対してどんどん申していくべきだと思うんですけど，市長はどのように考

えますか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 先ほども申しましたように，国からの見直し方針を受け，実際に農家

受益者からも戸惑いの声が上がっていることは聞いております。今年に入り，他県において

も構成市町村とともに，対応策の検討を始めたところもあるようですので，本市につきまし

ても，県レベルでの対応策が検討できないかということを求めてまいりたいと思っておりま

す。 

〇１０番議員（吉村重則） 政府が，米価については，ほとんど責任を持たないという中で，暴

落補塡や来年の作付け対策など，独自の対策を実施している自治体も全国にはあるわけなん

ですよね。そういう中で，ひとり親世帯などに食糧支援のためにお米券というのを市として

導入する考えなんかはないでしょうか。市長，お願いします。 

〇農政課長（鴨﨑一郎） 米政策についてということで，市の独自の政策ということになろうか

と思いますけれども，今回，この国の制度の見直しを受けて，先ほどから申し上げていると

おり，他府県におきましても，今後どういった対策ができるかというようなことを県ぐるみ

で話し合いを始めていると。これは，令和3年度に入って動き出しをしていると，先進の県

ではあるようです。そういったところで，今御質問のあったようなことも含めて，私ども市

として，それから県としての取組というところで検討をしていくことになろうかと思います

けれども，現段階でそういった取組を進めていきますということには，現段階では言及がで

きないところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 次に，新規就農者への対策として，機械導入，新規就農者が就農す

る場合に，1,000万円の無利子融資が申請されるということなんですけど，4月からなんです

けど，何名かの方が手を挙げているとか，そういうことはどうなんでしょうか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 相談が数件あるようでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） これまでの次世代支援については，全部国費で賄われていたと思う

んですけど，その辺はどうなんですか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 来年度から見直しの内容につきましては，経営開始5年までの年間最

高150万円が交付されていた経営にかかる資金が，来年度からは見直しで3年までの年間最高

150万円となっているようであります。また，新たに創設される事業につきましては，経営

発展のための機械，施設等の導入に係る支援として，補助対象事業費が上限1,000万円の経

営発展支援事業が設けられております。なお，経営開始に対するこれらの支援事業は，併用
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による活用も可能であると聞いておりますが，国の要綱等がまだ定まっていないことから，

事業の交付要件や内容の詳細については不明であります。先ほど内訳について御質問があり

ましたが，この機械導入等に係る経営発展支援事業につきましては，国が2分の1，県が4分

の1，本人が4分の1の内訳となっているようであります。 

〇１０番議員（吉村重則） インボイス制度の導入について，昨年6月議会だと思ったんですけ

ど，農家への影響はどうなのかと一般質問で取り上げたわけですけど，この間，税理士を雇

ったりして，かなりいろんなところで勉強会なんかも開いているみたいですけど，農家への

影響とか，その辺については大体分かってきているんですか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 消費税の仕入れ控除方式である適格請求書等保存方式，いわゆるイン

ボイス制度は，令和元年度の消費税軽減税率導入に伴い，令和5年10月1日から課税売上げ

1,000万円を超える事業者を対象に義務付けられる制度であります。この制度は，売り手が

買い手に対し，正確な適用税率・税額を伝えるほか，販売事業者等が仕入税額控除を受ける

ため，売り手や買い手が適格請求書，いわゆるインボイスの保存を必要としていく制度であ

ります。制度の中では，農協等に対する特例や卸売市場特例が設けられているほか，免税事

業者に対しましては，令和11年9月までの段階的税額控除措置が講じられているところでご

ざいます。 

 想定される農業者への影響といたしましては，課税売上が1,000万円以下で，特例等の対

象にならない農家は，適格請求書を発行できず，仕入税額控除ができないことを理由に，適

格請求書，インボイスを必要とする事業所との取引において，従来の取引額から控除ができ

ない仕入税額を差し引いた価格設定への変更や，場合によっては取引の内容が変更になる可

能性がございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 今後の農業従事者について，政府のほうでは20年後は，今130万人

以上の従事者が42万人ぐらいに減るという計画がされているんですけど，指宿市の場合はど

のような見通しを持っているんですか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 基幹的農業従事者とは，5年ごとに行われる農林業センサスにおい

て，15歳以上の世帯員のうち，普段仕事として主に自営農業に従事している人です。10年

後，20年後の基幹的農業従事者数については，国立社会保障・人口問題研究所が令和2年の

国勢調査に基づき算出した将来推計人口や，本市における就業者数に占める基幹的農業従事

者の割合などにより独自で算出した場合，令和12年が1,625人，対令和2年で282人の減，令

和22年が1,370人，対令和2年で537人の減と推計しているところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 政府のほうでは，大規模化することによって農地も守れると考えて

いるのかどうか，食料についても守れるかどうかだと思うんですけど，地方においての農家

の減少というのは，環境整備からしても，また，水田のダム化の問題にしても，本当に大変

な状況になると思うんですよ。このままどんどん減少していくことに，市長自身はどのよう
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に考えますか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 農業従事者の減少は，我が国の食料生産に多大な影響を与えるもので

あります。本市が総合振興計画に将来都市像として掲げる食料供給都市の実現にも影響を及

ぼすものであります。減少対策としましては，まず，新規就農者の確保が重要であると考え

ております。その中で本市は，新規就農者が早期の経営確立に向けて作成する青年等就農計

画の認定を受けた認定新規就農者数が，制度開始の平成26年度から令和2年度までの累計

で，県内1位の状況にあります。また，夏のオクラ，冬のソラマメやスナップ，実えんどう

に代表される豆類など，高収益作物を生む肥沃な土壌を求め就農するＩターン者も見受けら

れます。このような状況と，国や県，本市の支援策等について，就農相談会やホームページ

等により国内に向けて積極的にＰＲし，農業従事者の確保に努めてまいりたいと考えており

ます。加えて，人口減少において，労働力そのものの不足がいわれている今日，少ない従事

者でも維持できるような農業構造への転換については，農地の利用権の交換等により分散す

る経営農地を集約化し，作業効率化を図ることやロボット技術，ＩＣＴを活用したスマート

農業の導入による農作業の省力・軽力化の推進に取り組んでまいりたいと考えております。 

〇１０番議員（吉村重則） 農業問題だけ取っても，この水田活用交付金の見直しとか，それと

か，インボイスによって農業経営がかなり厳しくなってくる。離農される方も結構出てくる

んじゃないかと。今後の農業従事者にしても，結局，自然災害が大きい，苦労している割に

は採算性がないというのを考えれば，国に対して農政に，全般について，いろんな問題につ

いて意見を申していくと，インボイスについても中止を求めていくというような考えは，市

長としては持っていないですか。 

〇農政部長（寺田昭宏） 今後につきましても，県，農協等の関係団体と連携しながら取り組ん

でまいりたいというふうに考えております。 

〇１０番議員（吉村重則） なかなか市長に答弁してもらえないんですけど，この新規就農の

1,000万の負担について，さっき国が2分の1，県が4分の1ということで答弁があったんです

けど，全国知事会なんかの陳情なんかによって，予算案の中では国が全額負担する方向にな

っているというのを新聞記事では見ているんですよ。ですから，やっぱりそういう意味で

は，市長会を通じて国に対して地方を守れということで要請していただきたいんですが，市

長，どうでしょうか。 

〇市長（打越明司） たくさんの御質問をいただいておりますが，先ほどの減反政策のことも含

めて，このままの状況で静かに見守っていくというふうには考えておりません。今まで協力

をしてきた方々，それから今回対象になる池田であるとか，山川成川であるとか，様々な地

域の現状を私も見に行って，いろいろお話も聞かせていただいてきて，今後5年間の推移の

中で様々な方法を通じて，この指宿市地域の現状を伝えていって，今のような形で財務省主

導の考え方というのについては，いささか申し上げたいこともたくさんありますので，地方
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の声として伝えていく必要があるなというふうに思いますし，後継者の育成，あるいは定住

については，今後，地方が生き残るための大きな重要な柱であると思っておりますし，指宿

はまだまだそういった面では，農業を更に伸ばしていく，あるいはその生産を担う人たちを

もっともっと育てていくということが，いろんな意味において重要だというふうに認識して

おりますので，本市単独ではできない分野もありますけれども，各方面と協議をして，特に

農業県である鹿児島県とは連携を取りながら，我々も必要な声を適時に上げていきたいとい

うふうに思っております。 

〇１０番議員（吉村重則） 本当，国に対して異議を申していくと，これは本当に全農家がひと

つになっていけば，国としてもめちゃくちゃなことはできないと思いますので，是非，今後

とも取り組んでいただきたいと思っています。 

 次に，地熱問題について，さっき替掘について蒸気泉源掘削でなければならなかったんだ

という説明もされたんですけど，まず，指宿市における砂むしも含めて，泉源についてはど

のくらいあるんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 観光施設管理課が所管して温泉施設等に使用している泉源は，砂

むし会館砂楽が2本，砂楽横の砂むしの里交流広場が1本，ヘルシーランド温泉保養館が1

本，ヘルシーランド露天風呂が1本，山川砂むし温泉が2本，レジャーセンターかいもんが2

本の計9本でございます。 

〇水道事業部長（園田猛志） 市の温泉供給事業で所有しております泉源の数につきましては，

摺ケ浜系統に元湯泉源と四郷湯泉源の2か所があります。湯之里系につきましては湯之里泉

源が1か所，弥次ヶ湯系統につきましては弥次ヶ湯泉源の1か所を所有しております。 

〇１０番議員（吉村重則） 今のところこの泉源については，詰まるとか，そういう問題はない

んですか。 

〇水道事業部長（園田猛志） 市の温泉供給事業で所有している泉源につきましては，いずれの

泉源につきましても，現在詰まりなどの不具合もなく，安定した温泉供給を行っているとこ

ろでございます。 

〇産業振興部長（大迫格史） ヘルシーランド露天風呂で使用している泉源は，バルブ上部から

蒸気が噴き出しているため，危険な状況であると専門業者から指摘を受けており，改修が必

要であると認識しております。また，レジャーセンターかいもんの2本の泉源のうちの1本

を，令和元年度に替掘する予定でしたが，新型コロナウイルス感染症の影響等で材料の納入

等に不測の日数を要したため，替掘を見送っているところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 今のところ問題ないということですけど，その露天風呂の替掘の蒸

気泉源掘削したために，設計料から管理料含めて約7,000万掛かっているわけですよね。そ

れに対して納得のいく説明になってないと。今後，市が掘削をすると，もうどこの泉源を掘

削をするにしても，蒸気泉源掘削が当たり前になるのか。 
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〇産業振興部長（大迫格史） まず，蒸気泉源の掘削が当たり前になるのかという御質問でした

が，その前にまず，7,000万円掛かるのかということの疑問があるということでしたので，

そこの点から御説明したいと思います。 

 今回の替掘工事に係る費用が，平成12年度の掘削費及び民間の温泉掘削の費用に比べて高

すぎるという御意見をいただいているところでございます。そこで，まず今回，替掘工事を

行った際の積算資料と，平成12年度の掘削の際の積算資料を比較し，大きく違う点や比較が

難しい点を御説明したいと思います。 

 今回の替掘工事の積算につきましては，さく井・改修工事標準歩掛資料に基づき積算して

おります。各項目の大まかな内訳を御紹介させていただきますと，例えば，掘削費は掘削の

口径ごとに分かれておりまして，それぞれに労務費，掘削時の逸泥対策防止剤等の費用，掘

削時に使用するビットや掘削機，ポンプ等の消耗品，これらの機械を動かすための燃料費を

個々に積算しております。検層費は掘削後に坑内の検査を行うための費用であり，労務費や

検層装置に関する費用を個々に積算しております。ケーシング費は設置するケーシングの口

径ごとに労務費や材料費，溶接に使用する消耗品，ケーシング管を挿入するための燃料費等

を個々に積算しております。このほか，セメンチング費，仕上げ費用，仮噴気試験費など，

それぞれ個々に積み上げて積算しているところでございます。一方，平成12年度の掘削に係

る積算資料の内訳は，口径ごとのボーリング費と保護管，用導管などの記載がございまし

て，1ｍ当たりの単価が記載されておりますが，ボーリング費の単価がどのように積算され

たのか，その詳細な内容に付いては内訳が付いていないところでございます。また，スリッ

ト加工という費目がございますが，これもメートル当たりの単価が記載されているのみで，

また河川砂利及びセメンチングの費目は，立方メートル当たりの単価が記載されているのみ

でございます。さらに，泉源口周り処理及び仮設費につきましては，単位が一式となってお

りまして，詳細な積算資料がないところでございます。このように，保護管の費目以外の細

かい内訳の積算資料がないため，労務費や各工程における消耗品，機材を動かすための燃料

費，掘削に係る機材等の費用がどの費目に含まれていたのか，含まれていないのかがはっき

りしないところでございます。このようなことから，平成12年度の資料は積算の根拠となる

資料がございませんので，今回の替掘工事との比較ができない状況となっております。な

お，平成12年度の資料は，保護管設置の項目についてのみ労務費が記載されております。こ

れは，今回の替掘工事においてはケーシング費に当たると考えられますが，その労務費と現

在の労務費を比較しますと，現在は約2倍に単価が上がっているところでございます。 

 次に，今回の替掘工事の費用が民間の温泉掘削の費用に比べて高すぎるという御指摘も御

意見も上がっておりますので，その点について御説明させていただきます。 

 鹿児島市内の掘削の業者に問い合わせましたところ，まず，温泉掘削の単価につきまして

は，単純に幾らというものではなく，掘削のケーシングプログラムによって変わり，通常の
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温泉なら，まず口径が200mmで何ｍ，その先を150mmで何ｍ，またその先を80から100mmで何

ｍ掘削するのか計画を立て，使用する機材，材料等を決定しますが，それでもレジャーセン

ターかいもんの泉源のように厚さ1cmの鋼管でも硫酸イオンの影響ですぐに腐食してしまう

こともあるため，泉質等によっても使用する材料が異なるので，掘削費用も変わってくると

いうことでございました。単純な1ｍの単価では，20年前頃は1ｍ当たり5万円から7万円ぐら

いでしたが，最近の掘削では1ｍ当たり10万円を超える費用になっているということでもご

ざいました。 

 次に，温泉泉源掘削と蒸気泉源掘削の費用について問い合わせたところ，掘削に使用する

機械や材料が異なり，蒸気泉源掘削のほうが単価は倍以上になるため，温泉泉源掘削に係る

費用と蒸気泉源掘削に係る費用を比較すること自体が間違いであると指摘をされたところで

ございます。また，蒸気泉源を掘削できる業者は，温泉泉源を掘削できる業者に比べて極め

て少ないということでもございました。それから，工事費用を積算する際には，直接工事費

と間接工事費等がありますが，蒸気泉源の場合には掘削に使用する機械が大きくなるため，

この間接工事費の費用が大きくなるということでございました。また，掘削方法も通常の温

泉泉源掘削とは異なり，蒸気がいつ噴出するか分からず，場合によっては暴墳する恐れもあ

るため，蒸気を逃しながら掘削する必要があることから，掘削に使用する機械が異なり，そ

のため1日に掘削できる深さも短くなるということでございました。また，熱で坑内が崩壊

しないように泥水に使用する薬品も異なってくるということでございます。このように，手

順，危険度，材料が異なることから，蒸気泉源掘削は費用が非常に高くなるところでござい

ます。なお，今回の替掘工事につきましては，設計業務委託を行い，さく井・改修工事標準

歩掛を基に積算しており，適正に工事費の積算を行っているところでございます。 

 また今後，どこの泉源についても7,000万円掛けて掘削するのかということでございまし

た。各施設の泉源は，泉源の深さや温度，構造がそれぞれ異なっております。そのため，例

えばレジャーセンターかいもんの川尻温泉の替掘では，深さが29ｍで約900万円掛かり，ま

た同じくレジャーセンターかいもんの恵比寿温泉は深さが900ｍで約1億円の掘削工事費用が

掛かるといわれております。この2本とも，通常の温泉の泉源でございます。このように深

さによって大きく金額が異なり，構造や状態によっても異なってきますので，全ての泉源に

おいて同一の費用になるということはございません。 

 また，掘削方法につきましては，新規掘削，増掘，替掘のどの方法が適切なのか，その状

況によって異なってくるため，どの方法で掘削するかということは現時点では申し上げられ

ないところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 平成12年の掘削と今回比べたり，蒸気泉源が温泉掘削からすると倍

になるとか，そういう説明があったわけですけど，この替掘がなされ，約7,000万掛けた中

で，例えば，坑口の坑口装置のところで380万と，これは出口の資材の部分だと思うんです



 

- 152 - 

 

よ。380万，それに工事代を含めると，これについてはどのくらい掛かっているんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今回の替掘工事の仕上げ用口元装置について，設計額で比較しま

すと，当初積算時の額がゲートバルブや配管，圧力計等を設置するために材料費が330万

7,710円，労務費等が60万1,099円の計390万8,809円となっておりましたが，掘削の結果，ヘ

ルシーランド露天風呂を賄うだけの泉源確保には至らなかったため，バルブ設置につきまし

ては既存のゲートバルブの設置に変更し，新たな材料は圧力計のみとなったことから，最終

的な積算時の額が材料費8万8,200円，労務費等22万9,076円の計31万7,276円になっていると

ころでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） ケーシング管が200ｍから320ｍの部分が挿入されてないわけですよ

ね。これについてはどのくらいの費用に，資材も含めて労賃を含めてどのくらいになるの

か。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今回の替掘工事の深度200ｍから320ｍにかけての当初積算時の設

計額は，材料費が61万5,494円，労務費が19万6,700円となっておりましたが，掘削の結果，

泉源確保には至らなかったため，今後，今回掘削した泉源を活用できるよう，深度200ｍよ

り深い部分につきましてはケーシング管を設置しないこととしたため，材料費と労務費の額

はゼロ円となり，最終的な積算値の額は燃料費等を含め，86万5,366円の減額となっている

ところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 今回，入札価格と経費として支払った部分は5,700万前後で20万ぐ

らいしか変わってないんですよね。さっきの説明の中で，440・450万経費も労賃も見積りか

らすれば450・460万は減額されているのに，支払としては20万ぐらいしか変わらないと，こ

れはもう完全におかしいわけですよね。それと，前回の一般質問の中で，工期が長くなった

という説明もあるわけですけれども，今のこの資料なんかによって見る限り，工期が長くな

る理由は全然ないんですよ。例えば，深度を深く掘るとか，追加して，とにかく蒸気を得る

んだというんであれば分かるんですけど，入札価格と工事内容そのものは全く一緒なんです

よね。なんで工期が長くなるのが，そういうところに反映されてくるのかどうか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今回の替掘に係る工事につきましては，先ほど答弁しましたとお

り，仕上げ口元装置を設置しなかったことによりまして，設計額で359万1,533円の減額とな

っております。また，200ｍより深いところにつきましては，ケーシング管を挿入していな

いため86万5,366円の減額になっている部分もございます。しかしながら，工事の方針決定

等に時間を要したことと，天候不順もございまして工期を延長したため，機材器具損料が

141万1,094円の増額となったことや，掘削時に深度60ｍ付近で坑内に送り込んだ掘削泥水が

透水性の高い地層中に失われ，泥水が返って来なくなる状況が想定外に発生しておりまし

て，その対策に係る費用が154万7,984円の増額になっております。また，露天風呂の利用者

から掘削作業をする作業員が見えてしまうという状況にございましたので，当初，想定して
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いなかった目隠しのための仮囲い費用が338万7,960円の増額になったことなどもあり，相対

的に当初契約金額から20万8,788円の減額となり，変更後の契約金額が5,689万7千円となっ

たところでございます。 

 また，工事期間が延長になった理由について，書類になかったというようなお話がござい

ましたが，議員が令和3年12月21日に来庁されております。そのときに，ヘルシーランド露

天風呂第1泉源の掘削工事の変更契約に係る書類を開示請求したいという申し出がございま

して，公文書開示請求書を提出していただいております。その際に，担当職員が聞き取りを

しましたところ，契約金額の変更契約書とその内訳が分かるものがほしいということでござ

いました。その後，令和4年1月4日に再確認のため，担当職員が電話で請求書類の内容につ

いて改めて確認を取ったところ，工事費の変更に係る契約書とその内訳が分かる設計書の開

示で良いという回答でございましたので，建設工事請負変更契約書と変更設計書の開示を令

和4年1月7日に実施しているところでございます。これらの文書につきましては，それぞれ

の費用の増減の理由は記載されておりますが，工期が延長された理由は記載されていないと

ころでございます。なお，工期の延長につきましては，別な書類がございまして，変更指示

書第2号の変更理由書に工期を延長する理由が記載されているところでございまして，天候

不順等による遅延や工事の進め方の検討が必要なため，令和3年9月30日まで延長していると

ころでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 気象条件とか，そういうことが言われたんですけど，公共事業の場

合は，何でも土木事業についても，そうして工期はどんどん延びていった場合には，最初の

契約からどんどん増えていくと，こういうやり方が指宿の常識なんですか。 

〇建設部長（山﨑一磨） 工事請負契約において，工期の変更等につきましては，変更する理

由，その中で工事の内訳，工法等の変更がある場合には請負金額の増額は，当然必要かと思

っております。ただ，今回の場合につきましても，いろいろな形での変更理由に基づいて，

最終的な変更契約金額を積算されているものと考えております。 

〇１０番議員（吉村重則） 掘削の段階でいろんな問題があって変更がされたと。監理料が500

万以上あるわけですよね。その市側との打ち合わせ，担当が誰だったのか分からないんです

けど，そういう打ち合わせの記録，これは残されているんですか。 

〇観光施設管理課長（岩林茂樹） 管理の記録については残されております。 

〇１０番議員（吉村重則） 蒸気が出なかったと，やっぱり地下の中で目に見えないわけです

よ。ですから石があるとか，そういうのは常に監視をしてなければならないと思うんです。

そういう本当に時間単位で記録は残っているということでよろしいんですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今，時間単位という御質問がございましたけれども，時間単位と

いうことではなく，詳細な記録が残っているということでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 特に温泉掘削をするとなった場合には，見えないわけですよ，地下
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のものは。ですから，その石があること自身も見逃してしまうという状況もあると思うんで

すよ。その辺も問題はないと，今残っている記録の中でちゃんと残っているということでよ

ろしいんですね。 

〇産業振興部長（大迫格史） はい，そのとおりでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） あのヘルシーランドの近辺は，民間も含めて10何か所掘削をしてい

るんですよ。その中で，今回320ｍ，200ｍから320ｍについては，全然石もないと，蒸気の

あるところではないというのが，この報告の中では出てきているんですよね。あの近辺で掘

削をした場合には，1か所もそういうところはないんですよ。だから，本当にそういういい

加減なやり方を，本当に地中の中は，すごく目に見えないわけだから，そこを本当にやって

いかなければならない。監理料を500万以上やっていながら，こういう結果になったという

のが理解に苦しむんですよ。しかも，予算計上するとき，令和2年の3月議会で6,000万から

の予算が上程されたときに，9名の議員で今掘削をする必要はないと，減額修正したんです

けど，10対9で可決した事業なんですよ。実際やってみたら，約7,000万掛けて掘削ができな

かったと，蒸気が出なかったと，これをもう市としては今後，10何本，泉源があるわけです

よ。こういうことも無駄な事業，逆に言えば，7,000万もどぶに捨てるようなこういうやり

方は，本当にしていいのかどうか。しかも，予算を取るときに担当職員はいるけど，専門職

はいないと，だから業者に丸投げ。その見積りを作った業者が，今度は随意契約で取ってい

るわけですよ。こんなことが行政の中で認められるのかどうか。だから今後，掘削をするの

に，こういうやり方をやって掘削をしました。出ませんでした。7,000万，1億，さっき開聞

では1億掛かるということが言われたけど，掘削したけどだめでした。1億どぶに捨てまし

た。こんなやり方をしていいかどうか。市長は本当にこの問題についてはちょっと教訓とし

て，今後の問題として検証する必要があると思うんですけど，市長はどう考えますか。 

〇市長（打越明司） 今の，昨年の温泉掘削についての質問を興味深く拝聴させていただきまし

た。私は個人的にではありますが，当時の平成1桁台の頃に携わった方々，あるいは平成12

年の露天風呂のほうの1号機の掘削に関わった方々，いろんな方々から当時の事情も含め

て，いろいろとお話を聞かせていただきました。また，周りのフルーツランドなんかでも個

人の自費で，温泉掘削をして，出てこなかったという方々もおられたりして，あの地域では

今議員がおっしゃるように，なかなか出ない層もある，あるいは非常に蒸気が盛んにある層

もある。先ほど暴墳という言い方をされましたけど，そういう危険性もあるところもある。

そういう地域での掘削でもありましたけれども，私は今回のこの事業の一つの大きな，我々

が学ばなければならない教訓として思うことは，やはり市民からお預かりをしている税金で

ありますから，残念ながら出なかったということでは，多くの方から誠にもったいないこと

をしたという思いがあることは間違いないだろうというふうに思いますし，また，そういう

結果に終わらないように，最大限の努力をしなければならないと思いますが，そのために
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は，当時の1市2町時代の頃から含めて今日に至るまで，やはり温泉とともに生きてきたま

ち，あるいはこれからも温泉とともに生きていくまちだという意味からは，やはりこの市の

中に，こうした温泉の管理とか，掘削とかということに関する本当の意味での知見を持って

いる専門家を育てていく必要があるということを大変感じました。今，お話があったよう

に，市が施設管理で持っている泉源が9本ある。そして今，温泉配湯のための泉源が4本あ

る。この13本の泉源も今十分ではないところもありますが，そこそこ運営はしていますけれ

ども，いつ，いかなる状態で，また今回のように替掘が必要であったり，予備泉源を造って

おいたほうがいいというようなところも，これからも随時出てくるだろうというふうに思い

ますので，すぐにということは難しいですけれども，そういう温泉と共に生きていくまちと

して，本当に必要な知見を持ったスタッフを育てていかないといけないなということを学ば

せていただいたというふうに思います。 

〇１０番議員（吉村重則） 私のほうから提案しようかなと思ったんですけど，本当にこの露天

風呂の替掘については，蒸気掘削泉源だからということで業者に丸投げしているという実態

が明らかになっているわけですよね。ですから，やっぱり市長が答弁されたように，専門の

スタッフを育てると。市が抱えている泉源について，ちゃんと管理ができる体制を是非作っ

てほしいと思っていますので，よろしくお願いします。 

 最後に，地熱発電について，同僚議員の質問の中で，農業用として県のほうに申請をして

県が許可をしたと。その後は目的外であっても認めざるを得ないという答弁だったんですけ

ど，これはもう事実なんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） こちらに関しましては，当初，農業目的ということで県に申請を出

され，県はその許可を出して，実際，掘削がなされたということでございます。その後，発

電事業者から発電をしたいということがございまして，県にも，この掘削に関する目的につ

いては，農業利用から発電事業に変わりますけどという確認を我々としましても取ったとこ

ろ，県としては掘削に関して，そういった目的の変更というものについては，特段，制限と

いったことはないということを確認しております。 

〇１０番議員（吉村重則） 県のほうで問題がないということであれば，市はこれについては認

めざるを得ないと。指宿市の地熱を守るという立場から，こういう状況でよろしいんです

か。 

〇総務部参与（野元伸浩） 掘削に関しては県の許可でございますので，そちらは県が許可をし

たということでございます。農業利用から地熱の開発に目的が変更されたということでござ

いますけれども，そうであったとしても，市としては条例に基づいて，地熱の発電をすると

いうことであればその事業計画を出していただいて，調和のとれた地熱活用協議会の中で学

識経験者や，そういった委員の方々の御意見を伺っているというところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） つまり，これから先，農業用で掘削をして，発電に変えていくとい
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うことは，今後，許されていくということになるんですよ。これでよろしいんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 先ほどから御説明しておりますとおり，掘削に関しては県の許可で

ございますので，ただ，地熱に関しての発電に関しての部分に関しましては，先ほどから申

し上げているとおり，協議会の中に学識経験者とかおりますので，そういった御意見を伺い

ながら判断していきたいというふうに思っております。 

〇１０番議員（吉村重則） 市として地熱を守るという感覚は，全然ないんですか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 地熱資源に関しては，市の共有財産ということで，これを保護して

いくということは非常に重要なことだということは認識をしているところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 認識をしているというけど，これから先，県が許可をしました。掘

削をして発電に切り替えますと，これがどんどん許されるということですよ。本当に，地熱

を守るという立場に立ちきれているのかどうか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 地熱資源は先ほど話したとおり，市としても保護をしていかないと

いけないというふうに考えているところです。ただ，活用に関しましても，適正な活用とい

うところで調和のとれた地熱活用協議会を設けて，その中で学識経験者の御意見等も伺いな

がら，その発電事業者には，そういった意見等も申し述べたいというふうに考えているとこ

ろです。 

〇１０番議員（吉村重則） 私が聞いているのは，県のほうに申請をした。許可が出た。掘削を

した。地熱発電に変えますと，農業用からすると，これがどんどん許されるという認識はな

いんですか。 

（発言する者あり） 

〇総務部参与（野元伸浩） 先ほどから話をしているとおり，地熱発電に関しては，協議会の中

で説明を伺いながら，そういった保護というものを含めて審議をしていただいて，その結果

に基づいて事業者には説明をしていくという形になろうかと思います。ですので，その意見

について，やはりいろいろモニタリングをしていかないといけないと，そういった部分もご

ざいますので，もしそういった既存の泉源等に不具合が生じた場合は，それなりの対応を取

っていなかければならないというふうには思っているところでございます。 

〇１０番議員（吉村重則） 何にしろ，地熱を守るという面から考えると，断固とした態度を取

るべきだと思うんですけど，市長はどう考えますか。 

〇市長（打越明司） 僕の手元に，平成27年に作った指宿市温泉資源の保護及び利用に関する条

例というものを置いてあるのですが，この中で，温泉資源は市及び市民の共有資源であると

いうこと，そして市内における温泉資源を保護するとともに，温泉資源の将来にわたる持続

可能な活用並びに地域の産業振興及び公共の福祉の増進に寄与することを目的とするという

ふうにうたって，この条例を作っているわけですが，その後，7年間のいろんな情勢の中

で，様々な，当時，今おっしゃるようなことも含めて，地方公共団体の持っている今の力の
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中で，及ばざる部分が随分あるということは認識しておりますが，この目的を達成するため

に，もっともっと市としても検討しなければいけないことがあるのかなというふうに思いま

す。この前，議場で草津の条例のお話も出て，僕も草津の条例も含めて研究をしてみたんで

すけど，やはり向こうもそうですけれども，国が法律を作り，県が権力を持っていると。そ

の中で，地方公共団体は何とか，守る側に軸足を置いた市町村については，相当四苦八苦し

ているという状況が現実ですよね。指宿の場合は，先ほど僕が申し上げたように，温泉とと

もに生きていくというような決意を持っているまちですから，そういう意味では県の理解を

もらって，この条例との間でも，もっと効果が発揮できるような方法，最も効果が発揮でき

るのは何なのかということは，大いなるやっぱりテーマだなというふうに思っておりまし

て，今，即座に十分な答弁はできませんけれども，そういう思いの中で今後，研究，検討し

てまいりたいというふうに思います。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時２７分 

再開 午後 １時２８分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，西田義哲議員。 

〇６番議員（西田義哲） 皆さん，こんにちは。議員番号6番の西田です。 

 早速ですが，通告に基づき質問をさせていただきます。 

 まず，サツマイモの基腐病について，お伺いいたします。本市は，開聞岳の噴火によりで

きたれき土壌により，良質なサツマイモを生産している産地でございます。そのまま食す青

果用やお菓子の原料，また芋焼酎の原料など，幅広い用途で活用されていることは，皆様も

御存じのことと思います。基腐病につきましては，平成30年に本市で初めて発生が確認され

ており，昨年の第1回定例会の一般質問で，令和2年度の発生状況は，市内全体の生産ほ場の

うち約2割で発生が確認されたと答弁いただきましたが，令和3年度の発生状況はどうだった

のか，お尋ねいたします。 

 次に，棚田振興について，であります。令和元年に棚田地域における人口の減少，高齢化

の進展などにより棚田が荒廃の危機に直面していることに鑑み，貴重な国民的財産である棚

田を保全し，棚田地域の有する多面的な機能性の維持増進を図り，棚田地域の持続的発展及

び国民生活の安定向上に寄与することを目的とした，棚田地域振興法が制定されました。そ

れに伴い，本市でも協議会が発足され，様々な取組が行われたとお聞きしております。その

かいあって，先日，新永吉地区と尾下地区の棚田が，農林水産省が取り組むつなぐ棚田遺

産，ふるさとの誇りを未来へに選定されました。地区住民の皆さんをはじめ，携われたボラ

ンティア団体の皆様，そして担当課の職員の皆様の御努力のたまものだと，大変喜ばしく思

っているところですが，これまでどういった活動が行われてきたのか，その活動内容をお伺
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いし，1回目の質問とさせていただきます。 

〇市長（打越明司） ただいま，西田議員より棚田の保全等に対しての御質問がありました。今

回，農林水産省のつなぐ棚田遺産として，本市から尾下，新永吉の両地区が2か所同時に選

定されましたことは，西田議員と同様，誠に喜ばしいことだと考えております。私も県議会

議員の時代からしばしば新永吉の棚田には足を運んで，永年にわたってこの棚田を支え，守

り続けてきた方々の努力をよく知っているだけに，感慨深いものがあります。特にこの新永

吉地区の棚田が西日本で1か所，祭田に選ばれ，平成12年秋の天皇陛下への献上米にみんな

で取り組んでいったことは，忘れられない記憶であります。 

 さて，これまでの活動の内容でありますけれども，令和元年度の棚田振興法の制定を受け

て，本市でも令和2年度から新永吉，尾下両棚田において，地域での話合い活動を行いなが

ら，棚田の里道整備や市内の小学生とその保護者等を対象にした稲刈りワークショップなど

の開催に取り組んできたところでございます。また，本年度は尾下地区において市内ＮＰＯ

法人と連携をし，地域活性化センターの助成金を活用した地域内外住民の交流・活動拠点整

備を目的とした旧田口商店のリノベーション等にも取り組んでおります。このような取組な

どが認められ，新永吉と尾下の棚田が将来にわたって引き継いでいくべき棚田として，令和

3年6月に国の指定棚田地域に指定され，そして令和4年2月の農林水産省のつなぐ棚田遺産へ

の選定に至ったものと考えております。 

 残余の質問については，関係部長から答えさせます。 

〇農政部長（寺田昭宏） サツマイモの基腐病の令和3年産の発生状況についてでありますが，

令和3年産につきましては，8月の長雨以降，一部のほ場で被害が拡大し，約8割となってい

る状況であります。ただし，この被害程度はほ場内で1株でも発生した軽微な被害を含んで

いるものであります。ほ場内で3％以上の被害が認められる割合を見ると，約2割程度となっ

ているようであります。 

〇６番議員（西田義哲） ありがとうございます。まず，基腐病から質問を行いたいと思いま

す。糸状菌が原因で発生するということで，対処法なども国や県，それから本市のホームペ

ージ，あるいはマスコミ等の広告でも度々示されているようですが，先ほどの答弁の中で，

令和2年度と同程度，3％以上が大体2割ということでしたけれども，なかなか収まっていな

いのが現状のようですが，本市では，その発生を抑えるためにどのような取組を実施された

のか，お伺いいたします。 

〇農政部長（寺田昭宏） 基腐病対策といたしましては，まず，ほ場に病害を入れないための健

全苗の確保，次に，ほ場で被害を広げないため，初期発生株の除去，ほ場の排水性の改善，

早掘りによる発病前の収穫が有効であります。また，発病が確認されたほ場では，残さを可

能な限り回収・除去するとともに，畑の耕うん回数を増やし，分解促進を図ることが大切で

あります。市では，県農政普及課やＪＡ等関係機関と一体となり，プロジェクトチームを設
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置し，定期的に農家を巡回し，これらの指導等を行っておりますが，巡回時にほ場で基腐病

を確認した際は，発生株の抜き取りと併せて，薬剤アミスター20フロアブルの散布をお願い

し，早期に対策を行っていただいた所につきましては，対策を取っていないほ場と比較する

と被害が拡大しておらず，効果を確認しているところでございます。 

〇６番議員（西田義哲） 答弁いただきましたように，基腐病の発生を抑制するには，ほ場の排

水をよくする物理的な改善で菌を増やさない。それから，収穫した後の残さをほ場内に残さ

ない。それと，健全苗を確保してほ場へ菌を持ち込まないということが大事だということで

答弁いただきました。昨年の第1回定例会の一般質問で，菌を保有した苗を持ち込まないよ

うに，健全苗の確保が重要で，その対処法として旧山川町で実施されていたバイオ苗の生産

を行う考えはないのかという質問に対して，安定的にサツマイモを生産する上で，どのよう

な施策が必要であるか，バイオ苗の活用の問題も含めて関係機関と検討したいという回答を

いただいておりましたが，その後，どのような検討がなされたのか，お伺いいたします。ま

たあわせて，被害があった生産者に対してどのような支援をなされたのか，お伺いいたしま

す。 

〇農政部長（寺田昭宏） 市バイオ施設を活用した苗供給に関しましては，市内のサツマイモ農

家に対しまして，サツマイモ苗確保状況についてのアンケートを実施したところ，ほとんど

の農家について，現状確保ができており，不足していないとの回答でした。県内で苗を生産

している種苗会社等にサツマイモ苗の供給に関して問い合わせをしたところ，増産が可能で

あるとの回答であったことから，現時点におきましては，バイオ施設の再稼働は考えていな

いところでございます。 

 被害のあった生産者への支援に関しましては，令和2年度から本年度にかけまして，国の

かんしょ重要病害虫対策事業やサツマイモ基腐病対策事業等に取り組み，この事業を生産者

に活用してもらう形で，市が申請の事務局として支援を進めているところでございます。 

〇６番議員（西田義哲） ありがとうございます。バイオ施設に関しましては，生産者の方が苗

の確保とか，十分できているということでしたので，再稼働はしないということで，生産者

の方の確保ができているのであれば，もう再稼働は必要ないなと思います。調査までしてい

ただき，ありがとうございました。 

 生産者の高齢化，そしてコロナ禍の影響で海外からの研修生が入国できない状況が度々起

こっているようで，生産者の皆さんも労力の確保に苦慮しているとお聞きしております。そ

の対策として，農業用のドローンを購入して薬剤散布を行ったり，あるいは民間企業や団体

などにドローンでの薬剤散布の委託を行ったりして，省力化を行っている生産者などの情報

はお持ちでないか，お伺いいたします。 

〇農政部長（寺田昭宏） サツマイモへのドローンによる薬剤散布につきましては，県経済連が

作業委託をし，散布を行っているようであります。本年度は4回実施され，延べ13件の生産
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者が取り組み，約9haの散布実績となっているようであります。また，生産者のドローン導

入状況につきましては，法人や大型農家等3件の生産者が導入していると伺っているところ

でございます。 

〇６番議員（西田義哲） 昨年の第1回定例会のときに，ドローンでの作業委託の面積をお聞き

したところ8haぐらいで，令和3年度が9haということで，若干増えているようです。また，

ドローンを導入している企業，法人，あるいは大型農家も3件ということですが，国の支援

事業でこういったドローンの薬剤散布機の購入，又はドローンでの薬剤散布の委託費の助成

があったとお聞きしておりますが，どのような内容だったのか，お尋ねをいたします。 

〇農政部長（寺田昭宏） 国の支援の内容につきましては，被害のあったほ場への定額助成をは

じめ，防除用機械の導入，苗や苗床消毒用の殺菌剤，土壌消毒剤，ウイルスフリー苗，防除

用薬剤等の購入費に対しまして助成し，令和2年度以降延べ118名が約1億円の補助金を申請

しているところでございます。また，ドローン散布委託に係る経費についても助成対象とな

っていますが，これまで生産者からの申請はされていないようであります。なお，ドローン

の購入につきましては，2件の生産者がサツマイモ以外のキャベツ等の品目を含めた防除を

目的とし，別事業，ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業を活用して導入している

ようであります。 

〇６番議員（西田義哲） ありがとうございます。それでは，今後の対応策をお伺いいたしま

す。ドローンを導入している生産者の方に，実際に行う薬剤散布についてお伺いしましたと

ころ，これまで1haの畑を人の手で散布するのに準備から散布が終わるまで，大体3時間程度

かかっていたと。ドローンを使用して散布すると，それが全て終わるのに30分程度で終わる

ということをおっしゃっておりました。また，昨年農道を走っておりましたら，ドローンの

テスト飛行を行っている生産者がいらっしゃいましたので，お話を聞かせていただいたとこ

ろ，先ほど申しましたように，コロナ禍により海外の研修生が入国しづらい状況，それとド

ローンを使用することで薬剤散布も女性含め，誰でもできるようになる。そういった理由で

ドローンを購入したというふうにおっしゃっておりました。一昨年ほど前から焼き芋などの

人気が出ていまして，サツマイモの需要というのが大変高くなっております。昨年は平均単

価も高くで推移したとお聞きしております。他の産地が基腐病などで出荷がままならない状

況の中で，本市は安定してサツマイモの生産ができる産地ということで，現在，取引をされ

ている業者，あるいは市場関係者の方々にＰＲをすることで，本市がサツマイモの供給基地

として絶対的なものにできるのではないかというふうに私は考えているところです。そうい

った観点からも，生産者が安定してサツマイモを栽培できるように，例えば，ドローンなど

を導入するといった先駆的な取り組みをされている生産者への市独自の支援を実施するお考

えはないのか，お聞きをいたします。 

〇農政部長（寺田昭宏） サツマイモは台風等の災害にも強く，夏期における本市の重要品目と
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して栽培されていますが，全国的に生産量が減少する中，近年では需要も多く，高単価で販

売されており，本市においてもこのチャンスに乗じて規模を拡大したり，新たな栽培をスタ

ートする農家があると聞いております。一方，基腐病に関しましては，年々，被害が拡大傾

向にあり，被害対策による安定生産が喫緊の課題となっております。このことから，市では

関係機関と連携し，独自の被害対策としてマイエンザを活用した実証ほを設置したところ，

一定の成果が確認しております。令和4年度につきましても，引き続き効果を検証してまい

りたいと考えております。また，今年3月，種芋の安定確保のため，ＪＡが蒸熱処理装置を

導入しておりますので，ＪＡと連携し，利用促進に向けた支援策を検討してまいりたいと考

えております。さらに，農業者の収入減少に対応するセーフティネットとして収入保険制度

があります。予期せぬ被害から農業経営を守るためには，この収入保険への加入が非常に重

要であると考えておりますので，更なる加入促進を図ってまいりたいと考えております。 

〇６番議員（西田義哲） ありがとうございます。確かに収入保険制度というのが導入されてお

りまして，このおかげで生産者というのは攻めの農業というのができるようになったと，私

も感じております。ただ，この収入保険制度というのは，農家への支援ということで，今回

のこのサツマイモの基腐病に関しましては，その先があるということですね。先ほど冒頭申

しましたように，このサツマイモというのを原料にしてお菓子を製造しているメーカーさん

も本市にはいらっしゃいますし，焼酎を作っている蔵元というのもございます。そういった

方々の影響というのも出ること，基腐病によって芋が減産されるとそういった企業への影響

というのが出て来るわけですね。ですので，確かに収入保険制度というのもありがたい制度

なんですけど，やはり現場での指導，先ほどありましたマイエンザですね，それから熱蒸処

理，そういった現場での指導をしていきながら，基腐病の発生というのを抑制できるように

努めていただきたいなというふうに思います。冒頭の答弁で2割程度ということで，大分抑

えられているということですので，担当課の皆さんの迅速な対応のおかげだというふうに感

謝はしております。菌ですので，目に見えないもの，しかも生き物ですから，なかなか対処

するのは難しいと思いますけれども，引き続き国や県，関係機関と連携を図りながら，生産

者が安心して生産できるようにサポートしていただきたいというふうに思います。よろしく

お願いいたします。 

 では次に，棚田振興について，質問をさせていただきます。棚田の整備はもちろん，棚田

に関するワークショップや旧商店のリノベーションなど，様々な活動を行った結果での今回

の認定だというふうに答弁をいただきました。私も10年前，ある事業に携わった際に市外に

お住まいの方を新永吉地区の棚田に案内をしたところ，その際，その方が指宿にもこういう

ところがあるんですねとおっしゃったのを，今でも鮮明に覚えております。やはり指宿とい

うと，どうしても温泉，そういう観光地が頭に浮かぶみたいなんですけれども，こういう棚

田，自然豊かな所というのがあるんですねということで，感心をなさっていらっしゃいまし
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た。今でこそ先ほど答弁いただいた活動などもＳＮＳ等を通じて発信されて，この新永吉の

棚田，それから尾下の棚田にも訪れる人が多くなっているということをお聞きしておりま

す。実際，昨年の7月に，議会だよりに掲載する棚田の写真を撮影するのに尾下地区へ行き

ましたら，そのときも大学生ぐらいの若いグループが，5・6人のグループでしたかね，来ら

れていました。指宿の新たな観光スポットとして，また，つなぐ棚田遺産として認定された

ものを，これから維持していかなければならないというふうに思うのですが，現在，どうい

った課題があるのか，お伺いをしたいと思います。 

〇農政部長（寺田昭宏） 新永吉，尾下地区につきましては，本市においても特に高齢化と人口

減少が著しい地域であり，棚田の保全・維持が困難になってきている状況であります。あわ

せて，両棚田につきましては，急傾斜地であることに加え，ほ場が狭く，不整形であるた

め，大型の農業機械が入らず，農作業効率が上がらない生産条件の不利な農地となっている

ような所でございます。そのため，集落内における農業の担い手，また，集落外部からの新

規参入者がなかなか現れず，棚田の保全振興に係る人材が不足している状況にあります。 

〇６番議員（西田義哲） 労力，人材の不足が現在の課題としてあるということですけれども，

そのような課題に対して，どのような解決策を考えていらっしゃるのか，お伺いいたしま

す。 

〇農政部長（寺田昭宏） 歴史ある棚田を保全し，将来へ継承していくためには，地域おこし協

力隊など核となる人材を外から呼び込み，棚田に関わる関係人口を創出していくことが必要

であるというふうに考えております。棚田の優良事例に挙げられている岡山県美作市などで

は，棚田専任の協力隊を複数名投入しているようでございます。現在，指宿市におきまして

は，棚田選任の地域おこし協力隊1名を招へいし，棚田地域の保全，振興に尽力していただ

いておりますが，令和5年までには地域おこし協力隊を増員し，棚田地域で核となる人材を

確保していきたいと考えているところでございます。また，棚田保全に係る草払い等の労力

軽減を図るため，令和4年度当初予算におきまして，自走式草刈機の購入費を計上させてい

ただいているところでございます。 

〇６番議員（西田義哲） 地域おこし協力隊の増員と，それから草刈機の導入ということで，自

走式の草刈機については，今定例会で予算計上はされているわけですよね。委員会でも既に

承認されておりますけれども，過度な機械整備というのは，やはり維持管理費が掛かるので

適当ではないと思うのですが，先ほど基腐病のところでも申し上げましたけれども，機械を

導入することで作業効率を上げるというのは大変必要なことだというふうに思います。今

回，棚田遺産として認定がされたわけですから，今後，棚田を見に来られる方というのは，

多分多くなるのではないか。そのときに草が繁茂した状態で棚田の美しさというのが損なわ

れているのでは，元も子もないわけですので，是非購入をして維持管理に努めていただきた

いというふうに思います。 
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 それから，地域おこし協力隊の導入を図りたいということなのですが，本市では平成28年

に制定された指宿市定住自立圏形成方針の中で，外部の人材活用として定住促進や様々な地

域づくりにおける担い手確保策として，大学や地域おこし協力隊等の外部の人材を活用し，

持続可能な地域づくりと情報発信を行うとともに，これらの人材定住につながる施策を検

討，展開していくというふうに記載をされております。実際，こういう志を持った方が尾下

地区にも居住されて，地域の方々とともに棚田の維持管理や地域活性化の活動をされている

ということをお聞きしております。そのほかにも同世代の方が消防団に入団したとお聞きし

ました。先日の常任委員会で団員数というのを確認しましたけれども，定員562に対して，

現在，令和3年4月付けで520人ということで，市としてもなり手の少ない消防団員に入団し

ていただいたと，大変ありがたいことだと思います。指宿市版のまち・ひと・しごと創生総

合戦略のＫＰＩで消防団員の確保ということで，2015年515人だったのが2020年4月には520

人にもっていくということで数値目標というのも掲げられておりますけれども，そういった

ことにも十分寄与する部分になるんじゃないかなというふうに思っております。もちろん，

市にとってもありがたいことですけれども，その地域に住まわれている住民の皆さんが安心

して生活ができるようになるのではないかなというふうに思っているところです。現時点

で，このような地域のリーダーとなる人材が育ちつつあるということは実証できているわけ

です。地域おこし協力隊につきましては，係る経費につきましても，特別交付税措置される

わけですので，特に問題はないというふうに私は考えるのですが，担当課としてはそういっ

たことも踏まえた上で協力隊を招へいしたいということで，維持管理に努めたいということ

でよろしいですか，再度お伺いいたします。 

〇農政部長（寺田昭宏） 地域おこし協力隊の採用の前倒しにつきましては，今後，検討してま

いりたいというふうに考えております。 

〇６番議員（西田義哲） ありがとうございます。棚田振興を基盤にして，その地域が一体とな

り，これからを担っていく世代の方々が率先して活動を行っていくことで，遺産としての棚

田も維持していただけるようになるのではないかというふうに考えております。新永吉地

区，それから尾下地区の両地区において，地区住民の皆さんを中心に，活発な活動が展開さ

れております。棚田という資源，それから地区住民の人材という資源，この二つの資源をも

って本市の将来都市像である，豊かな資源が織りなす食と健幸のまちの実現に向けて実行さ

れていくということは，大変ありがたいことではないかなというふうに私は考えるのです

が，市長，どうでしょうか。この棚田振興に対するお考えをお聞かせいただくことは可能で

しょうか。よろしくお願いいたします。 

〇市長（打越明司） 棚田については，地域振興の一つの大きな柱になる，指宿の観光資源の一

つにもなると思っておりまして，特別交付税措置もあることですし，可能な限りいろいろな

方法を通じて，この振興を図ってまいりたいというふうに思います。指宿の中山間地域をど
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のような形でこれから守っていくか，発展させていくかは大きな課題の一つだというふうに

思います。 

〇６番議員（西田義哲） ありがとうございます。安心いたしました。よろしくお願いいたしま

す。 

 最後になりますけれども，3月末で退職される皆様に対しまして，長年の御労苦に対し感

謝の意を申し上げます。今後，お過ごしになる時間が皆様にとって今まで以上に有意義なも

のとなりますようお祈り申し上げまして，私の質問を終わらせていただきます。ありがとう

ございました。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時０８分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，東勝義議員。 

〇５番議員（東勝義） こんにちは，5番，東勝義です。先ほどの同僚議員の一般質問があまり

にもスムーズでしたので，なかなか変な緊張感が湧いてきました。落ち着いて頑張りたいと

思いますので，よろしくお願いします。 

 3月の定例会初日，新市長の施政方針を拝聴させていただき，感銘を受けた議員の1人であ

ります。まさに，チェンジだけではなく，リボーン，生まれ変わる，再生させていくという

フレーズが，私の愛する現在の指宿市には必要だと考えております。我々18人の議員も，お

互いを尊重し，理解し合い，議論し合いながら，指宿再生のための一議決権を持った責任あ

る立場であることを再認識する必要があると考えます。私自身，打越市長が一つ目のキーワ

ードに挙げられたチーム指宿の一員であり，ワンチームの一議員として，任期満了まで信念

を持って誠心誠意努力していく所存でありますので，どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは，通告に従い一般質問をさせていただきます。 

 まず，二つ目のキーワードとして上げておられた，財政再建の観点からお伺いいたしま

す。財政再建と人件費削減は切っても切り離せない関係にあると考えます。令和4年度一般

会計骨格予算261億9,400万円の歳出予算の約16.76％を占める人件費43億9,100万円の内訳と

して，正規雇用職員及びパート，アルバイトなどを含めた会計年度任用職員など，それぞれ

何人分として計算されたのかお答えください。 

 次に，骨格予算の14.89％に当たる補助費等38億9,900万円の中のいぶすき観光デザイン運

営負担金8,000万円についてであります。申し訳ありませんが，質問の流れを鑑み，通告書

の2から質問させていただきます。一般社団法人いぶすき観光デザインは，当初，どのよう

な目的で設立された法人なのかお答えください。 

 次に，令和3年度12月定例会でも質問させていただきましたが，空き家について，であり
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ます。本市の住宅総数及び空き家数，空き家率などについてお答えください。 

 以上で，1回目の質問といたします。 

〇市長（打越明司） 東議員からいぶすき観光デザインの当初の目的についてのお尋ねがありま

した。少子高齢化をはじめ，本格的な人口減少時代を迎える中で，指宿市民が住みよい環境

を確保し，将来にわたり地域の活性化を維持していくためには，地域経済の縮小を可能な限

り防ぐことが喫緊の課題と言えます。本市の生命産業は，宿泊業を中心とした観光業や農畜

産業や水産業，及びその関連産業であります。そのため，国内外からの観光客誘致はもとよ

り，地域資源を生かした体験メニューや御当地グルメの開発，農林水産物の特産品などの販

売強化などを積極的に推進し，地域内の稼ぐ力を高めることで観光客を呼び込み，リピータ

ーや指宿ファンを増やし，観光地としての地位を確立していく必要があります。また，それ

らの取組を通して，本市の交流人口や関係人口，ひいては定住人口を増やしていかなければ

なりません。しかしながら，今日の行政指導による観光施策の展開にあっては，職員の定期

的な異動によって専門性やノウハウを持った人材の育成，人脈等の継承，蓄積が困難である

などの課題があります。そこで，会計年度にとらわれない中長期的な戦略やプロモーショ

ン，継続的なマーケティングの調査，その効果検証など，多くの役割を期待されて，いぶす

き観光デザインは設立されたところであります。 

 残余の質問につきましては，関係部長がお答えをいたします。 

〇総務部長（下吹越寿） 令和4年度当初予算に計上しました人件費の一般会計の正規職員は，

指宿商業高校の教職員を含めまして420名分，会計年度任用職員が451名分でございます。 

〇総務部参与（野元伸浩） 空き家数，空き家率につきましてですが，5年に1回行われる国の住

宅・土地統計調査によりますと，直近の平成30年10月1日の調査では，住宅総数2万2,960戸

のうち5,390戸が空き家であるとの推計値が出ており，空き家率は23.48％となっておりま

す。 

〇５番議員（東勝義） 今，市職員の人件費についてお伺いしております。2回目の質問に移ら

せていただきます。先ほど回答された雇用人数は一般会計のみの雇用人数であったと思いま

すが，特別会計，企業会計，教職員などの合計人数ということは分かるでしょうか，お伺い

します。 

〇総務部長（下吹越寿） 特別会計，企業会計を含めまして，職員でいいますと483名，会計年

度任用職員が460名でございます。その差が特別会計や企業会計の職員数と会計年度任用職

員数でございます。 

〇５番議員（東勝義） ありがとうございます。ここに同僚議員に調査していただいた資料があ

りますが，人件費についてだけ見てみますと，平成28年だけ予算に対して決算額が5,725万

円多くなっていますが，平成23年度から平成27年度までは約2億から4億少なく，平成29年度

から令和元年度までは約5億，令和2年度に至っては約8億の差異が生じております。予算に
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対して決算が少ないということになりますが，1年間に職員数などの増減など考えられない

のですが，どういうことかちょっと分かりやすく御説明をお願いいたします。 

〇総務部長（下吹越寿） 確かに広報等で予算と決算の人件費について差がありますので，そこ

で戸惑われていることだろうと思います。広報紙に掲載している当初予算額と決算額の差異

についてでございますが，広報紙の決算額につきましては，総務省が自治体の決算状況を調

査する地方財政状況調査，いわゆる決算統計の数値を掲載しております。その中で，人件費

につきましては，普通建設事業費に係る事務経費として普通建設事業費に計上できることと

なっており，その額を人件費から差し引くこととしております。普通建設事業費が多額であ

った令和2年度の決算においては，特に人件費から普通建設事業費に振り替えた額が大き

く，約6億円となっております。また，国民健康保険特別会計，後期高齢者医療特別会計，

介護保険特別会計で計上すべき職員人件費も一般会計に計上していることから，決算統計の

際には一般会計からそれぞれの特別会計に職員人件費を振り分けており，その額が例年2億

円前後となっております。そのために，当初予算額の人件費と8億円ほどの差異が出ている

ところでございます。 

〇５番議員（東勝義） ということは，建設関係が多くなると人件費が少なくなるという，簡単

な考えでよろしいんでしょうか。 

〇財政課長（東忠孝） そのように考えていただいて結構かと思います。 

〇５番議員（東勝義） 本市近隣の南九州市や南さつま市，枕崎市などの人件費について調べて

みますと，予算と決算の差異が大体約3％から6％でありました。本市は約14％から19％とな

っていますが，これについてはやはり説明をお願いします。 

〇財政課長（東忠孝） 他市の予算決算の分については，今，把握はしていないところでござい

ますけれども，先ほど総務部長から御説明いたしましたとおり，予算の額と決算の額の違い

については，普通建設事業費に占める人件費，支弁人件費といいまして，その普通建設事業

費に携わった職員の分を一定額，決算の場合には振り分けることができますので，その額と

特別会計の人件費につきましては，当初，一般会計の人件費で予算の場合には計上するので

すけれども，決算におきましては，その人件費を繰出金として処理しまして，特別会計の人

件費として決算では処理することとなりまして，8億円ぐらいの差が出ているところでござ

います。 

〇５番議員（東勝義） 差異については，これは人件費を削ったというわけではなくて，人件費

を別な方向に流用というわけではないですけれども，別な振り分けということで理解してよ

ろしいんでしょうか。 

〇総務部長（下吹越寿） その差異について，今言った建設事業費に振り分ける分，特別会計に

送る分以外の差異の分につきましては，職員人件費の人事異動や産前産後休暇，育児休業等

の職員が取った場合の，そういう部分につきまして，所要額を増減させて，その都度補正予
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算で補正して，多額の不用額が出ないような調整を対応しているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 何となく分かったような分からないような気持ちでいますけど，大体分

かったような気もします。4年度においてはどれぐらいの差異が生じるという予想なのか，

分かっていれば教えてくださいませんか。 

〇総務部長（下吹越寿） 今のところでは計算はできていないところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 今，正規雇用職員が483名，特会も全部入れてですね，それと任用職員

が460名，私のちょっと調べたところによると，なかなか指宿はこの職員数というのが，ほ

かの他市に比べて，ちょっと多いような気がするというか，データがありますが，やはり，

財政再建を考えた中で，正規雇用職員数や会計年度任用職員数，現在の雇用職員の階級数な

どを見直しを含め，人件費についてどのようにしていくべきと考えておられるか，分かれば

よろしくお願いします。 

〇総務部長（下吹越寿） 財政再建につきましては，身を切る改革でもございますので，当然，

市民にも痛いところを要求しないとならない。その反面，職員自らも一定の身を切る改革を

しなければなりませんので，その再建に向けた人件費等につきましても，同じような類似団

体でいうと平均より低いのですけれども，ただ，給与体系を示す指数におきましては，やは

り県内でも高い方で，ラスパイレス指数というのがありますけれども，それでも高いほうで

ございますので，今度作る新たな部署におきまして，そういう組織体制も含めた内部の改革

もあわせて進めていきたいと考えているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） すみませんね，なかなか答えにくいところで，市長に聞いてもよかった

んでしょうけど，市長は，いや，切りますよということは言えんでしょうから，ここで終わ

ります。 

 いぶすき観光デザインについての市の関与についてです。設立目的については，非常に詳

しい説明で，本市の基幹産業である観光業，農業，漁業などの地域産業が連携して観光地域

づくりを推進し，経済を発展させるために設立されたのは分かりましたが，しかし，この法

人は，私の記憶違いか分かりませんけど，ＤＭＯ法人として資格を獲得し，国から認証を受

けて地域産業発展のために国や県などから補助金などをいただくために設立するんだという

説明を受けた記憶があるんですが，説明違いでしょうか，お答えください。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今日の観光動向を見てみますと，旅行形態が団体から個人へとシ

フトをしております。また，物から事へと指向性の変化も進んでおります。旅行ニーズが複

雑化，多様化してきている状況でございます。こうした変化の中で，本市の観光振興を図っ

ていくために，砂むし温泉を代表とする温泉など，地域のホスピタリティなども含めて，本

市が誇る地域資源を最大限に生かし，観光客を呼び込み，リピーターや指宿ファンを増やし

ていく取組が重要となっております。そこで，そのサイクルの中で市内にお金が落ちる仕組

みを構築していく必要もあります。このような現状を踏まえまして，より民間的感覚の下，
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長期的なスパンで行政と産業，地域の合意形成を図りながらデータの収集分析を行い，効果

的な情報発信やマーケティングを展開していくために，その旗振り役としていぶすき観光デ

ザインを設立したところでございます。今，議員がおっしゃるように，ＤＭＯを取りにいく

ということは，そのとおりでございます。 

〇５番議員（東勝義） 現在のところ，このいぶすき観光デザインは国からとか，県からの補助

金というのは，全く取得できない状態だということでよろしいでしょうか。 

〇産業振興部長（大迫格史） ＤＭＯの候補法人の資格を令和3年11月に取得しております。 

〇５番議員（東勝義） ＤＭＯの候補法人というのが，もう分かっています。これは分かってい

るんですけど，候補法人であって認定はされていないと。私が今言っているのは，国か県か

らの補助金をもらえる状態にあるのかないのかということをお聞きしています。 

〇観光課長（上川床聡） 現在のところはまだ候補法人という形でございますので，受けられる

という状況にはないところでございます。 

〇５番議員（東勝義） それでは次に行きます。また次の段階でちょっと質問させていただきま

す。市の負担金8,000万円についてですが，人件費として幾らか，農政観光の事業費が幾ら

かなど，内訳をお願いいたします。 

〇総務部長（下吹越寿） いぶすき観光デザインへの負担金7,979万6千円になっておりますけれ

ども，内訳は職員等の人件費が6,343万1千円，マーケティングに係る委託料，事務費などの

運営費1,636万5千円となっております。なお，令和3年度に主に関係する課でございました

観光課，商工水産課，農政課，農産技術課の4課でいぶすき観光デザインに係る人件費等の

負担金総額を按分して予算計上しておりましたが，今後，いぶすき観光デザインの事業展開

が市地域振興全体に寄与するということを考えまして，市全体で支えることがふさわしいと

考えて，今回，総務課で計上したところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 今，人件費について，6,300万円程度あるということですが，何人分の

人件費でしょうか。 

〇総務部長（下吹越寿） 職員の人件費6,343万1千円ということでございますけれども，26人分

でございます。 

〇５番議員（東勝義） すみません，びっくりしました。いぶすき観光デザインて，そんなにた

くさんいらっしゃいましたっけ。職員の幹部が4・5人で，職員は4・5人ということだったと

思うんですが，そのほかに今回，いぶすき観光デザインは別に雇うということでよろしいん

でしょうかね。 

〇総務部長（下吹越寿） 今，東議員がおっしゃった部分でございますけれども，内訳で申し上

げますと，理事長1名，専務理事1名，地域消費者推進理事1名，理事が11名，監事2名，プロ

パー職員が1名，専門人材職員等が3名，再任用職員が1名，経理・庶務臨時職員が2名，それ

と市が派遣している職員の時間外等を含めたのがこの金額でございます。ただ月何回来ると
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か，そういう非常勤の理事もこの中に含まれるということで，その人件費も含まれるという

ことでございます。 

〇５番議員（東勝義） その人件費の中には市の出向職員，4・5名の人件費は入っていないんで

すよね。 

〇総務部長（下吹越寿） 職員が派遣法に基づき4名派遣していますが，その人件費の分は含ま

れておりませんが，時間外につきましてはこの中に含まれているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 分かりました，ありがとうございます。では次に行きます。令和元年度

に設立準備のために検討委員会を設置し，令和2年1月24日に一般社団法人としたと思うんで

すが，運営経費としてこれまで幾らぐらい負担をされたのかをお答えください。 

〇産業振興部長（大迫格史） いぶすき観光デザインへの運営経費でございますけれども，令和

元年度は設立検討会に対して950万2千円の負担金を支出しております。また，令和2年度は

予算額5,771万7千円，決算額として3,106万6,919円を観光課から支出しております。不用額

2,665万81円につきましては，主に新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に伴う未執行

分で，当該年度内に市に戻入されております。令和3年度は予算額5,857万円となっておりま

す。先ほど総務部長から説明がありましたとおり，観光課，商工水産課，農政課，農産技術

課がそれぞれ予算化しております。なお，セールスやプロモーション活動といった観光関連

事業費につきましては，観光課が978万6千円を支出しております。 

〇５番議員（東勝義） これは取材のときにもらった資料だったんですが，今，県の出している

地域ＤＭＯ，この冊子なんですが，これには令和2年度が市からの負担金9,847万，受託費

4,581万，事業収入581万150円，その他1,053円となって，もらった資料とはちょっと違うん

ですが，どちらがどうなのか，たいした問題じゃないのか，ちょっとお聞かせ願えれば助か

りますが。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今，議員御指摘のその資料につきましては，私どもは把握してお

りませんので，内容については答弁いたしかねるところでございます。 

〇５番議員（東勝義） だと思います。というか，これは，国の設立計画，ＤＭＯが出した計画

があるんです。インターネットに載っているやつです。これによって令和2年度の，ＫＰＩ

指数というのは分かりますよね，ＫＰＩ指数から全て書いてありますが，ここに令和2年度

総事業収入1億4,989万7,643円と，市からの負担金9,804万7千円となっているもんですか

ら，これがどちらが本当なのかうそなのか，これは国に対して出したいぶすき観光デザイン

の計画書なのか，計画書みたいなものなんでしょうけど，これについてちょっと差異があっ

たもんですからお伺いしたところでしたが，市としては把握してないということでよろしい

ですか。 

〇産業振興部長（大迫格史） 今の資料につきましては，市では把握をしてないところでござい

ます。 
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〇５番議員（東勝義） 分かりました。これはまた後日，そちらのほうで調べてください。よく

分かります。 

 コロナ禍の影響でＫＰＩ指数も整理できず，また地域も疲弊しているが，デザインはこれ

までどのような事業を手掛けてきたか，お答えくださいませんか。 

〇産業振興部長（大迫格史） いぶすき観光デザインでは，これまでコロナ禍における緊急経済

対策として，令和2年度にプレミアム率200％の地域商品券やみらい宿泊券を販売し，疲弊す

る観光業界の支援を行っております。また，特急指宿のたまて箱を活用した，いぶたまに乗

って指宿を応援，いぶすきよかもんプレゼントを実施し，需要が低迷していた牛肉や観葉と

いった農畜産物のＰＲを行い，消費喚起を促しました。あわせて，Ｗｅｂやデジタルサイネ

ージ，テレビ放映用のＰＲ動画等を制作し，コロナ収束後の旅行意欲の高い層やエリアへの

アプローチも行っております。令和3年度におきましては，宿泊費の2分の1を割り引く今だ

け直割キャンペーンを実施しながら，観光誘客を図っているところでございます。いずれの

事業につきましても，緊急事態宣言等の発令による人流抑制と緩和，それに伴うＧｏＴｏト

ラベルの実施と停止など，観光動向が日々変化していく中で，関係団体等と連携を密に行い

ながら，効果的な時期に事業展開が図れたと認識しているところでございます。 

 このほか，いぶすき観光デザインは中長期的な視点として，アフターコロナの観光動向を

見据えて，グーグルフォームを活用したＷｅｂアンケートや，中央大学と連携したデータ分

析等を継続的に実施しており，令和3年度においては地域資源のＧＡＰ調査も実施するなど

して，本市観光の実情把握と今後の方向性の確立に努めているところでございます。市とい

たしましても，こういった調査結果等を分析し，今後の施策の参考にしていきたいと考えて

おります。 

〇５番議員（東勝義） 本当に様々な動きをしてもらったということは分かっております。昨年

の産業建設委員会の中でしたかね，産業振興部長がいぶすき観光デザインについては，いつ

まで市が負担金を出して支援していかないといけないのかという質疑に対して，一刻も早く

金融機関などから借入れを起こし，自立していただくよう要請し，市からも4・5人の支援員

を送っているところですという答弁があったと思うんですが，一般社団法人として自立する

よう指導しているのか，お答えください。 

〇総務部長（下吹越寿） いぶすき観光デザインの事業につきましては，今，産業振興部長から

答弁いただいたところですが，現在，いぶすき観光デザインに対して早期に円滑な事業展開

が図られるよう，公益法人への派遣法及び市の条例に基づきまして，4名の職員を派遣して

支援しております。いぶすき観光デザインとしましても，これまで2名のプロパー職員を採

用し，組織体制の確立に努めているようでございます。また，当初の目的の一つとしており

ました観光庁が定めるＤＭＯ候補法人に申請し，登録がされているようでございます。その

ような中，長引くコロナ禍の影響により，思うような事業展開を図りにくい状況ではありま



 

- 171 - 

 

すが，ウィズコロナ対策として，緊急事態宣言解除以降の観光需要の喚起を促すことを目的

に，市民及び県民をメインターゲットとしたプレミアム付宿泊券の販売を実施し，令和4年

度には旅行者の視点から興味度の高い傾向が見られる地域資源について，関係者と連携した

体験コンテンツの造成やブラッシュアップなどを行い，観光，商業，農水産業等の地域経済

振興につながる事業を実施しているようです。観光庁もＤＭＯが自治体からの補助金等に完

全に依存することは望ましくないと考えており，将来に向けて一定の自主財源を確保するた

めの方策を検討する必要があると考えていることから，方策やロードマップ策定を促すな

ど，市としても助言してまいりたいと考えております。 

〇５番議員（東勝義） これ，皆さん方がちょっと把握してないということだったんですが，先

ほど示したこの確立計画の収入の欄にもですね，令和3年度から令和6年度まで，市の負担額

を8,217万円，受託費を2,780万円という計画をしているんですよ，ＤＭＯが。ということ

は，観光庁はＤＭＯが自治体からの補助金に依存することは望ましくないとしているという

答弁だったんですが，自立する計画も意思も全くないと思えるんですが，市としてどのよう

に今から指導していくおつもりでしょうか，よろしくお願いします。 

〇総務部長（下吹越寿） 市の補助金負担金等の支出のことにつきましてですが，先ほども申し

ましたように，今年度ＤＭＯの候補法人に登録されたばかりでございますので，将来に向け

て一定の自主財源を確保するための方策を検討する必要があると考えております。したがい

まして，方策やロードマップ策定などを促すよう，市としても助言，指導，協力してまいり

たいと考えております。 

〇５番議員（東勝義） 今度からいぶすき観光デザインも道の駅彩花菜館の指定管理として忙し

くなるわけです。今，この前も同僚議員が言いましたけど，ふるさと納税に関しても，この

観光デザインが一役買ってたということで言ったんですけど，観光デザインには私が産業建

設委員会にいるときに，委託を観光デザインにして，また観光デザインが委託をしてとい

う，委託の委託ということをちょっと聞いたことがあったんですが，そういうことは考えて

いないんですよね。観光課から観光デザインにこういうことを委託する。でまた観光デザイ

ンは別な業者に委託するということはしないということでよろしいんでしょうかね。 

〇産業振興部長（大迫格史） 道の駅のことでございましたら，そのような話は聞いていないと

ころではございます。 

〇５番議員（東勝義） 市の指定管理は今から始まると，それで多分忙しいだろうということ

で，今言っているのは，それもしながら，今までなかった彩花菜館の管理をしながら，今度

はまたふるさと納税に関しても関わってくるでしょうから，そういうことが今の観光デザイ

ンにできるのかできないのか。それと委託の委託ということはあり得ないのかということを

お伺いしているんです。 

〇産業振興部長（大迫格史） ふるさと納税につきましては，令和4年度の目標額を20億円に設
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定してございます。この20億円を達成するためにも，現在委託先となっているいぶすき観光

デザインの体制を強化する必要があると考えておりまして，委託料を増額しているところで

ございます。この増額した経費を基に，いぶすき観光デザインではそういった道に長けてい

る方をこちらのほうにお呼びして，その方に専門的に従事させるという話も聞いております

し，また，そういった専門的な業者とも連携を取りながら，20億に向かって取り組んでいく

というふうに聞いているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 今，私が言っているのは，この観光デザインというのは市が作った法人

です。それをずっと市の人件費をもって経営するということは，まずあり得ないんじゃない

かなと。できれば早く自立してほしいと。それに向けてやはり観光デザインも自立自治に向

けた動きをしてもらいたいんですが，それについて，市長，やっぱりどこまで，いつまでと

いうことは言えないんでしょうけど，やはりそういうことに対して指導していくという心構

えがあるでしょうか。 

〇市長（打越明司） 私も就任をさせていただいて，いぶすき観光デザインの在り方について

は，いろいろと検討する必要のある課題が幾つかあるというふうに思っておりまして，現実

の問題としては，設立の当時と比べると指定管理者を得て彩花菜館の運営もする。あるいは

ふるさと納税の様々な受発注のお手伝いもする。あるいはマーケティング調査を行ったりし

て，観光戦略づくりにも力を発揮をする。あるいはまた商品開発だとか，ふるさと納税の出

品をしてくれるような方々へのアドバイスとか，発掘もする。随分多岐にわたっていろんな

形になっていて，混在している状況でありますから，今，それに携わっている指宿市役所内

の様々な課や対策室等も含めて，役割分担と予算の分担を，もう一回きちっと整理をしてい

かないと，場合によっては重なったことを両方でしているケースとか，あるいは場合によっ

ては少し空回りをして無駄な予算なども使ってしまっているケースとか，いろんなことが考

えられるなというふうに思っていますので，そこはしっかりと，今後，経営改善推進室でも

きちんとした役割等，あるべきやっぱり姿について検討していく必要があるなというふうに

思います。今，指宿市がやっている仕事の中で，いつまでも指宿市が市役所内でやるという

ことではなく，アウトソーシングをして，民間としてやりやすいことをやったほうが，ずっ

と推進ができること，そこは整理をして，将来どのような形にもっていくかという目標を作

って，連携を取りながらその方向に向かって，目標を共有しながらしっかりやっていかなく

てはならない，そのように思っているところであります。 

〇５番議員（東勝義） ありがとうございます。本当にいろんなことをやってしまうと，全てが

手付かずになって中途半端になってしまうような気がして，私はそこが心配だったもんです

から，今回観光デザイン，補助金，財政再建からいえば，やっぱり人件費，また補助金等，

こういうところからまた身を切っていかなければいけないかなと思って，今回質問させてい

ただきました。市長，ありがとうございました。 
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 次，空き家についてです。空き家が23.4％と，5棟に1棟は空き家ということになっている

ようなんですが，この推移について，5年ごとでしょうけど，分かれば，何年か，30年があ

りましたけど，20年，25年とかありますかね。よろしくお願いします。 

〇総務部参与（野元伸浩） 先ほど住宅土地統計調査ということでお話をさせていただいたんで

すけれども，この調査につきましては，抽出された一部の世帯を調査して，全体を推計する

という標本的な調査でございますが，この調査による空き家率につきましては，平成20年が

17.04％，平成25年が19.52％，平成30年が23.48％となっているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） ありがとうございます。指宿市だけの問題じゃないと思いますけど，市

長も今回の選挙において市内全域を回り，空き家，空き地，危険空き家など目の当りにした

と思います。早急に手を打たないといけない状況だと思っていることで，私もそう思ってい

るんですが，三つのキーワードに上げられていた住みやすいまちづくりのためにも，愛する

指宿の景観を守り，空き家倒壊，空き家火災などの危険から市民の生命，財産を守り，安心

安全に暮らせるように整備する必要があると考えておりますが，これに対して，やっぱりど

うでしょうか，私は12月議会で条例を制定して，早目に対応したほうがいいんじゃないかと

いうことを一般質問でさせていただきましたが，総務部のほうでか，検討されたかどうか，

お聞かせください。 

〇総務部長（下吹越寿） 危険な空き家に対する条例の制定につきましては，他市の条例を調

査，参考とし，空き家等対策を推進する特別措置法の規定にない緊急的な応急措置等を盛り

込んだ条例の策定について，実は今年1月に市空き家対策協議会を開催して意見を聴収する

予定としていたところでございますけれども，御存じのように，新型コロナウイルスの感染

が広がったために，やむを得ず中止いたしました。来年度以降ですけれども協議会を開催

し，議員からのそういう意見もございますし，あわせて，同協議会の委員の皆さん方の意見

を聴いた上で，条例の制定を進める考えでおります。 

〇５番議員（東勝義） よかったです。地方自治法の国土交通省の資料によりますと，平成26年

の統計なんですが，全国1,718自治体のうち，451自治体が独自の空き家対策特措法を持って

いると，国の特措法に合わせて空き家について各市町村で対処しているようですので，是

非，早急に協議会を立ち上げて条例，厳しい条例というわけではありませんが，やはり前も

って厳しくできる条例をしていかないと，本当に危険空き家が多いですので，それについて

よろしくお願いします。 

 次行きます。インターネット上に，各自治体の空き家等対策計画が検索しますとありま

す。その中で，近くで喫緊で言いますと，鹿屋市の空き家対策等を計画を参考にさせていた

だきました，今回。本市も令和2年4月に作成された空き家等対策計画という，私は初めて知

りましたが，もらいました。これを一般の取材時に危機管理課からいただき，じっくり拝読

させていただきましたが，私もそうなんですが，計画を立てて満足して，その後の実行が伴



 

- 174 - 

 

わないと，私は特になんですが，そういうことがあるんですが，計画の4ページにあるよう

な空き家等及び所有者等のデータベース化と情報管理について，現在，進行しているのか進

行していないのか，今からするのか，ちょっとお聞かせ願えれば助かります。 

〇総務部長（下吹越寿） 今，議員がお持ちの計画の中にもありますように，空き家及び所有者

等のデータベース化について情報管理をしていくというような文言があるようでございます

けれども，先ほど参与が言ったのは統計上の調査の空き家ですので，実際，私どもが危機管

理課で調べているのは，消防団員が1軒ずつ回った数ですので，実際，そこの差はございま

すけれども，3年に1回，消防団による調査をやっているのですが，空き家，空き店等の所在

地の情報，どこが空き家になっているかという情報や，市民からの相談，公民館長からの相

談等により言われた場合は現地調査を実施して，空き家の状態，所在地，所有者を含めまし

て，どういう助言をしたのか，どういう勧告をしたのかということを記録をして，それを管

理をしているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） これに条例じゃありませんけど，今，特措法の関係で助言，指導，勧

告，命令，行政代執行，鹿児島県では鹿屋市が1件あるみたいなんですが，この指宿市で命

令までいったところという危険空き家なんかはありますでしょうか。 

〇総務部長（下吹越寿） そういう空家特措法に基づく勧告についてはしておりませんが，これ

までもこういう一般質問の中で答弁しているのですが，所有者を調べまして，もちろん相続

等もいろいろありますので，文書での解体だとか，安全確保策について適正な管理をお願い

しているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） よろしくお願いします。なかなか進まないというのが，この前の一般質

問でもあったもんですから，やっぱりそれを進めるためには，やはりしっかりとした条例並

びに心構えというのが必要だと思うんですが，次に行きます。 

 地域提案型空き家活用事業補助金というのが2項目に分けて，今，指宿市ではあるようで

すが，空き家の解体撤去工事などへの補助金として使うことができるのか。また，この活用

事業補助金について，詳しく説明をお願いいたします。 

〇総務部参与（野元伸浩） 市では，空き家を活用しまして地域活性化に主体的に取り組む地域

を支援するために，平成30年度から15万円を上限に地域の空き家マップづくりや活用の普及

啓発のためのチラシづくり等を支援する地域提案型空き家活用事業，調査研究事業でござい

ますが，こちらの要綱を定めているところでございます。またさらに，その次のステップと

いたしまして，50万円を上限に空き家を地域で公益的に活用する場合に支援する地域提案型

空き家活用事業，活性化実践事業の要綱を定めているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 地域提案型，この50万円というのは，これはリフォームなんかに使える

と，この前，総務水道委員会ではあったんですけど，リフォームだけなんでしょうか。それ

ともほかにトイレとかもあったんですけど，それを全部使えるということでよろしいんでし



 

- 175 - 

 

ょうか。 

〇総務部参与（野元伸浩） この地域提案型空き家活用事業の活性化実践事業につきましては，

議員御指摘のとおり，そのリフォーム，空き家の改修，そういった部分について，上限50万

円として補助をしているところでございます。ですので，議員が御指摘されましたトイレと

か，そういった部分についても一つの改修ということになりますので，上限50万円として補

助をしているというところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 私は本当，勉強不足か分かりませんが，こういう空き家活用事業という

のがあるのか，知りませんでして，この前，ちゃんと分かったんですが，今までこの50万円

というリフォームについて，使った方がいらっしゃれば，何件ほどあったのか，お聞かせく

ださい。 

〇総務部参与（野元伸浩） 今のところ1団体が活用をしているところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 1団体というのは一軒家のことでしょうか。団体名じゃなくて，1軒の空

き家に対して1団体が使ったということでよろしいんでしょうか。 

〇総務部参与（野元伸浩） こちらについては，公益的に活用をするということでありまして，

その地域団体，そういったところに補助をするという形になっておりまして，一つの団体に

対して補助を1件だけしているんですけれども，空き家の軒数的には1軒という形になってい

るところでございます。 

〇５番議員（東勝義） 再度聞きます。1団体が三つの家をリフォームするとなった場合，1軒に

つき50万でしょうか。それともその1団体が3軒のリフォームをするのに，全部で50万でしょ

うか，どっちでしょうか。 

〇総務部参与（野元伸浩） 1軒につき上限50万です。 

〇５番議員（東勝義） ありがとうございます。こういうことがあるという，市民の方々になか

なか知らされてないんじゃないかと思うんですが，これは広報いぶすきとか，リフォームす

る，したいという方がいらっしゃるところに宣伝とかいうことは，総務としてやっているん

でしょうか。 

〇総務部参与（野元伸浩） この補助制度につきましては，市のホームページで周知をしており

ます。今後は，広報紙でも広く市民の方々に周知をさせていただきたいと考えております。 

〇５番議員（東勝義） ありがとうございます。それでは，今，まだ指宿市ではないでしょうけ

ど，空き家がなかなか，危険空き家，山川のほうでも結局あの空き家は道路にはみ出してい

たのが，今，同僚議員が言いましたけど，中のほうに崩して網を被せると。あそこは活お海

道があって観光客が多いところでありまして，あそこを通るたびに，指宿はこんなところな

んだというのがあって，なかなか片付かないと。行政代執行ってなかなかできないんでしょ

うけど，これに関して，やっぱり空き家の解体の工事に関して，やはり補助金とかいうのを

ば，ないと困るんじゃないかなと。鹿屋市はあります，鹿児島市もありますが，指宿市がな
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い。お金を使いたくないんでしょうけど，やはりいつまでたっても危険空き家が減らない状

態。それと危険空き家はあるのは分かるんですけど，隣近所に住んでいる方が本当に怖がっ

ています。それに関して，今さっきも言いましたように，やっぱり市民の生命財産を守るた

めにも，この危険空き家，どうも片付かない空き家に関して，何か手を考えるということを

考えているんでしょうか。 

〇市長（打越明司） 議員の御質問の中にありますように，私自身も今回の市長選挙の準備の中

で，随分歩かせていただきましたけれども，放置された空き家が市内のいたるところで目に

されて，増えてきたなというのを実感として持っているところであります。空き家問題は，

少子高齢化や若年層の都市部への流出という問題と表裏一体のものであるというふうに思い

ます。もちろん，危険な空き家につきましては，所有者等に管理責任があり，個人の財産に

対し行政が関与すべきかどうかなど，様々な意見や課題もあります。しかしながら，これら

の問題を十分に議論し，本市でできる範囲で何らかの施策を講じる必要があると，私は考え

ております。今後，ますます危険な空き家が増加することが予想され，本市におきまして

は，地域提案型の空き家活用事業などの活用に対しては補助をするなど，本市の人口減に歯

止めをかけるための各施策を講じているところではございます。あわせまして，市民生活に

重大な影響が予想されるような危険な空き家につきましては，個別の手立てが必要だなとい

うふうに考えております。本市は，この課題に対しましてほかの市と比べますと，これまで

やや消極的な対応であったと考えておりまして，今後，条例の制定や解体撤去工事補助金等

につきましても，他市の補助状況や内容等を精査し，市の空き家等対策協議会の意見も踏ま

えました上で，市の財政状況も勘案をして，前向きに検討していく所存でございます。 

〇５番議員（東勝義） ありがとうございました。去年12月，させていただきました。今回2回

目，どうしても成川もそうなんです，徳光もそうなんですが，私も牛乳配達の関係でいろん

な所を回って，本当に危険な空き家があって，そのたびに隣近所の方々が風が吹けば怖い，

音がすればちょっと気持ちが悪いという感じで言われております。確かに，喫緊の問題では

ありましょう。そしてまた，財政も厳しい中でしょうけど，やはりそこもなかなか考えなが

らやっていってもらえれば助かります。明司市長も今回，実際，トップになられて，私が尊

敬する松下幸之助さんが，人をつくるんだと，人をつくって会社を経営するんだということ

を言われました。やはり，それぞれ価値観の違う480人，460人というたくさんの方々がいら

っしゃいます。その価値観の違う方々を一つの価値観にまとめて，今から指宿再生のための

選手として育てていってもらわなければなりません。市長におかれましては，やはり体調に

気を付けて，これから大変なところもあるでしょうけど，頑張っていってください。私も微

力ながら応援させていただきます。よろしくお願いします。 

 これにて，一般質問を終わります。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 
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休憩 午後 ３時０５分 

再開 午後 ３時１３分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き会議を開き，一般質問を続行いたします。 

 次は，前之園正和議員。 

〇１７番議員（前之園正和） 私は，日本共産党の議員の1人として，市民の命と暮らしを守

り，平和と民主主義を愛する立場から，一般質問を行います。ロシアのプーチン政権は2月

24日，ウクライナへの軍事侵攻を開始しました。国連憲章では主権尊重，領土の保全，武力

行使の禁止などを加盟国に義務付けており，ロシアの行動はどこから見ても国連憲章違反の

侵略行為であることは明瞭です。これはウクライナ市民の平和と命を踏みにじると同時に，

国連憲章に基づく世界の平和秩序を根底から脅かす極めて深刻な事態です。さらに，プーチ

ン大統領は核兵器による威嚇も行っていますが，決して許されることではありません。ロシ

アによるウクライナ侵略に抗議する声は，全世界と地域に広がっています。武力行使の即時

停止とウクライナ領土から直ちに全ての軍隊を完全に撤退することを強く求めて，以下，通

告に基づき一般質問を行います。 

 まず，政治姿勢の問題です。六つの事柄について通告をしてありますが，いずれもこの間

に一般質問でも何回か取り上げて，提案や要求などをしてきた問題です。今回の質問は，細

部にわたって繰り返し議論を重ねようということが必ずしも中心ではなく，新しく打越市長

に変わった下で，市長の基本的な考え方を整理して伺おうというものであります。ですか

ら，同じ答弁をするにしても，市長の言葉として答弁をいただきたいと思います。 

 まず，子育て支援として三つの提起をさせていただいております。一つは，国保税には2

万5,200円の均等割がありますが，18歳以下の子供に係る均等割をなくしてはどうかという

ことです。二つ目には，学校給食を完全無料にしてはどうかということです。三つ目には，

子ども医療費を高校卒業するまで無料にすることです。それぞれ基本的な市長のお考えを伺

います。 

 次に，高齢者の補聴器購入に対する助成制度についてです。前任の市長もその必要性自体

についてはお認めになってきたところでありますが，打越市長はこの件は基本的にどのよう

に考えて，実現に向けての取組をする考えであるか，伺います。 

 次に，学校や公共施設のトイレに生理用品を無償配布することについてです。打越市長は

どのように考えるか，基本姿勢を伺います。 

 この件での最後として，パートナーシップ宣誓制度についてはどのように考えるか。制度

について改善すべき点や都市間提携についての在り方等を含めて，お考えがあれば基本点を

お答えいただきたいと思います。 

 市営住宅家賃の減免について，公営住宅法に基づく市営住宅は，地方自治法等の定めによ

って必要な事項を市営住宅管理条例として定めています。第14条には家賃の決定，第16条に
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は家賃の減免又は徴収猶予についての定めがあります。要約すると，家賃の額は収入に着目

するが，特別な事情がある場合は減額，減免，猶予等ができるということだと思います。そ

こでまず伺いますが，家賃の減免について，条例等ではどのように定められているかどう

か。具体的になっているかどうかを含めて答弁いただきたいと思います。 

 次に，減免の実績について，第16条の第1項関係，第2項関係，第3項関係，第4項関係とそ

れぞれ実績があるかどうか，伺います。 

 次に，同じような行政サービスがある場合は，県の例に倣ったり，他市の例に倣ったりす

ることはよくあります。そこで，県営住宅においては，家賃の減免について，どのような場

合にどの程度減免するとなっているかどうか，示していただきたいと思います。特に，収入

に着目しての減免について，示していただきたいと思います。また，県内他市において条例

等の整備状況等実績はどのようになっているか，伺います。 

 緊急通報システムについて，緊急通報装置の給付事業でありますが，その目的，仕組みや

内容，実績はどのようになっているか，伺います。 

 次に，生活道路の点検と整備計画についてであります。生活道路の点検と整備計画という

ふうに通告してありますが，認定外道路という意味ではなく，生活に密着した道路という意

味であり，指宿市道，並びにその周辺の取付けや歩道などを含むものであります。私は昨年

から今年にかけての一定期間，健康上の理由から車の運転をすることを医者に止められてお

りました。そのことから，しばらくの間は電動アシスト自転車に頼っていました。すると，

車を主な交通手段としていたときとは別な道路事情が見えてきました。自転車は軽車両です

から，原則として車道を通行します。ただし，例外があって，1.標識があるとき，2.13歳未

満の子供，3.70歳以上の高齢者，4.やむを得ない場合，5.交通量が多い，6.道路の幅が狭い

など，交通安全確保のために必要な場合は例外となっています。また，車いすやいわゆる電

動シニアカーは歩行者扱いになりますから，原則歩道を通行することになります。車の運転

が日常になっている人からすれば，想像できないようなちょっとしたへこみや段差が通行を

妨げ，あるいは危険を誘発している現状があります。そこで伺いますが，身近な生活道路の

点検と整備計画はどのようになっているか，伺います。また，自転車，車いす，電動のシニ

アカー視点での点検と整備計画を持っているかどうか，伺います。 

 小田墓地公苑内の環境整備についてでありますが，旧墓地，新墓地合わせて2,638区画用

意されているようです。立地場所としては，平地ではありませんから，当然勾配もあります

し，階段もあります。階段といっても何段もある，いわゆる普通の階段もありますし，登山

道にあるような低い段差のものが2・3段というものもあります。手すりについても，長いも

のもあれば短いものもあると思います。墓参りに行く人は比較的高齢の人が多いのではない

でしょうか。そこで伺いますが，現在あるトイレに洋式トイレの導入はできないかどうか。

また，手すりや段差の整備についてはどのようになっているか，伺います。いずれもこの間
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に市民から整備の必要性が寄せられていたものであります。答弁をお願いいたします。 

〇市長（打越明司） 前之園議員から幾つかの問題について御質問いただきましたが，2点につ

いてお答えさせていただきたいと思います。 

 まず，国保税の均等割をなくすることについてどのように考えますかということでありま

すが，国保税の均等割につきましては，加入者一人ひとりに均等に課税されており，子供を

含めた全ての被保険者に人数に応じて負担をしていただくようになっております。そのう

ち，所得が一定の基準以下である低所得者世帯については，均等割及び平等割が7割，5割又

は2割のいずれかに軽減される制度があり，その軽減分については公費により負担軽減が図

られているところであります。また，令和4年度課税分からは未就学児に係る均等割につい

ても，5割は公費による財政支援が行われる予定となっております。18歳以下の均等割軽減

につきましては，これまでも軽減の対象年齢の拡大等について，全国市長会を通じて国に要

望をしているところでありますが，子育て支援策等の観点からも医療保険制度全体の問題で

もあることから，国と連携しての施策が構築されるものと期待をしているところでありま

す。仮に，本市で独自の減免制度を構築したとしても，減免により不足する多額の財源が必

要となりますので，本市国保の厳しい財政状況から見て，現段階では18歳以下の減免制度に

ついては，実施は難しいものと考えております。 

 生活道路の点検と整備計画について，どのような基本方針を持っているかというような御

質問でありました。本市総合振興計画におきましては，利便性に優れた快適なまちという基

本目標の中で，近年の車社会の進展に伴い，交通量が増加しつつある市道につきましては，

幹線道路を補完する整備を推進するとともに，生活道路としての機能を高め，安全で安心し

て通行できる利用者の視点に立った道づくりというものを基本方針として定めているところ

であります。 

 残余の質問につきましては，関係部長から答弁をさせていただきます。 

〇教育長（𠮷元鈴代） 学校のトイレに生理用品を無償配布することについてでございます。学

校では，保健室等で生理用品の配布を行っております。教育委員会では，学校のトイレに生

理用品を置くことについて，これまで実施いたしました試験的導入やアンケートの結果を基

に，県及び他市の取組も踏まえながら，導入について引き続き検討してまいりたいと考えて

おります。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 学校給食を完全無料にすることについてでございます。本市では，子

育て支援を推進し，学校給食費に係る保護者の負担を軽減することを目的に，令和元年度か

ら学校給食費の一部補助を実施しているところでございます。学校給食費の完全無償化につ

きましては，子供を生み，育てやすいまちを目指していく上で，大事なことであると認識は

しておりますが，一方で継続的な予算の確保が課題となるところでございます。当面は保護

者の皆様に学校給食費の一部負担をお願いしたいと考えているところでございますが，今
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後，学校給食費の完全無償化につきましては，慎重に検討していきたいと考えているところ

であります。 

〇健康福祉部長（山元成之） 私からは子ども医療費，高齢者の補聴器購入，緊急通報システム

の三つの項目につきまして答弁させていただきます。 

 まず，子ども医療費につきましてでございます。子ども医療費の助成につきましては，本

市においては子育て支援における環境整備を図るため，住民税の課税，非課税を問わず，平

成27年10月診療分より，医療費助成対象を小学校3年生までから中学校卒業までに拡充いた

しました。子ども医療費の助成方式としましては，窓口で医療費の自己負担分を支払ってい

ただき，後日登録した口座に窓口で支払った自己負担分が振り込まれる自動償還払いといた

しました。なお，令和3年4月からは，県内一斉に住民税非課税世帯の18歳年度末までの子供

を対象に，窓口負担なしの現物給付方式が導入されておりますが，住民税課税世帯の子供た

ちにつきましては，現物給付方式は行っていないところでございます。 

 高校卒業までの無料化につきましては，子ども医療の対象者拡大により，子供の保健の向

上と子育て世帯の経済的負担の軽減を図り，安心して子育てができる環境を整備して，若者

世代の流出を止めることが少子化対策を一層推進するための重要な施策であることは認識し

ております。しかしながら，一方で財政的な問題も検討が必要であり，実施につきましては

慎重に検討しなければならないと考えております。 

 続きまして，二つ目の高齢者の補聴器購入に対する助成制度についてでございます。一般

的に高齢になると耳が聞こえづらくなる方が増えていくということは理解しており，主に都

市部において補聴器購入助成制度が広がりつつあることも認識しております。その対策の一

つとして，本市におきましては，耳が聞こえづらくなる高齢者の方々が，住み慣れた地域で

いつまでも安心して暮らし続けることができるように，生きがいづくりや社会参加を推進し

ていくことも重要であると考えているところです。高齢者の補聴器購入に係る助成制度につ

きましては，一定のニーズはあると理解しておりますが，新たな助成制度の創設につきまし

ては，多額の財源が必要になると予想されることから，現時点では市独自の新たな助成制度

の創設は厳しいものと考えております。 

 三つ目の緊急通報システムにつきまして，まず目的は何かとのことでございます。市では

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活するための様々な施策を行っており，その一つとし

て緊急通報体制等整備事業があります。この事業は，ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの

世帯，身体障害者の世帯で体調不良などの緊急事態が発生したとき，親族などに速やかに連

絡が取れるようにすることを目的としております。申請者には，簡単な操作で家族などに通

報される機能を備えた機器の購入助成を行います。ボタン一つで登録された連絡先に速やか

に通報され，必要に応じて救命活動が行われることから，高齢者等が安心して在宅生活を送

ることができる環境整備に有効であると考えております。 
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 続きまして，どのような仕組みで，どのような内容かについてでございます。緊急通報装

置は本体とペンダントがセットになっており，ＮＴＴ回線に取り付けた本体又はペンダント

の緊急ボタンを押すことで，あらかじめ登録された家族などに緊急通報として連絡が入るも

のでございます。通報先は最大4か所の電話番号を登録することが可能となっており，第1通

報先が応答した後，電話を切ると第2通報先へ発信が切り替わり，登録者全員に通報されま

す。なお，通報先が35秒以上応答しない場合，次の通報先へ切り替わり，登録者全員が応答

するまで不在者へ再発信される仕組みとなっております。 

 続きまして最後に，利用実績数についてでございます。過去3年間における緊急通報装置

の給付実績は，平成30年度32台，令和元年度23台，令和2年度16台となっております。機器

は買取りになっておりまして，電話回線を利用した通報であるため，市において利用回数の

把握はできませんが，緊急通報装置を利用した消防署への通報が毎年数件あると聞いており

ます。 

〇総務部参与（増永智美） 公共施設のトイレに生理用品を無償配布することについてでござい

ますが，コロナ禍により社会問題として取り上げられた経済的理由などで生理用品が十分に

入手できない生理の貧困については，様々な支援が必要な方を相談窓口につなぐ対策とし

て，令和4年3月1日から試行的に生理用品の配布とアンケートを実施しております。窓口に

引換券を提示すると，理由などをお伺いすることなくお渡しすることになっております。引

換券の設置場所及び生理用品の配布につきましては，市役所総合案内，地域福祉課，保健セ

ンター，ふれあいプラザなのはな館，山川支所市民福祉課，開聞支所地域振興課の各窓口で

行っており，引換券については各窓口のほか，対象者の利用の多いと想定されるトイレにも

設置しております。 

 次に，パートナーシップ宣誓制度について，改善充実させる点でございます。パートナー

シップ宣誓制度の都市間連携につきましては，令和4年2月1日に鹿児島市と連携協定を締結

いたしました。連携したことにより，宣誓者が指宿市から鹿児島市に転出する場合，指宿市

にパートナーシップ宣誓書受領証等継続使用申請書を提出することで，鹿児島市でも指宿市

の受領証が継続して使用できます。なお，都市間連携の有無に関わらず，他自治体でパート

ナーシップ宣誓制度を利用している方が指宿市に転入する場合，一定の必要書類を省略し，

手続をすることができます。また，これまで事前の予約については，電話かメールでの手続

としておりましたが，電子申請でも予約手続ができるようになっております。今後も，より

良い制度となるよう，当事者の方の意見も聴きながら推進してまいりたいと考えておりま

す。 

〇建設部長（山﨑一磨） 市営住宅家賃の減免について，条例等でどのように定められているか

とのお尋ねです。市営住宅使用料の減免につきましては，指宿市営住宅管理条例第16条第1

項に，市長は特別の事情がある場合において，特に必要があると認められるときは，家賃を
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減額し，若しくは免除し，又は徴収の猶予をすることができると規定されております。第1

号に入居者又は同居者の収入が著しく低額であるとき，第2号に入居者又は同居者が病気に

かかったとき，第3号に入居者又は同居者が災害により著しい損害を受けたとき，第4号に前

3号に掲げるもののほか，前各号に準ずる特別の事情があるときと定められているところで

あります。 

 減免の実績についてですが，住宅使用料の減免の実績につきましては，直近では令和元年

度に2件あります。この減免の内容としましては，火災のり災により容易に回復しがたい損

害を受けたことにより減免を行ったところです。なお，指宿市営住宅管理条例第16条第1項

第3号に該当いたしております。第1号，第2号，第4号につきましては，実績はございませ

ん。 

 次に，県営住宅においてどのように定められているかとの御質問です。県営住宅の家賃取

扱要領によりますと，入居者及び同居者の収入月額が5万円以下の場合や，入居者等が6か月

以上の療養を要する疾病にかかり，又は災害により著しい損害を受けた場合などに減免対象

者に該当し，減免額は収入月額が2万5千円を超え5万円以下の場合は家賃等の4分の1を，2万

5千円以下の場合は家賃等の2分の1が減免対象となるようでございます。 

 県内他市における条例等の整備状況についてでありますが，県内他市の状況を確認しまし

たところ，鹿児島市，霧島市及び南薩地域では南さつま市，南九州市につきましては，要綱

等で減免制度を制定しております。なお，鹿児島市及び霧島市につきましては，収入による

減免を行っております。また，減免対象者の収入基準につきましては県と同様であります

が，運用方法などは異なっているようでございます。 

 続きまして，生活道路の点検の整備計画についてでございます。生活道路の整備計画にお

きましては，高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律，通称バリアフリー法

によりまして，高齢者や視覚障害者，車いす使用者等を含む全ての利用者にとって安全で円

滑な移動が可能となる構造とすることを原則としながら，道路法や道路構造令に基づき設計

に反映しているところであります。また，点検につきましては，自転車やシニアカー等の視

点での点検も必要であると認識しているところでございます。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 私からは墓地公苑内の環境整備についてお答えさせていただきま

す。市営小田墓地公苑には3か所のトイレがありますが，男女，多目的トイレを含め7つある

大便器のうち，6つが和式トイレ，1つが洋式トイレとなっております。お墓参りに来られる

方の中には高齢者等も多く，たくさんの方がトイレを利用することから，お墓参りに来られ

た方々に気持ちよく利用していただくためにも，洋式トイレへの取替えの必要性を認識して

いるところでございます。また，手すりや階段につきましては，今年度1か所取替え修繕を

行ったところであります。取替え修繕を行うに当たり，全体的に調査を行ったところ，ほか

にも修繕が必要な箇所があったことから，令和4年度から年次的に計画してまいりたいと考
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えております。 

〇１７番議員（前之園正和） 1番目の政治姿勢についてでありますが，最初のときに言いまし

たように，国保税の均等割については市長から答弁をいただきましたが，全体としてこれま

でのやりとりの内容，現状の答弁だったかと思います，各部長からは。私がお聞きしたの

は，これまでの確認ということにとどまらず，新しく市長が変わられたことで，市長の考え

はですね，これまでのことをそのとおり進めていくという単純なものなのか，これはちょっ

と疑問を持っているということがあれば示していただきたいし，これはこれまでの答弁より

ですね，更に急ぐべきだという認識があれば示していただきたいし，市長のざっくりとした

といいますかね，基本的な考えを伺いたいということだったわけで，国保の均等割以外は，

ちょっとお答えいただけないでしょうか。 

〇市長（打越明司） 基本的には今の現状を踏まえた各部長の答弁によるものと思いますけれど

も，それぞれ議員の質問の意図といいますか，願いというのは，私も共通して感じるところ

もあります。いずれにしても，なかなか財政再建を目標にしながら，今，市政運営を進めよ

うとする中で，確実な御返事をできるような状況にはないということで御理解いただきたい

と思います。 

〇１７番議員（前之園正和） これまでのやりとりで前任の市長のを含めて，必要性は認めたも

のは同じ，認めていらっしゃるし，検討するというものはするという，特段変わるものはな

いと，同じような考えでやっていくということでよろしいんですね，ちょっと確認したいと

思います。 

〇市長（打越明司） 今後，できるところを含めて前向きに取り組んでまいりたいということで

あります。 

〇１７番議員（前之園正和） それではちょっと各部長でいいんですが，具体的なことをちょっ

と伺います。国保税の均等割についてはお答えいただきましたが，仮に法定外部分として一

般会計から繰り出すと，均等割をですね，免除するということで，そうすれば幾らぐらいの

市独自に予算が必要ということになるのでしょうか。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 財源自体が法定外繰り入れになるかどうかということは別にいた

しまして，令和4年3月現在の国保被保険者数は1万1,845人となっており，うち18歳以下の被

保険者は1,213人になるところです。仮に18歳以下の被保険者の均等割を免除した場合，低

所得者における7割及び5割，2割軽減や，来年度から施行される未就学児の均等割軽減とい

った法定軽減に係る軽減額は，公費により財政支援があります。それ以外に議員お尋ねの市

独自に均等割を減免した場合は2,460万円の財源が必要となるところでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） 次に，学校給食の完全無料化ということになれば，今現在，1万

1,000ですけど，全額無料とすれば幾ら掛かることになるか，伺います。 

〇教育部長（鶴窪誠作） 本市におきまして学校給食費を完全無償化としますと，令和4年度の
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児童生徒見込数2,909名で試算したところ，約年間1億3,500万円の予算が必要になるところ

でございます。 

〇１７番議員（前之園正和） 次に，子ども医療費を高校卒業まで無料にということになれば，

市の必要経費はあと幾ら必要ということになるんでしょうか。 

〇健康福祉部長（山元成之） 16歳から18歳のいわゆる高校生世帯で，住民税課税世帯を助成対

象とした場合，約1,500万円の増額と予想されます。 

〇１７番議員（前之園正和） それでは次に，時間があったらちょっとまたやりたいと思うんで

すけど，市営住宅の家賃の減免について，伺います。市の管理条例の第16条の1項におい

て，入居者又は同居者の収入が著しく低額であるときに，家賃を減額し，若しくは免除し，

又は徴収の猶予ができるというのが記載してあるということは答弁をいただきましたが，そ

の実績としては，火災のときの実績はあるけど，その他の実績はないということでしたが，

この収入に着目した基準もなければ，当然，申請用紙もないということでよろしいわけです

ね，確認をいたします。 

〇建設部長（山﨑一磨） 議員のおっしゃるとおりでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） 住宅管理条例では第16条に先ほども言ったように，収入に着目し

て，これが大変な場合には減額免除，徴収の猶予できるというふうになっているが，なって

はいるが具体的なその要綱もなければ，規則もないということで，申請用紙もないという状

況でありますが，そこは市長，収入に着目した減免の基準を作り，申請用紙を作るというの

が，申請者があるなしに関わらず，作っておかなければならないことではないでしょうか。 

〇建設部長（山﨑一磨） 指宿市住宅管理条例施行規則第12条に，減免に関する申請手続につい

ては定めておるところでございます。ただ，これ以外の要綱，要領等では定めていないとこ

ろでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） ほかの県などの，鹿児島市など例を示していただきましたが，収

入認定が月額が2万5千円以下の場合には家賃の2分の1，収入認定月額が2万5千円を超え5万

以下の場合には4分の1を減免するようになっていると，県もそうだということでしが，少な

くとも同じような額を，収入額を示した基準を作るということは，もう当然のことではない

でしょうか。 

〇建設部長（山﨑一磨） 公営住宅の家賃につきましては，収入に応じて計算された額が決定さ

れ，既に低廉な家賃で提供しているところです。国から示されている減免の基準は，収入等

がおおむね生活保護基準以下とされています。また，住宅に対する支援制度の中には，生活

保護制度における住宅扶助や失業，休業等による収入減少に伴う住居確保給付金があり，こ

れらの制度と市営住宅の減免制度との整合性や，入居者以外の世帯との公平性等について検

討する必要があります。家賃減免の基準につきましては，以上のことを踏まえまして，県内

外の自治体の制度を参考に検討をする必要があると考えているところでございます。 
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〇１７番議員（前之園正和） 市の条例第14条で家賃の決定ということで，これはその収入によ

って家賃が幾らから幾らまでの人は家賃が幾らですよ，ここからここまでは幾らですよとい

うことで決まっていると，それはどこもそうじゃないですか。その上で，14条で指宿市でい

えば14条で家賃の決定があって，その上で16条によって大変なところは減免できるという，

そこが県や鹿児島市などは具体的になっていて，2万5千と5万を区切ってですね，半分ある

いは4分の1減免できるというわけですから，当然，16条に基づくそのものさしを示すしとい

うことは，当然の義務じゃないですか。法体系としての義務じゃないですか。そういう意味

で16条に基づく規則なり，要綱なりで，いうところの2万5千とか，5万とか示して，同じよ

うなものを作る必要性があるということでよろしいですか。 

〇建設部長（山﨑一磨） ここ1・2年，コロナ禍の影響により収入が減少した入居者も少なくな

いとは思っております。引き続き県内外の自治体の制度の調査研究を行うとともに，入居者

以外の世帯との公平性が保たれるよう，関係部署と連携を図りながら，真に困窮している入

居者の支援となるよう，要綱等の制定に向けて検討してまいりたいと考えております。 

〇１７番議員（前之園正和） ですから，14条において収入は幾らと決まっている，そのことを

もって減免の必要性うんぬんというのは別ですよ。14条で決まった額にも関わらず，16条に

よって減免できるというふうになっているわけですから。これからするということじゃなく

て，16条に基づく減免できるというふうになっているのが，具体的な施策が取られてなかっ

た，基準も示されてなければ申請書もないと，これは責任ですよ。今から考えますというこ

とでは済まない問題ですよ。市長，そこをどう考えますか。 

〇建築課長（山田昭浩） 市営住宅の中で，最も低い家賃というのは，全世帯の割合でいくと0

から10％に相当する世帯を対象としております。生活保護基準の収入分位が7から8％程度に

相当するとされていることから，最も低い家賃は生活保護基準を想定して決められたものと

考えております。しかしながら，収入等が生活保護基準以下や住宅確保給付金の給付相当に

あるにも関わらず，特別な理由により制度を利用できない場合等も想定されますので，県内

外の自治体の減免制度を調査研究して検討してまいりたいと考えております。 

〇１７番議員（前之園正和） ですから，16条で特別の事情がある場合で，特に必要があると認

めるときは減額若しくは，となっているんですよ。どういう意味ですか，これは。どういう

ときに減免ができる，減額ができると，ものさしを示せないで漠然とした問題ですか，そこ

を言っているんです。 

〇建設部長（山﨑一磨） 議員のおっしゃることは分かります。ものさしを示せということだろ

うというふうに理解しております。その中で，そのものさしの収入月額をどの程度にするか

というのにつきまして，他市町村，県内外の調査をいたしまして，そのものさしについて検

討して定めていきたいというふうに考えているところでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） ですから，鹿児島市，霧島市とか，示されていましたけども，も
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のさしを示しているところは2万5千と5万なんですよ。2万5千円以下の場合は2分の1，2万5

千円から5万の場合は4分の1という，ものさしはもうでき上がったたものとは言いませんけ

ど，見習うべきものははっきりしているんですよ。あの自治体は幾らで，この自治体は幾ら

というばらつきがあるわけではなくて，言ってみれば県のものにそろえてあるんですよ。そ

ういう意味では，これから周りを見て検討するということではなくて，県にそろえますとい

うことでよろしいんじゃないですか。 

〇建設部長（山﨑一磨） 鹿児島県にそろえるのは，簡単ではあると思います。ただ，指宿市独

自でその基準を定めていくことも必要であるというふうに考えておりますので，今後，検討

させていただきたいというふうに考えているところでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） 県が2万5千円以下の場合は家賃が2分の1というふうになっていま

すが，指宿市の独自の検討した結果，2万5千円じゃなくて3万以下の場合は2分の1というこ

ともあり得るということですか，これから検討するというのは。県の基準が示されているの

で，一応，市独自で検討するというわけですから，場合によってはより減免の制度を充実す

るということもあり得るということも考えていいんですか。 

〇建設部長（山﨑一磨） 検討した結果，県と同じになる可能性もあるかと思います。ただ，県

の減免制度といたしまして，預貯金等の絡みが入っていないところでございます。そのよう

なところをやはり慎重に検討していくことが必要であろうという考え方の下，先ほどの答弁

とさせていただいたところでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） プラスのほうばかり言いましたけど，じゃ，2万5千円が3万じゃ

なくて，指宿は検討の結果2万ということもあり得るということなんですか。これはほかよ

り減免制度を後ろ向きにするということですけど，どっちにもあるということですか。 

〇建設部長（山﨑一磨） そのものさし，2万5千，5万円については，検討の結果，先ほども申

し上げましたけれども，同じになることもあろうかと思います。ただ，それだけではなく

て，より良い減免制度となるよう検討していきたいという形の下で答弁させていただいてい

るところでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） 県やほかの市が示している2万5千，5万というのがありますけ

ど，より良い制度となるよう検討するというのが今の答弁ですけど，その意味には減免制度

を更に充実するというふうに私は聞こえるんですけど，そういうことですか。 

〇建設部長（山﨑一磨） そういう捉え方もあろうかと思いますが，市営住宅入居者以外の方々

との公平性も当然考えていかなければなりませんので，そのような不公平感が出ないという

ような形でのより良い制度という形で答弁させていただいております。 

〇１７番議員（前之園正和） より良いということと矛盾をするんですよね。ほかのところとい

うことになれば，民間のアパートに，じゃあ補助は市がするのかということをすれば，それ

はないわけですから。それはもう引き下げる口実にしかならないわけです。やろうと思えば
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ですね，検討すれば2万5千，5万というのは一応，県をはじめですね，示されているわけで

すから，条例で16条でできるというふうになっているわけですから，要綱とか規則とか，こ

れから作るにしてもですね，条例改正は少なく，急々には必要ないんですよ。ですから，今

からでもすぐでもできるんですよ，条例に基づいてですね，2万5千，5万というのに基づい

てやると。必要ならば詳しくするために条例改正とかあるかもしれんけど，とにかく規則，

要綱とかでやろうとすれば，もう今すぐにでもできる。ものさしも県にそろえればいいわけ

ですよ。市長，これまでの担当とのやり取りを聞いて，いかが考えますでしょうか。 

〇市長（打越明司） 私も実は，今の議論を聞きながら，十分に理解してないところもあるよう

な気がします。十分にこれから勉強した上で，今の議員の主張や思いもよく分かりましたの

で，いい答えを出せるようにこれから検討していきたいというふうに思います。 

〇１７番議員（前之園正和） これはもう条例を変えようという話ではなくて，条例を具体化を

しようということですが，2万5千，5万という県のものさしがありますので，これに沿って

即座にやっていただけるようお願い申し上げまして，また次の機会にお願いしたいと思いま

す。 

 それから，緊急通報システムについてですが，これは一人暮らしとか，そういうところに

ですね，いざというときに緊急時に通報できるようにということですが，答弁でもありまし

たように，ＮＴＴ回線がなければ，このシステムは生かせないことになるわけですね。一人

暮らしで緊急に連絡を取るべきということから言えば，ＮＴＴ回線が必ずしも持っていると

いうことにはならないわけですよね。ですから，ほかのところに通信回線があるなし，ある

いは種類に関わらず，同様のシステムをですね，何かできないかということは，やっぱり考

える必要があるんじゃないかと思うんですけど，それについてはどのように考えますでしょ

うか。 

〇健康福祉部長（山元成之） 緊急通報システムにつきましては，例えば24時間365日，オペレ

ーターが対応してくれるものもあるようです。また，センサーを活用したものや，長時間家

電や水が使用されない，逆に長時間使用され続けている場合に，家族へメール等で通報され

るものもあるようです。今後，高齢化が進みますので，緊急対応というものは大変重要なも

のであると思っております。今後も引き続き調査研究を続けてまいりたいと考えておりま

す。 

〇１７番議員（前之園正和） 答弁もありましたように，今ある市の緊急通報装置，これだけで

はなかなかクリアできないところもあるし，家電なんかを使ってですね，長時間使いっぱな

しになる，あるいは使われないということで自動発信するというのもあるようです。ですか

ら，そういったことも含めて，あらゆる人にですね，対応できるものを，やっぱし考える

と。それが今の市の緊急通報システムに組み入れられるもの，組み入れられなくて，ほかに

要請をするものというのが出てくるでしょうけども，その検討をする必要があると思うんで
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すけど，当面の問題として，このＮＴＴ回線だけじゃなくて，携帯，スマホ，キャリアはど

こであろうとですね，携帯，スマホでも対応できるようにということはできないか，その点

はどうでしょうか。 

〇健康福祉部長（山元成之） 基本的には，今現在使っている緊急通報装置がＮＴＴ回線を推奨

されております。一方で，議員がおっしゃるように回線を使わずに携帯電話等で対応できる

ものもあるやに聞いておりますので，その辺につきましても調査研究をしてまいりたいと思

っております。 

〇１７番議員（前之園正和） そうですね，だから現在のシステムという枠においてはＮＴＴ回

線というのがあるかもしれませんけど，全ての人に対して必要なシステムを構築するという

点からいくと，今の制度を拡充する，あるいはまたほかのシステムを連動するということも

含めてですね，今後，やっぱりそのことについては検討する必要があるというふうに，執行

部もそう理解をしているということで確認をしてよろしいでしょうか。 

〇健康福祉部長（山元成之） 現在使っている装置はＮＴＴ回線でやっておりますが，一方でＩ

Ｔの時代になりました。民間においては様々な機器が開発されているようですので，高齢者

が使いやすい優しい機器につきまして，今後も調査研究してまいりたいと考えております。 

〇１７番議員（前之園正和） それから，生活道路の点検についてでありますが，自転車や車い

す，シニアカーでの視点での点検の必要性をお伺いしましたところ，その必要性はあるとい

うことだと思うんですけれども，その視点に立っての整備計画といいましょうかね，点検は

必要性はあるということですけど，これまではやられていたのかどうか，その点はどうでし

ょうか。 

〇土木課長（東恵一） 我々土木課につきましては，職員パトロール等も含めながら，車目線で

ある所，また更に危ない危険な箇所につきましては，車を降りて歩きながら段差解消，また

陥没，ポットホールなどについても注意しながらパトロールを現在行っているところでござ

います。 

〇１７番議員（前之園正和） 例えば歩道ということからすると，歩行者，車いすなんかです

ね，歩行者扱いですから，例えば目的の場所に行くのに，例えばなのはな館に行きたいとい

うふうにしたときに，ちょっと入口のところにはちょうど横断歩道がないわけで，向こうに

ずっと行って，回ってということに，法的にいえばなるわけですよ。そういうことを考えれ

ば，横断歩道が必要とする所にあるかどうかという問題も出てくる。それから，ちょっとし

た段差ですね，健常者の場合はなんてことないけど，車いす等の場合は問題になるというこ

ともあろうかと思うんですが，そういうことを含めての，パトロールの際はですね，やられ

ているかどうか，その点はどうでしょうか。 

〇土木課長（東恵一） パトロールにつきましても，そのような状況を危惧しながらするように

心掛けているところでございます。 
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〇１７番議員（前之園正和） 道路に関する国のガイドラインというのがあるようですが，歩道

と横断歩道の段差は2cmと定められているようです。車いすでは越えられ，白杖で確認でき

るのが2cmということからのようです。この2cmを一つの基準として，これはもう歩道と横断

歩道の場合ですけれども，これは2cmというのは一つの基準だと思うんですよね。この2cmを

意識したパトロール，点検というのはどうかなというふうに思うんですが，それはやられて

いますでしょうか。 

〇土木課長（東恵一） 議員のおっしゃいますその2cmを基準にしてやっているつもりですが，

実際のところ解消できていない箇所というのもあろうと思います。ただ，我々のパトロール

としましては，現場にたどり着くまでの間，また職員パトロールとして随時そのようなこと

を気にしながら現状としては努めているところでございます。 

〇１７番議員（前之園正和） これは意識して見ないと，車社会の下ではですね，やっぱり見過

ごす部分だというふうに思うんですよね。ですから，いっぱい市内にはこういう所があると

思うんですよ，その必要性のあるところが。だから，逆に言うと，いっぱいあるもんだか

ら，不自由を感じていてもですね，ここは段差を解決してほしいというのは，なかなか要求

としても出てこないんじゃないかと思うんですよね。言えばきりがないから。そういったこ

とでは，やっぱりだめなんであって，点検のときにですね，やっぱりそこは意識してやると

いうことが必要じゃないかと思うんですが，これを機にと言ったらおこがましいんですけれ

ども，やはり歩行者目線，それから軽車両目線でのですね，点検というのは大事じゃないか

なと思うんですけど，今後への決意も含めてちょっと伺います。 

〇土木課長（東恵一） 議員のおっしゃるとおり，そのような段差解消部分につきましての見方

というのは大事なところだと思います。今後も，そのようなものを注意しながら一生懸命パ

トロールに努めてまいります。 

〇１７番議員（前之園正和） それから，小田墓地のことですが，現在，3か所にトイレがあっ

て，7基のうち6基は和式，1基が洋式だということで，洋式トイレの導入についてはその必

要性があるということでありますけど，手すりや階段の整備についても，最近やったという

ことも含めて，今後，年次的にやりたいということですけども，トイレのほうについては，

まずいつ頃までにというものをお持ちでしょうか。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 現段階では時期等については，まだ定かにしてないところでござ

います。 

〇１７番議員（前之園正和） トイレも手すり，階段もそうですけれども，しばらく待ってくれ

で済む話ではないというふうに思うんですよね。今必要としては，やっぱり，財政的には一

気にできないということは理解していますけれども，必要性からいくと，今必要というもの

は今必要なわけですよ。その点では具体的なものを示してやっていただきたいと思うんです

けど，手すり，階段についても，これは聞くところによるとブロックを分けて，何か年間で
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やるという計画があるように聞いていますけど，そのことを含めてちょっと伺います。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 手すりにつきましては，現段階であと3か所，取替えを計画をし

ているところでございます。令和4年度につきましては1か所，あとの2か所につきまして

は，やはり，その現状の更なる把握，応急処置とか，そういうものも含めて，優先順位と

か，随時，今後も小田墓地公苑内の確認をしながら，計画してまいりたいと思います。 

〇１７番議員（前之園正和） そのブロックを分けてということもちょっと聞いているんですけ

ども，3ブロックに例えばするとすれば3年で済むのかなという，ちょっと直感的に思うんで

すけど，そういった意味を含めて，やっている途中に新たな必要性が出て来るという場合も

ありますけれども，一応今の計画ではどの程度で手直し，あるいは補修等もできるというこ

とは言えないんでしょうか。 

〇市民生活部長（鶴本八郎） 予算措置等の関係もございますので，課としては，できるだけ早

い段階で修理できるように検討してまいりたいと思います。 

〇１７番議員（前之園正和） この問題は，市のほうが計画的にチェックをし，必要に応じて施

工するということもありますし，要望が具体的に上がって来た時点で確認は必要でしょうけ

れども，それでやるということも必要かと思うんでですね，そこら辺のところを含めて，市

民の要求に沿って対処していただきたいというふうに思います。 

 それで，最初言った，最初の部分にちょっと戻りますけど，政治姿勢のところでですね，

トイレに生理用品を無償配布することはできないかということについて，学校側と公共施設

の側と答弁をいただきましたけれども，昔は公園のトイレにトイレットペーパーがないとい

うところもありましたけど，それはもう昔々の話であってですね，トイレにトイレットペー

パーがあるのは当たり前であります。それと同じように，トイレに生理用品を必要とする人

がいるわけですから，トイレにトイレットペーパーがあるように，生理用品も必要なときに

使えるようにということは，当然のことだと。ジェンダー平等の視点からいっても求められ

ることと思うんですが，市長はそのトイレットペーパーがあるように，当然のものとしてあ

るべきだということについては，また，ジェンダー平等との関係では，どのようにお考えで

しょうか。 

〇総務部参与（増永智美） 生理の貧困問題としては，真に必要としている方へしっかり配布す

ることであり，単に配布することで終わらせるのでなく，ほかに抱えている困りごとについ

ても把握して，必要な支援につなげる機会とすることだと考えております。今後，トイレに

直接生理用品を配布することも含めまして，支援が必要な方を相談窓口につなぐための対策

を検討していきたいと考えております。 

〇１７番議員（前之園正和） 真に必要とする人にということでありますが，トイレットペーパ

ーがですよ，例えば，どこそこの窓口にありますから，必要な人は持って行ってくださいと

いうことにならないわけですよ。ですから，必要とする人に必要な場所で，必要なときに提
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供するということになれば，やはり学校もそうですけれども，公共施設のほうもですね，そ

の場に，トイレの個室に置くということが求められるわけです。最後ですので，時間からし

て，市長のお考えを伺います。トイレットペーパーがあるようにあるべきじゃないかという

ことです。 

〇市長（打越明司） 今，その問題についていろいろな意見があって，試行をしている最中であ

ります。この試行の中で，いろいろな意見や要望，声を聴く仕組みも作って，その声が届く

ような形に，十分かどうかは分かりませんが，その試行を続けている最中でありますので，

そのことを踏まえて，いい形で今後も検討を続けてまいりたいというふうに思います。 

〇議長（下川床泉） これにて一般質問を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ４時２０分 

再開 午後 ４時２７分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 

△ 議案第8号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第3，議案第8号，指宿市教育に関する事務の職務権限の特例に

関する条例の制定について，を議題といたします。 

 本案は，総務水道委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，総務水道委員長の

報告を求めます。 

〇総務水道委員長（東勝義） 総務水道委員会へ付託されました，議案第8号，指宿市教育に関

する事務の職務権限の特例に関する条例の制定について，審査の経過と結果を御報告申し上

げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月4日，関係課職員の出席を求め審査いたしました結果，全員一致をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 スポーツに関する事務のうち，学校における体育に関する事務は教育委員会に残し，ほか

は市長部局が管理し執行するということだが，事務が分かれることによるデメリットという

のは考えられないかとの質疑に対し，特にデメリットはないと考えているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第8号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第8号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 選挙管理委員及び補充員の選挙 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第4，選挙管理委員及び補充員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法につきましては，地方自治法第118条第2項の規定により，指名推選によりたい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法につきましては，議長において指名することにいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議長において指名することに決定いたしました。 

 御指名申し上げます。 

 選挙管理委員には，今村了氏，大道武雄氏，大岩本稔氏，馬場久生氏，以上の方を指名い

たします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました方を，選挙管理委員の当選人と定めることに御異

議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，ただいま指名いたしました今村了氏，大道武雄氏，大岩本稔氏，馬場久生氏，以

上の方が選挙管理委員に当選されました。 

 次に，選挙管理委員補充員には次の方を指名いたします。 

 第1順位，高橋國十郎氏，第2順位，徳留博昭氏，第3順位，牟田浩一氏，第4順位，森和美

氏，以上の方を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました方を，選挙管理委員補充員の当選人と定めること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，ただいま指名いたしました第1順位，高橋國十郎氏，第2順位，徳留博昭氏，第3

順位，牟田浩一氏，第4順位，森和美氏，以上の方が順序のとおり選挙管理委員補充員に当

選されました。 

 お諮りいたします。 

 3月23日は本会議の日でありましたが，一般質問の終結により休会といたしたいと思いま

す。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，3月23日は休会とすることに決定いたしました。 

 

△ 散  会 

〇議長（下川床泉） 以上で，本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は，これにて散会いたします。 

散会 午後 ４時３３分 
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第１回指宿市議会定例会会議録 

 

令和４年３月28日 午前10時00分 開議 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

１．議事日程  

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 議案第９号 指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

〇日程第３ 議案第10号 指宿市消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条例

の一部改正について 

○日程第４ 議案第12号 指宿市奨学資金条例及び指宿市大重・岩崎奨学資金条例の

一部改正について 

○日程第５ 議案第13号 指宿市立市民会館条例の一部改正について 

○日程第６ 議案第11号 指宿市コミュニティセンター愉徒里館条例の一部改正につ

いて 

○日程第７ 議案第14号 令和３年度指宿市一般会計補正予算（第16号）について 

○日程第８ 議案第15号 令和３年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予

算（第４号）について 

○日程第９ 議案第16号 令和４年度指宿市一般会計予算について 

○日程第10 議案第21号 令和４年度指宿市水道事業会計予算について 

○日程第11 議案第22号 令和４年度指宿市公共下水道事業会計予算について 

○日程第12 議案第23号 令和４年度指宿市温泉供給事業会計予算について 

○日程第13 議案第17号 令和４年度指宿市国民健康保険特別会計予算について 

○日程第14 議案第18号 令和４年度指宿市後期高齢者医療特別会計予算について 

○日程第15 議案第19号 令和４年度指宿市介護保険特別会計予算について 

○日程第16 議案第20号 令和４年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計予算に

ついて 

○日程第17 議案第27号 指宿市職員の給与に関する条例及び指宿市一般職の任期付

職員の採用等に関する条例の一部改正について 

○日程第18 議案第28号 指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正について 

○日程第19 議案第29号 指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正につい

て 

○日程第20 議案第30号 令和３年度指宿市一般会計補正予算（第17号）について 



 

- 196 - 

 

○日程第21 議案第31号 令和４年度指宿市一般会計補正予算（第１号）について 

○日程第22 議案第32号 指宿市議会委員会条例の一部改正について 

〇日程第23 決議案第１号 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案） 

                               

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程のとおり 

                               

１．出席議員 

２ 番 議 員  松 下 知 惠  ３ 番 議 員  山 本 敏 勝 

４ 番 議 員  前 原 五 男  ５ 番 議 員  東  勝 義 

６ 番 議 員  西 田 義 哲  ７ 番 議 員  新宮領   實 

８ 番 議 員  恒 吉 太 吾  ９ 番 議 員  田 中 健 一 

10 番 議 員  吉 村 重 則  11 番 議 員  東  伸 行 

12 番 議 員  西 森 三 義  13 番 議 員  井 元 伸 明 

14 番 議 員  新川床 金 春  15 番 議 員  福 永 德 郎 

16 番 議 員  高 田 チヨ子  17 番 議 員  前之園 正 和 

18 番 議 員  下川床   泉     

                               

１．欠席議員 

１ 番 議 員  中 村 昭 二     

                               

１．地方自治法第121条の規定による出席者 

市 長  打 越 明 司  副 市 長  有 留 茂 人 

教 育 長  𠮷 元 鈴 代  総 務 部 長  下吹越   寿 

市民生活部長  鶴 本 八 郎  健康福祉部長  山 元 成 之 

産業振興部長  大 迫 格 史  農 政 部 長  寺 田 昭 宏 

建 設 部 長  山 﨑 一 磨  教 育 部 長  鶴 窪 誠 作 

水道事業部長  園 田 猛 志  山 川 支 所 長  中 島 裕 一 

開 聞 支 所 長  山 下 秀 一  総 務 部 参 与  野 元 伸 浩 

総 務 部 参 与  増 永 智 美  建 設 部 参 与  星 倉 淳 一 

教 育 部 参 与  中 摩 浩太郎  総 務 課 長  山 下 浩 二 

財 政 課 長  東  忠 孝     
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１．職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長  鮎 川 富 男  次長兼議事係長   木 下 英 城 

調査管理係長  川 畑 裕 二  議 事 係 主 査  古 川 浩 仁 
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△ 開  議                   午前１０時００分 

〇議長（下川床泉） ただいま御出席の人員は，定足数に達しておりますので，これより，本日

の会議を開きます。 

 

△ 会議録署名議員の指名 

〇議長（下川床泉） まず，日程第1，会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は，会議規則第88条の規定により，議長において，山本敏勝議員及

び東勝義議員を指名いたします。 

 

△ 議案第9号及び議案第10号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第2，議案第9号，指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部

改正について，及び，日程第3，議案第10号，指宿市消防団員の定員，任免，給与，服務等

に関する条例の一部改正について，の2議案を一括議題といたします。 

 2議案は，総務水道委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，総務水道委員長

の報告を求めます。 

〇総務水道委員長（東勝義） おはようございます。総務水道委員会へ付託されました，議案第

9号，指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について，及び，議案第10号，指宿

市消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部改正について，の審査の経過と

結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月3日及び4日，関係課職員の出席を求め審査いたしました結果，2議案

ともに全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，議案第9号について。育児休業を取得できなかった1年契約の非常勤職員は，これま

で妊娠すると必然的に退職という選択肢しかなかったが，条例の一部改正によって，継続し

て勤務できる可能性が出てくるということかとの質疑に対し，そういう可能性が出てくると

思うとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，議案第10号について。消防団員数はどうなっているかとの質疑に対し，令和3年4月

1日時点で，条例定数564名に対し520名で，マイナス44名となっているとの答弁でした。 

 消防団員による捜索活動は毎年どれくらいあるかとの質疑に対し，2018年は捜索が11回，

述べ697名の出動，2019年は捜索が1回，述べ49名の出動，2020年は捜索3回，述べ219名の出

動となっているとの答弁でした。 
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 意見はありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第9号及び議案第10号の2議案を一括して採決いたします。 

 2議案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 2議案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第9号及び議案第10号の2議案は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第12号及び議案第13号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第4，議案第12号，指宿市奨学資金条例及び指宿市大重・岩崎

奨学資金条例の一部改正について，及び，日程第5，議案第13号，指宿市立市民会館条例の

一部改正について，の2議案を一括議題といたします。 

 2議案は，文教厚生委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，文教厚生委員長

の報告を求めます。 

〇文教厚生委員長（新宮領實） 文教厚生委員会へ付託されました，議案第12号，指宿市奨学資

金条例及び指宿市大重・岩崎奨学資金条例の一部改正について，及び，議案第13号，指宿市

立市民会館条例の一部改正について，の2議案について，審査の経過と結果を御報告申し上

げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月7日及び8日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査いた

しました結果，2議案ともに全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，議案第13号について。市民会館施設使用料は，これまでと大幅に変わるのかとの質

疑に対し，ホールについては，これまでと同額としており，そのほかの部屋については，こ
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れまでなかった部屋があることから，従来の該当しそうな部屋の面積と比較をして，大きく

なったものは若干上げ，小さくなったものについてはそれに合わせて調整をした。元の市民

会館と比較して，大幅な値上がり感がないように調整をしたとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 なお，議案第12号については，質疑，意見ともにありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第12号及び議案第13号の2議案を一括して採決いたします。 

 2議案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 2議案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第12号及び議案第13号の2議案は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第11号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第6，議案第11号，指宿市コミュニティセンター愉徒里館条例

の一部改正について，を議題といたします。 

 本案は，産業建設委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，産業建設委員長の

報告を求めます。 

〇産業建設委員長（田中健一） 産業建設委員会へ付託されました，議案第11号，指宿市コミュ

ニティセンター愉徒里館条例の一部改正について，の審査の経過と結果を御報告申し上げま

す。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月10日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査いたしまし

た結果，全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 
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 空調機の使用料については，規則で後もって定める予定ということですが，サブアリーナ

等との調整をされなかったのかとの質疑に対し，開聞総合体育館のサブアリーナの冷暖房使

用料等を考慮して規則で定めるようにしておりますとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第11号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第11号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第14号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第7，議案第14号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第16

号）について，を議題といたします。 

 本案は，各常任委員会に分割付託して審査をお願いしてありましたので，まず，総務水道

委員長の報告を求めます。 

〇総務水道委員長（東勝義） 総務水道委員会へ分割付託されました，議案第14号，令和3年度

指宿市一般会計補正予算（第16号）について，の審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月3日及び4日，関係課職員の出席を求め審査いたしました結果，全員

一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 なお，財政課所管分に対し，質疑，意見ともにありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 
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 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 次に，文教厚生委員長の報告を求めます。 

〇文教厚生委員長（新宮領實） 文教厚生委員会へ分割付託されました，議案第14号，令和3年

度指宿市一般会計補正予算（第16号）について，の審査の経過と結果を御報告申し上げま

す。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月7日及び8日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査をい

たしました結果，全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，学校整備室所管分について。西指宿中のトイレ改修について，場所はどこで，男性

用，女性用がそれぞれ何個あり，それを単に和式から洋式に替えることなのかとの質疑に対

し，場所は中庭の西側にあるトイレを洋式化する。数については現在，女子トイレは和式が

9，洋式が1だが，これを洋式6，和式2にする。男子トイレについては現在，和式が6，洋式

が1だが，これを和式1，洋式3にするとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 なお，指宿商業高校及び学校教育課所管分については，質疑，意見ともにありませんでし

た。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 次に，産業建設委員長の報告を求めます。 

〇産業建設委員長（田中健一） 産業建設委員会へ分割付託されました，議案第14号，令和3年

度指宿市一般会計補正予算（第16号）について，の審査の経過と結果を御報告申し上げま

す。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月9日及び10日，委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査をいた

しました結果，全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 
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 まず，農業委員会事務局所管分について。タブレット端末を20台購入するということだ

が，農業委員以外には配られないのかとの質疑に対し，農業委員と農地利用最適化推進員が

19名ずつの合計38名いらっしゃいますが，今回，タブレット端末の配布の案内がなされた際

は，推進員の半分で10台ということを当初示された。その後，追加で要求するところはない

かという御案内がされたことから，推進員の19人分と会長用の計20台ということで，改めて

お願いをしたところであるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 なお，都市・海岸整備課及び観光施設管理課所管分については，質疑，意見ともにありま

せんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第14号を採決いたします。 

 本案に対する各委員長の報告は，いずれも可決であります。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第14号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第15号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第8，議案第15号，令和3年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特

別会計補正予算（第4号）について，を議題といたします。 

 本案は，産業建設委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，産業建設委員長の

報告を求めます。 

〇産業建設委員長（田中健一） 産業建設委員会へ付託されました，議案第15号，令和3年度指

宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第4号）について，の審査の経過と結果に

ついて御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき
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ます。 

 本委員会は，去る3月10日，全委員出席のもと，審査いたしました結果，全員一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 なお，審査の経過において，質疑，意見ともにありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第15号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第15号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第16号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第9，議案第16号，令和4年度指宿市一般会計予算について，を

議題といたします。 

 本案は，各常任委員会に分割付託して審査をお願いしてありましたので，まず，総務水道

委員長の報告を求めます。 

〇総務水道委員長（東勝義） 総務水道委員会へ分割付託されました，議案第16号，令和4年度

指宿市一般会計予算について，の審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月3日及び4日，関係課職員の出席を求め審査いたしました結果，反対

討論として，質疑でも明らかになったように，自衛官の募集に関して，自衛隊側から自治体

側に対して，基本4情報の提出を求めることができるとなっているが，自治体側が応じなけ

ればならないという義務はないわけである。できるということで提供しているようだが，義

務ではないということははっきりしている。自衛隊がどうということではなく，個人情報の
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問題として見た場合，問題があると思う。個人情報を提供しないでくれという申出を聞き入

れる仕組みもないし，提供したという報告もない。福岡市では，除外申請を出せば情報提供

の対象から外すという取扱いをしているようである。個人情報保護という立場からも，大き

な問題があると言わざるを得ない。議案第16号はそういう問題を含んでいるので反対すると

いうものがあり，起立採決の結果，起立多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，健幸・協働のまちづくり課所管分について。健幸のまちづくり事業のシステム利用

料は1人幾らかとの質疑に対し，健幸ポイントプロジェクトの参加者については，初年度は

歩数計代込みで年2千円，継続参加者は年千円，3年目以降は年500円となっている。ｅ－ｗ

ｅｌｌｎｅｓの運動教室の参加者については，週1回コースで月2千円，月2回コースで月千

円であるとの答弁でした。 

 自治会への加入促進を支援するため，どのような取組をしているかとの質疑に対し，対象

者には市民課の窓口で案内し，その後，公民館長の方々が訪問して加入をお願いしている

が，会費が払えないとか，地区の行事に参加できないなどの理由により，加入に至っていな

い場合がある。公民館長や地区民から相談があった場合には，連携して加入を勧めている。

各地区にお願いしている部分が大部分ではあるが，市に相談があった場合，なるべくその地

域とのつながりを大事にしてほしいという話はしていきたいとの答弁でした。 

 人権啓発推進事業として，人権に関する諸問題を解決するため，どのような関係機関や団

体と連携して啓発活動をするのかとの質疑に対し，関係機関として県や法務局，団体として

人権擁護委員やレインボーポート向日葵，自治会等，あらゆる関係機関と人権に関する全て

について連携していきたいと思っているとの答弁でした。 

 意見として，指宿市民の健康づくりのため，また，医療費抑制につながるような取組をし

ているところへ，たくさんの職員が視察できるように予算化していただきたいというものが

ありました。 

 次に，総務課所管分について。職員人件費について，市内から通勤する職員と市外から通

勤する職員の通勤手当及び住宅手当など，どのようになるのかとの質疑に対し，通勤手当は

通勤距離が2km以上の場合，距離によって金額が変わり，上限の範囲内で支払っている。市

外から通勤する職員でＪＲ等の公共交通機関を使用する場合も上限の範囲内で支払ってい

る。住宅手当は条例や規則に従って，市内及び市外に関係なく，補助金が支払われていると

の答弁でした。 

 会計年度任用職員の任用は1年契約で更新があるということだが，更新回数に限度がある

のかとの質疑に対し，働きたいという意思があり，能力実証の結果が良ければ，更新回数に

限度はないとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 
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 次に，財政課所管分について。財政課が所管している普通財産の建物を売却することは検

討していないかとの質疑に対し，貸付けもしていない消防本部跡地や消防格納庫の跡の建物

については，利用価値が高くなく，売却というよりは財政状況を勘案しながら解体という計

画になっているとの答弁でした。 

 入札の公表についてはどのような運用をしているかとの質疑に対し，工事設計等に関して

は，執行後，予定価格，契約者，契約額など，全て公表している。ただ，業務委託等につい

ては，同じような案件が発生する可能性があるということで，予定価格等に関しては公表し

ないという運用をしているとの答弁でした。 

 意見として，普通財産の売却，貸付け業務があるが，実際，貸付けている建物はどんどん

老朽化していく。市民に活用してもらうことのできる施設はできるだけ売却し，生きる施設

にしてもらいたいというものがありました。 

 次に，危機管理課所管分について。十町西部分団消防車庫が新設される建設予定用地はど

のような理由で選定されたのかとの質疑に対し，十町西部地区の中心部が望ましいことや緊

急招集，出動時に参集しやすい道路事情，駐車場用地を含めた敷地面積等を考慮した。さら

に，分団員及び後援会の方々の要望があったことから選定したとの答弁でした。 

 石油貯蔵施設立地対策事業で購入する小型動力ポンプ軽積載車9台は，どこに配備する計

画かとの質疑に対し，現在，小型動力ポンプ軽積載車は，開聞方面隊のみ4台配備されてい

るが，今回購入する9台は，指宿方面隊に4台，山川方面隊に3台，開聞方面隊に2台配備する

計画であるとの答弁でした。 

 意見として，山火事等に対応するための対策として，山間部にも消火栓の設置を検討して

いただきたいというものがありました。 

 次に，議会事務局所管分について。議会費が前年対比1,716万1千円の減額となっている

が，主な要因は何かとの質疑に対し，議員定数が20人から18人になり，報酬及び期末手当が

減額したこと，さらに，議員定数減により，費用弁償や市外旅費など，所管事務調査等に伴

う費用の減額が主な要因であるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，会計課所管分について。コンビニ収納手数料の単価はどのように決定されるのか。

また，交渉の余地はあるのかとの質疑に対し，各コンビニと個々に契約するのではなく，統

括して収納する株式会社電算システムとの契約で，平成28年度当初から57円で継続契約して

いる。単価的には安いと言われているため，値下げ交渉は難しいと感じているとの答弁でし

た。 

 コンビニ収納について，カード決済も取り扱って収納率を上げることは考えられないかと

の質疑に対し，キャッシュレス決済を国も推進しており，現在，市民課の窓口の手数料や税

務課の証明手数料などは，ＰａｙＰａｙで決済ができるようになっているとの答弁でした。 
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 意見はありませんでした。 

 次に，監査委員事務局所管分について。新年度はどのような研修に参加する予定かとの質

疑に対し，千葉県で開催予定の市町村アカデミーの監査委員特別セミナー，熊本市で九州各

市監査委員会総会，福岡市で日本経営協会の監査講座，県内では阿久根市で県下の監査委員

会総会と監査委員事務局長総会，南さつま市でも研修が開催され，参加する予定であるとの

答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，市長公室所管分について。山川の閉校となった3小学校の跡地利活用について，ど

のような会議を行ったのか。経過と，今後，どのようにしていく計画かとの質疑に対し，市

の望ましい学校づくり調整会議において，令和元年度教育委員会を中心に地域からの要望を

聞き取り，各地区の総会で要望をまとめて提出している。令和2年度には各地区でアンケー

ト調査やワークショップ等が開催されている。令和3年度には旧小学校区ごとに各地区の要

望が教育委員会に提出されている。庁内にある学校跡地利活用検討プロジェクトチームが素

案を作成し，方針の策定を行い，なるべく早く確定していきたいと考えているとの答弁でし

た。 

 定住促進対策事業では何名を予定しているかとの質疑に対し，第二期指宿市人口ビジョン

では，目標として，子育て世代の夫婦，子供が毎年5世帯を予定しているとの答弁でした。 

 地域提案型空き家活用事業とはどのような内容かとの質疑に対し，地域提案型空き家活用

事業には2つの事業があり，地域にある空き家のマップやデータベースを作る事業とリフォ

ームの一部を助成する事業がある。今後，広報にも力を入れ，注目していただけるようにＰ

Ｒしていきたいとの答弁でした。 

 ＪＲ指宿枕崎線の指宿駅の窓口時間の縮小，二月田駅のトイレ廃止などについて，市とし

て復活してほしいと要望できる場はあるかとの質疑に対し，復活してほしいと要望する場は

あるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，選挙管理委員会事務局所管分について。障害者や高齢者の方々が行きやすいような

投票所の整備など，どのような状況かとの質疑に対し，現在，市内の投票所の中で4投票所

の7か所にスロープを設置して，行きやすい環境整備に努めているとの答弁でした。 

 投票率を上げるため，期日前投票をどのような形で行えば良いと考えているかとの質疑に

対し，投票の在り方を再度，委員会で検討し，投票しやすい環境づくりに努めていきたいと

の答弁でした。 

 意見として，期日前投票など，市民が投票しやすく，高齢者及び体が不自由な方々も投票

に行きやすいスタイルを検討して，改善を図っていただきたいというものと，投票所は市内

に31か所あるが，高齢化は進むし，障害者の方々が自分の選挙権をしっかり果たそうと言っ
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ても，階段の段差が厳しくて投票を諦めた方もいるので，誰でも投票できるような環境づく

りに取り組んでいただきたいというものがありました。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 次に，文教厚生委員長の報告を求めます。 

〇文教厚生委員長（新宮領實） 文教厚生委員会へ分割付託されました，議案第16号，令和4年

度指宿市一般会計予算について，の審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月7日及び8日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査いた

しました結果，全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，スポーツ振興課所管分について。フットボールパークに関して，全体でおおむね幾

らの予算になるかとの質疑に対し，維持管理費は約2,300万円になり，ほかに人件費として1

人分400万円を計上しているとの答弁でした。 

 フットボールパークはJリーグが来ても試合ができるのかとの質疑に対し，練習をするに

当たっては資格や公認というものは必要なく，そのチームが満足できるグラウンドであれば

どこでも可能であるが，公式戦はスタジアムの規格の条件があるためできないとの答弁でし

た。 

 スポーツ推進委員は市内に何名いるのか。地域ごとに決められているのか。校区ごとにな

っているのかとの質疑に対し，定員は30人であるが，現状は29名で1名欠員になっている。

各校区又は区に推薦をいただいて委嘱をしているとの答弁でした。 

 スポーツ推進委員はボランティアに近いと思うが，報酬の見直しは考えていないのかとの

質疑に対し，報酬については当局の方とも打合せをしながら，また，スポーツ推進委員の

方々に情報を聞きながら，できるところは対応していきたいとの答弁でした。 

 意見として，スポーツ推進委員の充実を図るためにも，報酬の見直しを是非お願いいただ

きたいというものがありました。 

 次に，社会教育課所管分について。ポケットＷｉ－Ｆｉは台数，使用料と合わせて，どこ

の職員が使用しているのかとの質疑に対し，社会教育課の事務所にルーターを1台置いてあ

り，社会教育指導員が4人，中央公民館主事と校区公民館主事が2人，地域学校協働活動推進

員が1人おり，それらの事務処理上，インターネットに接続しなければならないため活用し
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ているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，指宿商業高校所管分について。トイレの洋式化について，昨今のコロナ禍で各学校

の手洗い場の自動水洗化が進んでいるが，計画の中に入っているのかとの質疑に対し，今

回，改修するトイレには予定しているとの答弁でした。 

 スクールカウンセラー事業で専門のカウンセラーに相談するとのことだが，年17回はその

ように決まっているのかとの質疑に対し，回数についてはこれまで大体15回で推移してき

た。令和3年度は回数を1回増やして16回を予定しており，来年度はさらに1回増やして17回

を予算計上しているとの答弁でした。 

 意見として，スポーツと学力を両立させ，計画をしながら指宿のスポーツの底上げを図っ

ていただきたいというものがありました。 

 次に，学校教育課所管分について。教育振興費のこころのプロジェクト夢の教室事業は，

令和3年度も小学5年生が対象で，令和2年度は中学生も対象だったと思うが，小学5年生だけ

に限定した理由は何かとの質疑に対し，夢の教室事業は平成27年度から実施をしている。今

の中学2年生は小学5年生のときに既に受けているため，今年度からは小学校5年生のみを対

象として実施したとの答弁でした。 

 小中一貫教育推進事業費で外国語活動支援員配置事業として，本市独自に平成30年度から

小学校1・2年生に外国語活動を導入しているが，内容的にはどういうことを教えているのか

との質疑に対し，3・4年生で行われる英語活動，外国語活動の指導の前準備になるように，

挨拶であるとか，英語に親しむ活動で，年に6回程度実施しているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，教育総務課所管分について。学校管理費の中にオンライン授業のための必要な備品

とか消耗品は含まれているのかとの質疑に対し，令和4年度の予算の中ではオンラインに関

わる備品等の経費の計上はないとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，学校給食センター所管分について。給食で使われる食材について，指宿市で生産さ

れる農産物と市外から購入する材料費は何かとの質疑に対し，学校給食センターで使用して

いる食材が市内のものか市外のものかというのは分からないが，令和2年度の購入実績は市

内業者からの購入割合が40.5％，市外業者からの購入割合は59.5％となっているとの答弁で

した。 

 意見として，市内で生産されるＢ品でも良い。裁断すれば同じ材料になるので，できる限

り市内の材料を採用するようにというものがありました。 

 次に，学校整備室所管分について。トイレの整備事業のうち，多目的トイレは整備するの

かとの質疑に対し，多目的トイレという名前ではないが，障害者用トイレとして大きめのト
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イレを造る予定であるとの答弁でした。 

 補正予算と併せてトイレの改修を指宿小学校，柳田小学校，山川中学校の設計業務委託を

しているが，このほかにも未整備の所があるのかとの質疑に対し，小中学校のトイレについ

ては今年度の補正と来年度に予算計上をしているが，まだ洋式化率が低い所もあるので，今

後も洋式化率等を勘案しながら，順次整備を進めていくとの答弁でした。 

 意見として，柳田小学校のトイレは風雨の吹き込みも見られるので，トイレ改修工事と併

せてその対応をするようにというものがありました。 

 次に，歴史文化課所管分について。新指宿市民会館オープニングイベントはいつを予定

し，どのような内容かとの質疑に対し，現在の計画では8月21日，日曜日を予定しており，

内容は指宿市出身の芸術家，大山大輔さんを含めたオペラ公演のほか，地元高校生による文

化活動の発表，市民会館のために新たにつくられたハンヤ踊りの披露などのアトラクショ

ン，また，指宿市出身の漫画家，バロン吉元さんの原画展などのイベントを開催することを

計画している。事業費は319万3千円を予定しているとの答弁でした。 

 市の郷土芸能保存会は高齢化が著しく進み，なかなか難しい状況にある。保存活動を引き

継いでいかないと，1回途絶えてしまうとなかなか復活するのは厳しいと思うが，これにつ

いてどのような方向で考えているかとの質疑に対し，地域の郷土芸能は高齢化等により後継

者が少なくなっている状況がある。そうしたことから，市の郷土芸能保存会では様々な研修

会を積み上げる中で，学校との連携を通して，子供たちに郷土芸能を知る機会をできるだけ

設けるような努力をし，また，来年度に予算計上しているが，伝統文化フェスティバル事業

を新市民会館で開催し，多くの方に郷土芸能を知っていただく機会を増やしながら後継者を

確保し，地域での知名度を上げていく努力を各団体と一緒にやっていきたいと考えていると

の答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，市民課所管分について。マイナポイント事業が昨年から始まっていると思うが，現

在，市民の中でどれだけマイナンバーカードを作成しているのか。このポイント事業を実施

することによってどれだけ増やしていきたいという目標があるのかとの質疑に対し，マイナ

ンバーカードの指宿市の交付率は2月末現在で35.57％であり，国の目標は100％を目指して

いるが，国の交付率で42.41％，県の交付率で39.93％となっている。マイナポイント事業の

目標率は特段設けていないとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，税務課所管分について。現在の収納率は幾らになるかとの質疑に対し，令和4年2月

末現在で現年度分が93.68％，滞納繰越分が46.12％，総計で90.62％となるとの答弁でし

た。 

 悪質とされる滞納者，財産や預貯金があっても支払わない，払う意思がないという方に
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は，滞納処分として差押え等をやっていると思うが，直近で何件になるのかとの質疑に対

し，令和3年度分については，令和4年2月末現在で差押えは合計で64人であり，交付要求等

を含めて5,056万円程度となっているとの答弁でした。 

 滞納整理システム改修業務委託で233万2千円組んでいるが，これは金融機関とのどんな取

組になるのかとの質疑に対し，滞納処分に伴う預貯金の照会業務で，業務の迅速化や滞納事

案の早期着手を図るためのデジタル化に対応した金融機関等に対して，システム改修をする

ことで，迅速にデータでのやり取りができ，早期に滞納事案に着手できるようにするためで

あるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，環境政策課所管分について。公害対策事業の中で池田湖水質環境保全対策協議会と

連携し，池田湖の水質環境保全対策の推進を図るという目的で14万6千円を計上している

が，この協議会はどこがどういう形でやるのかとの質疑に対し，鹿児島県，指宿市，南九州

市で協議会を設立しており，その協議会の中で水質検査や池田湖の水に親しむイベント等の

開催をしているとの答弁でした。 

 海岸清掃作業員3名を雇用とあるが，3名で海岸清掃は果たして大丈夫か。どれほどの効果

があって，主にどういう作業をしているのかとの質疑に対し，指宿の海岸線で対象となって

いる地域を1週間から10日ほどかけて清掃をし，流木やプラスチックなどのごみを集めて産

業廃棄物として処分をしているとの答弁でした。 

 令和4年度において，山川火葬場，指宿火葬場，両火葬場を一括管理で約950万円の委託料

とのことだが，その金額というのはどういうところからはじき出されるのか。それで適正な

のかとの質疑に対し，これまでの指宿火葬場，山川火葬場の委託料については，指宿火葬場

が600万円程度，山川火葬場が320万円程度となっている。件数としては実績になるが，令和

元年度が指宿火葬場425件，山川火葬場230件，合計655件，令和2年度が指宿火葬場417件，

山川火葬場240件，合計657件で，指宿と山川を比べた場合に大体2倍程度の開きがある状況

となっているとの答弁でした。 

 火葬場を使用する際に支払う1万円の使用料は，火葬場の維持管理に充てていることにな

るのかとの質疑に対し，指宿火葬場，山川火葬場の運営において，公衆衛生その他公共の福

祉に寄与するための維持管理費として，総額2,800万円程度掛かっている。火葬場の使用料

はこの事業費に充てられて，全体的に使われているとの答弁でした。 

 意見として，火葬業務に携わる者に対して，その委託料が果たして適正とは思えず，特殊

業務の委託料を見直すべきではないかというものがありました。 

 次に，国保介護課所管分について。温泉入浴利用料の助成事業費は，砂むし会館砂楽，ヘ

ルシーランド，レジャーセンターかいもんとあるが，助成費が足りないとか回数券が足りな

いという方もいるようだが，それぞれの実績はどのようになっているのかとの質疑に対し，
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令和2年度の利用者数は，砂むし会館砂楽が6,187名，ヘルシーランドが1万6,061名，レジャ

ーセンターかいもんが7,629名となっている。砂むし会館砂楽は1人年24回，ヘルシーラン

ド，レジャーセンターかいもんは共通になるが，1人年48回の利用助成をしているとの答弁

でした。 

 地域介護基盤整備事業で看取り環境の整備を行う事業所とあるが，これはどういう仕組み

になっているのかとの質疑に対し，介護施設等における看取りに対応できる環境を整備する

観点から，看取り及び家族等の宿泊のための個室の確保を目的として行う施設への改修費，

ベッドの設備投資について補助するものであるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，長寿支援課所管分について。はり・きゅう等施術助成について，対象者と助成額，

回数はどうなっているかとの質疑に対し，対象者は65歳以上又は身体障害者が受給者となっ

ているが，全ての方が利用されるのではなく，窓口で申請をされた方になる。予算は昨年度

と同額だが，令和4年1月末現在で券を受け取りに来た方は1,640人いる。そのうち，利用し

ている方が1,172人で，助成額は1回900円，回数は年間18回までとなっているとの答弁でし

た。 

 約18％の方が利用限度まで使われているということだが，そういった方から，以前と同じ

く30枚に戻してほしいとか，事業者も含めてそういった声は届いていないのかとの質疑に対

し，回数について18回では少ないという声は，利用者からは特段聞いていないが，施術者か

らは聞いているとの答弁でした。 

 意見として，はり・きゅう等施術助成について，市民の方からも以前の回数に近い形に戻

してほしいという声もある。やはり，市民の健康保持と保健の向上を図るためにも，助成

額，助成回数の見直しも検討していただきたいというものがありました。 

 次に，地域福祉課所管分について。保育士等処遇改善臨時特例事業について，月額9千円

程度上がる処遇改善だが，対象となる保育園，幼稚園，こども園，放課後児童クラブの数と

対象の人数はどうなるのかとの質疑に対し，保育士等の処遇改善事業の対象施設について

は，認可を受けている施設が対象となる。特定教育保育施設，保育所，幼稚園，認定こども

園が21施設，特定地域型保育所，小規模保育施設が1施設である。放課後児童クラブについ

ては放課後児童健全育成事業の交付金を受けている施設が対象となっており，対象施設は14

施設で，今回の処遇改善の対象職員数は令和3年度2月時点で，保育士等処遇改善事業分が

380名，放課後児童支援員等処遇改善事業分が26名の見込みであるとの答弁でした。 

 病児保育事業について，現在，1園のみだが，その利用頻度と保育料金はどのようになっ

ているのか。また，保育士の確保はどうしているのかとの質疑に対し，指宿医療センターの

保育所にお願いをしている。保育士の確保については，現在，保育士が足りない状況で相談

を受けている。市では保育士の斡旋はできていないが，利用状況等については毎月会報等を
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いただき，報告を受けているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，健康増進課所管分について。自殺対策事業について，このコロナ禍，いろんな生活

苦で自殺を考える方もいるようだが，自殺防止のために指宿市が取り組んでいることは何か

との質疑に対し，自殺対策のためにゲートキーパー養成講座を開催している。小中学校がコ

ロナ禍で開催したくてもできないという意見があったりしたが，今年度は民生委員にも2回

目の開催ができた。9月に一般向けに養成講座を実施した。令和4年度も9月に実施予定にな

っている。9月の自殺予防週間，3月の自殺予防月間については，図書館とかに特設会場を設

けてＰＲし，広報紙等を通じて呼び掛けているとの答弁でした。 

 コロナワクチンについて，市民の26.1％が3回目の接種を終えているが，非常に数字も少

ないようだ。今の感染状況では子供や保育園児とかが，非常に数が増えていると思われる。

全国的に東京も含めて，低学年というか低年齢にもワクチン接種が始まっている。希望者の

方にと思うが，指宿はどうしているかとの質疑に対し，低年齢層の5歳から11歳までのワク

チン接種については，今週の月曜日，3月7日から市内の医療機関で開始した。現在，290名

ほどの方が申し込みをいただいていると確認している。なお，接種率については国・県を上

回っており，遅れているということはないとの答弁でした。 

 ドクターヘリについて，救急車がドクターヘリを要請したが，運用時間外でドクターヘリ

を要請できなかったと聞く。運用は何時から何時までになるのかとの質疑に対し，時間につ

いては把握していないが，着陸地点の関係で運行できない時間があるというのは聞いたこと

があるとの答弁でした。 

 意見として，ドクターヘリについて，命を守る観点から，とても大切な事業である。安

心・安全を守ることも大事なことだが，何よりも命を守ることが1番大事なことだ。県に対

して運用時間の見直しの検討を要請できないかというものがありました。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時０７分 

再開 午前１１時１５分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 次に，産業建設委員長の報告を求めます。 

〇産業建設委員長（田中健一） 産業建設委員会へ分割付託されました，議案第16号，令和4年
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度指宿市一般会計予算について，の審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月9日及び10日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査いた

しました結果，全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，農政課所管分について。棚田地域振興について，これまでの棚田における取組の成

果は出ているのかとの質疑に対し，令和元年度の棚田振興法の制定に伴い，令和2年度から

本格的に新永吉と尾下で棚田の取組をしており，今，地域おこし協力隊が，荒廃している現

状が多い尾下を重点的に尽力していただいている。令和3年度には尾下と新永吉の棚田エリ

アが国の指定棚田に指定され，令和4年2月には，つなぐ棚田遺産に鹿児島県で4か所が選定

され，その中には新永吉と尾下の棚田も含まれている。これまでの棚田保全に対する活動

が，農林水産省のつなぐ棚田遺産に認定されたことで，公に認められたものと思っていると

の答弁でした。 

 地域おこし協力隊には，最終的には地域に定着して，この棚田を生かして農業生産をやっ

てもらうのが最終目的だと思うが，そういった市の考えを理解してもらったうえで採用して

いると考えてよろしいですかとの質疑に対し，任期終了後に定着をして生業をつくるという

その準備も兼ねて，リノベーションや空き家対策，田んぼの活用などをしてもらっていると

の答弁でした。 

 意見として，オクラの品質保持検証事業を積極的に進めてもらって，早い段階で良い結果

が出せるよう努めていただきたいというものがありました。 

 次に，農産技術課所管分について。観葉のまち指宿事業についてはどのようにして盛り上

げていこうと思っているかとの質疑に対し，今年度まではコロナ禍において，思ったとおり

のイベント活動などができなかったが，観葉植物のＰＲ，イメージアップに市内外のイベン

トで取り組んでまいりたいとの答弁でした。 

 マイエンザについては，効果としてはどのような結果が出ているかとの質疑に対し，農業

用のマイエンザということで推進しており，今年は3万3千リットルほどを提供しておりま

す。畜産の悪臭対策に活用しており，以前に比べて苦情が寄せられる件数としては減ってき

ております。毎年定期的に購入していただける耕種野菜の方々もおり，定着してきていると

考えているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，耕地林務課所管分について。多面的機能交付金事業があるが，市内の20団体はどこ

も高齢化が進んでいる。高齢化対策について検討されているのかとの質疑に対し，環境整備

会の事務局である広域協定の方で別途事業予算化されているものがあるので，危険を伴うよ
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うな作業であれば，広域協定の事務局が持っている予算で対応できればと思っているとの答

弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，農業委員会事務局所管分について。荒廃地はどのくらいあって，減ってきているの

かとの質疑に対し，荒廃農地は平成30年度は122ha，令和元年度は120ha,令和2年度は118ha

となっており，令和3年度は117haとなる見込みである。少しずつではあるが減少してきてい

るとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，建設監理課所管分について。ドローンを購入して地籍調査で活用したいということ

だが，山間部で操作することについては何ら支障はないのかとの質疑に対し，ドローンにつ

いては，山間部においては立ち入れない部分があるが，航空写真等を活用して，できるだけ

近距離の写真で地権者に説明しようとするものであるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，土木課所管分について。道路新設改良工事で12路線あるが，どれぐらいの要望があ

って12路線になったのかとの質疑に対し，予定では市内25か所の要望をしていたが，骨格予

算ということで12路線に削っているとの答弁でした。 

 市が管理している普通公園はどれくらいあるかとの質疑に対し，普通公園は9か所あると

の答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，都市・海岸整備課所管分について。電柱移設で300万円というものがあるが，区画

の中で何本くらい電柱移設があるのかとの質疑に対し，区画整理の区域の中での電柱移転に

なるが，現在，秋元川の改修を行っており，その周辺に電柱がまだ残っております。おおむ

ね2・30本を予定しているところだが，予算に関しては，1本に対して幾らという単価を決め

て組んだというわけではなく，区画整理区域の中にある電柱を移設若しくは新設を含めた形

で，これくらいになるだろうということで組んだものであるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，建築課所管分について。魚見団地のトイレ改修工事は何件を予定しているのか。ま

た，今後のトイレ工事の計画はどのようになっているかとの質疑に対し，魚見団地について

は10か所を予定している。今後の水洗化工事については現在，残りが17戸なので2年くらい

かかるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，国体・スポーツコンベンション推進室所管分について。令和4年度にスポーツ合

宿，キャンプを予定している団体があるのかとの質疑に対し，いぶすきフットボールパーク

が整備され，非常に活用されている。女子のプロサッカーチームであるサンフレッチェ広島
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レジーナが夏と春にキャンプをしており，引き続きキャンプをしたいという意向は受けてい

る。また，鹿児島ユナイテッドも1月にキャンプをしていただいたが，今後も定期的にキャ

ンプをしたいという意向を受けている。ほかにも開聞総合グラウンドも鹿児島国体に向けて

整備をしたが，ここにもトヨタ自動車ソフトボール部が毎年来たいという意向を受けてお

り，コロナの関係で2年連続中止となったが，また来年度，来たいという意向等を受けてい

るとの答弁でした。 

 スポーツコミッションいぶすき，ＳＣＩについて，官民一体型となっているが，組織形態

としてはどうなっているかとの質疑に対し，ＳＣＩについては令和2年4月に設立しており，

市体育協会，観光協会，商工会議所，菜の花商工会，いぶすきスポーツクラブ，指宿観光＆

体験の会が加入している。行政と民間がお互いに負担しながら，スポーツの交流関係人口の

拡大や指宿の知名度の向上，地域経済の活性化などを図るということを目的として，誘致活

動と受入れ活動に取り組んでいる。この組織が団体，企業，それから，個人の方に入ってい

ただくという棲み分けもできており，また，会員も部会員とサポート会員，賛助会員という

いくつかの棲み分けがある。団体については正式に部会員という形で入っていただいてい

る。市で一丸となって誘致活動，受入れ活動をしていこうという組織になっているとの答弁

でした。 

 意見として，いぶすきフットボールパーク，市営野球場，陸上競技場などがありますの

で，これらの施設を最大限有効活用してもらえるようにＰＲ活動に努めていただきたいとい

うものがありました。 

 次に，商工水産課所管分について。商工業振興管理事業の中の新型コロナウイルス感染症

に関わる経済対策のための経営安定化助成事業はどんな事業ですかとの質疑に対し，指宿商

工会議所と菜の花商工会の会員事業所の方々が年会費をそれぞれ納めているが，コロナ禍に

あって，事業者の方々からそういう固定経費に対する負担が非常に大きいという意見が上が

ってきたので，市として会費収入がなくなることへの対策及び事業者の負担軽減という目的

で，会費相当額を支援するということにしているとの答弁でした。 

 消費生活相談員については，コロナ禍の中においてどのような相談が多いのかとの質疑に

対し，特に多かった相談は，通信販売，定期購入契約，フィッシング詐欺というようなもの

であった。また，近年，特に多くなってきているのが，インターネットを活用した商品販売

のトラブルで，特にコロナ禍において，インターネットを使った売買，購入契約が多く，こ

れらに対する相談を行っているとの答弁でした。 

 イッシーバスの停留所について，椅子のある所とない所があるが，この違いは何かとの質

疑に対し，待合環境の整備については，警察からも道路の通行の安全上，椅子などを設置し

て良いかどうか示される。土地がしっかり確保されていて，安全が確保できる所は，重要度

に応じて設置を検討したいとの答弁でした。 
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 意見はありませんでした。 

 次に，ふるさと納税室所管分について。ふるさと納税の返礼品の点検はどのようにされて

いるのかとの質疑に対し，返礼品については，各産業ごとに取組方を変えている。観葉植物

については，通信販売をされたことがない事業者が多かったことから，発送などについて研

修をした。そのほか，サイトに口コミや評判の情報が集まってくるので，その情報をもとに

しながら，個別に事業者には指導をしているとの答弁でした。 

 半島振興広域連携促進事業補助金として，輸出関連の補助金だということだが，どういう

内容なのかとの質疑に対し，この取組については，南薩の4市で協議会を作り実施してい

る。4市の事業者が台湾や東京などのフェアや商談会に参加しながら，販路拡大を進めてい

くのを支援する事業になるとの答弁でした。 

 意見として，ふるさと納税の目標額が20億円となっている。指宿にはすばらしい特産品が

あるので，それ以上のふるさと納税を獲得できるように努めていただきたいというものがあ

りました。 

 次に，観光課所管分について。稼げる地域づくり推進事業によって観光資源の発掘をする

ということだが，どこ辺りを新たに発掘するという計画なのかとの質疑に対し，エリアとし

ては砂むし温泉以外でも，池田湖周辺や開聞岳周辺など，様々な観光地があるので，そうい

ったところを大きなフィールドで捉えて，アウトドアの可能性を調査していく形になるとの

答弁でした。 

 指宿大好き体験については，鰻のスメなどを活用する体験の観光ということだが，これは

農政部や教育委員会などと連携して進めていく事業なのかとの質疑に対し，指宿大好き体験

は基本的には観光課が所管しているが，新たな体験のブラッシュアップについては，農政

部，教育委員会を含めて，また，場合によっては商工水産課も含めて協議をしているとの答

弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，観光施設管理課所管分について。Ｗｉ－Ｆｉスポット管理事業費について，Ｗｉ－

Ｆｉスポットを今後増やしていくという計画というのはあるのかとの質疑に対し，この事業

については現在の12か所のみである。今後，場所を増やすかについては検討してまいりた

い。なお，これとは別に，観光課で摺ヶ浜一帯の整備の中でＷｉ－Ｆｉの整備というものを

考えているようであるとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論の通告がありますので，発言を許可いたします。 

 前之園正和議員。 

〇１７番議員（前之園正和） 議案第16号，令和4年度一般会計予算について，反対の討論を行

います。 

 例年，3月卒業予定の高校生などを対象に，自衛官募集に係るダイレクトメールが来てい

ます。届いた本人あるいは保護者の中には，赤紙が来たと表現した人もおり，不安と不気味

さを感じている人もいます。現に，私のところにも怒りとともに，なぜなのかと尋ねてきた

人もありました。これはいわゆる適齢者と言われる高校卒業や大学卒業の人などの情報を手

に入れ，一斉に自衛隊地方協力本部から発送されているダイレクトメールであります。その

名簿をどのように手に入れたか，それは市が提供したものであります。紙ベースで提供する

にしろ，データで提供するにしろ，人件費も含めて何某かの経費も伴います。自衛隊法並び

に同施行令において，名簿の提出を求めることができるとなっているということが，市が名

簿を提出する根拠とされていますが，自衛隊側から求めることができることと，市側がそれ

に応えるかどうかは別の問題であり，応えなければならない根拠がないことは，市自らが答

弁しているとおりであります。福岡市は適齢者の4情報提供はしていますが，除外申請をし

た人の分については提供しないようです。指宿市の場合は，除外申請の仕組みもなければ，

提供したことの連絡もない。全く知らないところで4つの個人情報が当然のことのように漏

らされる。どのような理由を付けようとも個人情報保護という立場から許されることではあ

りません。 

 国保会計の繰出のうち，いわゆる法定外の分について，令和3年度の1.2億円に対して

9,000万円減額になり，3,000万円になっています。国保税が高くて生活を圧迫しているもと

で，国保税を引下げてほしいというのは，被保険者の切実な願いです。法定外繰入を増やす

ことは，国保税をできるだけ低く抑え，被保険者の願いに応えようとする表れでもありま

す。前年対比で同額の法定外繰入であっても，医療費が抑えられれば国保税を抑えることも

可能となります。そこで，4年度についてはコロナの影響もあって医療費が少なくて済みそ

うだということから，納付金が少なくなる見込みであり，法定外繰入を少なくしても国保税

は据え置きにできる見込みとのことです。納めやすい国保税にして，被保険者の願いに応え

るならば，法定外繰入は減額せず，国保税の引下げこそすべきです。国保税の引上げがない

ことから，国保会計にはあえて反対はしませんが，一般会計において国保会計への法定外繰

入が，一般会計から見れば法定外の繰出になりますが，減額されていることは許容できませ

ん。 

 また，予算の中にはマイナンバーカードを推進するための予算も含まれます。もともと，
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マイナンバー制度は行政運営の効率化及び行政分野における，より公正な給付と負担の確保

を目的としています。社会保障の給付と税，保険料の負担を個人ごとに分かるようにし，給

付を抑制して国の財政や大企業の負担を減らすことを狙っています。根本的に是非を問い直

すべき制度です。マイナンバーカードの全国民取得をコロナ危機の中で推進する道理も必要

性もありません。政府が為すべきは医療と暮らし，営業に対する抜本的な支援です。マイナ

ンバー制度は直ちに撤回中止を求める立場から反対をいたします。 

 また，市長選挙があったことから，骨格予算を組まざるをえなかったとはいえ，市民の暮

らし，福祉を守るための新たな施策も特に見えないことを指摘して，討論を終わります。 

〇議長（下川床泉） 以上で，通告による討論は終了いたしました。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第16号，令和4年度指宿市一般会計予算について，を採決いたします。 

 本案に対する各委員長の報告は，いずれも可決であります。 

 委員長報告に御異議がありますので，起立により採決いたします。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

〇議長（下川床泉） 起立多数であります。 

 よって，議案第16号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第21号～議案第23号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第10，議案第21号，令和4年度指宿市水道事業会計予算につい

て，から，日程第12，議案第23号，令和4年度指宿市温泉供給事業会計予算について，まで

の3議案を一括議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 3議案は，総務水道委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，総務水道委員長

の報告を求めます。 

〇総務水道委員長（東勝義） 総務水道委員会へ分割付託されました，議案第21号，令和4年度

指宿市水道事業会計予算について，から，議案第23号，令和4年度指宿市温泉供給事業会計

予算について，までの3議案について，審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月4日，関係課職員の出席を求め審査をいたしました結果，3議案とも

に全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，議案第21号について。建設改良費にある委託料でどのような事業を行うのかとの質

疑に対し，排水施設整備費の委託料については，推進工法で排水管を敷設する詳細設計の業

務委託費であるとの答弁でした。 

 鰻池の原水をきれいにすれば小雁渡浄水場の維持管理費も軽減できると思っているが，経

費削減のための勉強会を行ったことがあるか。また，今後，行う計画はないかとの質疑に対

し，これまで，関係課と取扱い等の協議をした形跡がない。アクアファインを入れてから異

臭は発生していないことは事実である。今後，水質を保全しながら，より安価に上水道の供

給ができるかということをしっかりと研究していかなければならないと認識しているとの答

弁でした。 

 意見として，山川地区の命の水を守るため，関係課としっかりと連携を取って，原水の浄

化をして水道料金が上がらないように取り組んでいただきたいというものがありました。 

 次に，議案第22号について。いぶすきフットボールパーク周辺で雨天時に浸水する所があ

ると聞いたが，どのように捉えているかとの質疑に対し，下水道事業の計算上において，雨

水の排水量は足りるという設計になっている。ただ，水道課はサッカー場等を新設する際の

建設事業に携わっていないため，答弁できないとの答弁でした。 

 弥次ヶ湯地区の雨水対策はどのような計画かとの質疑に対し，現在，ポンプ場は2か所検

討している。今回は上流に2ｔのポンプ場の整備を進めている。今後，下流側に6ｔのポンプ

場を計画しているので，完成した段階において，弥次ヶ湯地区の床上浸水というのはなくな

っていくと考えているとの答弁でした。 

 意見として，弥次ヶ湯地区の雨水ポンプ場が令和11年の完成予定と説明があったが，市民

からの要望が上がってから30年近く経っている問題であるので，計画どおり実施されるよう

に切にお願いしたいというものと，新田地区の雨水対策が万全かなという心配をしている市

民がいるので，しっかりと確認していただき，問題があるときは整備していただきたいとい

うものがありました。 

 次に，議案第23号について。指宿市温泉供給事業として，配管による給湯戸数が587戸と

いうのは，温泉のまちとしては非常に少ない気がするが，様々な方法を講じて市民に温泉の

恵みを届けることは考えられないかとの質疑に対し，様々な方法による供給に関して，費用

対効果等を見定めたことはなく，法的にできるかということも研究したことがない。温泉供

給事業の将来も厳しいと思われるということを含めながら，今後，検討していきたいとの答

弁でした。 

 泉源施設建設費が計上されているが，どのような事業かとの質疑に対し，今後，施設を新

設した場合，耐用年数等を考慮してどれだけの投資が必要かということと，投資した場合，

経営戦略以上の料金改定も必要になってくることから，再度，施設の更新計画を立て直そう
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ということで計上したとの答弁でした。 

 意見として，温泉料金が上がっていくと，基幹産業である観光業が衰退していくことか

ら，計画を練り直して料金改定をしなくて済むような対策をしていただきたいというものが

ありました。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第21号から議案第23号までの3議案を一括して採決いたします。 

 3議案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 3議案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第21号から議案第23号までの3議案は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第17号～議案第19号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第13，議案第17号，令和4年度指宿市国民健康保険特別会計予

算について，から，日程第15，議案第19号，令和4年度指宿市介護保険特別会計予算につい

て，までの3議案を一括議題といたします。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 3議案は，文教厚生委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，文教厚生委員長

の報告を求めます。 

〇文教厚生委員長（新宮領實） 文教厚生委員会へ付託されました，議案第17号，令和4年度指

宿市国民健康保険特別会計予算について，から，議案第19号，令和4年度指宿市介護保険特

別会計予算について，までの3議案について，審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月8日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査をいたしまし

た結果，3議案ともに全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，議案第17号について。レセプト点検事業については，いろんな形で点検をしながら

医療費を抑えようということだろうと思うが，これの大きな効果というのはどういうものが

あるのかとの質疑に対し，レセプト点検の主な目的は，医療費の適正化であり，診療の医

科，調剤，また，柔道整復等で適正な範囲内で診療を受けているか，過度な薬剤調剤等の取

得をしていないか，そして，複数月にわたって縦覧点検等を行って，診療機関が点数の過重

な請求をしていないか，そのような点検をしており，決して被保険者に医療費を抑制しなさ

いという内容のものではないとの答弁でした。 

 後発医薬品の普及促進ということで，ジェネリック医薬品について通知をもらったり，病

院でも説明を受けたりするが，どれくらい医療費の抑制効果が表れているのかとの質疑に対

し，令和2年度は全体の85％がジェネリック医薬品を使用しており，金額ベースでは57％，

約5,200万円の削減効果があったと考えているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，議案第18号について。保険料の収入で大体8％くらい昨年からすると上乗せされて

いる。保険料の計算は県の連合会の方でされていると思うが，どういうことを予測して，

8％上積みが出てきたのかとの質疑に対し，後期高齢者医療制度は，鹿児島県後期高齢者医

療広域連合で運営されており，当初予算に計上する保険料の算定についても，広域連合で行

っている。保険料の予算額が増となった要因は，団塊の世代の加入により，被保険者数が急

増すること，2番目に，医療の高度化などにより，1人当たりの保険給付費も依然として増加

傾向にあること，また，2年おきに改定される保険料率が，令和4年度は増額改定が予定され

ており，予算額もその分増加としたとの答弁でした。 

 人間ドック助成事業があるが，1人当たり幾らと決まっていると思うが，その金額と，年

間何人の方々がこれを利用しているのかとの質疑に対し，人間ドック医療費助成について

は，市の方では1万9千円を行っており，被保険者の方々が市内の医療機関で受診した場合に

負担する金額は，男性で9,240円，女性で7,700円になる。なお，受診者は令和3年度190名の

予算に対して，174名の受診者が医療機関により報告が上がっているとの答弁でした。 

 意見はありませんでした。 

 次に，議案第19号について。65歳以上の1人暮らしの方々に配食サービス等を行っている

が，対象者はどれくらいで，土日も配食は可能なのかとの質疑に対し，令和4年1月末現在の

利用者が313人となっている。土日も配達しており，休みは年末年始の12月31日から1月3日

だけとなっているとの答弁でした。 

 配食サービスの個人負担は幾らになるのかとの質疑に対し，非課税世帯や生活保護世帯，

年金収入で変わってくるが，基本額は1食800円のうち，本人負担が455円で，非課税世帯並

びに年金収入80万円以下の場合は405円になるとの答弁でした。 
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 長寿介護課の所管で，介護予防活動支援事業費ところばん体操介護予防事業費があるが，

健幸・協働のまちづくり課でのころばん体操に，健幸のまちづくり推進事業の一環として支

援をしていると思うが，これと連動した支援という形になるのか。それとも健幸・協働のま

ちづくり課のものと全く別と考えているのかとの質疑に対し，ころばん体操の介護予防事業

については，健幸・協働のまちづくり課と連携した形で行う体制を取っているとの答弁でし

た。 

 意見として，ころばん体操はコロナ禍とはいえ，地域の中で健康増進はもとより，心の健

康にも寄与しているので，その取組をスタッフ及び事業費も含めて，もっと充実したものに

するようにというものがありました。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論の通告がありますので，発言を許可いたします。 

 吉村重則議員。 

〇１０番議員（吉村重則） 議案第18号，令和4年度指宿市後期高齢者医療特別会計予算に反対

する立場から答弁いたします。 

 後期高齢者医療制度は令和4年10月から，単身で合計所得金額が200万円以上，2人以上の

世帯は合計金額が320万円以上で2割負担になります。また，保険料が，均等割が5万5,100円

から5万6,900円に，所得割は10.38％から10.88％に値上げになります。年金額は減らされ，

保険料や医療費が増やされては，年金ではやりくりが成り立ちません。保険料を滞納すると

短期保険証や資格証明書が交付されることになっています。高い負担を押し付けられる医療

報酬も別枠にする。別立てにすることで差別医療を押し付けるものになっています。後期高

齢者医療制度の廃止を求める声も強く，後期高齢者医療制度に反対し，廃止を求める立場か

ら反対討論といたします。 

〇議長（下川床泉） 以上で，通告による討論は終了いたしました。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第17号及び議案第19号の2議案を一括して採決いたします。 

 2議案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 2議案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第17号及び議案第19号の2議案は，原案のとおり可決されました。 

 次に，議案第18号，令和4年度指宿市後期高齢者医療特別会計予算について，を採決いた

します。 

 本案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 委員長報告に御異議がありますので，起立により採決いたします。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

〇議長（下川床泉） 起立多数であります。 

 よって，議案第18号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第20号（委員長報告，質疑，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第16，議案第20号，令和4年度指宿市唐船峡そうめん流し事業

特別会計予算について，を議題といたします。 

 本案は，産業建設委員会に付託して審査をお願いしてありましたので，産業建設委員長の

報告を求めます。 

〇産業建設委員長（田中健一） 産業建設委員会へ付託されました，議案第20号，令和4年度指

宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計予算について，の審査の経過と結果を御報告申し上げ

ます。 

 要旨につきましては，既に提案理由の説明がなされておりますので，省略させていただき

ます。 

 本委員会は，去る3月10日，全委員出席のもと，関係課職員の出席を求め審査いたしまし

た結果，全員一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 審査の過程で出されました主な質疑，意見について申し上げます。 

 まず，コロナ禍で利用者が減少しており，収束しないと回復が難しいと思うが，減少を少

しでも抑える手立てについて，どのような考えがあるかとの質疑に対し，令和4年は開設60

周年を迎えることとなっており，この機会をチャンスと捉えて，多くのＰＲ，広報等に力を

入れていきたい。また，経費の削減も併せて行っていきたいと考えているとの答弁でした。 

 次に，エレベーターの保守点検委託において，年何回点検されているのか。また，利用者

から苦情はないかとの質疑に対し，毎月定期的な点検をしており，年12回の点検となる。苦

情については特にないが，通常のエレベーターはワイヤー式が主流であるが，唐船峡は油圧

式になっていることから，少し下がるような現象があるとの答弁でした。 

 意見として，今後の営業努力をしながら基金を増やしていくということだが，エレベータ
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ーの全面改修についても近い将来出てくる可能性がある。これらを含めて財政当局ともしっ

かりと連携を取りながら，今後の運営について考えていってもらいたいというものがありま

した。 

 以上で，報告を終わります。 

〇議長（下川床泉） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第20号を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は，可決であります。 

 本案は，委員長報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第20号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第27号～議案第31号一括上程 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第17，議案第27号，指宿市職員の給与に関する条例及び指宿市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について，から，日程第21，議案第31

号，令和4年度指宿市一般会計補正予算（第1号）について，までの5議案を一括議題といた

します。 

 件名の朗読を省略いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 

△ 提案理由説明 

〇市長（打越明司） 今回，追加して提出いたしました案件は，条例に関する案件3件，補正予

算に関する案件2件の計5件であります。 

 まず，議案第27号，指宿市職員の給与に関する条例及び指宿市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部改正について，であります。 

 本案は，令和3年人事院勧告の趣旨に基づき，職員の期末手当の支給率及び額を改定する

ため，これらの条例の所要の改正をしようとするものであります。 
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 次は，議案第28号，指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に

ついて，であります。 

 本案は，公務員の給与改定に関する取扱いに基づき，議会議員の期末手当の支給率及び額

を改定するため，この条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 次は，議案第29号，指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について，であり

ます。 

 本案は，公務員の給与改定に関する取扱いに基づき，特別職の職員の期末手当の支給率及

び額を改定するため，この条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 次は，議案第30号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第17号）について，でありま

す。 

 本案は，歳入歳出からそれぞれ2,604万6千円を減額し，予算の総額を295億742万円にしよ

うとするものであります。 

 次は，議案第31号，令和4年度指宿市一般会計補正予算（第1号）について，であります。 

 本案は，歳入歳出にそれぞれ2,604万6千円を追加し，予算の総額を262億2,004万6千円に

しようとするものであります。 

 詳細につきましては，総務部長に説明させますので，よろしく御審議賜りますようお願い

申し上げます。 

〇総務部長（下吹越寿） それでは，命によりまして，総務部所管の議案について，追加して御

説明申し上げます。 

 提出議案の1ページを御覧ください。 

 まず，議案第27号，指宿市職員の給与に関する条例及び指宿市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例の一部改正について，であります。 

 本案は，令和3年人事院勧告の趣旨に基づき，職員の期末手当の支給率及び額を改定する

ため，これらの条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 改正の主な内容について御説明申し上げますので，2ページを御覧ください。 

 まず，第1条は，指宿市職員の給与に関する条例の一部改正であります。 

 改正の主な内容は，一般職の期末手当の支給率を，現行の100分の127.5から100分の120に

改定しようとするものであります。 

 第2条の指宿市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正につきましては，一

般職の任期付職員の期末手当の支給率を，現行の100分の127.5から100分の120に改定しよう

とするものであります。 

 なお，附則において，これらの条例は公布の日から施行することとし，あわせて，令和4

年6月に支給する期末手当に関する特例措置として，令和3年12月に支給された期末手当の

127.5分の15を調整額として，令和4年6月支給分の期末手当から減額することとしていると
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ころであります。 

 次は，提出議案の5ページを御覧ください。 

 議案第28号，指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て，であります。 

 本案は，公務員の給与改定に関する取扱いに基づき，議会議員の期末手当の支給率及び額

を改定するため，この条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 改正の主な内容について御説明申し上げますので，6ページを御覧ください。 

 改正の主な内容は，議会議員の期末手当の支給率を，現行の100分の167.5から100分の

162.5に改定しようとするものであります。 

 なお，附則において，この条例は公布の日から施行することとし，あわせて，令和4年6月

に支給する期末手当に関する特例措置として，令和3年12月に支給された期末手当の167.5分

の10を調整額として，令和4年6月支給分の期末手当から減額することとしているところであ

ります。 

 次は，提出議案の7ページを御覧ください。 

 議案第29号，指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について，であります。 

 本案は，公務員の給与改定に関する取扱いに基づき，特別職の職員の期末手当の支給率及

び額を改定するため，この条例の所要の改正をしようとするものであります。 

 改正の主な内容について御説明申し上げますので，8ページを御覧ください。 

 改正の主な内容は，特別職の職員の期末手当の支給率を，現行の100分の167.5から100分

の162.5に改定しようとするものであります。 

 なお，附則において，この条例は公布の日から施行することとし，あわせて，令和4年6月

に支給する期末手当に関する特例措置として，令和3年12月に支給された期末手当の167.5分

の10を調整額として，令和4年6月支給分の期末手当から減額することとしているところであ

ります。 

 次は，提出議案の9ページを御覧ください。 

 議案第30号，令和3年度指宿市一般会計補正予算（第17号）について，であります。 

 補正予算書の3ページを御覧ください。 

 補正の内容は，第1条で，歳入歳出予算の総額から，歳入歳出それぞれ2,604万6千円を減

額し，歳入歳出予算の総額を295億742万円にしようとするものであります。 

 第2条で，繰越明許費を補正するものであります。 

 内容につきましては，7ページの第2表繰越明許費補正でお示しの事業について，繰越明許

費の変更をするものであります。 

 それでは，説明の都合上，歳出から主なものについて御説明させていただきますので，15

ページを御覧ください。 
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 款3民生費，項2児童福祉費，目6子育て世帯への臨時特別給付金事業費，節11役務費4万6

千円及び節19扶助費2,600万円の減額補正につきましては，当初，令和3年度指宿市一般会計

補正予算（第15号）において，増額補正を議決いただいたところですが，その後，国から増

額分の交付申請については，令和4年度予算に計上し，交付申請することとの指示があった

ことから減額するものです。 

 なお，この同額をこの後で説明いたします，令和4年度指宿市一般会計補正予算（第1号）

で計上させていただきます。 

 次は，歳入について御説明いたしますので，14ページを御覧ください。 

 款15国庫支出金2,604万6千円の補正につきましては，節及び説明欄にお示しの事業に係る

補助金の減額であります。 

 次は，提出議案の10ページを御覧ください。 

 議案第31号，令和4年度指宿市一般会計補正予算（第1号）について，であります。 

 別冊の令和4年度指宿市一般補正予算（第1号）の3ページを御覧ください。 

 補正の内容は，第1条で，歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,604万6千円を追加

し，歳入歳出予算の総額を262億2,004万6千円にしようとするものであります。 

 それでは，説明の都合上，歳出から御説明いたしますので，13ページを御覧ください。 

 款3民生費，項2児童福祉費，目5子育て世帯への臨時特別給付金事業費，節11役務費4万6

千円及び節19扶助費2600万円の合計2,604万6千円の補正につきましては，子育て世帯への臨

時特別給付金に係る対象者見込みの増に伴う扶助費等で，先ほど説明いたしました令和3年

度一般会計補正予算（第17号）で減額しようとする同額を計上するものであります。 

 次に，歳入について御説明いたしますので，12ページを御覧ください。 

 款15国庫支出金2,604万6千円の補正につきましては，節及び説明欄にお示しの事業に係る

補助金であります。 

 以上で，説明を終わらせていただきます。よろしく御審議賜りますようお願いいたしま

す。 

〇議長（下川床泉） 暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時２４分 

再開 午後 ０時２５分 

〇議長（下川床泉） 休憩前に引き続き，会議を開きます。 

 

△ 議案第27号～議案第31号（質疑，委員会付託省略，討論，表決） 

〇議長（下川床泉） これより，質疑に入ります。 

 御質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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〇議長（下川床泉） 別にありませんので，質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第27号から議案第31号までの5議案は，会議規則第37

条第3項の規定により，委員会付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第27号から議案第31号までの5議案は，委員会付託を省略することに決定い

たしました。 

 これより，討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 別にありませんので，討論を終結いたします。 

 これより，議案第27号から議案第31号までの5議案を一括して採決いたします。 

 5議案は，原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，議案第27号から議案第31号までの5議案は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議案第32号上程（説明・質疑・委員会付託等省略，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第22，議案第32号，指宿市議会委員会条例の一部改正につい

て，を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本案に対する提案者の説明・質疑・委員会付託等を省略し，直ちに採決したいと思いま

す。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，本案に対する提案者の説明・質疑・委員会付託等を省略し，直ちに採決すること

に決定いたしました。 

 これより，議案第32号を採決いたします。 

 本案は，原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 
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 よって，議案第32号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 決議案1号上程（説明・質疑・委員会付託等省略，表決） 

〇議長（下川床泉） 次は，日程第23，決議案第1号，ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する

決議（案）を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本決議案に対する提案者の説明・質疑・委員会付託等を省略し，直ちに採決いたしたいと

思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，本決議案に対する提案者の説明・質疑・委員会付託等を省略し，直ちに採決する

ことに決定いたしました。 

 これより，決議案第1号を採決いたします。 

 本決議案は，原案のとおり決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（下川床泉） 御異議なしと認めます。 

 よって，決議案第1号は，原案のとおり可決されました。 

 

△ 議長挨拶 

〇議長（下川床泉） 令和4年第1回指宿市議会定例会の閉会に当たり，一言，御挨拶を申し上げ

ます。 

 今期市議会定例会は，去る2月28日の開会以来，本日までの29日間にわたり，令和4年度予

算案をはじめとする多くの案件を終始熱心に御審議いただき，本日ここに全ての日程を終了

し，閉会の運びとなりました。議員各位はもとより，執行部当局におかれましても，円滑な

審議に御協力いただきましたことに対し，感謝申し上げます。 

 さて，国内においては，昨年末から懸念されていた新型コロナウイルス感染症の第6波が

到来し，オミクロン株などの新たな変異株による感染の勢いは依然として衰えることなく，

多くの新規感染者数が報告されています。本市においてもクラスターが発生するなど，市民

生活への多大な影響が続いている状況となっております。このような中，今期定例会におい

ては，ワクチン接種のほか，プレミアム付き共通商品券発行事業や緊急経営安定化助成事業

など，感染症対策と地域経済活性化の両面を推進するための費用を含んだ令和4年度当初予

算を可決いたしました。執行部におかれましては，効果的，実効性，即効性ある予算執行に

全力で取り組んでいただくよう強く要請いたします。 
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 本市議会は，市民に開かれた議会を目指して制定した指宿市議会基本条例に基づき，市民

が安全で安心して暮らせるよう，更なる議会の活性化に努めていく所存であります。 

 終わりに，本年3月をもって退職をされます職員の皆様方には，長い間，市政発展に御尽

力を賜り，改めてその御労苦と御功績に深甚なる敬意を表しますとともに，今後も健康に十

分留意され，その豊富な経験と知識をふるさと指宿の発展のために生かしてくださいますよ

うお願い申し上げ，挨拶とさせていただきます。 

 この際，市長から発言の申し出がありましたので，発言を許可いたします。 

 

△ 市長挨拶 

〇市長（打越明司） 令和4年度第1回指宿市議会定例会の閉会に当たりまして，発言のお許しを

いただき，一言，御挨拶を申し上げます。 

 私は，指宿市長に就任して初めての市議会定例会も，本日をもちまして最終日を迎えます

ことに，深い感慨を覚えるとともに，正直ほっとしているところであります。去る2月28日

の開会本会議以来，本会議並びに各常任委員会におかれまして，それぞれ慎重なる御審議を

尽くされ，全ての議案につきまして，本日，議決を賜りましたことに厚く御礼を申し上げま

す。 

 さて，私は10年後，20年後を見据えて，将来を楽しみにできる町にという目標を掲げ，指

宿市長に就任をいたしました。これからいよいよ，本市はこの大きな目標を達成するため

に，ワンチーム，そして，財政再建，住みやすい町，稼げる町，ＩＴ化と情報発信という5

つのキーワードを基本の柱として，まちづくりを進めていくことになります。まちづくりは

もちろん，一朝一夕にできる簡単な仕事ではありません。丁寧に時間をかけながら，戦略的

に粘り強く，生活先進地を目指す取組を続けることが，指宿の将来を楽しみにしてくださる

人を少しずつ増やしていくことにつながると考えております。そのためにまず，ワンチーム

を作っていく努力をしてまいります。市役所の職員や各種の任用職員との意見交換や議論を

積極的に行うことや，市民との語る会あるいは各団体との活発な情報交換などを通じて，ワ

ンチームづくりを進めてまいります。さらには，財政再建に力を入れ，徹底した事業や予算

の見直しを行い，あわせて，ふるさと納税などの歳入確保にも努め，締めるところは締め，

必要な部分には人材も財源も充実をさせる，これこそが入るを量りて出ずるを制すというこ

とであると考えているところであります。これから展開していく事業におきましては，節約

という言葉を念頭に，コスト意識をしっかり持って取り組むとともに，議員の皆様をはじ

め，市民の皆様の声に耳を傾けながら，一つ一つ着実，丁寧に，真に必要とされている施策

を見極めることが，魅力あふれる指宿へ生まれ変わる，リボーンの第一歩であると信じてお

ります。私自身，身を粉にして，これから始まる新しい指宿市政の推進に全力を尽くしてま

いりますので，どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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 結びに，議員各位をはじめ，市民の皆様方のより一層の御支援と御指導をお願い申し上げ

ますとともに，皆様方の御健勝と御多幸を御祈念申し上げまして，令和4年第1回指宿市議会

定例会の閉会に当たりましての御挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

 

△ 閉議及び閉会 

〇議長（下川床泉） 以上で，本会議に付議されました案件は，全て終了いたしました。 

 これにて，本日の会議を閉じ，あわせて，令和4年第1回指宿市議会定例会を閉会いたしま

す。 

閉会 午後 ０時３５分 

 

 

  地方自治法第123条第2項の規定によりここに署名する 

 

              指宿市議会 

 

                議  長  下川床   泉 

 

                議  員  山 本 敏 勝 

 

                議  員  東   勝 義 
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決議第１号 

 

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 

 

 ２月２４日，ロシアは度重なる国際社会の警告を無視し，ウクライナへの軍事侵攻を開

始した。 

 このロシアによる隣国の領土を武力で侵略する行為は，明らかに国連憲章に違反するも

のであり，国際秩序の根幹を揺るがす世界の安全に対する重大かつ差し迫った脅威である。

さらにプーチン大統領が核兵器による威嚇を行っているのは，言語道断であり，唯一の被

爆国として断じて容認できない。 

 よって，本市議会は，ウクライナの主権を侵害するロシアの軍事的暴挙に対し，厳重に

抗議し強く非難するとともに，世界の恒久平和と安定の実現に向け，ロシア軍を即時に完

全かつ無条件で撤退させるよう，国際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。 

 また，政府においては，在留邦人の確実な保護や我が国への影響対策について万全を尽

くしていただきたい。併せて，国際社会と連携して，ロシアに対し，制裁措置など断固た

る措置を実施するよう要請する。 

以上，決議する。 

 

令和４年３月２８日 

                        指 宿 市 議 会 
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